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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ステュアート・スウェン氏は困っていた。

　もっと有り体に言うなら途方に暮れていた。

　氏の隣ではスウェン夫人のドゥエンナが同じように絶句して夫の顔を窺うかがっている。

　そんな二人の前に一人の青年が座っていた。年の頃は二十二、三。色白の秀麗な顔立ちで、品のよい物腰の青年である。身なりもすこぶるきちんとしている。

　スウェン氏はどうにか気を取り直すと、やっとのことで言葉を発した。

「ヘンリーくん」

「はい」

「きみは立派な青年だ」

「ありがとうございます」

　穏やかに頭を下げながら、水色の瞳ひとみは答えを待って、静かにスウェン氏を見つめている。

　スウェン氏はもう一度、まるで自分に言い聞かせるかのように言った。

「きみは立派な青年だ。それは誰もが認めるところだ。きみは高潔な人柄で知られているし、それ以上に誠実でもある。思慮深く、公明正大で、ねばり強い交渉者でもある。特に無ノンフ形種オーマーと我々との橋渡しに努める姿勢はまことに立派なものだ。哲学に造ぞう詣けいが深く、語学も堪たん能のうであり、博識でも知られている。加えて趣味の良さも確かなものだ」

「スウェンさん」

　惜しげもなく振る舞われる賞賛の数々を制止すべく、ヘンリーはやんわりと声を発したが、無駄だった。スウェン氏は困惑も露あらわに叫んだ。

「しかし、しかしだ！　きみは《蛇へび》で我々は《鰐わに》だぞ！」

「わかっています」

　静かに言ったヘンリーだった。

「わかっているのです。そのことさえなければ、あなたと同じ種族であれば、わたしはとうの昔にお嬢さんに結婚を申し込んでいたでしょう」

　氏は言葉に詰まり、ドゥエンナも言い訳のように言うのが精一杯だった。

「で、ですけど……あの子はまだ十六ですよ」

「わかっています。今すぐにと申し上げているわけではありません。従来の常識からすれば、こんな申し出は常軌を逸していることも、正気かと言われることも覚悟しています」

　ヘンリーは一度、言葉を切った。

「わたしからも言わせてください。お嬢さんはすばらしい方です。美しく、聡そう明めいで、誰よりも優しい心と、芯しんの強さをお持ちです。種族は違うとしても、妻を迎えるならお嬢さんのような人をと、わたしは以前から考えていました。しかし、それは自らを騙だます言い訳に過ぎません。わたしは他ならぬお嬢さんを妻に迎えたいとずっと思っていたのです」

　スウェン氏もドゥエンナもますますもって言葉がない。

　ヘンリーは穏やかな顔に意外なほど強い決意を見せて言った。

「一昔前なら、あの人とは種族が違う、どんなに思っても一緒にはなれない。それで終わってしまったことでした。しかし……今ではその常識も変化しつつあります。だからこそ、お願い致します。お嬢さんに結婚を申し込んでもよいというお許しをいただけませんか？」

「実を言うと、そこもわからないのだが、ヘンリーくん」

　まだ啞あ然ぜんとしながらもスウェン氏は言った。

「きみの娘への思いが真実のものなら娘に直接言えばいい。わたしに許可を求めることはない。我々は無形種ではないのだから、娘の選んだ相手に異を唱えるほど、わたしも狭量ではない。娘が心から愛し、夫と認めた相手なら、喜んで新たな家族として迎えるつもりだ」

「そのお嬢さんの決断を促すために、お目に掛かりました」

　ヘンリーは冷静だった。

「お嬢さんは優しい方です。ご家族に反対される結婚にはそうたやすく踏み切れないはずです。まずはご家族の了承を得なくてはと思い、こうして参りました」

　スウェン氏はちょっと眼を見張った。

「きみの美点をもう一つ発見したぞ。意外と知能犯でもある」

　これを素直な褒め言葉と取るほど、ヘンリーは未熟者ではない。

「否定は致しません。ご家族を無視して話を進めることは得策ではないと判断しました」

　ますますもって無形種流である。

　要するにヘンリーは、父親の口から娘に今回の求婚の話を伝えてくれと言っているのだ。

「それでは、わたしたちがきみを娘の夫にふさわしくないと判断して、きみの求婚を娘の耳に入れなかったらどうする？　あらためて娘に申し込むのかね」

「いいえ」

　ヘンリーは首を振った。

「お二人の意思を無視してお嬢さんに申し込んだところで、お嬢さんは必ずお二人に相談するでしょう。その結果、ご家族に反対される、もしくは心配されるとなれば、お嬢さんは決してわたしの手を取ってはくださらないはずです。そういう方だから──そういう優しいお嬢さんだからこそ愛いとしく思うようになったのですから」

「すると？　その時は娘のことは潔く諦あきらめるのかね」

　少々意地の悪い質問だと思いながら氏は言ったが、ヘンリーはいかにも思慮深さを旨とする種族らしく慎重に考えて、ゆっくりと首を振った。

「諦められるくらいでしたら──そう簡単に思いきれるのであれば、こんなお話をすることもなかったはずです」

「…………」

「お嬢さんが、お嬢さんにふさわしい男性と結ばれるのを見届けるまで──いいえ、恐らくはその後も、わたしの心はお嬢さんのものです」

　ヘンリーは最後まで礼儀正しく振る舞って、二人の前から去っていった。

　残されたスウェン氏とドゥエンナは茫ぼう然ぜんと互いの顔を見つめあった。

「あなた……」

「言ってくれるな……」

　ロームでも名高い実業家のスウェン氏が完全に頭を抱えてしまっている。

「ですけど……」

　ドゥエンナが何か言う前にスウェン氏は頭を抱えたまま、呻うめくように言った。

「これもかなり無形種流だが……本人に話す前に息子たちに話したほうがいいだろうな」




　スウェン氏にはミュリエルの上に三人の息子がいる。

　長男の名は父親と同じステュアート。若き実業家として父を手伝っている。

　次男はフレデリック。大学を卒業後、別の事業で独立して働いている。

　三男のセオドアはまだ十代の若者でルノーブル大学の学生だ。

　スウェン氏は今、ロームを遠く離れたドルイトンに休暇で来ていた。

　バナディスの最西端の街であるチェスタムコートより遥か西に位置するドルイトンは昔から異種アナザー人類レイスの保養地として知られている。

　手つかずの美しい自然も魅力的だが、ここには滅多に無形種が現れない。

　異種人類は彼らを脅おびやかす心配もなく、思い思いの姿に変化して楽しむことができるのだ。

　冬になれば変化した《白鳥》が大勢やって来て湖で水遊びをし、夏は《鹿》や《狐》それに《熊》などがのんびりと森を散策して過ごしている。

　スウェン氏も妻と娘を連れて夏の休暇を楽しみに来たのだが、息子たちはまだ仕事や学校が残っているので、後から追って来る手て筈はずになっていた。

　父親からの手紙を受け取ってドルイトンに駆けつけた兄弟も、話を聞いて絶句した。

「ヘンリーがミュリエルに求婚……ですか？」

　ステュアートはむしろ茫然と呟つぶやいた。

　フレデリックもセオドアも同様で呆あつ気けに取られた顔である。

　歳の近い兄弟である彼らは背せ恰かつ好こうはさほど変わらないが、顔立ちも性格も一人一人違う。

　黒い髪のステュアートは父親に一番よく似ていて、沈着冷静で思慮深い。

　赤毛のフレデリックは兄弟の中では桁けた外はずれに陽気で明るい顔立ちと、よく輝く眼をしている。

　金髪のセオドアは内省的な性質で、表情もどこか繊細で、学者というよりは芸術家のような雰囲気を感じさせる。

　スウェン氏はまだ頭を抱えながらヘンリーとの会話を話して聞かせ、私見をつけ加えた。

「ヘンリーの言うように一昔前なら……いいや、つい最近までこんな結婚はあり得なかった。種族が違う、それだけで充分だった。習慣も言葉も違う、ごく一部の例外を除いて、子どもを持つこともできないのだから。しかし、近年その常識は間違いだったと──思いこみに等しい迷信であったことが明らかにされつつある」

　ステュアートが気遣わしげに言う。

「お父さん。それは混イン血シードが親の能力を受け継がないという点を正したものなのでは？」

　フレデリックも頷うなずいた。

「実際そっちは迷信であることがはっきりしてる。ミュリエルがダムーと結婚したら、どんな子どもが生まれるか楽しみだったのにな」

　ステュアートが幾分厳しい顔になる。

「フレド、妹の結婚を笑い話にする気か？」

「まさか。ただ、胴体がぼくたちに似て他は彼の特徴が出たらどうなる？　ダムーそっくりな白い羽を生やした空飛ぶ鰐なんてすてきじゃないかと思っただけさ」

　セオドアが心配そうに尋ねた。

「お父さん。そのこと、ミュリエルにはもう話したんですか？」

「お母さんが話しているところだ。──わたしは先におまえたちの意見を聞こうと思った」

　三人兄弟は一様に押し黙り、真っ先にステュアートが難しい顔で黒い頭を振った。

「ぼくは反対です。少なくとも心から賛成はできません。うまくいくわけがない」

「兄さんは頭が固いから」

　陽気なフレデリックがからかうと、ステュアートは厳しい声で言い返した。

「おまえこそ、もっと真面目に考えたらどうなんだ。妹の一生がかかっている問題なんだぞ」

「そうだよ。決めるのはミュリエルだ。ぼくたちがとやかく言うことじゃない。どんなに非常識な話でも、ミュリエル本人がヘンリーを選ぶと言うのなら仕方がないじゃないか」

「ミュリエルはダムーを慕っている。それはおまえだって知らないわけじゃあるまい」

「だけどダムーは違うかもしれないよ。ぼくの姿を遠目にちらっと見ただけで、飛び上がって逃げるくらいだからね」

　あれは傷つくよとフレデリックは苦笑し、セオドアが再び父に訊きいた。

「ミュリエルはヘンリーのことをどう思っているんですか？」

「少なくとも嫌っているわけではないだろう。夏休みには毎年のように顔を合わせて、会えば楽しそうに話している。わたしの眼から見てもなかなか親しそうに見える」

　ステュアートが考えながら言う。

「問題は種族の壁を乗り越えられるかどうか──ですね？」

「そうだ。おまえたちの意見は？」

　スウェン氏は息子たちを見つめ、ステュアートは自分が答えるより先に弟たちに眼をやった。

　フレデリックが肩をすくめて言う。

「無形種でもあるまいし、兄が妹の結婚に文句をつけるなんておかしな話ですよ。そりゃあ、その男がどうしようもない変な奴で、一方的に妹につきまとっているというのなら、兄として黙ってはいられませんが、ヘンリーなら文句のつけようがないでしょう。彼は滅多にないほどいい奴ですからね」

　セオドアも、控えめな口調ながら、すぐ上の兄に同意した。

「ぼくもそう思います。──あくまでミュリエル次第ですけど」

　弟たちの主張に内心では頷きながらも、ステュアートは冷静に指摘した。

「忘れるなよ。どんな好青年でも彼は《蛇》だ。我々は《鰐》なんだぞ」




　ミュリエル本人は茫然としていた。

　母から聞かされた話はとても信じられなかった。意外だと思うこともできなかった。

　そこまで頭が働かない。事実として受け止めることすらできなかった。

「お母さま……」

　すがるように母を見るも、ドゥエンナも困惑した顔つきである。

　ミュリエルはドゥエンナにとって、たった一人の娘だ。息子たちに抱いている愛情とはまた別の思い入れがある。

　美しく成長した娘はいつか結婚するものだ。相手が現れるのも当たり前だ。

　ただし、その相手は親が好ましいと思う青年とは限らない。

　今まで無形種の知人が息子や娘の異性問題で動転し、周しゆう章しよう狼ろう狽ばいするのをドゥエンナは何度も見てきたが、まさか同じことが自分の身に降りかかってくるとは思ってもみなかった。

「お母さまはヘンリーさまの申し出をどう思いますか？」

　ドゥエンナには答えられなかった。

　無形種の友人たちの相談──というより愚痴は、自分の子どもが家格には似つかわしくない、好ましからざる相手と恋仲になっている、子どものためを思って言う親の忠告も耳に入らない様子で、どうしたらいいか困っているというものがほとんどだった。

　そんな時、ドゥエンナは優しい言葉で彼らをなだめ、お子さんもあなたを愛しているのだと励ましてきたが、実のところ、こんなことは他人が何を言っても無駄だと思っていた。

　相手は恋愛という一対一の破滅的な盛り上がりの真っ直ただ中なかにいる。

　そんな状況では親といえども立派な他人である。

　お子さんが熱くなっている時は刺激せずにそっとしておいたほうがいいと、控えめに助言もしてきたが、今初めて彼らの気持ちがわかる気がした。

　子どもの愛した相手が気に入らないという意味ではない。

　ヘンリーはドゥエンナの眼から見ても非常に好ましい青年である。第一ドゥエンナの娘ミユリエルは困惑しきって、動揺して、青ざめてすらいる。

　考えた末、ドゥエンナは慎重に口を開いた。

「ヘンリーは立派な青年ですよ」

　ミュリエルも母を見つめて、真顔で頷いた。

「はい」

「種族は違っても、ヘンリーは立派な青年です。あなたがヘンリーを選ぶのならば、わたしもお父さまもとやかくは申しません」

　ミュリエルは途方に暮れた顔になった。

　十六歳の彼女にはとてもすぐには答えが出せない問題だったからである。

　ドゥエンナにもそれはわかっていたので、諄じゆん々じゆんと言い含めた。

「ヘンリーはとても勇敢な人でもあります。これまでの常識からすれば考えられないことを、一笑に付されてしまうかもしれないことを、わたしたちに向かってはっきりと口にしました。どんなお返事を返すにせよ、あなたは彼の勇気と誠意に答えなければなりませんよ」

　ミュリエルは前にも増して硬い顔で頷いた。

「はい」

　ドゥエンナは愛いとしげな手つきで娘の金髪を撫なでてやり、優しく笑いかけた。

「わたしにも覚えがあることです。──わたしもね、お父さまと一緒になる前は複数の男性に申し込まれたものですから」

　ドゥエンナの場合、相手はもちろんみんな《鰐》だったが。

「お母さまは迷いませんでした？」

「それはね、迷わなかったと言ったら噓になります。お父さまに会うまではね」

　ドゥエンナは悪戯いたずらっぽく微笑した。

「一生に関わる問題ですもの。冷静な判断ができないこともあります。わたしも自分の考えが正しいのかどうか自信が持てなくて、あなたのおじいさまとおばあさまに意見を求めたことがありますよ。ですけど、それもお父さまに会うまでだった。お父さまと出会って、お父さまと結婚するのだとわかったの」

「どうして？」

「さあ、どうしてでしょう。ただ思ったのよ。『この人だ』って。おじいさまとおばあさまにそう言って報告した時、二人ともとても喜んでくれたわ。あの人なら、おまえの選んだ人なら間違いはないって。ですからね、ミュリエル。わたしはあなたの味方です。いつでもあなたの力になりますからね」

　ミュリエルは頷いて母に抱きついた。




　月が昇るのを待って、ミュリエルはバスローブ姿で別荘の外に出た。

　この別荘は湖のほとりに建てられていて、裏庭からすぐ水に入れるようになっている。

　湖へ下りる石段の上でミュリエルはバスローブを脱いで丁寧にたたむと、裸で石段を下りた。

　十段も下ると、ミュリエルの身体は肩まで水に浸かった。

　そのまま一気に、とぷんと頭の上まで水に沈む。

　そして再び浮かび上がってきた時は既にさっきまでの彼女ではない。

　全長六メートルを超す丸太のような身体。長く尖とがった口に短い手足、暗闇の中で赤く光る眼、ごつごつした背中と太く長い尾。

　これがミュリエルのもう一つの姿であり、異種アナザー人類レイスを異種人類たらしめている所以ゆえんでもある形態トランス変化フオームだった。

《白鳥》や《鷹》は翼を生やして空を飛び、《狼》や《狐》は毛皮を纏まとって森を駆ける。

　そしてスウェン一家は《鰐》なのだ。

　これだけ大きな湖があれば鰐が泳ぐのは当たり前である。

　鰐の姿に変身したミュリエルは水を縫って悠々と進み、東の岸まで一気に泳ぎ切った。

　別荘の立ち並ぶ南側の岸と違って、こちらの岸に民家は一軒もない。岸辺には草むらが萌もえ、見上げるような大きな木が立ち並び、ほとんど手つかずの深い森が広がっている。

　大きな鰐の姿に変化したミュリエルは、のそりと岸に這はい上がった。

　昼間だと硬い背中にぽかぽかと陽が当たって暖かく、気持ちがいいのだが、今は太陽は出ていない。その代わり、ひんやりと涼しい夜風が吹いている。
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　残念ながら鰐の硬い皮膚ではその夜風もよく感じられないが、湖に映る月の美しさは格別で、ミュリエルはこの景色が好きだった。

　形態変化した姿で芝に這っていると、人でいる時とは景色がまったく違って、視線の高さに湖面が来る。今のミュリエルの眼はその湖と空を同時に眺めることもできる。

　一人静かに考え事をするには絶好の場所だったが、思いがけず頭の上から声が降ってきた。

「ミュリエル？」

　いやと言うほど知っている人の声だった。

　上を見れば（夜でも鰐の眼は確かである）太い木の枝に極太の縄のようなものが複雑に絡みついている。

　鰐の顔はお世辞にも表情を表すのに適しているとは言えないが、ミュリエルは大いに焦って、小さく呟つぶやいた。

「ヘンリーさま……」

　大木の枝に掛かった特大の飾り紐ひもがゆらりと動き、一部がぶらりと枝から外れて垂れ下がり、にゅうっと空中に伸びる。それは紛れもなく大蛇の鎌首だった。

「お散歩ですか？」

「はい。ヘンリーさまは……？」

「木登りです。わたしのこの身体では登れる木は限られていますし、南岸の木はみんな登ってしまいましたので」

　確かにこの巨体では相当どっしりした木でないと枝が折れてしまうだろう。

「すみません。少し離れてくれますか。今そちらに行きますから」

　ミュリエルが言われたとおりに後ずさると、蛇の身体が真っ逆さまに降ってきた。

《蛇》は木に登る時は幹を伝って這い登るが、下る時はそんな手間は掛けない。頭から豪快に飛び降りる。それこそが正しい大蛇の作法というものだ。

　今のヘンリーは全長二十五メートルという巨体であるから、これが地面に落ちた時の衝撃は凄すさまじかった。地響きを立てて着地した。

「失礼しました」

　律儀に詫わびると、大蛇はゆっくりと巧みに身体を動かして、大木の下にとぐろを巻いた。

　これは《蛇》の休息の姿勢である。

　鰐に形態変化したミュリエルはしげしげとその姿を見つめていた。

　昼間に見ると、この人の姿はきれいな網あみ目め錦にしき模様をしているのだが、月光に照らされた今は鱗うろこが黒々と光り輝いて、太い胴体がうねるように盛り上がっている。

　その大きな身体に比べれば小さめの頭が品よく、鱗の塊の上に乗っている。

《蛇》はどんな種類でもとぐろを巻くが、ヘンリーのそれは特に見み応ごたえがあるとミュリエルはいつも思っていた。

　形態変化した他種族の姿に感心するのは異種人類の大きな特徴と言っていい。

　同族の中で特に美しい個体が賞賛の対象になるのは無形種にんげんと変わらない。

　だが、他の種族に感じる憧どう憬けいの念はそれとはまた別のものだ。

　無論、何を美しいと感じるかは人によって違うし、他種族には興味を示さない人もいる。

　それでも全体的にその傾向があるのは間違いない。

　立派な鬣たてがみの《獅し子し》が木の枝に寝そべる《豹ひよう》の見事な斑はん紋もんとしなやかさに見み惚ほれ、純白の翼も美しい《白鳥》が疾駆する《馬》の躍動する筋肉に感嘆する。

　恐らく、この心があったからこそ、異種人類は数千年の長きに亘わたって大きな諍いさかいも起こさず、共存してくることができたのだ。

　それでも、どんなに心こころ惹ひかれても他種族には違いない。

　ごく少数の例外を除いて、種族の違う者同士の間には子どもが生まれない。

　そのせいか、どんなに美しいと思っても、強い憧あこがれを感じても、異種人類にとって他種族の異性は異性とは認識されず、当然、好んで他種族と結婚しようとする者はいなかった。

　今までは──だ。

　ヘンリーは己で意を決し、己で選んで初の例外になろうとしている。

　思いがけないところで顔を合わせたわけだが、ミュリエルは、母から聞かされたヘンリーの申し込みについては黙っているつもりだった。

　今はまだいけない。

　気持ちがまとまらないこんな状態で返事をすることはできない。

　幸い鰐の姿でいる時の自分は、他種族の人には極端に表情が見分けにくくなるということを、ミュリエルは経験から知っていた。

　沈黙していれば気づかれまいと思ったのに、何故かヘンリーにはわかったらしい。

「……お聞きになりましたか？」

　ミュリエルは咄とつ嗟さに答えられなかった。今のヘンリーも人の姿でいる時ほど表情は豊かではないが、その声に心配そうな響きを乗せてさらに尋ねてきた。

「とんでもないことを言うものだと呆あきれましたか？」

「いいえ、そんな！」

　人の姿なら反射的に頭かぶりを振るところだが、今の長すぎる顔ではそれは難しい。

「決してそんなことは……ありがたいことだと思っております。本当です。ですけど……」

　大蛇は空中にもたげた鎌首を器用に下げて謝罪の意を示した。

「あなたを困らせるつもりはなかったのです。驚かせたことも、お詫びします。それでも──そんな結果になるとわかっていても、どうしても言わずにいられませんでした」

「ヘンリーさま……」

　全長六メートルの鰐と、全長二十五メートルの大蛇は月の美しい湖の畔ほとりで、お互いをじっと見つめ合った。人間が見たら腰を抜かしそうな光景だ。

『今から殺し合いを始めるのか？』と思われそうな場面だが、彼らの眼には相手の姿は非常に好ましく見えているので、何も問題はないのである。

　形態変化したミュリエルは大いに躊躇ためらいながら長い口を開いた。

「ヘンリーさまは……なぜ、わたくしを？」

「種族が違うのに──ですか？」

　頷うなずこうとしたミュリエルだが、今の姿ではそれもひどく難しいことだった。

　何しろ長大な顎あごの下にはすぐ地面がある。

　そこで軽く眼を閉じてみせることで肯定の印しるしにした。

　ヘンリーのほうは瞬きもしない。しようにも今の彼には瞼まぶたというものがない。

　夜行性の蛇であるヘンリーの眼は日中や灯りのある場所では針のように細く鋭くなる。

　その眼が今は別べつ蛇じんのように丸みを帯びて可愛らしく見える。

　ミュリエルの質問に対して、大蛇はすぐには答えようとしなかった。

　二ふた股またに割れた舌をちろりと伸ばして引っ込める《蛇》特有の仕し種ぐさを何度か繰り返し、慎重に口を開いた。

「何度も考えてみました。わたしは《蛇》です。ご承知のように思し索さくは得意とするところです。何故あなたの姿がわたしの眼を惹きつけて放さないのか──何故あなたの言葉はわたしの耳に快く響くのか、あなたの微ほほ笑えみがわたしの心を常に温かくするのは何故なのか、ずっと傍にいて欲しいと思うのは何故なのか。何故あなたでなくてはならないのか……」

　ミュリエルは何も言えなかった。

　呆あつ気けにとられて、思わず口が開いた。そうするとずらりと並んだ牙きばが強調されて、傍はた目めにはますます攻撃寸前の体勢に見えてしまうが、ミュリエル自身はそれどころではなかった。

　ヘンリーは人の姿でいても魅力的な声の持ち主である。形態変化した今は、その声は空気を優しく震わせて囁ささやくようで、ミュリエルの耳にはさらに快く響く。

　極上の音楽のような美しい声でこんなことを言われたのでは絶句するしかない。

　同時に何も答えることのできない自分が本当に情けなくなった。

　大蛇は急に鎌首をもたげて、熱心に言ってきた。

「ミュリエル。わたしの心を疑うことだけはしないでください。お願いです。──わたしは、わたしの心をあなたに知って欲しかった。あなたを思う気持ちに噓偽りがないことをわかっていただきたかったのです。それだけです」

　地面に這はったミュリエルは苦しさに耐えられなくなり、無意識に後ずさりしそうになったが、何とか堪こらえて大きく喘あえいだ。

「わたくしには婚約者があります」

「知っています」

　自分の迂う闊かつさを後悔したミュリエルだった。

　わざわざ言うまでもない。その人のことならヘンリーもよく知っている。

「彼は混血で、わたしは他種族ですが、あなたへの思いの強さに掛けてなら、わたしは彼にも他の誰にも引けを取るつもりはありません。確かにあなたは《鰐》で、わたしは《蛇》ですが、たとえあなたが千匹の鰐の中に紛れていても、わたしにはあなたを見分ける自信があります。──あなたはこの世にたった一人しかいないのだから」

　熱心に語った大蛇はそこで急に首を引っ込めた。いつもの慎み深さを思い出し、今の自分の振るまいが紳士にあるまじきものだと反省したらしい。

「申し訳ありません。急ぎすぎましたね」

「いいえ……」

　特大の鰐はやっとのことで答えた。うまく声が出なかったのだ。

　何とか呼吸を整えて、冷静に言おうと努める。

「そこまで言ってくださるお気持ちは本当に嬉うれしく、ありがたく思います。わたくしも心してお返事を差し上げなくてはと思います。ですけど……今すぐにはとても……お答えできません。もう少し時間をいただけますか」

「もちろんです」

　ヘンリーは鷹おう揚ように頷いた。

「そろそろ戻りましょう。遅くなるとご両親が心配します」

　そう言って、大蛇が湖のほうに頭を向けたので、鰐は驚いた。

　大蛇が水辺を好むのは知っていたが、ここから南岸まではかなりの距離がある。

「ヘンリーさま。そのお姿でここまで泳いでいらしたのですか？」

「はい。泳ぐのは結構好きなんですよ。と言っても、この身体ではどうしても胴体の大部分は沈んでしまいますし、急いで泳がないと頭のほうまで沈んでしまうのですが……」

　妙なことを真面目な口調で言って、大蛇は急に悪戯いたずらっぽい声になった。

「それだけ泳ぎには自信があります。何でしたら競争しましょうか？」

「まあ」

　ミュリエルもずらりと牙の並ぶ口を開けて笑った。

「では、お申し出を受けなくては。わたくしも《鰐》の一員である以上、《蛇》の方に泳ぎで負けるわけには参りません」

　そうして二人は──というより二匹の大型爬は虫ちゆう類るいは静かに水に入っていった。




　同じ頃、スウェン氏とドゥエンナは来客を迎えていた。

　かなり年配の婦人である。白い髪を束ねた頭にレースの飾りを載せ、古風なドレスの肩にもレースの肩掛けを掛けている。

　夜分に突然訪ねてきたその人は複雑な表情を浮かべて、深々と頭を下げてきた。

「……孫がお騒がせしております」

　老婦人の名前はヘンリエッタ・アンダーソン。

　ヘンリーの父方の祖母だった。

　ヘンリーの両親はこの人から息子の名前をもらったのである。

　見たところ小柄で華きや奢しやで、手荒く扱ったら折れてしまいそうな優しげで品のよい老婦人だが、ひとたび形態変化すればこの人も全長二十メートルを優に超す大蛇となる。

　しかし、変化した姿は彼女の孫とはだいぶ異なる。

　鱗うろこの色素が極めて薄く、ほとんど真っ白に見えるので、他の《蛇》たちも、親しい他種族も、この人のことを賞賛する意味を込めて『白しろ蛇へび刀と自じ』と呼んでいる。

「白蛇刀自はヘンリーくんの意志をご存じでしたか？」

　ヘンリエッタは嘆かわしげな表情で首を振った。

「いいえ、まったく。聞かされたのは孫がこちらにお邪魔した後でした」

　単に驚いているだけではない。その顔には深い憂いと戸惑いがある。

　アンダーソン家もこの湖の岸辺に別荘を持っていてスウェン家とは夏季限定のご近所さんで、家族ぐるみで交際する関係でもあった。

　この両家が親しい間柄だったのは幸いと言えよう。両家が今直面している問題は取り扱いが極めて微妙な上、腹を割って率直に話し合うことが求められていたからだ。

　ヘンリエッタが戸惑いながらも口を開く。

「スウェンさん。お宅のお嬢さんは本当にすばらしい方です。今の《鰐》の若者を見渡しても、よほどの相手でなければ釣り合わないだろうと、ずっと思っていました」

「それはわたしとて同じことです。我々《鰐》はおろか、異種人類すべての種族を見渡しても、ヘンリーくんのように見どころのある若者は滅多にいません。ヘンリーくんの花嫁となる人は《蛇》の中でももっとも幸せな女性だろうと常々思っていました」

　二人は揃って溜ため息いきを吐いた。

　ドゥエンナが珈琲コーヒーを淹いれて振る舞うと、ヘンリエッタは礼を言って口に含み、静かに肝心の話を切り出した。

「お二人は今回の孫の申し出には反対ですか？」

「反対も何も……そこまで決めかねているというのが正直なところです」

「お恥ずかしい話ですが、ただもう困惑しておりまして……それは娘も同じです」

　ヘンリエッタは意外な顔になった。

「お嬢さんは孫の申し出を断るとは言わなかったのですか？」

「はい」

「ですが、受けると言ったわけでもないのでしょうね。すると……考えさせてほしいと？」

　今回の場合、種族が違うという理由で即座に断るのが当然だ。

　それなのにミュリエルはそうしなかった。少なくとも時間をくれと言ったのだ。

　ヘンリエッタも賢明な女性である。そこに深い意味を感じ取っていたが、スウェン氏が釘くぎを刺すように言った。

「早合点はなさらぬように願いますよ、刀自。娘はヘンリーくんと親しくしておりますから、どんな答えを返したらいいのかと悩むのは当然です」

「わかっております。お嬢さんは孫を傷つけたくないと考えてくれたのでしょうね」

　頷うなずいたヘンリエッタは、ここで居住まいを正した。

「しかし、お嬢さんが孫の望む答えを出す可能性も残っております。あらためてお尋ねします。お嬢さんが孫を選ぶ選択をしたとしても、お二人は反対はなさいませんか？」

　スウェン氏もドゥエンナも真顔で頷いた。

「わたしどもはそのつもりでおります。──あなたは？」

「孫がそこまでお嬢さんを思っているなら無下に反対もできますまい。ただ……」

　愛らしい老婦人は困ったように苦笑した。

「おわかりでしょうが、《蛇》の長い歴史の中で一度も例のないことですから。勝手なことを言うようですが、お嬢さんがきっぱりと孫を断ってくれればよかったのにとも思います」

　スウェン氏も微笑した。

「それはこちらもまったく同じですよ。お孫さんはあれだけの青年です。彼ならどんな女性も望めるでしょうに、何故よりにもよってうちの娘をと少々恨めしく思いました」

　こんな恨み言も両者が親しくつきあっているからこそ言えることだ。

　ヘンリエッタもしみじみと頷いて言ったものだ。

「こんな時のわたしどもにできるのは若い人たちを見守ることだけですからねえ……」




　ヘンリエッタを見送って屋外に出た夫妻はすぐには家に戻らなかった。

　申し合わせたように庭にたたずんだ。

　この庭はミュリエルが湖に入った裏庭とは建物を挟んで反対側にある。

　二人の心中を皮肉るように空には明るい月が輝いている。

「いったいどうなることやら……」

　スウェン氏が月を見上げて呟つぶやいた時、氏のすぐ足下で人の声がした。

「困ったことになったらしいな」

　草むらからのそりと現れた影がある。

　こんな低い草むらによくまあ隠れていられたと思うほど大きな姿だった。

　音もなく地面を踏む四肢はどっしりとたくましく、足取りも体つきも柔軟そのものだ。

　黒と黄色の特徴的な縞しま模様が夜目にも美しく、顔の頰毛はふさふさしている。

　尾まで含めたら体長は四メートルを確実に超えているだろう。

　ずば抜けて大きな虎はいきなり後ろ足で立ち上がり、スウェン氏にがばっと抱きついた。

　大型猫属に真正面からこんなふうにのしかかられたら、普通の人間ならひとたまりもない。

　あっという間に押し倒されるところだが、氏は微動だにせず、抱き止めるように虎の身体を受け止めた。

　立ち上がった虎は氏より遥はるかに背が高く、しかもスウェン氏の両肩に置いた前足ときたら、氏の顔と同じくらいの大きさがある。

　氏に覆い被かぶさった虎は、鼻先で氏の額を軽くこづいて笑い声で言った。

「久しぶりだな、シャイラック」

　シャイラックはスウェン氏の本名である。

　氏も同じように額で虎の顔をこづき返して笑った。

「遅いぞ、ロヴ」

　この虎の名前は《虎とら縞じま》のロヴ。

　どこからどう見ても立派な虎なのに虎縞とは妙な呼び名だった。

　それは普通、虎ではないものが虎のような縞模様をしている時に使う言葉である。

　事実、《虎縞》のロヴは純血種の《虎》ではない。

　それでいながらこうして形態変化を可能にしている。

　混血は変身能力を持たないという従来の定説を早々に覆した一人でもあり、氏の古くからの友人でもあった。

　ロヴはドゥエンナにはこの荒っぽい挨あい拶さつはしなかった。スカートの足に軽く頭を押しつけて、猫のように喉のどを鳴らしただけだ。

　ドゥエンナも極上の手触りの毛皮を優しく撫なでながら言った。

「いらっしゃい、ロヴ。ティニは一緒じゃないの？」

「親類に祝い事があってね、そっちに出かけてる」

《人じん狼ろう》のティニはロヴの妻だが、これまたおかしな呼び名だった。

　人間にとっては狼の姿に変身する《狼》は皆、人間でもあり狼でもある人狼と判断されるが、異種人類の《狼》にしてみればこんな呼び名に納得できるはずがない。

　自分たちは純血の《狼》であって、人間の血など一滴も混ざってはいないというのが彼らの自負である。

　しかし、ティニは違う。彼女は見事な雌狼に変身するが、やはり純血種ではない。

　そこで《狼》は自分たちと区別する意味で、彼女を《人狼》と呼んだのだ。

「お祝いの席にティニ一人で行ったの？」

「この恰かつ好こうでもよければ行ったんだが、それだと向こうの親しん戚せきが腰を抜かしてしまうからね。遠慮しておいた」

　ロヴは服を着るのが面倒だという理由で、よくこうして形態変化したままの姿で現れる。

　異種人類なら驚かないが、ティニの親類はほとんどが人間と変わらない普通の混血だ。

　祝い事の席にこんな立派な虎の姿があったのでは落ちつかないだろうし、第一、この巨体を座らせる場所がない。

　スウェン家にとっても同じことで、こんなに大きな虎を家の中に通すのは何かと具合が悪く、そのまま庭で話すことにした。

　スウェン氏は夕涼み用の椅子に腰を下ろし、虎は優雅な仕し種ぐさで地面に寝そべった。

《虎縞》と呼ばれる混血でありながらロヴは純血の《虎》より遥かに美しい毛皮をしており、立派な姿を誇っている。実際、冴さえ冴ざえとした月の光に黒と黄色の毛皮を映し、悠然と前足を組んでいるところはまさに見み応ごたえ充分で、その評価を裏切らない。

　ドゥエンナは急いで台所に行って、調理用の木のバケツいっぱいに緑色のソーダ水をつくり、さらにその上に特大のアイスクリームの塊を浮かべて、バケツごと虎に差し出した。

「さあ、どうぞ、召し上がれ」

「ありがたい。喉がからからなんだ」

　虎は大喜びで大きな両手でバケツを抱えて、頭を突っ込んだ。

　アイスクリームソーダを好む虎とは珍しいが、これが彼の好物なのだ。

　無我夢中でアイスクリームを舐なめ、音を立ててソーダを飲んだものだから、バケツから顔を上げた時は口元の毛が緑色に染まり、黒い鼻の頭にはアイスクリームがついている。

　スウェン氏が苦笑した。

「色男が台無しだぞ、ロヴ」

　虎は軽く眼をつむり、ぺろりと鼻の頭を舐めて言った。

「それはそっちのほうだろう。ひどい顔だぞ。悩み事があるんだな」

「ああ、まったく。予想もしなかった大問題だよ。いっそ自分で解決できる問題ならこんなに悩まなくてもすんだだろうに」

「ミュリエルはどうしてる？」

　ドゥエンナが首を振った。

「かわいそうに。すっかり驚いて狼狽うろたえてしまっているの」

「そうだろうな。無理もないよ」

「ロヴ。他ひ人と事ごとのように言っている場合じゃないだろう。まさか忘れたわけじゃあるまいな。娘はきみの息子と婚約しているんだぞ」

　一見すると《虎》のロヴと、一見したところは《狼》のティニだが、二人ともれっきとした混血である。当然、二人の間に生まれた息子のダムーも混血だ。

　子どもの頃のダムーとミュリエルは、夏の間この別荘で顔を合わせることもあって、とても仲がよかった。そこでスウェン氏とドゥエンナ、ロヴとティニは冗談混じりに、この子たちが大きくなったら結婚させようと約束し合ったのだ。

　男の子のダムーには今ひとつ実感が湧かない話だったらしい。

　きょとんとしているだけだったが、ミュリエルは違う。

　大きくなったらダムーのお嫁さんになってくれる？　とティニに問われて、恥ずかしそうにしながらも嬉うれしそうに微笑んで『はい』と頷いたのだ。

　以来十年、ミュリエルはその言葉を忘れず、今でもダムーのことを婚約者だと思っている。

　ダムーもそう思っているなら話は簡単だ。ヘンリーの求婚を断る立派な理由になるが、虎は重ねた前足の上に大きな頭を乗せると、尻尾しつぽをぱたりと動かして地面を叩たたいた。

「ミュリエルはほんとにいい子だよ。それに比べてうちの坊やはねえ……腰抜けで」

「腰抜けはないだろう。ロヴ。父親のきみが何を言うんだ」

「そうですとも。ダムーは気概のある勇敢な少年ですよ。──でなくてどうしてわたしたちがミュリエルの相手にと思うものですか」

　しましまの尻尾がますます忙しく地面を移動する。

「ああ、そういう意味じゃないんだ。きみたちがうちの子を買ってくれているのはわかってる。ありがたいとも思ってるよ。ただ……」

　問題は他にあるのだ。
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　もともと、息子はミュリエルとの結婚に積極的ではなかった。

　今となっては結婚は考えていないと断言してもいい。その理由もロヴにはわかっていたが、困ったことにそれは鰐夫妻の前では言えないことだった。




　鰐と大蛇の競泳はほぼ同着だった。

　水面から鎌首だけ出した大蛇の泳ぎっぷりはなかなか堂に入っていて、鰐は密ひそかに感心した。

　手加減をしなかったと言ったら噓になるが、泳ぎで自分に引けを取らずについてくるとは、大したものである。

「そのお姿で、これほど泳ぎがお上手とは存じませんでした」

「お褒めいただくとは恐縮です」

　鰐と大蛇は水に浮きながら、互いの眼と眼を見つめ合った。

　二人とも今の姿ではにっこり微笑むわけにはいかないが、眼の光だけでも微笑を示すことはできる。それを感じ取ることもだ。

　とは言え、水中にじっとしていては鰐はともかく大蛇は沈んでしまう。

「お休みなさい、ミュリエル」

　水に浸かりながら大蛇は礼儀正しく言って、鰐に背を向けた。

　ミュリエルは水面に浮かんだまま、その姿を見送っていた。

　大蛇は自分の別荘に上がる岸辺まで泳ぎ、そこでゆっくりと水に沈んだ。

　再び浮かび上がってきた時は若い男性の後ろ姿になっていた。

　もちろん一糸まとわぬ裸体である。

　月明かりに眩まぶしく光る白い背中から、ミュリエルはそっと眼を逸そらした。

　異種人類は無形種ほど裸に対する禁忌や抵抗感は持っていない。

　それでも、じろじろ見るのは失礼に当たる。

　いつもならヘンリーと同じように元の姿に戻ってから陸に上がるのだが、ミュリエルは形態変化を解かず、鰐の姿で石段を上り始めた。

　しかし、鰐の身体は二本足で上り下りする階段を上るようにはできていない。

　背中と違ってやわらかい腹に石段の角がごつごつ当たって不快である。

　そこまでしてミュリエルが目指したのは裏庭に立っているマロニエの木だった。

　高さ三十メートルに達する大木である。

　鰐の姿のまま、そこまでのっそりと歩くと、ミュリエルは突然、がばっと立ち上がった。

　後ろ肢と太い尾を支えにして、両の前肢で木の幹を抱き、引っ搔かくような仕種をする。

　木の肌に爪を立てて何とか自分の身体を浮かせようと試みるも、水中では自由自在に扱える身体は陸上では恐ろしく重い。

　並はずれた筋力も木登りなどにはまったく効果を発揮しない。

　最初から無謀な行為だが、鰐はそう簡単に諦あきらめようとはしなかった。

　後ろ肢と尾で踏ん張り、前肢の爪で一生懸命に木の幹を搔きむしったが、そんなことでこの巨体を樹上に運べるわけもない。

　木の幹に手を突いた鰐は恨めしげに葉の生い茂った枝を見つめた。こんなに近くにあるのに、どうしてもそこへ行くことができないのだ、自分のこの身体では。

「怪我するよ」

　すぐ上の兄のセオドアが、木の幹に前肢を突っ張っている鰐の妹を見つめていた。

「木登りがしたいなら変身フオーム解除リターンしておいで。その恰かつ好こうじゃ怪我をするよ」

　ミュリエルは黙って兄の言葉に従い、短い前肢を下ろした。

　のろのろと湖へ這はっていき、石段を下りて、いったん水の中に沈む。

　再び水面に浮かんだ時は元の美しい少女になっていた。

　バスローブを着たミュリエルは家の裏側のテラスに黙って腰を下ろし、セオドアも妹の隣に座って静かに問いかけた。

「形態変化したまま木登りなんて、どうしてそんな無茶をしたんだい？」

「あの方はとても上手に木に登るの」

「ヘンリー？」

　ミュリエルは黙って頷うなずき、濡ぬれた膝ひざを抱えて小さく呟つぶやいた。

「それなのに……わたしは木にも登れないし、とぐろも巻けない」

「当たり前だよ。ぼくたちは《鰐》だ。《蛇》じゃない。ヘンリーはそのくらい承知の上で、きみに結婚を申し込んだんだ」

　セオドアの言葉は何故か妙に感慨深げだった。

「彼には勇気がある。うらやましいよ。ぼくにはとても真ま似ねできない」

　ミュリエルは驚いて顔を上げた。

　セオドアの顔には何やら苦しそうな葛かつ藤とうしているような表情があり、思わず身を乗り出してミュリエルは言った。

「テディ兄さま。どなたか思う方がいらっしゃるの？」

　今度はセオドアが黙って頷いた。

「違う種族の方なのね？」

　また頷く。

「その方には打ち明けたの？」

「とても言えないよ」

　セオドアは深い息を吐き、絶望的な表情で天を仰いだ。

　内省的で感受性の強いセオドアだが、人柄の良さは折紙付きである。

　ミュリエルは兄を励ますように問いかけた。

「教えて。どんな方なの？」

「彼女は……」

　見えない何かに見み惚とれているような、うっとりした表情でセオドアは言った。

「すてきな人なんだよ。頭がよくて、明るくて、一緒にいるだけで楽しくて、それに……」

「それに？」

「彼女は飛ぶ人なんだ。それは見事な翼を持っていて悠々と空まで舞い上がる。彼女の仲間の中でも一番飛ぶのがうまいくらいなんだよ。それなのにぼくときたら、彼女と一緒に空を飛ぶどころか、丸太ん棒みたいに水に浮いていることしかできないんだから」

　自分では彼女にはとても釣り合わないと言いたいのかもしれないが、ミュリエルはまっすぐ兄を見つめて、励ますように言った。

「《鰐わたしたち》が水に浮くのは当たり前ですもの。そんなことで兄さまを嫌う人などいないわ」

　セオドアは優しく微笑んだ。

「ぼくも同じことを言うよ。鰐は木に登ったりしない。それで当たり前なんだ。きみがそんなことで悩むことはない」

　ミュリエルは困惑して視線を外し、セオドアも深い息を吐いた。

「ぼくたちはお互いのことなら自信を持って言えるのにね。自分のことだとどうにもならない。途端に尻しり込ごみしてしまう。ぼくは彼女に告白する勇気をどうしても持てないでいるし、きみはヘンリーの求婚に困ってる」

　困ってなどいないと言いたかったが、ミュリエルは黙って眼を伏せた。

　自分は間違いなく困惑している。あれほど熱心に自分を求めてくれるあの人の心がわからず──自分自身の心さえわからずに狼ろう狽ばいしている。

「兄さま」

「うん？」

「ヘンリーさまは、わたしがたとえ千匹の鰐の中にいても見分けられるとおっしゃったの」

「本当にできるなら大したものだけど……それは無理じゃないかな」

　生粋の異種人類は二つの姿を持つ。

　スウェン一家は《鰐》だが、生まれてから死ぬまで一度も形態変化しない人間──無形種は、動物の姿になった相手を初めて見た時、それがどんなに親しい友人でもまず見分けられない。

　大きな熊や立派な鬣たてがみの獅子に「おいおい、逃げるなよ。俺だよ俺」と馴な染じみの声で言われて初めて気がつき、「脅かすなよ！」と言い返すのが常だ。

　異種人類同士なら決してこんなことはない。

　特に一対一なら、形態変化した姿を初めて見たとしても、それが知人なら直感的にわかる。

　例えば野生では生息地の違う《豹》と《白鳥》がドルイトンでばったり出くわし、偶然にもかねてからの知り合いだった場合、

「おやおや、きみが猫科なのは知っていたが、黒豹だったか。実にセクシーじゃないか」

「そっちこそ、いつもの厳いかつい顔からはとても想像できないぞ。実に優雅な翼だ」

　このような会話が交わされることになるのだが、何事にも限度がある。

「ダンテス兄弟のところなんて毛色も体型もそっくりだからね。少なくとも、ぼくは一千匹の《蛇》の中からヘンリーを見分ける自信はないな」

《馬》のダンテスは七人兄弟の長兄だ。

　人の姿でいる時は顔立ちも体つきも丸っこく、どこかひょうきんな印象で、お世辞にもいい男とは言えないのだが、形態変化して馬の姿となれば話は別だ。

　鬣たてがみも尾も漆黒、馬体も紫光りする烏から黒すぐろ、その姿は堂々と勇ましく、風格に満ちており、空を飛ぶように大地を駆ける。馬を愛好する人間なら眼を奪われること間違いなしの名馬である。

　彼ばかりではない。彼の六人の弟もみんなよく似た黒馬になる。

　変化した顔も体型もまったく同じで、知らない者の眼には一頭の馬が七体に分身したように見えるほどだ。

　人間が見たら涎よだれを垂らす名馬が七頭、足並み揃えて進む様は壮観ですらある。

　その七体に勢揃いされて舞踊ダンスなどを踊られると他の種族にはお手上げだ。まったく見分けがつかないが、同族の《馬》が見ればもちろん誰が誰だかちゃんとわかる。

　ミュリエルが悄しよう然ぜんと呟いた。

「わたしも……千匹の中からヘンリーさまを見分ける自信はないの」

　二人のすぐ後ろで声がした。

「集団の《蛇》を見分けるのは至難の業だよ。組んずほぐれつの大乱闘だからね」

　ミュリエルとセオドアは驚いて振り返って歓声を上げた。

「おじさま！」

「いらっしゃい、ロヴ」

　さすがは本物の虎以上に虎らしいと評判の《虎縞》である。この巨体で、この至近距離まで、感覚の鋭い異種人類二人に気づかれずに接近するのは容易なことではない。

　ミュリエルは大はしゃぎで虎の首に抱きついた。

　セオドアは父親の知人であり、妹の婚約者の父親でもある相手に向かって丁重に挨あい拶さつすると心配そうに話しかけた。

「……もうご存じなんですね？」

　ヘンリーの求婚を──という言葉をあえて省略しても、虎には充分意味が通じた。

　テラスに悠然と縞模様の身体を伸ばして、わざとふざけた調子で言った。

「そりゃあ、異種人類の歴史始まって以来の大事件だからね。こんな風来坊の耳に入ってくるくらい噂になってるよ」

「世間を騒がせたという意味でしたら、あなたのほうが先でしょう？」

　セオドアは悪戯いたずらっぽく言った。

「父から聞きました。あなたが初めて形態変化した時はそれこそ西大陸がひっくり返るような騒ぎだったと」

　異種人類の結婚と遺伝に関してはこれまで二つの常識があった。

　その一は純血種は他種族との間に子どもを儲もうけることはできないというもの。

（だからこそ今回のヘンリーの求婚は前代未聞の大騒ぎになっているのだ）

　その二は純血種と無形種の間には子どもが誕生するが、子どもは親の能力を受け継がないというものだ。直接の子どもはもちろん子孫も同様で、一度でも無形種の血の混ざった子どもは無形種と変わらず、死ぬまで形態変化はしない──できないというものである。

　異種人類の間でも人間の間でも、厳然たる事実として認識されてきたことだったが、ロヴは初めてその常識を覆した一人だった。

　彼の両親も、兄弟も、祖父母すらも、どこから見ても『無形種そのもの』の混血だったのに、彼だけは違った。子どもの頃から視覚も嗅きゆう覚かくも並はずれて鋭く、足も速く、身体も強かった。

　そして十歳を過ぎる頃には虎の姿への完全変態を可能にした。

　この事実に彼の両親はもとより親しん戚せき一同、腰を抜かしたのは言うまでもない。

　異種人類の間でも同様だった。これは何かの間違いに決まっている、いいや彼は現にここに存在しているではないかと侃かん々かん諤がく々がくの議論が起きたが、テラスに寝そべった虎は平然と言った。

「どうして形態変化できるのかなんて言われても、できるものはできるんだとしか言いようがないからね。ティニも同じだが」

　セオドアが気を利かせて席を立った。

「それじゃ、ぼくは失礼して先に休ませてもらいます」

　今の妹にはロヴと二人で話すことが必要だと思ったのだ。

　ミュリエルも兄に感謝の眼を向け、二人になると、虎の大きな顔を覗のぞき込んで笑いかけた。

「おじさま、お願い。『かぷっ』てしてくださいな」

　おやすい御用とばかり、虎は大きな口をあーんと開けてミュリエルの頭をぱくりとくわえた。

　頭を食いちぎられそうな図だが、もちろん本気ではない。

　顔や頭をあちこち甘あま嚙がみしただけだ。鋭い牙きばの感触をくすぐったがって、ミュリエルは声を立てて笑い、ひとしきりふざけあった後、少し息を切らして尋ねた。

「おばさまはお元気ですか？」

「元気だよ。親戚の祝い事に出てる」

「……ダムーさまは？」

「さてねえ。あっちはどこをほっつき歩いているのやら、この頃はさっぱり消息を聞かない」

「そう……ですか」

　ミュリエルは落胆を隠せない様子で、虎の身体を背もたれにして座り込んだ。

　しましまの尾がゆっくり動いて、ぱたりとテラスを叩たたく。

　わざと呆あきれたような口調を装って、ロヴは言った。

「ヘンリーは頭のいい青年だと思っていたんだが、そうでもないらしいな。意外と無謀だ」

「えっ？」

「だってそうだろう。ミュリエルにはうちの子がちゃんといるんだ。しかも種族も違うのに。結婚なんか申し込むだけ無駄だよ」

「……ええ」

「もちろん、断ったんだろう？」

　ミュリエルは答えなかった。

　膝ひざを抱えて身体を硬くしていたが、小さな声で言った。

「……まだお返事はしていないの。ですけど、明あ日すにでもお断りします」

　虎の口から太い吐息が洩もれた。

　首を捻ひねり、自分に寄りかかっているミュリエルの顔を覗き込むようにして言った。

「噓はいけないよ、ミュリエル」

「…………」

「人に噓を言うのもよくないが、自分につく噓はもっといけない。後で苦しくなるだけだ」

「おじさま……」

　ミュリエルは今にも泣き出しそうな顔だった。

　細い両腕を伸ばし、毛皮に覆われた虎の太い首をぎゅっと抱きしめた。

「おじさま、わたし……どうしたらいいかわからない」

「…………」

「わたしにはダムーさまがいるのに、それはわかっているのに……」

「でも、ヘンリーをすぐには断れないんだね」

　ミュリエルはますます虎の首を抱きしめる腕に力を込め、虎は優しい声で言葉を続けた。

「うちの子のことは気にしなくていいんだよ。あんなのはただの昔の口約束なんだから」

　ミュリエルは弱々しく微笑んで首を振った。

　背もたれにしている極上の手触りの毛皮にそっと頰を寄せる。

　極端に毛足が短く、天鵞絨びろうどのようになめらかな感触だった。ここが暖かい場所だからだ。

　雪の降るような寒い地域へ行くと、この人の毛皮は様子が変わる。もっとふさふさと毛足が長くなり、それでいながら黒くろ貂てんにも負けない光沢を誇るようになる。

　父から話を聞いたことがあるが、この人がまだ独身だった頃、《虎》の若い娘たちは同族の青年をそっちのけにしてこの人に熱を上げ、この人の前でばたばた転がって腹を見せたそうだ。

　それは《虎》の女性に限った話ではない。この人は混血だ。どんな種族の女性とも子どもを儲けることができるのだから、種族を問わず大もてだったらしい。

　その気持ちはよくわかる。この人の息子もとても魅力的な人だからだ。

　形態変化した身体は父親によく似ているが、純白の毛皮にはブルーの模様がちりばめられ、《虎》にはない純白の鬣と真っ白な翼を持っている。

　異種人類すべてを見渡しても、あんな姿を持つ者は一人もいない。

　一度見たら忘れることはできない、とびきり美しい姿だった。

「昔の口約束のつもりはありません。わたし、ダムーさまが好きですもの」

　ロヴはまた太い息を吐いた。

「うちの子を慕ってくれるのは本当に嬉うれしいよ。だけど、うちの子はねえ……」

　ミュリエルが息を吞のんだのを見て、ロヴは急いで言った。

「ああ、そうじゃない。ミュリエルを嫌っているわけじゃないんだ。そんなはずはない。ただ、あの子は《鰐》という種族に対して……独特のこだわりがあるんだよ。何て言えばいいのかな、遠慮とでもいうのか、抵抗感とでもいうべきか……」

「生理的嫌悪感ですか？」

　虎はびっくりして眼を丸くした。

「そんな言葉をミュリエルの口から聞くとは思わなかったな」

「お友達に伺ったんです。無形種の」

　黒と黄色の毛皮に覆われた虎の顔が何やら複雑な動きをする。

「ということは……そのお友達は……つまり……」

「いいえ。その方は平気だったの。ただ、その方の親しいお友達が……」

　思わず口くち籠ごもったミュリエルだった。

　いくら考えても、未いまだにどうしても納得できないのだが、しかし、事実は事実である。

「爬は虫ちゆう類るいは好きではないのだと、見ただけでぞっとするのだと話してくれました」

　丸い虎の耳が驚いて立ち上がる。

「ずいぶん思いきったことを言うお友達だね」

「違うの。その人がとても躊ちゆう躇ちよしていたのを、わたしが無理にお願いしたんです。どうしても訊きいてみたかったから……。ですけど、お話を聞いてもわたしにはわからなかった。あなたの姿は気味が悪いと言われても、それも今の姿なら平気なのに、形態変化した姿は見たくないと言われても、どちらも同じわたしなのに……」

　いったいその差はどこから来るのか。

　今の自分と形態変化した自分のどこが違うのか。

　ミュリエルにとってはそういう感覚なのだが、普通の人間にとって美しい少女と特大の鰐を区別するのは当たり前だ。

　ダムーは違う。そんな差別はしない。ミュリエルが人の姿でいても、反射的に飛び上がって逃げるくらい《鰐》という種族を苦手にしている。

　なぜならダムーは純血種の《狼》にも匹敵する嗅きゆう覚かくを誇っている。相手がどんな姿でいても決して見た目には騙だまされない。

　しかし、ミュリエルにしてみれば、それも納得できないことだった。

　ダムー自身、混血とはいえ、形態変化を可能にしている人である。

　それなのに何故、特定の種族だけを嫌うのか、そこがわからないのだ。

「やっぱり、ダムーさまが無形種の血を引いていらっしゃるからでしょうか」

　虎はゆっくりと大きな頭を振った。

「ぼくだって立派な混血だが、そんなものは感じないよ。うちの子のあれは全然話が別で──実はちゃんと理由があるんだ」

　ミュリエルがすがりつくように虎を見上げる。

「白状するとね、ぼくとティニはその件でミュリエルに謝らないといけない。あの子があんなふうになったのは……ぼくたちが原因かもしれないからね」

「おじさま？」

　虎の眼は極端に瞳どう孔こうが小さい。迫力満点の割に何を考えているか容易に摑つかませない眼だが、その眼は今、明らかな困惑を浮かべていた。

「うちの子を喜ばせるつもりでやったことなんだが、結果がちょっと……まずかったんだよ」

「どういうことですか？」

「大陸の北にマーセルという土地があってね。《蛇》の里からも近いところなんだが、そこは野生の蛇の群ぐん棲せい地でもあるんだ。あそこの蛇は一メートル半くらいの長さで、焦げ茶の地肌に赤い斑はん点てんがあって、なかなかきれいなんだよ。地元の人は斑まだら蛇へびと呼んでたな」

　熱帯地方に住む蛇は別として、冬が到来する地域に住む野生の蛇はみんな冬眠する。

　マーセルの斑蛇も例外ではない。

「一冬を地面の中で過ごした彼らは暖かくなると一斉に地上に這はい出てくるんだよ。その数は半端じゃない。春真っ盛りのマーセルの丘は見渡す限り、赤と茶のまだら模様の生きた絨じゆう毯たんを敷き詰めたようになる。数え切れない蛇が蠢うごめいているところは──そうだなあ。特大のイトミミズの塊かたまりを想像してみると近いかもしれない。マーセルは急な斜面になっているから、地面に這い出た蛇たちはたちまち大きな流れになって、組んずほぐれつしながら斜面を転がり落ちていくんだ。それこそ右に左に蛇行しながら雪崩のような勢いでね。その様子ときたら！　何万匹もの生きた蛇でできた洪水か大河の流れみたいなんだよ」

「すてき。とても見み応ごたえがありそう」

　ミュリエルは眼を輝かせて言い、大きな虎も熱心に同意した。

「そうなんだ。あれには一見の価値はあるよ。最初は感心して見ていたんだけど、そのうち、ぼくもティニも我慢できなくなってね。何しろ目の前に超特大の生きた大河があるんだ。毒がない種類なのはわかってたし、一匹一匹は細くても蛇はなかなか丈夫だし……」

　虎は喉のどの奥で低い笑い声を立てた。思い出し笑いのようだった。

「思い切って、その蛇の流れの中に二人で『えいっ』て飛び込んだんだ」

「まあ……」

「彼らには迷惑な話だったと思うよ。冬眠から覚めたばかりで腹ぺこのところにこんな大きな荷物が飛び込んできたんだから、どの蛇もシャーシャー牙きばを剝むいて怒ってね。滑り降りるまであちこち嚙かみつかれたけど、そりゃあ楽しかった。雪がなくてもできる恰かつ好こうのそり遊びだった。身体の下にはびっしりと生きた蛇がいて、左に右に曲がりくねりながら丘の下まで運ばれる。気をつけないとその流れの中から放り出されてしまうのがまたおもしろくてね」

　金色の眼が楽しそうに輝いている。

「ぼくもティニもこの遊びに夢中になった。何度も何度も丘に登って蛇の流れに飛び込んだ。いつでもできる遊びじゃないからね。蛇が冬眠から覚める季節限定なんだ」

「おもしろそう。──この春もその遊びをなさったんですか？」

「いや、実を言うとね、もうずいぶんやってない」

　ミュリエルは問いかける顔になった。

　虎は何やら居心地悪そうに、大きな身体をちょっと揺すった。

「その時はすごくおもしろいと思ったんだよ。それで、自分たちだけ楽しんでるのは悪いから、うちのおちびさんも遊ばせてやろうと思って……」

　人間の姿だったら、虎は決まり悪いのをごまかすために頭を搔かいていたに違いない。

「次の春まで待って、蛇の流れの中に放り込んだんだ」

「ダムーさまを？」

「そうなんだ」

　虎の立派な鬚ひげがしょぼんと垂れる。

「うちの子は七歳で、ぼくたちに比べて身体が小さかった。それがいけなかったんだ。あっと思った時には蛇の濁流に吞み込まれて見えなくなった。さすがにあの時は焦ったよ。大急ぎでティニと二人で蛇の流れを搔き分けて捜したんだが……」

　数万匹もの蛇が絡み合いながら、蛇行する大河となって急な斜面を流れ落ちてくるのだから、捜索は容易ではなかった。彼らもたちまち下流に流された。

「結局、丘の下に倒れているのを見つけてね。あの子は蛇の大群にもみくちゃにされて下まで流されたんだ。丈夫な子だったから窒息しただけで済んだんだけど……」

　それを『だけ』とは普通言わない。

　人間の子どもが同じ目に遭わされたら間違いなく命を落としているところだが、ロヴが活を入れてやると、ダムーはどうにか息を吹き返した。

　他には怪我らしい怪我もなかったので、両親は危ないところだったねと笑って済ませた。

「ただねえ。あれ以来、あの子は蛇を見ると飛び上がって逃げるんだよ」

　当たり前である。そんな恐ろしい体験をして精神的トラ外傷ウマにならないわけがない。

　大の男でも二度と蛇には近づけないはずだ。視界に入っただけで飛び上がって逃げて当然と納得しただろうが、あいにくミュリエルは異種人類だった。

　蛇の大群の何が脅威なのか、彼女にはわからない。

　ただし、危うく窒息死しかけたという恐怖心は理解できる。

「お気の毒に……ダムーさま」

「恐い思いをさせたのは確かだからね。悪かったと思ってるよ」

「ですけど、おじさま。それでしたらダムーさまが蛇を避けるのはもっともですが、わたしは《鰐》です。蛇とは似ても似つかない姿なのに、どうして？」

「そこのところはぼくにもわからない。もしかしたら同じ爬虫類ということで、あの子は蛇も鰐も同等に捉とらえているのかもしれない。──そのくせ亀は平気なんだが」

　ミュリエルは複雑な顔になった。爬虫類嫌いで片づけるのなら、亀も同じく嫌いでなくてはおかしいからだ。

「……わたしにはわかりません」

「あの子の反応はもう理屈じゃないんだ。一種の条件反射なんだと思うしかない。だからって、うちの子はミュリエルを嫌っているわけじゃないよ。そんな馬鹿なことは絶対にない。それとこれとはまったく別の話なんだ。──ただねえ、結婚となると……」

　虎は言い淀よどんだ末に慎重に続けた。

「よく考えたほうがいいと思うんだよ。大事なことだからね」

　ミュリエルは、ふかふかの毛皮をぎゅっと抱きしめた。

「ありがとう、おじさま」

　虎の心遣いが嬉うれしかった。

　同時に、口にはしなかったが悲しかった。

　自分から逃げ回り、自分の姿を決して見ようとはしないダムー。

　月の光の下で自分の眼をまっすぐに見つめ、熱心に語ったヘンリー。

　二人の態度はあまりにも対照的で、それが悲しかった。




　それから数日後の昼下がり──。

　フレデリックはアンダーソン家を訪れ、慣れた足取りで居間まで入って足を止めた。

「やあ、ヘンリー。──すまない、お邪魔だったかな」

　咄とつ嗟さに謝罪したのはアンダーソン家の居間には客人がいたからだ。

「お気遣いなく。わたくしはもう帰るところです」

　ミュリエルより一つか二つ上だろう。まだ十代なのにずいぶん大人びて見える女性だった。

　顔は小さく、肌は抜けるように白く、切れ長の瞳ひとみは黒々と濡ぬれ、まっすぐな黒髪が背中を覆っている。際だって美しい人だった。体つきもほっそりとしなやかで実に優美だ。

　ヘンリーが二人を紹介した。

「友人のフレデリック・スウェンです。こちらは祖母の古い友人のお孫さんでジュリエット・ダヴンハイム嬢」

「お名前は聞いたことがあります。確か──黒くろ蛇へび嬢じよう、黒のジュリエットですね」

　その呼び名が示す意味はただ一つ。

　つまりヘンリエッタとはちょうど反対で、彼女は真っ黒な蛇に形態変化するのだ。

　全身を覆う鱗うろこはまさに烏からすの濡れ羽色、姿は頭の先から尻尾しつぽの先までほっそりとたおやかで、とぐろを巻く姿もすばらしく優雅で、今まで見たこともない絶世の美人だと熱心に語ったのは、フレデリックの《蛇》の知人の一人である。

　この知人は形態変化した姿を賞賛したのだが、人の姿でいても申し分ない美人だった。

「初めまして、フレデリックさま。ヘンリーがあなたの妹さんに求婚したと伺って参りました。ヘンリーが妹さんを望むのと同じく、わたくしはヘンリーを望んでおります」

　フレデリックは大げさに眼を見張り、肩をすくめてみせた。

「おやおや、それは恐い。ヘンリーを賭かけて妹に決闘でも申し込みますか」

「お言葉ですが、フレデリックさま。その行為には何の意味もありません。妹さんを排除したところでヘンリーの心はわたくしのものにはなりません。選ぶのはヘンリーです」

　見方を変えれば、ミュリエルを排除することでヘンリーが手に入るのなら即座に排除すると断言しているようなものだが、ジュリエットはあくまでも控えめで真面目だった。

　ヘンリエッタがフレデリックに茶を運んできてくれたが、彼女も複雑な顔である。

「あなたの妹さんがロヴの子と約束をしていたように、わたしもこの子の両親も二人が一緒になってくれればと思っていたのですよ……。はっきり言い交わしたわけではありませんが」

「おばあさま、わたくしは今そのことを悔いております。何事も口にしなくては始まりません。もっと早く自分の気持ちをヘンリーに伝えておくべきでした」

　ジュリエットは既にヘンリエッタをおばあさまと呼んでいる。

　親しみを込めてか、あるいは、いずれ本当にそうなることを願ってなのか……。

　ヘンリーの眼の前で堂々と語るジュリエットに《鰐》には珍しい陽気な性質が頭をもたげて、フレデリックはからかうように言った。

「種族の差をしみじみと感じますよ。それが《蛇》一般の求愛方法ですか？」

「わたくしも《鰐》の方たちの求愛法は存じません。ですが……」

　ジュリエットの頰にうっすらと血の色が上り、真っ白な肌がほんのりと桜色に染まる。

「何もせずに諦あきらめてしまうくらいなら、わたくしの気持ちをヘンリーに打ち明けずに終わってしまうくらいなら、今からでも言うべきことは言っておこうと思いました」

　フレデリックはちょっと感心した。

　しとやかで控えめ、それでいて大胆──なかなか変わった女性である。

「残念です。あなたが同族だったら、ぼくがあなたに求婚しているところなのに」

　これはあくまでフレデリックの冗談だったが、ジュリエットは真面目に言った。

「お言葉は嬉しく思いますが、種族の壁はそう簡単に越えられないはずです。違いますか？」

「否定はしません」

　フレデリックも今度は真顔で頷うなずいた。

「あなたは非常にお美しい。ぼくの眼から見ても妹より遥はるかに美しい方です。しかし、そこでぼくが感じるものはあなたへの憧あこがれではなく、思慕でもなく、なぜあなたが《鰐》ではないのだろうと残念に思う気持ちです。それ以外の何物でもない。一人の男としてあなたへの賞賛を惜しむものではありませんが、どうしてもそこから先へは気持ちが進まない。それとこれとはきっと話が違うのでしょうね。少なくともぼくは他種族の女性を女性と意識したことは一度もありません」

　ジュリエットも頷いた。

　他種族の異性を好ましいと思った純血種の、それが標準的な反応だった。

「わたくしとて同じことです。今日お会いしたばかりでもフレデリックさまがとても魅力的な方だということは充分にわかります。ですが、あなたは《蛇》ではない。無形種でも混血でもない。わたくしにとってはそれがすべてなのです」

「わかります」

　だからこそ、純血種の誰もが心の奥底に持っているその壁を乗り越えようというヘンリーが気がかりでもあり、驚いてもいるのだ。

　ヘンリーはジュリエットを玄関まで送り、真しん摯しな口調で言った。

「あなたの気持ちはありがたく思います。ですが、あなたも言ったように今のわたしの心にはミュリエルしか住んでいないのです。どうかわかってください」

「心得ております」

　気丈に頷いてジュリエットは去っていった。

　彼女の後ろ姿を見送って、フレデリックは半ば呆あきれ、半ば感心したような仕し種ぐさでしみじみと首を振った。

「やっぱりな。きみを慕う《蛇》の娘さんがいないわけないと思ったんだ」

『あんな美人を嘆かせるなんて、この色男』とでも言いたそうな口調である。

　ヘンリーは弁解するように言ったものだ。

「ジュリエットはすばらしい人だよ。彼女を崇拝する男はいくらでもいる」

「きみ以外の男なら掃いて捨てるほどね。それじゃあ、ちっとも嬉しくないだろうに」

　さすがにヘンリーも困った顔になった。

　フレデリックも珍しく難しい顔だった。

「さて、ヘンリー。今日は腹を割って話そうと思ってきたんだ。ぼくたちは家族団だん欒らんを楽しむために来たのに、妹がずっと浮かない顔でふさぎ込んでいる。──理由はわかるな？」

　ヘンリーが顔色を変え、反射的に腰を浮かせたのを押さえて、フレデリックは続けた。

「誤解しないでくれ。きみを責めるつもりはないんだ。ぼくたちは友達だし、きみがとってもいい奴だってこともわかっている。妹の気持ち次第だが、きみと義兄弟になることも、ぼくは歓迎したいと思っている。ただし、ミュリエルの兄として一つだけ確認しておきたい。きみの覚悟は父から聞かされたが──本当に妹を愛しているのか？」

　ヘンリーは言葉では答えなかった。

　厳しく光る眼まな差ざしを向けることで意思表示をし、文字通り《蛇》に睨にらまれたフレデリックは苦笑して両手を挙げた。

「馬鹿なことを訊きいたらしいな」

「そんなあやふやな気持ちで結婚を考えたりはしないよ。言わずにおいたほうがいいと何度も思い直したくらいなんだ。きみたちに迷惑を掛けるつもりはなかったんだが……すまない」

　律儀に頭を下げて詫わびるヘンリーに、フレデリックは笑って首を振った。

「謝るなよ。きみには一生の問題だ。恐らく妹にとってもね。そのことでちょっとつきあってもらいたいんだが……いいかな？」

　尋ねておきながらヘンリーの返事を待たずにフレデリックは立ち上がった。

「ミセス・アンダーソン。よろしかったらご一緒にどうぞ。散歩にはいいお天気ですよ」

《蛇》の祖母と孫は思わず顔を見合わせた。フレデリックはただの散歩に誘っているわけではないのだろうと察して、ヘンリエッタはにっこり微笑んで頷いた。

「こんな年寄りを誘ってくださるとは嬉うれしいこと。──そうですね、たまには孫以外の若くて美しい殿方と歩くのも楽しそうです。ご一緒しましょうか」

「ぼくでよろしければいつでもお誘いしますとも。──さあ、どうぞ」

　二人は手早く外出の支度をすませ、フレデリックと一緒に家を出た。

　湖の南岸には別荘が点在しており、ちょっとした散歩道もある。

　フレデリックはその散歩道を離れて、湖の西側に二人を案内した。

　西側には大陸の奥地から湖に流れ込んでいる川がある。

　フレデリックが目指しているのは川が湖に流れ込む合流地点らしい。

　のんびり歩きながらフレデリックは不意に口を開いた。

「弟がミュリエルから聞いたんだが、きみは妹が千匹の鰐わにの中に紛れていても見分けられると言ったらしいな。そこで一つ実証してもらおうと思ってね」

　川が見えてきた。

　向こう岸まで四十メートルくらい、緩やかな流れの川だ。

　手前には河原が広がり、右手には湖と合流する河口が見える。川の中央には葦あしの茂る小島のような中州も盛り上がっている。見慣れているはずの場所だが、ヘンリーは眼を見張った。

　ヘンリエッタも息を吞のんだ。

　手前の河原も反対側の河原も、葦の生い茂った中州も、その川が流れ込む湖面に至るまで、どこもかしこも鰐で埋め尽くされていたからだ。

　五十や百の数ではない。見渡す限り、鰐、鰐、鰐──。

　まさに鰐の河原だった。

　体つきも顔つきも様々で、色の濃いものから薄いもの。

　太めのものから比較的細いものまで、ありとあらゆる鰐が揃っている。

　もちろん野生の鰐ではない。すべて《鰐》が形態変化したものだ。

　河原で日光浴をしていた《鰐》たちは三人が近づくと、のっそりと川の中にすべり込んで、場所を空けてくれた。

　その川にも何匹もの鰐が丸太のように浮かんでいる。川底を覗のぞいて見れば、そこにも何匹も折り重なるようにして鰐が沈んでいる。

　その中に一匹、際だって目立つ鰐がいた。

　目立つのも当たり前で、ほとんどが茶色い塊の鰐の中で、その鰐は白い。

　全身が白色というわけではなく、とびとびに黒い部分が残って市松模様のように見える。

　川の上の人々が見えたのか、白い鰐はすうっと水面に浮上して、河原に這はい上がってきた。

　陸に上がった途端、動きの鈍くなった白い鰐にヘンリエッタが急いで歩み寄り、心配そうに話しかけた。

「ジョブ。お久しぶり。この頃あまりお加減がよくないと聞いていたけれど、大丈夫？」

「なあに。ここまで泳ぐことくらいはできるさ。こんなにおもしろいことは見逃せんからな」

　笑ったのは、かなり年配の男性の声だった。

　この鰐は《鰐》の長老で《白しろ鰐わに》のジョブ。《鰐》と《蛇》の違いはあれど同じ白子アルビノという共通点があるので、ヘンリエッタとジョブの間には昔から種族を越えた親交があった。

　当然、ジョブはヘンリーのことも生まれた時から知っている。

「久しぶりじゃな、お若いの」

「白しろ鰐わに翁おうもお元気そうで何よりです」

「ふむ。まだまだ可愛らしい坊やだと思っていたんじゃが、おまえさん、シャイラックの娘に求婚したんじゃと？」

「はい」

　素直に頷いたヘンリーに、白い鰐は黄色く濁った眼を光らせ、大きな口を開けて笑った。

「時代も変わったもんじゃのう。わしらの若い頃にはヘンリエッタが同族であってくれたらと、ひたすら悶もん々もんとするのが精一杯じゃったがな」

　フレデリックが言った。

「お言葉ですが、白鰐翁。今でもそうですよ。今し方、そこで《蛇》の若者の間で話題騒然の黒蛇嬢に会いました。確かにすてきな美人でしたが、やはりぼくにとっては、どんな美人でもあの人は《鰐》ではないのだという意識のほうが先に立ちます」

「ほほう。すると、こちらの若いのが極めつけに変わっているわけかな」

　白い鰐とフレデリックはヘンリーを見つめ、フレデリックが真顔で言った。

「身内や知人に片っ端から声を掛けてみた。急な話だったからさすがに千人は無理だったが、二百六十八人が集まってくれた」

「よほどの暇人ばかりと思わんでくれ。《鰐わしら》にとっても《蛇そちら》にとっても気になることには違いないんじゃから。時間があったなら他の連中もきっとやってきたことだろう」

「きみが自分で言ったことだ。この中にいる妹を見つけてくれないか。日没までにだ」

　ヘンリーは苦笑して友人を見た。

「では、この試験に合格したら、わたしを妹さんの結婚相手として認めてくれるのかな？」

「馬鹿なことを言うなよ。それを決められるのは妹だけだ。ぼくたちは関与しない。ただし、自分の言葉を立証することによって、きみは自分が噓つきではないと証明することにはなる。結構、得点を稼げる方法だと思ったんだが、不満かな？」

「いいや。喜んでやらせてもらうよ」

　とはいうものの《蛇》はあまり眼のいい種族ではない。

　その代わり、彼らは発達した嗅きゆう覚かくを持っている。しかし、その嗅覚はあくまで周囲の状況を──近くに何がいるかを判別するためのものだ。無数の匂いの中から一つだけを嗅かぎ分けて、どこまでも追跡できる犬科の鼻とは嗅覚の種類が根本的に違う。

　まして、これだけの《鰐》が一堂に会したところなど、ヘンリーは今まで見たことがない。

　多くの鰐の体臭が混じり合っていて、その一頭だけを嗅ぎ分けるのは非常に困難だった。

「注文をつけるわけではないが、妹さんは湖の底に潜って隠れているというのだけは勘弁してもらいたいな。きみたちと違って、わたしには確かめに行く手段がないのだからね」

「そんな卑ひ怯きような真ま似ねはしないよ。水底に潜っている仲間には、時間を決めて入れ替わるように言ってある。常時ではないにせよ、妹は必ずきみに見えるところにいるはずだ」

　要はそれを見逃さないことだと納得して、ヘンリーは躊躇ためらいがちに言った。

「できれば、中州に渡って向こう岸の方たちも近くで見たいんだが……」

「いいとも。ちょっと待ってくれ」

　フレデリックが仲間に声を掛けると、鰐が一斉に集まってきた。

　川底に沈んでいた鰐たちも浮上して、こちらの岸から中州まで身体を横にくっつけて一列にびっしり並んだ。昔話などによく登場する『鰐の架け橋』である。

　フレデリックが得意そうに言った。

「ありがたく通れよ。滅多に渡れない鰐の橋だぞ。こつは一気に走り抜けることだ」

　橋には加わらないでいた白い鰐がヘンリーの足下から注意してくる。

「靴は脱いでもらえるかな、お若いの。わしらの背中もなかなかデリケートなんじゃよ」

　すると、架け橋の中から楽しげな声がした。

「あら、あたし、ヘンリーになら喜んで踏まれるのに」

　若い女性の──まだ十六、七くらいの娘の声だ。

　あたしもあたしもとはしゃいだ声が続き、フレデリックが慌てて制した。

「みんな！　話しかけられるまでしゃべっちゃだめだよ！　声で気づかれるじゃないか」

　ごめんなさあい、といかにも娘らしい笑い声があちこちで上がる。

　ヘンリーは苦笑しながら靴を脱ぎ、ズボンの裾すそをきちんとまくり上げ、生きた橋に向かって一礼した。

「それでは、失礼します」

　助走をつけて中州まで一気に走り抜ける。

　中州の上にも十匹以上の鰐がいて、一番高いところにひときわ立派な鰐が陣取っていた。

　野生の鰐に比べて形態変化した《鰐》は比較的大型のものが多いが、それにしても大きい。

　七メートルを超えているのは間違いない。

　当然その身体に見合うだけの横幅も高さもあって、こうなると鰐というより小山である。

　顔つきも堂々と厳いかめしく、牙きばは鋭く、尾もぎざぎざに尖とがって勇ましい。

　姿全体に力が満ちており、白い鰐と違って針のように鋭い眼が爛らん々らんと光っている。

　ヘンリーはその巨大な鰐に控えめに話しかけた。

「シャイラック？」

「すまん、ヘンリーくん」

　鰐の姿のスウェン氏は神妙に謝った。

「きみを試すようなことになってしまって申し訳ない。これを言い出したのは息子たちなんだ。娘はどちらかというと気が進まない様子だった」

「自分で言ったことですから、その責任は取らねばなりますまい」

　スウェン氏の隣には氏によく似た鰐がいた。

　氏よりは小さめだが、他の鰐よりは断然大きい。

「ステューか？」

　スウェン家の長男は苦笑混じりの声を返してきた。

「ぼくたちを見分けても意味がないぞ。早くしないと陽が暮れる」

　その通り、時間は刻々と過ぎていく。

　だが、二百六十八匹という数は想像以上に厄介だった。

　ヘンリーはもう一度生きた架け橋を使って反対側の河原に渡ってみた。

　そこから湖にも足を向けてみたが、見渡す限り鰐だらけである。

　しかも、当たり前だが、彼らは動く。

　確認しようとする間にも、のそりと動いて、水から上がった別の鰐と入れ替わってしまう。

　川と湖を何度も行ったり来たりするヘンリーを見て、白い鰐が呟つぶやいた。

「苦労しとるようじゃのう」

「ええ……」

　ヘンリエッタも心配そうだった。というより眉まゆをひそめている。

　その顔を見上げて、白い鰐は尋ねた。

「浮かない顔じゃが、あんたは孫が娘さんを見つければいいと思っとるのかね。それとも見つけないほうがいいと思っとるのかね」

「両方ですよ」

「…………」

「日没までに見つけられなければ孫が哀れ。──見つければ見つけたで、今度はミュリエルがかわいそうですよ。これだけ大勢の人の前で求婚の返事を強要されるんですからね」

　フレデリックが驚いたように言った。

「まさか。ヘンリーは紳士です。そんな不作法な真似はしないでしょう」

「孫はよくてもミュリエルの気持ちはそうはいきませんよ。これほど大勢の人の手を煩わせてしまったからには、今この場で返事をしなくてはという心理的な圧迫を強く感じるでしょう」

　ヘンリエッタは眉をひそめながら独り言のように呟いた。

「そのくらいドゥエンナにもわかっているでしょうに、彼女はよくまあ、あなたたちの悪戯いたずらに同意したこと……」

　フレデリックが気まずそうな表情で言い出した。

「いえ、実は母には知らせていないんです。母は一昨日おとといから街へ出かけているので……」

　ヘンリエッタは今度こそ呆あきれて眼を見張り、苦い息を吐いた。

「お母さまのお叱りを覚悟することですね。もちろん、ご兄弟もお父さまもです。お母さまの了解も得ずにこんな勝手なことをするなんて……」

「いや、その、実はですね。ミセス・アンダーソン。これには妹をけしかけると言いますか、発破を掛ける意味もあるんですよ。この状況でヘンリーが妹を見分けてくれれば、妹の決意を促すことにもなると思ったんです」

　煮え切らない婚約者にこだわるよりヘンリーを選んだほうが妹のためではないかと思ったと主張するフレデリックを、ヘンリエッタは厳しく非難した。

「それこそ殿方の身勝手です」

　苦い表情の白い蛇をなだめるように、白い鰐が割って入った。

「ヘンリエッタ。あまりこの若いのを叱ってくれるな。お孫さんもじゃ。わしにも覚えがある。もう遠い昔のことだが、あんたが同族でさえあってくれたらと思ったのは本当じゃよ」

「知っていましたよ」

「…………」

「こういうことは種族の垣根を越えて殿方よりも女のほうが鋭いものです。あなたの気持ちはわかっていました。わたしも同じことを考えていましたからね」

「わしが……《蛇》であったらと？」

「そうです」

　驚きを隠せない白い鰐を見下ろしてヘンリエッタは微笑した。

「ですが、あなたは《鰐》で、わたしは《蛇》。──あの頃のわたしにはそれがすべてでした。それ以上先に進むことはできなかったのです」

「わしとて、同じじゃ」

　過ぎ去った遠い日を懐かしむような白鰐の言葉だった。

　同じ時代を生きた者として頷うなずきながらも、ヘンリエッタの眼は現在を見ている。

「当時のわたしたちにはできなかったことを孫たちが遂げてくれるかもしれない。その期待もわかります。──わかっていますが、殿方というものはいくつになっても考えが足りませんね。その場合もミュリエルが大きすぎる負担を一身に背負わされるんですよ」

　二本足で立つ鰐と河原に這はう鰐の二人は気まずそうに顔を見合わせた。

　その間もヘンリーはゆっくりと歩きながら、一匹ずつ丹念に鰐を眺めていた。

　どの鰐も無表情・無反応を装ってすましているが、実はヘンリーに並々ならぬ関心を寄せているのがわかる。

　生きた架け橋を使って川を行き来し、湖のほうへと足を向けた時、湖の岸辺にいた鰐が一匹、のそりと動いて水に入ろうとするのが見えた。

　その一匹の動きに、ヘンリーの眼は惹ひきつけられた。

　似たような動作をしている鰐は珍しくないのにどうして気を取られたかと言えば、その鰐が少しばかり急いで自分から離れようとしているように見えたからかもしれない。

　ヘンリーは反射的に声を掛けていた。

「ミュリエル」

　鰐は答えない。振り返りもしない。

　短い手足をのろのろと動かして水に入ろうとする。

　ヘンリーは他の鰐を踏まないように急いで、その鰐に走り寄った。

「待ってください。ミュリエル」

　水に入られてしまったらお手上げである。

　他の鰐たちも鈍い動作ながら道を空けて、ヘンリーを通してくれた。

　目当ての鰐の傍まで行くと、その鰐は足を止めて、黙ってヘンリーを見上げてきた。

　これだけ近くで見れば間違いようもない。

　ヘンリーはその場に片かた膝ひざをついて、にっこり笑いかけた。

「よかった。わたしは噓つきにならずにすんだようですね」

　他の鰐たちの視線が集中している。

　ミュリエルがいったいどんな答えを返すのかと見守っている。

　六メートル強の鰐は大きく喘あえぎながら、軽やかな少女の声を発した。

「ヘンリーさま……」

「はい」

「わたくしには、婚約者があります」

「知っています」

　数日前の会話とまったく同じだった。

「わたくしはヘンリーさまのように木に登ることも、とぐろを巻くこともできません……」

「わたしも、三十分も水に潜っていることもツイスト泳ぎもできません」

　ツイスト泳ぎとは鰐特有の身体を軸にして横にぐるぐる回る回転泳ぎのことだ。

「あなたは《鰐》。わたしは《蛇》。それでいいのではありませんか？」

　ミュリエルはますます苦しげに喘いだ。

「婚約者がある以上、お受けするとはお答えできないのです。初めからわかっていますのに、それなのに、それなのにわたくしは……」

　ミュリエルは混乱の極みにあった。

　虎とら縞じまの人は自分の心に噓をつくのはよくないと言ってくれた。ありがたいことだ。しかし、その言葉に従おうとすると、己の心はとんでもなく浅ましい答えを導き出してしまう。

　ヘンリーに嫌われることが何より辛つらいが、噓は言えない。

　ほとんど後ずさりしながら、震える声で一気に言った。

「お断りするとも申し上げられないのです。──お許しください」

　我ながら何という卑ひ怯きような答えだろうと思う。

　さぞ軽けい蔑べつされるだろうと大きな身を縮めていたが、ヘンリーは怒らなかった。

　驚いたように水色の眼を見張り、にっこり笑って頷いた。

「充分です」

「……ヘンリーさま」

「それで充分です」

「ですけど……」

　泣きそうな声のミュリエルを制して、ヘンリーは微笑みながら首を振った。

「ありがとう、ミュリエル。言いにくいことだったでしょうに誠実に答えてくれて感謝します。あなたの迷いは当然です。あなたはまだお若いのですから。わたしも急ぐつもりはないのです。拒絶されていないとわかっただけでも、ほっとしました」

「いいえ、いいえ。それではあまりにヘンリーさまに申し訳なくて……」

「とんでもない」

　硬い鱗うろこに覆われている鰐の長い顔を、ヘンリーの指がそっと撫なでる。

「あなたの混乱も不安もよくわかっているのです。種族が違えば二世も誕生することはない。それが長い間の常識でしたから」

　しかし、もともと《虎》と《獅し子し》の混血など、ごく稀まれに他種族の間にも子どもが誕生する例外もあることはわかっている。今までそうした異種族交配児──ブリジアンには生殖能力がないとされてきたが、ヘンリーは先日その常識をも覆す場面に遭遇した。

「種族の垣根を今すぐ忘れてくれとは言いません。あまりにも長い間存在すると思われていたものですから。ですが、今後はその見方を変える必要があるのも確かなのです。現に《豹》のご婦人が異ブ種リ族ジ交ア配ンのご主人の子どもを妊娠したという事実があります」

　ミュリエルが息を吞のんだ。

「本当ですか……？」

「はい」

　実際に生まれた子どもを確認したわけではなかったが、ヘンリーは頷いた。

「ですから、ミュリエル。あなたが今すぐわたしを切り捨てるのでないのなら、わたしたちもこれから少しずつ始めていけばいいのではないでしょうか。今日のことは特に大きな前進だと思いますよ」

　人の姿でいる時のヘンリーは誰もが眼を見張る美青年だ。

　その彼が鰐の前に膝ひざをつき、身体をかがめて、見るからに凶暴な鰐の鼻先に口づけた。

　頭をもぎ取られそうな図だったが、鰐はもちろんそんなことはしない。お返しに大きな口を開けて、鋭い牙きばで青年の頭をそっと挟んでやった。

　ますます食い殺されそうな図だが、青年は嬉うれしそうに微笑んで鰐の顔に手を添えた。

　一風──いや、かなり変わったラブシーンである。

　そんな二人と見渡す限りの鰐の群を、赤い夕陽が美しく照らし出していた。




　後日、ことの次第を知らされたドゥエンナがかんかんに怒ったのは言うまでもない。

　小さくなっている夫と息子たちを刺すような眼で見渡して、厳しい声で言ったものだ。

「あなたたち、よくもわたしに無断で勝手なことをしてくれましたね」

《鰐》のお母さんは怒らせるととても恐い。

　怒ったお母さんが恐いのは何も《鰐》に限ったことではないが、ドゥエンナは罰として夫と息子たちに当分の『入にゆう水すい禁止』を言い渡したのである。

《鰐》の身でこれは辛い。

　ましてや眼の前には泳ぐのに絶好のすてきな湖があるのにだ。

　スウェン氏は慌てて妻に許しを請い、息子たちも額を床にすりつけんばかりにして謝ったが、厳しいお母さんはそんなことでは懐柔されない。

「本当ならあなたが止めなければならないのに、息子たちの悪ふざけに乗る人がありますか。しばらく反省してもらいます。それにステュアート、フレデリック、セオドア。あなたたちがお嫁さんを連れてくる時がとても楽しみになったわね」

　にっこり笑って言う母親に、息子たちは完全に震え上がった。

　自らも他種族の女性に思いを寄せているセオドアなどは既に涙目だ。

　もっとも、その周しゆう章しよう狼ろう狽ばいぶりがあまりにも激しかったので、その様子を兄たちに見み咎とがめられ、密ひそかに慕っている女性が他種族だということを白状させられてしまい、結果的に心強い二人の味方を得たわけだが、セオドアは既に必死に次兄を牽けん制せいしている。

「フレド兄さん、お願いだから、ぼくの時はくれぐれも余計なことはしないでくれよ。一族の眼の前で求婚なんか強要されたら……」

　繊細なセオドアは重圧プレツ感シヤーに耐えきれずに死んでしまいかねない。

「一緒にするなよ、おまえは今のところ完全な片思いなんだろう。ぼくだって馬鹿じゃない。ヘンリーとミュリエルならうまくいくだろうと思ったからこそやったんだぞ……」

　フレデリックが疲れた顔で言い返せば、ステュアートもげっそりした顔で言った。

「事実、うまくいったようではあるがな……」

　彼の視線の先には陽光を浴びてきらきら輝く美しい湖面がある。

　その湖面にボートが浮いていた。

　乗っているのはミュリエルとヘンリーである。

　あまり泳ぎが得意でない種族のために、この湖畔にはボートも用意されているが、《鰐》の彼らは今までそんなものを使ったことはない。もちろんミュリエルもだ。

　ただ、父と兄たちが泳ぎを禁止されてしまったので、ミュリエルは彼らに同情して、自分もしばらく泳ぎを慎むことにしたのである。

　そんなミュリエルをヘンリーがボート遊びに誘ったのだ。

　白い日傘を差したミュリエルが岸に向かって手を振ってくる。

　兄たちにではない。庭に姿を見せたヘンリエッタに気づいてのことだ。

　ヘンリエッタもボートに向かって軽く手を振り、出迎えたドゥエンナに笑顔で挨あい拶さつした。

「お招きありがとうございます。──あら、今日はわたしたちだけですか？」

　ヘンリエッタはドゥエンナにお茶に招待されてスウェン家を訪れたのだ。

　湖が一望できる庭の木陰に、白いテーブルクロスを掛けたお茶の席が用意されている。

　テーブルにはきれいな花が飾られ、ドゥエンナお手製のお茶菓子や果物が並べられているが、茶器は二人分しか用意されていない。

「ええ、今日は女同士でお茶にしようかと思いまして」

　ドゥエンナはすまして言って椅子を勧めたが、そこにスウェン氏が顔を出したのである。

「……ドゥエンナ。そろそろ勘弁してくれないかな？」

　低姿勢で恐る恐る妻の機嫌を窺うかがったが、途端、爬は虫ちゆう類るいの眼にぎらりと睨にらまれ、スウェン氏は情けなくも亀のごとく首を引っ込めた。ヘンリエッタに救いを求めるも、彼女も気の毒そうに首を振って、ドゥエンナには聞こえないようにそっと氏に囁ささやいた。

「今はあまり奧さまを刺激されないほうが……」

　スウェン氏はがっくりとうなだれて、すごすごと引き下がって行った。

　スウェン氏がいなくなって二人になると、ヘンリエッタの様子は急に変わった。

　小さく吹き出して身を乗り出すと、小声でドゥエンナに囁いた。

「あまり厳しくしてはお気の毒ですよ。もう許してさしあげては？」

「まあ、刀自。それはわたしがヘンリーに訊きかなくてはと思っていたことです」

　ドゥエンナの顔にも笑みがあったが、彼女はその笑みを消して頭を下げた。

「お孫さんには、うちの男たちが本当にご迷惑をお掛けしました」

「いいえ。わたしは結果的に孫にとってはよかったのではないかと思っていますよ」

　真顔で言ったヘンリエッタの眼まな差ざしが湖面に注がれる。

　ドゥエンナも同じものを追って湖面を見た。

　ボートの上の二人は楽しそうだった。

　少し距離があるから何を話しているかはわからないが、二人とも輝くような笑顔を見せて、親しげに語り合っている。

「幸せの形は人それぞれ違うものです。何が本当の幸せか、それは孫にしかわかりますまい。たとえそれが、どんなにこれまでの常識と反するものであったとしても──」

　重みのあるヘンリエッタの言葉に、ドゥエンナも真剣に頷うなずいた。

「わたしも、娘が幸せなら、それが一番だと思っています」




　妻に拒絶されてお茶会から追い出されるスウェン氏の様子、母親の視界に入らないところでうなだれている三兄弟の様子は、湖面のミュリエルとヘンリーからも見えていた。

　櫂かいを使いながら、ヘンリーは苦笑を嚙かみ殺している。

「さすがにこれ以上はわたしがお父さまとご兄弟に恨まれます。そろそろお怒りを解くように、お母さまにお願いしてみてはいかがでしょう」

「ヘンリーさまがそうおっしゃるのでしたら」

　ミュリエルもヘンリーにもっとも迷惑を掛けたと思っていたから、ヘンリーから言われない限り、自分から母に取りなしはしないと決めていたらしい。

　逆にヘンリーとしては、そこまで気を遣ってもらうのがどうにも面おも映はゆかった。

　もう気にしなくていいと言おうとしたが、それを言えばなおさらミュリエルが気にするのはわかっていたから、さりげなく話を逸そらした。

「こんなふうに服を着て、ボートに乗って水の上にいるのは不思議な気分ですね」

「ええ、本当に」

　ミュリエルも笑って頷いた。

《鰐》の彼女にとって湖は常に形態変化して入るものだったから、なおさらだ。

　大型船に乗ったことなら何度かあるが、その時とはまったく感覚が違う。

　ボートの縁から手を伸ばして、少し水をすくってみる。

「無形種の友人たちから時々、船遊びの話は聞いていました。──とても楽しい経験だったと。でも、なかなか自分では試みる機会がなくて。小舟の上では水を感じることも、水中の景色を眺めることもできませんから。それではあまり楽しめないだろうと思い込んでいたのです」

「わたしも同じです。移動のために船を使うのはわかりますが、娯楽でボートに乗るのは無形種特有の感覚だろうと思っていました。──今にして思えばずいぶん損をしていたと思います。何事も食わず嫌いはよくありませんね」

「わたくしもそう思います」

　熱心に言って、ミュリエルは身を乗り出した。

「ヘンリーさま。今度はわたくしに櫂を使わせてくれませんか？」

　無形種の間では男性が女性にボートを漕こがせるなどもってのほかだが、男女の体力にあまり差のない異種人類にそうした決まりはない。

　ヘンリーは快く場所を替わってやり、ミュリエルから日傘を受け取った。

　その傘をたたまずに、ミュリエルに差しかけてやる。

「まあ、ヘンリーさま……」

「あなたの日傘ですから」

　ミュリエルは顔を赤らめながらも櫂を握った。

　ボートを漕いで後ろに進むのは、彼女には初めての経験である。

　ついつい後ろを振り返りそうになるのを堪こらえて、正面に座るヘンリーに尋ねる。

「どうでしょう。まっすぐ進んでいますか？」

「はい。とてもお上手ですよ」

《鰐》は水中を進む時、腕は使わない。尾と身体全体をくねらせて推進力にしている。

　熱心に櫂を使いながら、そのことに初めて気づいて、ミュリエルは言った。

「考えてみれば……わたくし、この姿でちゃんと泳いだことはないような気がします」

　ヘンリーも少し考えて真面目に答えた。

「実を言うと、わたしもありません。──よかったら今度、一緒に海水浴に行きませんか？」

「水着を着て泳ぐんですか？」

「他の無形種の手前もありますから、さすがに裸でというわけにはいきますまい」

　海水浴は上流階級の間で流行はやりの娯楽である。

　男女ともに半はん袖そでのぴったりした上着と太ふと股ももまでを覆い隠すズボンというスタイルで水遊びを楽しむものだ。知識はあるものの実践したことはない。《鰐》のミュリエルにとって服を着て泳ぐという感覚はまったく馴な染じみのないものだったので、その思いを素直に口にした。

「わたくし、きっと無形種の人に泳ぎで負けますわ」

「わたしも自信はありません」

　二人は顔を見合わせて、声を立てて笑った。

「ミュリエル。せっかくですから、このまま岸に戻りましょうか。あなたのお母さまと祖母が呼んでいます」

「はい。ヘンリーさま、方向を指示してくださいね」

「お任せください。──少し左に力を入れて」

「こうですか？」

「そうです。あなたは飲み込みが早い。そのまままっすぐです」

　二人でいればどんな姿でいても、何をしていても楽しい。

　そんな当たり前の事実に、ヘンリーはとうに気づいている。

　そしてミュリエルがその気持ちに気づくのもそう先のことではないはずだった。



















　村から見える丘の上に山毛欅ぶなの巨木がぽつんと立っている。

　秋も深まった今はすっかり葉が落ち、幽霊のように四方に枝を広げている。

　その高い枝に今、大きな《鳥》が支配者のように止まって周囲を睥へい睨げいしていた。

　その様子に眼を見張りながら、《獅子》のシルヴァは山毛欅の木に近づいていった。

　こうして下から見上げるだけでもわかる。恐ろしいくらい大きな鳥だ。

　種類はわからないが、猛もう禽きん類るいなのは間違いない。首から上と尾羽は真っ白で、胴体は晩秋の陽射しを浴びて黄金色に輝いている。

　もちろん野生の鳥ではない。

　シルヴァが獅子の姿に変化するように鳥の姿に変化した人の一人に間違いない。

　この近くに《鳥》の村はないはずだから、どこから来たのだろうと不思議に思った。

　足音を殺してそっと近づくシルヴァの姿は枝の上から丸見えだったろう。

　地上から山毛欅の高い枝を見上げ、何か話し掛けようとしてシルヴァは戸惑った。

《鷹》にせよ《鷲》にせよ、シルヴァは鳥類の言葉など一つも知らない。

　この《鳥》が《獅子》の言葉を話してくれるはずもない。

　かといって、東から遠いこの地域で共通語を話す個体は極めて稀まれだ。

　躊ちゆう躇ちよしていると、頭上から声が振ってきた。

「よろしく」

　これには驚いた。共通語だったからだ。シルヴァは思わず共通語で問い返していた。

「──ここで何を？」

《鳥》は大きな翼をふわりと広げ掛けて、慎ましく元に戻すと、期待していたものを見つけた喜びとともに話し掛けてきた。

「わたしは貴公あなたを探していた。共通語を話せる《獅子》の人をだ」

「何のために？」

「あなた方の言葉を教えていただきたいからだ。──ドプレス村の方か？」

　ますます驚いたシルヴァだった。

　アクセントが少し妙だが、最後の問いかけは《獅子》の言葉だったからだ。

「充分、上手にお話しになるのでは？」

　やや皮肉を籠こめて同じ言葉で返すと《鳥》は樹上で白い頭を振り、再び共通語で言ってきた。

「今のあなたの言葉は理解できなかった。まだ簡単な挨あい拶さつを覚えたばかりなのだ。よかったらご教授願えないだろうか？」

　シルヴァは今年十五歳になったばかり、鬣たてがみも生えそろっていない若い獅子である。

　他種族と会ったこともほとんどない。ましてや『空を飛ぶ種族』を見たのはこれが生まれて初めてだ。

　自分と同じ『人ひ間と』が翼を持って空を飛んでいる。知識として知ってはいたが、その現実を目の当たりにして興味を惹ひかれたのは間違いなかった。

　声を聞く限り、この《鳥》もまだ若い。

　口調こそ大人びているが、シルヴァとほとんど違わない若者のはずだ。

　年の近い他種族の友人など、望んでも滅多に得られるものではない。思いがけない出会いに微笑してシルヴァは言った。

「わたしでよければ、お相手しましょう」

　しかし、こんなに上ばかり見ていたら首が疲れてしまう。

　少し離れた石の上に腰を下ろしてシルヴァは言った。

「すまないが、お話がしにくいので、もう少しその──ああ、そこの枝がいい。低いところに移ってもらえませんか？」

　鳥はその翼をいっぱいに広げて豊かな身体を宙に躍らせた。一度も羽ばたくことなく、風を受けて、ふわりと下の枝に着地すると、大きな翼をたたみ、再び共通語で話し掛けてきた。

「これでよろしいか？」

　シルヴァは答えられなかった。

　間近にした《鳥》の姿の見事さに息を吞のんでいたのだ。

　鳥類の中では大型でも、形態トランス変化フオームした《獅じぶん子たち》とは比べものにならない小さな姿だ。

　それなのに圧倒されて声が出ない。大きく喘あえいで呼吸を整え、かろうじて共通語で言った。

「……結構です」

《鳥》も枝の上で頭を下げ、あらためて《獅子》の言葉で言ってきた。

「よろしくお願いする」

　自分から学びたいと言うだけあって《鳥》は非常に吞み込みが速かった。

　乾いた砂が水を吸収するように相手が自分の言葉を吞み込んでいくのがおもしろくて時が経つのも忘れていたが、気づけば日暮れが近づいている。

　名残惜しく思いながらシルヴァが立ち上がるのを見て、《鳥》が尋ねてきた。

「村へお帰りか？」

　シルヴァは赤い大きな太陽に眼をやって、この内容はまだ自分たちの言葉では無理だろうと判断して、共通語で言った。

「もうじき暗くなります。わたしはともかく、あなた方は眼が利かなくなるはずでは？」

《鳥》は白い頭を少し傾げ、やはり共通語で答えてきた。

「野生の仲間たちほど暗闇に立ち往生するわけではないが、お心遣いに感謝する。──今日はありがとう」

　最後の礼は覚えたばかりの《獅子》の言葉だった。

《鳥》は大きく翼を広げて飛び立ち、その羽風の鋭さにシルヴァはあらためて眼を見張った。

　枝に止まっている時とはまったく別の生き物がそこにいたからだ。

　風切り音も勇ましく力強く羽ばたいて、大きな身体を悠々と空に運んでいく。

　あの翼はシルヴァで言えば腕に当たる。自らの腕の力だけで己の身体を空に運ぶというのはどんな心持ちがするものなのだろう。

　見る間に高く小さくなる《鳥》の姿をシルヴァは感嘆の眼まな差ざしで見送った。




　翌日の午後、父のアイオスが外から戻ってきながら空を見上げて訝いぶかしげに呟つぶやいた。

「見知らぬ鳥が飛んでいるな」

　シルヴァは家の中で弓を張っていたが、慌てて外へ飛び出した。

　晩秋の空は高く澄み渡り、その高みにぽつんと、翼を広げて飛ぶ小さな姿がある。

　あの《鳥》に違いないと咄とつ嗟さに思った。

　急いで弓を片づけて、まさに飛ぶように山毛欅の木まで駆けていったが、シルヴァの足より《鳥》の翼のほうが遥はるかに速かった。

　丘まで駆けつけた時には《鳥》は昨日と同じ枝に翼をたたんで止まっていた。

　今の姿では顔の筋肉の動きで感情を表現することはできないが、《鳥》はシルヴァを見ると明らかに嬉うれしそうな声で話し掛けてきた。

「またお会いできて嬉しい」

　昨日教えた《獅子》の言葉である。

　シルヴァもにっこり笑って《獅子》の言葉で短く訊きいた。

「あの上空からわたしが見えた？」

「無論です。お家に入られたのはご家族か？」

「父です」

「やはりそうか。よく似ておいでだ」

　そんなことをこともなげに言う。

　鳥類の眼はやはり特別仕立てらしいと感心していると、また《鳥》が尋ねてきた。

「今は、お家で何をなさっていた？」

「弓に弦を張っていました」

「《獅子》の方は弓を使われるのか？」

「槍やりと同じくらいには得意にしています」

　最初に《獅子》の言葉で言って、次に共通語に言い直す。

　それを繰り返すことによって《鳥》は《獅子》の言葉の単語や言い回しを次々と覚えていき、わからない言葉は共通語で質問してくる。

　シルヴァは以前から他種族の変身に興味があった。

　自分たち《獅子》や《虎》は手足がそれぞれ前肢と後肢になり、歯が牙きばとなり、尻しりの間から尾が生えるだけだ。一番わかりやすい形態トランス変化フオームと言えるが、《鳥》は両手が翼に変化する。

《蛇》はもっと極端で、変身したら手足がなくなってしまうはずである。

《蛇》に会ったことがあるかと尋ねると《鳥》は頷うなずいたので、重ねて質問した。

「彼らの形態変化を見たことは？」

「それはあり得ない。彼らは我々同様、形態変化を他ひ人とには見せない種族だ」

「他人には──見せない？」

「いかにも。我々はたとえ親兄弟でもその姿を見せることはない」

「それはまた、なぜ？」

《獅し子し》にそうした禁忌はないので思わず問い返すと、《鳥》は困惑した様子で首を傾げた。

「明確な理由というものはないと思う」

「理由もなく禁じられている？」

　それは納得できない話だ。シルヴァ自身が何の抵抗も感じていないだけになおさらだったが、《鳥》は言葉を共通語に切り替え、相手をなだめるような口調で言った。

「《獅子》のあなたが疑問に思うのはもっともだが、この大陸には数多くの種族が住んでいる。それも言葉が通じなくなるほどの長きに亘わたって交流を持たずに来た間柄となれば、種族ごとに習慣や掟おきてが異なっているのは当然だ。それはすなわち価値観が違うという意味に他ならない。価値観が違う以上、禁忌とする対象も必然的に違ってくる。なぜそうなったかを考えることは学問としては重要かもしれないが、現実的にはあまり意味がない。それは各種族の特性であり、感覚の違いとしか言いようがないことだ」

「しかし、それならあなたはどうやって形態変化を学んだのです？」

「自然に」

　当たり前のように《鳥》は言った。

「母は、時が来ればおまえにもわかると話してくれました。──誰に教わらなくても、いずれおまえは空に呼ばれる。おまえの身体がそれを知る時が必ず来ると」

　空に呼ばれる。

　その言葉に不思議と胸を躍らせながら、シルヴァはさらに訊いた。

「では、ある日突然に？」

「いかにも。あなたは誰かに教えてもらったのか？」

「父に手ほどきを受けました。十二の時です」

「それはお早い。《獅子》の方は普通そのくらいか？」

「わたしの村ではほとんどがそうです。男子は特に」

　シルヴァの村では、それは一種の成人式を兼ねている。

　完全変態を可能にして初めて一人前と認められるわけだ。

《鳥》は何度か瞬きして首を傾げた。

「比べると、我々は遅いな。──特に男子は。完全変態を成し遂げて自力で空を飛べるようになるのは、早いものでも十四歳くらいだろう」

「女子はもう少し早い？」

「そのはずだ」

　なぜそんな差が生じるのかと言えば、獅子は雄のほうが雌より大きいが、猛もう禽きん類るいは逆だ。

　全部の種類ではないが、どちらかというと雌のほうが身体が大きい傾向が見られる。

　野生の仲間の特性を彼らも受け継いで、女子のほうが成熟が早いのかもしれない。

　その点をシルヴァが尋ねると、《鳥》はちょっと首を傾げて考えた。

「確かに、形態変化した姿は女子のほうが大きいかもしれない」

「あなたより大きな女子が大勢いる？」

「いいや、わたしはこれでも男子の中では比較的大きなほうだ。同年代の女子にはわたしより大きなものはいないが、強いて言うなら母がそうだ。人の姿では小柄な人だが、形態変化した姿は確実にわたしより大きい。空に呼ばれた年齢もずいぶん早かったらしい」

　それでも正確にいつとはわからない。

《鳥》にとって形態変化は極めて微妙な問題だからだ。同じ年頃の友達や兄弟の間でも滅多に口にすることはないという。

「その代わり、我々は自力で飛んだ時から一人前だ。いわゆる雛ひよこ扱いはされない」

　自分たちとはだいぶ違うと思って苦笑したシルヴァだった。

《獅子》の子は完全変態を成し遂げても、その時点ではまだまだ半人前である。

　現に今のシルヴァがそうだ。形態変化したところで身体は小さく、鬣たてがみは貧弱で見栄えがせず、一目で少年とわかってしまう。

　父のように立派な雄獅子と肩を並べて咆ほう哮こうするにはまだまだ時間が掛かるのだ。

「あなたたちの他にも形態変化を他人に見せない種族がありますか？」

「無論だ。鳥たちほとんど全般、爬は虫ちゆう類るい、《豹》など一部の猫科もそうだ」

「逆に平気な部族は？」

「真っ先にあなた方《獅子》が該当する。《虎》や《熊》などは個体によって差が見られる。平気なものもいればいやがるものもいる。──草食性では《馬》《鹿》《山や羊ぎ》《水牛》など、それに《犀さい》も比較的平気なほうだ」

「《犀》？」

　思わず問い返した。名は知っていても彼らは極端に消極的な種族で、他種族を避ける傾向が強いと聞いていたからだ。

「《犀》に会ったことがある？」

「あります。彼らは人ひ間との姿でいても非常に身体が大きい。身の丈たけ四メートルはあるだろう。まるで巨人の国を訪れたような気がしたものです」

　楽しそうに話す《鳥》を羨うらやましいと、シルヴァは素直に思った。

　自分にもどこへでも走れる足があるが、無制限に許されているわけではない。

　特にここからも見える北側の山には決して近づいてはならないと、子どもの頃から言われているくらいだ。そこから先は他の《獅子》の村の縄張りだからだ。

　幸いシルヴァの村は南側にも東側にも広い縄張りを確保しているので、わざわざ北に近づく必要はない。また、他の村の縄張りを侵害するなど許されないことでもあった。

　この《鳥》にそうした禁忌はない。空に境界線はないからだ。

　シルヴァは《獅子》に生まれた自分を悔やんだことは一度もない。

　空を飛んでみたいとも思わない。

　ただ、自分にはできないことを可能にしている人が眼の前にいる事実に心が震えた。

　他の生き物をこれほどの憧どう憬けいとともに見つめたのは初めてかもしれなかった。




　それからシルヴァは暇さえあれば空を見上げるようになった。

　あの《鳥》が上空を旋回しているのが見えればそれが合図である。よほどのことがない限り、山毛欅ぶなの木まで走っていった。

　最初のうちこそ共通語と《獅子》の言葉を織り交ぜて会話したが、《鳥》は驚くべき速さで言葉を習得していった。記憶力も抜群で勘も鋭い。一度教えた言葉を二度教える必要はなく、一ヶ月も経つと《獅子》の言葉だけで充分会話が成立するようになっていた。

　そのことに感心してシルヴァは言った。

「空を飛ぶ人は皆あなたのように理解が早いのだろうか？」

「どうだろう。わたしは他種族の言葉を覚えるのが初めてではないから、言語の習得に慣れているのかもしれない」

「他にも違う種族の言葉を話せる？」

「多少は」

《鳥》は控えめに答えてきたが、これは謙けん遜そんが過ぎる。

　言葉の端々から察するに、この相手は数種族の言葉を話せるはずだった。

　自分といくつも違わない若さなのに、それが不思議で、シルヴァは尋ねていた。

「なぜそんなにたくさんの言葉を？」

「わたしには幸い翼がある。近隣の飛ぶ種族の元へ出向いて、彼らの言葉を覚えるのはさほど難しくはなかった」

　手段ではなく理由が知りたいのだが、それは言わずにシルヴァは質問を続けた。

「同じ飛ぶ人でも言葉は違う？」

「違います。猛禽類と《白鳥》や《鶴》の間で言葉が通じないのはまだしも、同じ猛禽類でも《鷹》と《鷲》とでは言葉が違う。そのくらいの長きに亘って交流を持たなかったことになる。──いや、これは前にも言ったな」

　独り言のように呟つぶやいて《鳥》は金色に光る眼まな差ざしでシルヴァを見つめてきた。

「あなたはどうかな？　ここから南にはあなた方とはかなり姿の違う《獅子》が住んでいるが、彼らと会話をすることができますか？」

「姿が違うとは？」

　意味がわからずに問い返すと、《鳥》は自分も又聞きなのだがと前置きして話してくれた。

「気温の高いところに住んでいるせいか、雄お獅じ子しにも鬣がないという」

「雄に鬣がない？」

「さよう。まったくないわけではないが、あまり目立たないらしい。ほとんど雌と変わらないように見えるそうだ」

　それこそ信じられなかった。

　そんな《獅子》など見たことがないし、話にも聞いたこともない。

「何もわたしに尋ねなくても、あなたは飛べるのだから実際にその種族の元を訪れて確かめてみればいいのに」

《鳥》はちょっと困ったようだった。

「残念ながら暑いところはあまり得意ではないのだ。わたしの里はもっとずっと北にあるから。ここでも少々暑いくらいです」

「そうか……。翼のある人もどこへでも飛んでいけるわけではないのですね」

「無論のことです」

《鳥》の返事には厳かな響きがあって、それが意外だった。

　空には縄張りを示す境界線などないはずなのにと思ったのである。

　しかし、数日後、シルヴァはその言葉の意味を身をもって知ることになった。

　その日も《鳥》の姿を上空に見つけ、急いで山毛欅の木まで走って行ってみたが、《鳥》の姿が見あたらない。いつもシルヴァより先に来ているのに不審に思って辺りに眼を走らせると、北側の山のほうに鳥の群れが見えた。

　渡り鳥のような大軍ではない。

　ほんの数羽の群れだ。

　それでいて眼を引いたのは、それが恐ろしく大きな鳥の集団だったからである。

　さらにシルヴァの注意を惹ひいたのは、その鳥たちが穏やかならぬ雰囲気だったことだ。

　距離があるのではっきりとはわからないが、その鳥たちはものすごい速さで上空を旋回し、入り乱れ、もつれ合って飛んでいる。何やら争っているような様子なのだ。

　シルヴァは脚力にものを言わせて走り、程なくして鳥の群れの下まで駆けつけた。

　近くで見ると、ますます数羽の鳥たちが殺気立っているのがわかる。

　そのうち一羽だけが際だって立派で、頭と尾羽が白い。

　間違いなくあの《鳥》だが、他は種類が違う。全身茶色で、やや見劣りするものの《鳥》と同じくらい大型の猛禽類である。

　野生ではない。あの《鳥》と同じく空に呼ばれた人が形態変化した姿なのは間違いなかった。

　茶色の大きな鳥は全部で五羽いた。その五羽があの《鳥》を攻撃している。入れ替わり立ち替わり風を切って襲いかかり、頭の白い《鳥》を鋭い爪に掛けようと狙っている。

　五羽を相手に《鳥》は果敢に応戦していたが、多勢に無勢だ。明らかに旗色が悪い。

　大地を蹴ける四本の足の代わりに彼は激しく羽ばたいて空を舞っている。

　一撃で敵を砕く前肢と鋭い牙きばの代わりに鉤かぎ爪づめと嘴くちばしを使う激しい戦いを、シルヴァは手に汗を握りながら地上で見守るしかなかった。何もできない自分が歯がゆかった。

　こんな時、翼を持たない自分には手を貸すこともできないのだ。《獅子》はその名の通り、形態変化する種族の中でも一、二を競う攻撃力を誇るはずなのに情けなかった。

　茶色の鳥たちは戦いながら何か激しく叫んでいる。シルヴァには理解できない言語だったが、彼らが《鳥》を罵ば倒とうしていることくらいは見当がつく。

《鳥》も必死に五羽を退しりぞけながら激しく言い返している。

　懸命に相手を説き伏せようとしているようだった。

　年齢に似合わない威厳の籠こもった声が鳥たちに何を語りかけたかはわからない。

　シルヴァにわかったのは知らない言葉を話していても《鳥》の声には力強い響きがあること、その説得が功を奏したのか五羽の態度が急に変わったことだ。

《鳥》を攻撃することはやめたが、大型猛もう禽きん類るいの翼は空中に停止できるようにはできていない。

　少し速度を緩めて空中をぐるぐる旋回しながら仲間同士で話し合い、いっせいに翼を翻して、太陽の沈む方向へ飛び去ったのである。

　シルヴァはほっとしたが、その時には《鳥》も精根尽き果てていたのだろう。

　いつもの《鳥》とは思えない動きで、ふらふらっと滑空しながら少し離れたところに降りてきたものの、低い枝を摑つかもうとして摑み損ねた。

　猿も木から落ちるという言葉があるが、鳥が枝に留まり損ねるとは尋常ではない。

　体勢を崩した《鳥》はそのまま地上に落下したのである。

　シルヴァは再び走った。

　他のものは何も見えなかった。

　こんな時なのに耳元でひどくうるさい音がする。

　何がこんなにうるさいのかと苛いら立だち、それが己の心臓の音だと気がついた。恐ろしいくらい動どう悸きが速くなっている。胸が破裂しそうで、まるで自分の鼓動ではないようだった。

《鳥》が落ちた先だけを食い入るように見つめて、日頃は動きが鈍いと言われる《獅子》とは信じられないほどの勢いで駆けつけたが、あいにく《鳥》が落ちた辺りは低い藪やぶが茂っていて視界が悪い。焦燥に駆られるシルヴァを救ったのは彼の優れた嗅きゆう覚かくだった。

　血の臭いを感じたのだ。

　盛大に音を立てて藪を搔かき分けると、《鳥》は低木の根元に蹲うずくまっていた。

　片方の羽を広げてぐったりと横たわり、羽毛に覆われた胴体に血が滲にじんでいる。

「怪我は!?」

　思わず叫んだ、その時だった。

　シルヴァは別の危険な気配を感じ取った。

　何かがこちらにやって来る。

　息を荒くした四本足の生き物が何頭も、ひたひたと足音を殺しながら不気味に迫ってくる。

　恐らく野生のハイエナの群れだ。

　まだ日暮れには間があるのに、血の臭いを嗅かぎつけて来たのだろう。

　シルヴァの顔が一気に険しくなった。

　彼らは獅子に比べればずっと小さいが、たかが瘦やせ犬と侮ることはできない。

　野生動物にとって臆おく病びようさと獰どう猛もうさは表裏一体のものだからだ。夜行性のハイエナがこんなに明るいうちから狩かりに出てくるとなると、よほど飢えていると思って間違いない。

　そんな彼らの前に怪我をして動けない姿を晒さらすのは致命的だ。そのまま彼らに久々の食事を提供してやることに他ならない。人の姿に戻っても負傷していたのでは勝ち目はない。

《鳥》も不穏な空気を察したのだろう。自由にならない身体でもがいた。

「そのまま！　動かないで！」

　シルヴァの行動は素早かった。

　衣服をすべて脱ぎ捨て、革かわ紐ひもで足に括りつけた靴サンダルも外して全裸になる。

　地面に両手を着いた途端、シルヴァの身体は一気に巨大化した。

　骨格そのものが急激に熔とけて、二本の足で走るものから四肢で走るものへと変化し、五本の指を備えていた手は前肢になり、顔は大きく形を変え、歯並びも変わって牙が生える。

　肩に掛かる金髪の巻き毛がまばらな鬣たてがみになり、尻しりの間から長い尾が伸びる。

　あっという間の出来事だった。

　そこにいるのは既に十五歳の少年ではなく、鬣の生え始めた若獅子だった。

　形態変化を終えたシルヴァは《鳥》に覆い被かぶさるようにして囁ささやいたのである。

「非常事態だ──許してください」

　こんなふうに獲物扱いされることを《鳥》の誇りがよしとするはずもない。

　それでも他に方法がなかった。

《鳥》は羽毛の胸を苦しげに波打たせているが、異論は唱えない。抵抗もしない。

　それを了解と今は受け取ることにした。鋭い牙で相手の身体を傷つけないよう細心の注意を払いながら、そっと《鳥》をくわえて持ち上げた。

　野生の獅し子しの雌が幼い子どもを運ぶ時、よくこんなふうにしている。

　今の自分たちは体重にして数十倍もの差がある。くわえて運ぶのは何でもないことだったが、翼が邪魔だった。

　いくら軽いと言っても、この《鳥》は獅子の子どもとは寸法が桁けた違ちがいだ。羽を広げれば優に二メートルを超してしまう。

　その立派な翼と急所を器用に避けつつ、やわらかな胴体に、シルヴァはなるべく優しく牙を食い込ませた。でないと落としてしまうからだ。

　そうしてみると《鳥》の身体は予想以上に熱かった。いやでも《鳥》の血の味がシルヴァの舌に伝わってくる。

　牙を通して小さな心臓が早鐘を打っているのが手に取るようにわかる。

　痛くはないかとよほど訊ききたかったが、口が塞ふさがっていてはそれは不可能だ。

　ハイエナの荒い息づかいをすぐ近くで感じたのはその直後だった。

　シルヴァは間一髪で間に合ったのだ。

　血の臭いに煽あおられたハイエナの群れを《獅子》の金色の眼光がじろりと睨にらみつけ、さすがにハイエナの群れも怯ひるんだ。野生であれ人ひ間とが変化した姿であれ、獅子は獅子である。

　この草原の階層ヒエラ性ルヒーで圧倒的な上位に立つ生き物である。

　その獅子がくわえている獲物を横取りしようとするものはいない。

　試みたところで、奪い取るのは現実的に不可能だからだが、相手がまだ若い獅子と見てか、ハイエナの群れはすぐには立ち去ろうとしなかった。

　睨まれて後ずさりながらも、遠巻きにシルヴァの様子を窺うかがっている。父ならただの一睨みでハイエナどもを下がらせるだろうに、こんなところでも自分が半人前の《獅子》という現実を思い知らされるようで悔しかった。

　鬣の生えていない胸を精いっぱい張って悔しさを押し隠すと、《鳥》をくわえたシルヴァは、あえて悠然とハイエナの群れに背を向けた。

　横取りできるものならしてみろという意思表示でもあった。

　ハイエナの群れはそれでもまだ未練があるようだったが、結局、危険は冒さずに他を当たることにしたらしい。来た時と同じようにひたひたと離れて行ったが、油断はできなかった。

　飛べない《鳥》を地面に放置したら、遅かれ早かれ同じことになる。

　シルヴァは口にくわえた相手に衝撃を与えないように、できるだけ静かに走った。こんなに気を遣って足を動かしたのは形態変化を可能にしてから初めてだ。

《鳥》の隠れ場所として目指したのは、シルヴァが子どもの頃よく遊んだ洞どう窟くつだった。

　自分たちの縄張りの外れの、この姿でやっと登れる崖がけの途中に奥深く広がっている場所だ。

　絶壁に等しいからハイエナのような動物はまず入って来られない。

　ひたすら走り続けて洞窟の下まで来たものの、シルヴァはちょっとまごついた。

《鳥》をくわえたまま険しい崖を登るのは思った以上に厄介な作業だったのだ。

　足を踏ん張らなくてはならないので、油断すると口元にまで力が入ってしまいかねない。

　だが、今のシルヴァの牙きばでがぶりとやったら《鳥》を殺してしまう。

　かといって人の姿に戻ってしまったら、今度は登りに必要な手が使えなくなる。

　人の姿で、こんな大きな《鳥》を抱えてこの崖を登るのは至難の業だ。

　どうしても形態変化した今の姿で登らなくてはならなかった。

　間違っても歯を食いしばらないように、四肢には力を入れても《鳥》をくわえた口元だけは半開きに努めるように四苦八苦しながら、シルヴァは何とか崖を登って洞窟の奥まで這はい込み、地面の上に傷ついた《鳥》を置いて、荒い呼吸を整えながら話し掛けた。

「しばらく、ここに隠れていてください。薬を取ってきます」

《鳥》の答えを待つことなく踵きびすを返し、滑り落ちるように崖を駆け下りる。

　そのまま《鳥》が落ちた地点まで走り、形態変化を解き、脱ぎ捨てた衣服と靴を身につけて全速力で村まで走った。

　村にたどり着いた時にはすっかり暗くなっていた。

　家に飛び込み、無言で傷薬の壺つぼを持って再び家を飛び出す。

　父が驚いた顔で何か言っていたが、それすら耳に入らなかった。

《獅子》は夜目が利く。暗闇をものともせずに崖まで駆け戻り、薬の壺は割れないように懐にしまって、今度は両手を使って猛然と崖を登る。

　息せき切って洞窟へ駆け込んだが、そこに《鳥》の姿はなかった。

　愕がく然ぜんとした。

　次に一気に血の気が引いた。

　野生動物にやられたかと思ったのだ。ハイエナには登れなくても豹や山猫の類たぐいなら、こんな崖などものともしない。ほとんど反射的に地面に両手をついた。

　形態変化のためではない。地面に鼻を近づけて臭いを嗅ぐためだ。

　連れ去られてまだ間もないとしたら、臭いを追うことができるかもしれないと思ったのだが、それらしい臭いは何も感じない。猫科動物がここに入った痕こん跡せきは何も残っていない。

　代わりに別のものが残っていた。

　眼を凝らして見ると、洞窟の土の上にうっすらと記されているものがある。

　まだ新しい、人ひ間との裸足はだしの足跡だ。

　シルヴァのものではない。今のシルヴァは靴を履いているし、足跡の向きが違う。

　洞窟の中から外へ向かう裸足の足跡がかろうじて判別できる程度に残っている。

　誰の足跡なのかは明白だった。つまり、あの《鳥》は動ける程度には回復して、自分の足で出て行ったのだ。

　シルヴァは思わずその場に座り込み、深い安あん堵どの息を吐いていた。

　気が抜けたのだ。しかし、事態が見えてくると、今度は怒りがこみ上げてきた。

　自分はあの《鳥》を助けようと必死になったのに、いくら動けるようになったからといって一言の断りもなく、礼も言わずに出て行ってしまうとは──。

　仁義に反する振る舞いだと思った。

　わざわざ薬を持ってきたというのに、それも無駄になってしまったと思いつつ、シルヴァは苦い顔つきで洞窟を出た。

　友達と思っていたのは自分だけかとも憤慨したし、人をないがしろにするにも程があると、ぷんぷん腹を立てながら村へ引き返したのだが、深夜の草原を一人で歩いているうちに次第に頭が冷えてくる。

　冷静になってみれば、自分がこんなに腹を立てる理由は何もない。

　自分はあの《鳥》を助けたかった。

　そう──それがもっとも肝心なことだ。

　そして結果を見れば、あの《鳥》は死なずに済んだ。最悪の事態は免れたのだ。

　ならば、それでいいではないか。

　シルヴァはそうたやすく怒りや不満を水に流せる性格ではない。

　むしろ気性は激しいほうである。相手に非があると感じた点はとことん追及する質たちなのに、無視された怒りもなぜだか薄れていくようだった。

　そんなことより、もっと重大な問題がある。

　あの《鳥》がわざわざ人の姿に戻って出て行ったのは既に暗くなっていたからか。

　それとも、まだ飛べるほどは体力が戻らなかったせいなのか……。

　そんなふうに悪い方向に考え始めたら、不安が止まらなくなってしまった。

　現金なもので、家に着く頃には怒りはきれいさっぱり消え失うせていた。

　ただ、ひどい怪我をしたあの《鳥》が再び元のように空を飛べるようになるのだろうかと、そのことだけが心配だった。




　それから何日も、シルヴァは《鳥》の姿を見なかった。

　おかげで何も手につかない。

　一日に幾度も外に出て空を見上げては、ため息を吐くのが癖になってしまった。

　村長の子の義務として、シルヴァには学ばなければならないことが色々ある。

　父親と一緒に弓矢や槍やりを練習するのはもちろんだが、実際に狩に出て猟場を把握しなくてはならないし、村の長老から自分たちの村の成り立ちや《獅子》としての心構えを学んでいる。

　その大切な勉強も滞りがちだった。

　父のアイオスは厳しい人ではあったが、狩猟の練習に身が入らない様子の息子を頭ごなしに叱りつけたりはしなかった。ただ、決してあり得ない距離で的を外してしまうシルヴァを見て、呆あきれたように言っただけだ。

「時間の無駄だな」

　いやでも自覚があるだけに、どうしても身が竦すくんでしまう。

「今日はここまでだ」

　そう言って、父は弓を片づけ始めた。

　自分に非があるのはわかっているので、シルヴァは黙って父に倣った。

　気まずい顔の息子をアイオスは何やら興味深げに見つめて、唐突に尋ねてきた。

「おまえの悩みはおまえ一人では決着がつかないことか？」

「いえ……はい、恐らく」

　ひどく曖あい昧まいな返事になってしまった。

　父に聞いてもらいたいという気持ちと、そうはしたくない気持ちの両方が胸中でせめぎ合い、シルヴァの口を閉ざさせたのである。

　どうしてあの《鳥》のことがこんなに心を占めるのか、無事でいるかどうかを考えるだけで何も手につかなくなり、こんなに落ち着かない心持ちになるのか、自分でもわからないのだ。

　沈黙してしまった息子をどう思ったのか、父もそれ以上尋ねようとはしなかった。

　十五にもなった男なのだから自分で解決しろと言いたかったのかもしれない。

　長老たちのところへ勉強に出向いても結果は同じだった。

「心ここにあらずでは何を学んでも身につかぬぞ」

　という理由でシルヴァは早々に追い払われてしまった。

　一年を通じてほとんど温暖な草原にも形式ばかりの冬が近づいている。

　北風が次第に冷たく感じられていく中、シルヴァはひたすらあの《鳥》を待ち続け、そして洞どう窟くつで別れてから七日後、待ちに待った姿を高い空に発見した。

　見た途端、走り出していた。無我夢中で山毛欅ぶなの木まで駆けつける。

　ずっと上を見ながら走ったものだから、途中で何度か転びそうになってしまった。

《鳥》はその様子を空から見ていたのか、あるいはシルヴァの足に合わせたのか、シルヴァが山毛欅の木に着くとほとんど同時に舞い降りて来て、低い枝に留まった。

　大きな翼を軽く広げて挨あい拶さつしてくる。

　その姿を見たシルヴァは本当にほっとして、笑顔になった。

「よかった」

　声は同時だった。

　シルヴァも《鳥》も互いに話を譲り合い、結局、《鳥》がすまなさそうに言ったものだ。

「怒っているのではないかと思って……不安だったのだ」

「正直に言えば、少し」

　恐れを知らない《獅子》の常で堂々と答えると、《鳥》は再び神妙に言ってきた。

「今さら何をと言われるかもしれないが、あなたには感謝の言葉もない。あなたが助けてくれなかったら、わたしは確実にハイエナに屠ほふられていただろうから。心からお礼申し上げる」

　シルヴァは首を振った。それはもういい。あの時は確かに相手の薄情な態度に憤慨したのに、今となっては本当に不思議なくらいどうでもよかった。

　この《鳥》がこうして元気になって、再び空を飛ぶ姿を見ることができたのだ。

　それだけで充分すぎるくらいだったが、さすがにそう言うのも躊躇ためらわれて別のことを訊きいた。

「あの茶色の鳥たちは何なのです？」

　鳥は少し沈黙し、言葉を選びながら話し出した。

「わたしは《獅子》だけでなく、多くの種族の言葉を積極的に学んでいます。そうすることによって他種族との理解を深めようと考えているのだが、そうした考えを快く思わない輩やからもいる。種族を越えた相互理解など不可能だと、これまでと同じように種族ごとに分かれ、互いに干渉することなく暮らすべきだと、それこそが摂理というものではないかと頑かたくなに主張してくる。──彼らはいわば、その代表です」

　シルヴァは不思議そうに首を傾げた。

「彼らは、あなたが自分たちの集落に姿を見せるのが気に入らない？」

「まさにその通り。よそ者には近づいてほしくないと、はっきり言っていた」

　あの様子では、恐らくそんな穏やかな言い方ではなかったはずだ。

　茶色の鳥たちはずいぶん心が狭いと、シルヴァは思った。

　この《鳥》が彼らの仲間を傷つけたか縄張りを荒らしたとでもいうのなら、彼らが《鳥》を攻撃するのも当然だが、この《鳥》が理由もなくそんな非礼を働くとは考えられない。

　まるでシルヴァのその考えがわかったかのように《鳥》は言った。

「彼らが警戒したのは、わたしの考えが村の若者たちの心を荒らすことだ」

「どういう意味です？」

《鳥》は金色に光る眼でシルヴァを見て、ゆっくりと言葉をつくった。

「たとえばあなたは、わたしとあなたが同族だと聞かされたら、お二人は同じ種族の仲間ではないかと指摘されたら、どう思う？」

「どうもこうも……」

　ほとんど呆れてシルヴァは言った。

「そんな馬鹿なことがあるわけがないと答えるでしょう。わたしに限らずどんな《獅子》でも同じことです」

「もっともな返答だ」

《鳥》は頷うなずいて、

「しかし、大陸の東に住む我々の新しい隣人の考えは違います。《鳥》も《獅子》も、普段は人の姿でいながら時に応じて姿を変える。ならば同じ生き物だと、同じ種族だと考えている」

「それはまた……」

　ますます呆れてしまう話である。そんなものは耳を傾ける値打ちもない戯言だというのに、《鳥》は意外にもこの言い分を真剣に考えているようだった。

「東の新しい友人たちは西大陸にもともと住んでいた種族を《鳥》も《獅子》も全部まとめて異種アナザー人類レイスという呼び名でひとくくりにしている。それはある意味正しい。彼らにとっては至極当然の考え方であるとも言えるのだ。なぜなら我々にとってはバナディス人もエルディア人もまったく同じ無ノンフ形種オーマーという種族でしかないのだから。──それでもこの言い分を聞いた彼らは今のあなたのように呆れ、憤慨し、断じて自分たちを一緒にしてくれるなと言うだろう」

「しかし、それは話が違う」

　シルヴァも退ひかなかった。

「なぜと言って彼らは皆、無形種という同じ『生物』のはずです。我々はそうはいきません。我々《獅子》と《鳥》とがまったく異なる生き物であることくらい見ればわかるでしょう」

「形態変化した姿の違いは彼らにとって問題にはならない。彼らにとって何より重要なのは、決して見過ごせない問題は──我々が『動物の姿への変身を可能にしている』という事実だ。自分たちには決してできないことをなぜやれるのか訝いぶかしんでいるとも言える」

「なぜできないのかとこちらが逆に訊いてやりたいくらいです」

　それがシルヴァの率直な感想だった。

　西大陸に住んでいる『人ひ間と』は、どの種族も本来の姿とは別にもう一つの姿を持つ。

　シルヴァにとっては──どんな種族にとってもだが、それが当たり前であり、何より大切なことだった。だから、異種族同士が顔を合わせると、相手の名前ではなく、まず姿を覚える。

　現に知り合って長いのに、シルヴァはこの《鳥》の名前をまだ知らない。シルヴァが知っている頭と尾羽の白い鳥はこれ一羽だけだったから名前を知る必要もなかったのである。

《鳥》にとっても話し相手の《獅子》はシルヴァだけだから他の個体と区別する必要がない。

　従って特に理由がない限り、名前を訊こうとはしない。

　これは異種族同士が顔を合わせた時の自然な流れとも言えた。相手自身の姿が何よりの身元証明となっているからだ。

　ところが、東大陸からの移住者たちはその当たり前のことができないという。

　彼らは生まれてから死ぬまで同じ姿で過ごし、一度も形態変化することはないのだと父から聞かされた時、それでは成人式もできないなとシルヴァは思ったものだ。

　そもそもシルヴァは東からやって来た変身できない種族にあまり興味がない。

　共通語は小さい頃から父に教わったが、それはシルヴァが村長の子だったからだ。

　この言葉を自由に話せなくては村長の子として失格だと長老たちにも言われて、当たり前のように覚えたに過ぎない。無形種こそはシルヴァにとって別の世界の生き物だったのだ。

　興味も関心もそれほどなくて当然だが、《鳥》にとっては違うらしい。

　もしかしたら、この《鳥》は、実際に無形種の思考の異常性を自分で確かめた経験があるのかもしれなかった。

「我々がいくら《獅子》と《鳥》はまったく異なる種族であり、一緒にすることはできないと主張したところで、彼らにはそれが理解できない。西大陸の先住者をいわばひとまとめにして話をしてくるのだから。我々も無形種という新しい隣人に対して一致団結して臨むべきだ」

「しかし、そこまで無形種を気に掛ける必要が本当にありますか」

《鳥》は憂いを帯びた声で言った。

「それはわたしにもわからない。ただ、何か問題が起きた時、こちらの意見がばらばらなのはよくないと思う」

「問題とは？」

「既に我々と無形種との間に混血の子どもが何人も生まれている事実はあなたもご存じだろう。東からやって来た新しい住人たちと我らとは近年急速に溶け込みつつある。その融合が自然に行われるのであれば何も問題はないのだが、実際には無形種は異種人類のことを、異種人類は無形種のことをほとんど知らぬまま急速に近づき、交わりを進めている。このままではいずれ深刻な衝突が起きるのは自明の理というものだ。しかし、無形種と違って、我々は他種族との間にあまり交流がない。当然、相互理解も進んでいない。それどころか同じ種族であっても、地域ごとに意見が異なることすらあるのが現状だ。現にあなたは遠く離れた南方に住んでいる鬣たてがみのない獅子を知らないという」

　南方どころか、すぐそこの北側の山の向こうに住む《獅子》すらもシルヴァは知らない。

　広い世界を知っている《鳥》に対して、自分はまだ小さな囲いの中にとどまっているようで、ひどく居心地が悪かった。

　すると、《鳥》はまたシルヴァの心を見透かしたようなことを尋ねてきた。

「少々立ち入った質問をするが、あなた方の村とソイエンの村は現在どのような関係にあるのだろうか」

「どこですって？」

「ソイエン村だ。山向こうの」

「あの北の山のことですか？」

「いかにも。あの山の北方にある大きな村だが、ご存じない？」

　一度も行ったことがないとは何となく言えなかったので、シルヴァは問い返した。

「そのソイエンの村が何か？」

「いや、彼らがあなた方と友好関係にあるなら問題はないのだが、山や川というものは地上の人々にとって『境さかい』を意味することが多いから、少し気になったのだ」

「ですから、何がです？」

《鳥》は珍しくも言葉に詰まった。

　厳いかめしい顔から表情は読めないが、どうやら失言したと思っているらしい。

　言葉の続きを迷い、羽毛でふかふかの身体を心なしか丸くして沈黙する《鳥》をシルヴァは笑顔で促した。

「遠慮は無用ですよ。我々とその村とは今まで一度も争いになったことはありません。むしろその村に何かあったのなら、様子を聞かせてもらえればありがたい」

「では申し上げる。先程、空から見えたのだが、ソイエン村の村人が数人、山頂を越えようとしていた。それ自体は別におかしくないのだが、様子が少し……異様に見えたのだ」

「どんなふうにです？」

《鳥》はますます沈黙を深くした。

　言いにくいことを口にする前には熟考して慎重に言葉を選ぶのが、この《鳥》の癖らしい。

　だからと言って答えをごまかしたりはしないのも、この《鳥》の大きな特徴だった。

「第一に、明らかに人に姿を見られないように気を遣っていた。狩の最中なのかとも思ったが、上空から見てもわかるほど殺気立っていて、あれではどう足あ搔がいたところで獲物など捕れない。罪を犯して逃げたものを追うにしては、人に見られないように気を配る様子が尋常ではない。あの様子をもっとも適した言葉で表現するとしたら──」

《鳥》は再び言葉を切って、断言した。

「戦を前にして敵地の様子を窺う斥候だ。少なくともわたしの眼にはそう見えた」

　息を吞のんだシルヴァだった。

「……それはいつのことです」

「ほんの今し方です。ここに来る途中に見かけました」

「では、彼らはまだ山中にいると？」

「いかにも、そのはずだ」

　シルヴァは勢いよく立ち上がった。聞き捨てならない事態だった。

　その様子を《鳥》が見み咎とがめて白い頭を傾げる。

「どうなされた？」

「あの山は中立地帯です」

「なにっ？」

「我らはあの山に立ち入ることはないが、同じように山向こうの人たちもあの山に登ることはないとわたしは父から聞かされています。その禁を彼らは破ったことになる」

　確かめる必要があると言って北に足を向けたシルヴァを、《鳥》は急いで制止してきた。

「待ちなさい。相手は《獅子》の大人が四人だぞ。あなた一人では……」

「ご心配なく。戦うつもりはありません。あくまで確かめてくるだけです」

「いや、いけない。そんなことをしたらあなたも中立地帯を侵すことになる。ちょうどいい。わたしが行って見てこよう」

　シルヴァは首を振った。そこまでこの《鳥》に甘えることはできない。

「これは地上に生きるもののけじめです。見過ごすわけにはいきません」

　毅き然ぜんと言って走り出した。

《獅子》は決して機敏な種族ではない。

　野生でも日頃はだらだらと寝転がり、お世辞にも素早いとは言えないが、一度動き始めたら、目的を果たすまで止まらない。

　今まで眺めているだけだった北の山がみるみる近づいてくる。村外れから見ているだけでも高い山だと思っていたが、実際に間近にすると、まさに巨大な土の壁だった。

　シルヴァは躊躇ためらわなかった。

　禁忌を犯すことになるのは百も承知で、急きゆう峻しゆんな山道を駆け上がった。

　登り始めてみると、意外にも低い藪やぶが茂っていて視界が悪い。

　山道は不得意な《獅子》だが、委細かまわず走り続けた。この西大陸に住む異種人類は皆、強きよう靭じんな身体を持っている。一時間ほど山道を駆け上がり、かなり高いところまで来たはずだが、まだ他の《獅子》の臭いは感じない。

　シルヴァはさらに頂を目指した。登るに連れて、次第に岩肌が迫ってくる。

《獅子》は《山羊》のように岩の上を飛ぶことはできないので、必然的に岩肌と岩肌の合間の低い部分を進むしかない。

　家を飛び出したのは朝食の直後だった。

　太陽の位置を見る限り、既に昼過ぎを示している。

　周囲の様子はまったく窺うかがえなかったが、それでも足は止めなかった。

　どのくらい登ったのか、さすがに息が切れ始めた頃、不意に視界が開けた。

　息を整えるのも忘れて、シルヴァは思わず感嘆の声を発した。

　生まれて初めて見る光景がそこにあったからだ。

　眼下一面に大地が広がっている。

　見えているのは南東の景色だった。

　遥はるか下のほうに何か苔こけのようなものが見える。

　よくよく眼を凝らせば、それは自分たちの村だった。

　ドプレスの村にはおよそ二千人の《獅子》が暮らしている。シルヴァは他の村は知らないが、長老たちの話ではこれだけ大勢の人が住む村は滅多にないということだった。

　村の中央には広場があり、村人の半数を収容できる大講堂もある。

　見上げるほどの大講堂なのに、今は地面に置かれたちっぽけな小石のようだ。

　村を見下ろすシルヴァの口から思わず吐息が洩もれた。巨大で揺るぎないと信じていたものがこうも小さかったのかという嘆息だった。

　あの《鳥》には世界がこんなふうに見えているのだろうかと、ちらりと思う。

　身を乗り出したはずみに、足下の小石がからんと音を立てて転がった。

　まるで吸い込まれるように遥か彼方かなたの地面へと消えていく。

　さすがにぞっとして、シルヴァは慎重に後ずさった。

　特に高所恐怖症というわけではないが、こんなところで足を踏み外して落ちたら《獅子》といえどもひとたまりもない。

　しかし、ここまで登ったというのに、まだ他の《獅子》の臭いは感じない。

　訝いぶかしく思い始めた時、臭いより先に物音が聞こえた。

　シルヴァはその物音の正体を確かめるべく駆け寄り、その結果、岩陰から現れた《獅子》と正面から出くわす羽目になってしまった。

　驚いて足を止めたが、相手はそれ以上に驚いていた。

　あの《鳥》の言った通りだった。二十歳から三十歳に見える《獅子》の男が四人いる。

　無論ドプレスの人間ではない。

　シルヴァの表情は自然と厳しくなった。一方、男たちの態度もまた、お世辞にも友好的とは言いがたいものだった。険しい眼でシルヴァを見据え、口々に詰問してきた。

「何者だ？」

「この山で何をしている？」

「それはこちらがお尋ねしたい」

　自分に正義があると信じていたから、四人を前にしてもシルヴァは怯ひるまなかった。

「わたしはドプレスの村長アイオスの子、シルヴァ。この山は中立地帯のはずだ。あなた方はここで何をしているのか？」

《獅子》はもともと高い攻撃能力とは裏腹に面倒くさがりな性格である。

　相手に非があることを指摘してやれば、おとなしく事情を話して、この場から引き下がると思ったのに、男たちの表情は逆に一気に険しさを増した。

「何をしているかとは笑止千万だぞ」

「南の住人が中立地帯を犯していないか見回っていたところではないか」

「そしてまさに今、おまえを発見した。禁を犯してこの山に立ち入る者をだ」

　耳を疑ったシルヴァだった。

「自らの非を棚に上げてそんな世迷い言をぬかすのか……？」

　茫ぼう然ぜんとして問い返すと、男たちはますます色めき立った。三人は今にもシルヴァに向かって飛びかかりそうな気配だったが、最後の一人が片手で仲間たちを制した。

　二十代半ばに見えるその男が四人の頭かしららしい。

　背は高く、肌は浅黒く、精せい悍かんな顔立ちをしている。細身だが引き締まった筋肉質の体つきで、真っ黒な短い髪に同じく黒い瞳ひとみをしている。

　その瞳に傍はた目めにも剣けん吞のんな光を浮かべて男は言った。

「ドプレスの村はバルトの死に関わっているのか」

「何のことだ？」

　意味がわからず問い返すと、四人の中で一番年とし嵩かさに見える男が決めつけるように断言した。

「そうに決まっている。こいつがここにいるのが何よりの証拠だ。こそこそ隠れるようにして我らの様子を窺っていたに違いない」

「様子を窺う？　何のために？」

　男はシルヴァの疑問などものともせず、年下の頭に向かって訴えた。

「ラド！　こいつを捕まえて連行しよう。村へ連れて行って吐かせるんだ！」

　到底黙っていられず、シルヴァも苛いら立だち混じりに怒鳴った。

「それは侮辱か！　何の権利があってわたしを犯罪者呼ばわりする!?」

　ラドと呼ばれた男が冷静な口調で告げた。

「昨日、ソイエンの村で死者が出た」

　穏やかではない話だ。

　視線だけで詳しい事情を尋ねたシルヴァに、ラドは淡々と説明した。

「事故でも自殺でもない。明らかに他殺だった。しかもその死に《獅子》が関わっているのは間違いない」

「だから？」

「我々の村には、仲間を害したものは潔く名乗り出て事態に至った経緯を説明し、長老たちの下す裁決に身を委ゆだねなければならないという掟おきてがある」

「我々の村にもある」

「ならば話は早い。我々はバルトの死し骸がいの前に村人全員を集め、身に覚えのある者はただちに名乗り出るようにと促したが、誰一人としてバルトの殺害を認めなかった」

　従って犯人は自分たちの村にはいない。

　何とも単純で乱暴な論法だが、それが彼らにとっての絶対原則なのだ。

　ドプレスの村で同じ事件が起きたら、アイオスも間違いなく同じ手順を取って村人に告白を促すことはわかっていたが、シルヴァはあえて強気に言い返した。

「それこそ本末転倒というものだ。我らを疑う前に、あなた方の村に口をつぐんで隠れている真犯人を発見することに努力すべきではないか」

「その必要はない」

　断言したラドだった。それは罪を否定した仲間を疑うことに他ならないからだ。

「仲間を殺害するだけでも大変な汚点だぞ。その汚点を正直に告白するならまだしも、自らの犯行を隠いん蔽ぺいし、何喰くわぬ顔をして空とぼけるなど、《獅子》にもあるまじき卑しい振る舞いだ。ソイエンの村の人間は誰もバルトの殺害に関与していないとはっきり宣誓している。もう一つ、発見された時のバルトは既に虫の息だったが、かろうじてこの山を指さして息絶えた」

　残る二人も険しい顔で言ってくる。

「それで充分だ。この山はソイエンとドプレスの境に位置しており、他の村の《獅子》はまず入ってこないのだから」

「必然的に疑わしいのはドプレスということになる」

　シルヴァも負けじと言い返した。

「その言葉はそっくりそのままお返しする。ドプレスにはそんな不心得者は一人もいない」

「では、ここで何をしている？」

　答えに詰まったシルヴァだった。

　一瞬、あの《鳥》の言葉を信じたのは早まったかと悔やんだが、手遅れだ。

　再び年嵩の男が言う。

「かまうことはないぞ、ラド。さっさと引っ捕らえよう」

　その男は年齢の割には貧相な体格で、顔にも態度にもどこか卑屈なものがある。

　恰かつ好こうの獲物を見つけた興奮も顕あらわに、しきりとラドをせっついた。

「ドプレスの連中は昔から我らの土地に色目を使っていた。この小僧を捕まえてバルトの死の真相を白状させるんだ」

　さすがにシルヴァもかっとなった。

「何の証拠もなしに我らの村に犯人がいると決めつけるつもりか!?」

「貴様はここにいたんだ！　それだけで充分だ！」

　いきり立つ男をラドが制した。

「よせ、カーゲル。ここで言い争っても結論は出ない」

　カーゲルと呼ばれた男だけではなく、他の二人も不満そうに唸うなった。

　ラドは鋭い視線だけで彼らを黙らせると、シルヴァに向かって言ったのである。

「問答は無益だが、カーゲルの言い分にも一理ある。一緒に我らの村まで来てもらおう」

　反射的に抗議しようとしたシルヴァに、ラドは厳しく釘くぎを刺した。

「逆らうな。おまえが抵抗すれば犯人はやはりドプレスの人間だったと見なす。おまえの父の名と村の名誉を守りたければ、おとなしく我らに同行することだ」

　冗談ではない。

　それは──父の名と村の名誉はシルヴァにとって何よりも守らねばならないものだったが、こんな言いがかりに断じて従うわけにはいかない。

「お断りする。あなた方が正しいという証拠はどこにもないのだから」

《獅子》は元来、言葉を駆使することを得意とする種族ではない。

　邪魔者は力で押しのける。両者の言い分が食い違う時は戦って勝ったものの理屈が通る。

　それが《獅子》だ。

　これ以上は面倒だと思ったのだろう、カーゲルが無言で服を脱ぎ始めた。

　ラドを除く二人もそれに倣った。問答無用でシルヴァを組み伏せようというのだろう。

　四人の中で、ラドだけは最後までシルヴァを説き伏せようとした。

「この人数を相手にしてみろ。おまえが敗北するのはもちろん、無傷でいられる保証もない。よその村とはいえ、村長の子に怪我はさせたくない。我々に従えばおまえの安全は保証する」

　それでもシルヴァは頷うなずかなかった。

　自らも慎重に靴を脱ぎながら、四人の位置を素早く眼で測って突破口を探した。

　その様子を見て、ラドはすうっと眼を細めて最後通告をしたのである。

「殺されたバルトは俺の弟だ」

「…………」

「弟の敵は必ず討つと俺は自分に誓った。おまえが逃げれば、ドプレスは本格的にソイエンの敵になる。それでもよいと言うのなら、その覚悟があるなら逃げてみろ」

　シルヴァは胸を張って答えたのである。

「もちろん喜んで逃げてやるとも。なぜならわたしは犯人ではない。ドプレスの村にも犯人はいない。従ってそちらの言いなりになる必要もない」

　相手が虚を衝かれたのを見澄まして、シルヴァはぱっと身を翻した。

　四対一では勝ち目はない。今はまさに逃げるが勝ちだ。

「逃すな!!」

　一転してラドの鋭い声が上がり、その時には四人とも形態変化に入っていた。

　もちろんシルヴァもだ。

《獅子》の足はあくまで草原に適応したものだ。《山羊》や《雪豹》のようには岩場を自在に移動することはできないが、それでも二本の足で走るよりはずっと速い。

　懸命に足を動かしながら、シルヴァは残りの衣類を脱ぎ捨てて前屈姿勢になった。

　倒れ込んだ両手が地面を捕らえた時にはシルヴァの身体は骨格ごと劇的な変化を遂げていた。

　大人よりは身の軽い自分のほうが素早く動ける。それだけが頼みの綱だったが、いかんせん足場が悪すぎる。四本の太い手足でかろうじて地面を捕らえ、全力で岩場を蹴けっても、とても草原を走るようにはいかない。

　背後に迫る荒い息づかいから少しでも離れようと死に物狂いだったシルヴァは、急に視界が開けた途端、本能的に危険を感じて手足を止めた。

　間一髪だった。急制動ブレーキを掛けなければ転がり落ちていただろう。

　眼の前は断だん崖がい絶壁だった。さっきの崖がけより遥はるかに高い。

　いやでも下が見えてしまったが、眼を向けるだけで魂が落ちて行きそうな高さだ。

　吹き上げる風がぞっとするほど冷たく、鬣たてがみのまばらな顎あごを撫なでる。

　息を荒くしながら振り返れば、四頭の《獅子》が勝利を確信して迫ってくる。

　形態変化した姿を見るのは初めてでも、シルヴァはそこに先程の男たちの面影を正確に見ることができた。異種人類ならどんな種族でも、みんなこの識別能力を持っている。

　四頭の中でもっとも大きな《獅子》がラドの声で話し掛けてきた。

「諦あきらめろ。これ以上は無駄なあがきだ」

　この勧告に、シルヴァの心は本能的に強い拒否反応を示した。

　無罪を証明したければ従えとラドは言うが、シルヴァの感情はその逆だった。

　ここで自分が投降すれば罪を認めることになる。無実の罪を着せられるとわかっていて屈服などできるものか──考えたのはそれだけだ。

　しかし、面前に迫るのは成熟した雄の《獅子》四頭。

　半人前の自分がたった一人で立ち向かうのは自殺行為だ。

　シルヴァの逃げ場は背後の崖しかない。

《山羊》や《雪豹》ならこの急きゆう峻しゆんな崖にも臆おくせずに身を躍らせるかもしれないが、シルヴァの身体でそんなことをやったら待っているのは確実な死だ。

　それでも一いち縷るの望みを託して背後を探り、どこかに降りられる道がないかと必死に探したが、シルヴァが視線を逸そらした隙に四頭のうち一頭が無言で襲いかかった。

「カーゲル!!」

　ラドの制止も間に合わない。

　シルヴァがはっとした時には必殺の《獅子》の前肢が振り下ろされていた。

　これをまともに食らったら顔の骨が折れる。《獅子》の一撃にはそれだけの力がある。

　のけぞって避けた拍子にシルヴァの体勢が大きく崩れ、後肢がすべった。

　あっと思った時は遅かった。

　仰向けになった背中には何の手て応ごたえもなく、視界いっぱいに空が広がった。

　子どもの頃、シルヴァは家の屋根から落ちたことがある。

　あの時もこんなふうに身体が宙に浮き、空に吸い込まれそうだった。

　その時は地面に激突して大きな瘤こぶをこしらえただけですんだが、今は違う。

　シルヴァの身体は重力という巨大な力にがっちりと捕らえられ、大地という凶器に向かって真っ逆さまだ。

　死ぬのか──と思った刹せつ那な、状況に不似合いなくらい穏やかな空の青さがやけに眼についた。

　夕暮れの迫る陽光の眩まぶしさもだ。

　薄紅色に染まり始めた雲を背景にして《鳥》が羽ばたいているのが見える。

　風を切り裂き、猛速度スピードでこちらへ向かって突っ込んでくる。

　耳元でごうごうと風が鳴っているのに、鋭い声が叫ぶのが確かに聞こえた。

「形態トランス変化フオームを解け!!」

　最初シルヴァは何を言われているかわからなかった。

　救いを求めるように必死になって手を──前肢を伸ばした。

「変身フオーム解除リターンだ!!　速く!!」

　意味を理解して、シルヴァは心底呆あきれてしまった。

『崖から落ちている人間』に向かって何という無茶な注文をするのかと思った。

　だいたい、今は足が宙に浮いている。

《鳥》はどうか知らないが、自分たち《獅子》が形態変化する時は通常、足をふんばって力を入れるものだ。百歩譲って先程のように走りながらだ。とにかく足が地面についていることが大前提である。身体が宙に浮いたこんな状態で形態変化や解除など無茶にも程がある。

　シルヴァの思考の流れを綿密に追うとこういうことになるが、実際はこんなに悠長に考えていたわけではない。その間に墜落して死んでいただろう。

《鳥》の声を理解した瞬間にこれだけの思考が脳裏をよぎり、シルヴァは不自由な体勢ながら懸命にその声に従おうと足あ搔がいたのだ。

　可能かどうかは考えなかった。空中を落下しながら元の姿を思い描いた。

　形態変化で重要なのは印象イメージである。特に初めての時は、変化する自分の姿をどれだけ正確に思い描けるかが肝心だと父に教わった。

　その形態トランス変化フオームに比べれば変身フオーム解除リターンはそれほど難しくない。もともと持っている身体だからだ。

　シルヴァの意識が描く設計図に従って大型猫科の骨格が溶ける。

　宙を摑つかもうと空しく足搔く《獅子》の前脚が十五歳の少年の手に変化した途端、シルヴァのその手を何かがしっかと摑んで、ぐいと持ち上げた。

　もう一方の手も同様に引き上げられる。

　耳元でごうごうと鳴っていた風が止んだ。急激な落下も止まり、シルヴァの身体は重力から急激に解放されたが、足はぶらんと宙に浮いたままだ。

　本能的な恐怖と両手首に鋭い痛みを感じて、身を捩よじって暴れようとしたシルヴァの頭上から鋭い制止の声が掛かった。

「動くな！」

　思わず上を向いて、シルヴァは眼を見張った。

　頭の上に人間の胴体が見えたからだ。自分の手首を摑んでいるのも力強い人間の腕だ。

　誰かがシルヴァの両手首を空中で捕まえ、しっかり摑んでぶら下げている。

　その人が誰であるかは明白だった。ついさっきまで確かに猛もう禽きん類るいの《鳥》の姿だったのに、今は違う。ほんのわずか眼を逸らした間に自分と変わらない人ひ間との姿に変じている。

　ただ一つ自分と違うのは、その人の背中に大きな翼があったことだ。

　その翼は今、力強い羽音を立てて羽ばたいている。

　茫ぼう然ぜんとしながら足元に眼をやれば、地面がみるみる遠ざかっていく。

　呆あつ気けに取られた。衝撃も恐怖心もいっぺんに吹き飛び、代わりにやって来た激しい高揚感に、シルヴァは胸がいっぱいに満たされるのを感じていた。

　今までこんな景色を見たことはない。

　これほど風を感じたこともない。

　頭上の人は自分の身体に加え、シルヴァの体重まで支えて重力に逆らって上昇している。

　足下を山肌が流れていく。

　視線より低いところを小鳥が飛んでいる。

　その小鳥が頭上の人の羽ばたきに驚いたのか、慌てて遠ざかっていく。

　何もかもが珍しくて、そこかしこに視線を飛ばした。ひどく長い時間に感じたが、実際にはごくわずかな間だったらしい。

　障害物の気配を察して正面を見ると崖が迫っていた。

　先程の断崖絶壁と違って傾斜は緩く、途中に人が立てる岩棚もある崖だ。

「──失礼」

　頭上の人が言ったかと思うと、シルヴァの身体は岩棚を目差して荷物のように飛ばされた。

　乱暴な仕打ちに肝を冷やしたが、その人の狙いは正確だった。

　シルヴァも運動神経は半端ではない。裸足はだしの足が見事に岩棚を捕らえて着地する。

　しかし、その途端、膝ひざが崩れた。足の裏に確かな地面を感じて緊張が解けたらしい。

　安あん堵どの息を吐いてへたりこんでしまったが、そんな自分を情けなく思う余裕もなかった。

　シルヴァの眼の前に、羽ばたきとともに舞い降りてきた人がいる。

「──ご無事か？」

　岩棚に座り込んだシルヴァは息を吞のんでいた。

　年頃は自分より一つか二つ上だろう。なめらかな顔は浅黒く焼け、真っ黒な髪が肩に掛かり、きらきら輝く黒い瞳ひとみが心配そうにシルヴァを窺うかがっている。

　岩棚の端に片膝をついていても、その立派な体格は見紛いようもない。

　肩は広く、胸は厚く、手足は恐ろしく長くたくましい。

　加えてその人の裸の背中には、今はたたまれているが、金色に輝く猛禽類の翼がある。

　シルヴァは呆気に取られて若者の顔と、その特異な姿を見つめてしまった。

　いささか無遠慮なくらいの視線だったが、その人のほうも熱心な黒い瞳で──色は違っても確かにあの《鳥》と同じ鋭い瞳で、怪我はないかと無言で問いかけてくる。

　シルヴァは大きな息を吐き、何とか微笑を浮かべてみせた。

「……助かりました」

　人の姿の《鳥》も微笑したが、すぐに真顔に戻る。

「もうじき、お父上がお見えになります。ソイエンの村長も」

「あなたが呼んだ？」

「いかにも」

　こんな時だが、シルヴァは眼を見張ってしまった。

　つまりシルヴァがここまで登る間に、ドプレスとソイエンそれぞれに出向いて事情を説明し、それからシルヴァを探しに山頂まで飛んできたことになる。

　すばらしい翼だと思った。地を駆けるものには到底不可能なことだ。

「確かに、それが公平なやり方ですね」

《鳥》は厳しい表情で首を振った。

「わたしの失敗だ。あなたにではなく、あなたのお父上に話をするべきだった。間一髪で間に合ったからいいようなものの、迂う闊かつにもあなたを死なせるところだった」

　今度はシルヴァが首を振った。どう考えても迂闊な行動を取ったのは自分のほうだ。

　ソイエンの人々が悪意で中立地帯を犯したと思い込んだのだから。

　しかし、非は彼らにもある。ドプレスを疑っているなら、こそこそ探ったりせず、最初から正式な使いを立てて問い質ただせばよかったのだ。

　そうした批判は胸にしまって、シルヴァは岩棚に片膝をついて跪ひざまずき、今の自分が言うべきと信じることを言った。

「命の恩人に心からお礼を申し上げます。わたしはドプレスの村長の子、シルヴァ」

　背中に翼を生やした人も真顔で頷うなずいた。

「次に会ったら同じことを言わなくてはならないと思っていました。わたしは《鷲》のドーザ。正式な種族名は《白頭鷲》のドーザだが、普段は《鷲》で通している」

　形態変化を解いたばかりの二人は素裸だったが、異種人類にとってそれは恥でもなければ、非礼にも当たらない。特に《獅子》は女性でも裸に抵抗のない種族なので、シルヴァは相手の見事な体格につくづくと感心して見入っていた。
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《獅子》に変化した自分がくわえた時、この人の体重は推定で四キロ程度だったと思う。

　しかし、今の体格からすると優に七十五キロはあるに違いない。

　形態変化によって実に十五倍もの体重の変動が起きていることになる。

　何よりもすばらしいのは背中の翼だ。

　足が完全に宙に浮いていた。遥はるか下に見える景色が飛ぶように流れて、草原で感じるのとはまったく種類の違う風が痛いくらいに強く頰を打っていた。

　この人が楽々と自分の身体を捕まえて空を飛んでいたのかと思うと、深い感慨があった。

　その能力に感嘆して、自分とは性質の異なる形態変化が不思議でもあって、その人の身体に視線を這はわせていたシルヴァは褐色の胸に塞ふさがったばかりの傷を見つけて眉まゆをひそめた。

　怪我が治ったばかりだから傷跡が生々しいのは当然としても、その傷の形──この並び方は何だか妙に見覚えがあるような気がする。

　非常にいやな予感がしたが、シルヴァの表情の変化に気づいたドーザは、笑って自分の胸に手をやった。

「これはあなたの牙きばの跡」

　シルヴァは思わず顔を赤らめて唸うなった。何とか助けようと必死だったとは言え、やはり少し力が入りすぎたらしい。一つ間違えばこの人を殺していたところだ。

「……申し訳ありません」

「それはわたしが言わなければならない。あんな急降下をして人を摑つかんだことなど初めてで、加減が利かなかったのだ」

　その時になって、シルヴァは両手首の傷に気がついた。

　痛むはずだ。明らかに人のものではない鋭い爪跡がくっきりと刻まれて血が流れている。

　あらためて見ると、今のドーザの手は完全な人のそれとは言いがたかった。

　指こそ五本だが、それこそ鷲のような鋭い爪が長く伸びている。その爪がシルヴァの皮膚に食い込んで傷をつけたのだが、傷の深さは経験でわかる。

　手首から流れる血を無造作に舐なめ取って、シルヴァは笑った。

「ご心配なく。皮膚が切れただけです。これならすぐに治る」

「お互い様だ。あなたはとても注意深く嚙かんでくれたから、傷は浅い。これなら跡も残らずに治るだろう」

　ドーザも笑って立ち上がった。

「お父上をこちらに誘導しようと思うが、一人で登れるだろうか？」

　崖がけを見上げてシルヴァは頷いた。このくらい手がかりがあれば充分だ。

　岩棚から飛び立とうとしたドーザは、自分をじっと見つめているシルヴァの視線に気づいて、困ったような顔になった。

「すまないが、長い距離を飛ぶにはやはり完全変態しなくてはならないのだ。あなたは先程、ご覧になったかもしれないが……」

「いいえ、見ていません。最初に完全変態のあなたが見え、あっと思った時には今のあなたに腕を摑まれていました」

　ドーザはほっとした顔で言った。

「では、少しの間、眼をそらしてくださるとありがたい」

《鳥》は形態変化を他人に見せることはない。

　種族の掟おきては破れないと、そこまで言わせる前に、シルヴァは黙って眼を閉じた。

「──いつまでこうしていれば？」

「次に羽音が聞こえる時まで」

　岩棚から人の足が離れる気配がした。

　シルヴァなら手も足も出ないだろうが、ドーザは違う。

　あの身体は空中で見る間に形を変え、あの腕は力強い羽ばたきをもたらす翼になる。

　その音を聞きつけたシルヴァはぱっと眼を開けて、勢いよく立ち上がった。

　夕陽の中を飛ぶ一羽の《鷲》が見えた。

　頭と尾羽だけが白い《鷲》だ。

　大きな翼を悠々と羽ばたかせて遥かな高みへと飛んでいく。

　感嘆の息を洩もらしてその姿を眺め、シルヴァはやっとわかった気がした。

　どうしてあの姿が心から離れないのか。

　何故これほど胸が高鳴るのか。

　たぶん、最初に会った時からだ。

　空に呼ばれたあの姿に──あの翼に、きっと一目で恋をした。

　夕陽に舞い上がる《鷲》の雄姿に胸のすくような爽そう快かい感かんを感じて、シルヴァはしばらく崖を登ることも忘れていた。



















　ソイエンの村長、ブルゲは単刀直入に切り出した。

「我々の村で殺人があった」

　ドプレスの村長、アイオスは短く答えた。

「その話は聞いている」

　双方とも厳しい表情だった。

　場所はドプレス村の応接室である。名前のとおり正式な客を迎える場所だが、今は重苦しい雰囲気に包まれている。

　アイオスは四十前後の、筋骨たくましい立派な体格だった。顔だちにも体つきにも男盛りの照りと張りがある。ブルゲはそれが枯れかけた年頃の、どちらかと言えば細身の男で、髪にも髭ひげにもちらほらと白いものが混ざり始めている。

　力だけが重んじられる野生の獅子の群れでは老いて力を失った個体はボスの座を追われるが、異種アナザー人類レイスではそんなことはない。ブルゲはアイオスも一目置く人格者で、叡えい智ちの人でもあり、ソイエンの村人からの信頼も厚い立派な長おさだった。

「我らがソイエンの者に質ただしたところ、誰も殺害には関わっておらぬと言う」

「言わずと知れたこと。ドプレスの村の者も無関係だ」

　まるで禅問答のようなやりとりだが、自らの正当性をはっきりさせるのは異種人類にとって重要なことだ。特に今回ソイエン側は、村人を殺した犯人としてアイオスの息子のシルヴァを名指ししてきたからなおさらだ。

「ソイエンの村人は確たる証拠もなく、わたしの息子を殺害の犯人と決めつけ、拉ら致ちしようとしたという。慮外な振る舞いだ。厳重に抗議する」

「その点は詫わびよう」

　ブルゲの背後に控えている男たちが、ざわりと気色ばんだ。

　それではこちらに非があると認めることになってしまうからだが、ブルゲは淡々と続けた。

「ご子息が犯人であるという確証はない。犯人でないという確証もない」

　今度はアイオスの表情が険しくなり、彼の背後に控えたドプレスの男たちが血相を変える。

　シルヴァも緊張の面持ちでそこにいた。

　年齢の足らないシルヴァは、本来なら村長同士の会談に立ち会うことなどまだ許されないが、今回の事件の当事者なので、特別に同席を許されていたのだ。

「その理由として、我らの村の者が犯人を求めて南の山に入ったところ、ご子息を発見した。他の者は誰もいなかったのだ。そこで殺害事件のことを説明し、同行を求めたにも拘かかわらず、ご子息はあくまで拒否して抵抗したという」

　ブルゲの後ろにはその時、シルヴァと出くわした男が二人いた。

　一人は露骨な疑いの眼まな差ざしをシルヴァに向けている。名前は確かカーゲルと言った。どこか卑屈な感じのする男で、逃げたからには犯人に決まっていると言いたげな顔だ。

　その視線を受けて、アイオスは背後の息子に眼をやった。

「シルヴァ。おまえの言い分は？」

「ソイエンの方々に聞くまで、わたしはそちらで殺害事件が起きたことすら知りませんでした。今知ったばかりの殺人に関わっていると決めつけられて頷うなずいたりはできません。それどころか、今ここで諾だく々だくと従えば、身に覚えのない罪を認めることになると思いました」

　アイオスが視線を元に戻して質問する。

「殺人の状況について詳しく訊ききたい」

「殺されたのはバルト。その兄のラドが『胸騒ぎ』を覚えて駆けつけたところ、バルトは既に瀕ひん死しの状態だった」

　肉親や親しい人に何かあれば、まして瀕死の状態に陥れば、異種人類にはわかる。

　その時その相手がどこにいるかは走り出せば身体が勝手に教えてくれる。

　ラドもそうして弟の死に目に駆けつけ、最期を看み取とったのだ。

「バルトの身体に爪つめ痕あとや嚙かみ痕は？」

《獅子》同士の喧けん嘩かなら身体に牙きばや爪の痕が残るはずだが、ブルゲは首を振った。

「なかった。崖がけから落ちたのだ」

「では事故かもしれぬ」

「それはない」

「なぜか？」

「ラドが否定した」

　死んだ男の兄だというラドは二十代の半ばで、真っ黒な短い髪、黒い瞳ひとみ、浅黒く日焼けした肌に引き締まった体たい軀くの主だった。

　カーゲルと一緒に北の山でシルヴァに詰め寄った一人でもある。

　卑屈なカーゲルと違って、彼の態度は堂々としたものだった。

　静かな眼で正面からアイオスを見つめ、はっきりと述べた。

「自らの過失で落ちたのなら、死の間際のバルトはわたしの顔を見て安あん堵どし、死にたくないという心残りだけを浮かべて見せたはずです。実際には弟は既に口もきけない状態にありながら、死力を振り絞って山の上を指し、眼の色だけで何かを懸命に伝えようとしていました。そこに誰かがいたのです。残念ながら姿を確認することはできませんでしたが、何者かが弟を崖から突き落としたことは間違いありません。単なる事故であったのなら、瀕死の弟があれほど強い無念を訴えるはずはありません」

「ふうむ……」

　アイオスは低く唸うなった。

　ラドが噓を言っているとはアイオスも言わなかったし、考えなかった。

　だからといって、シルヴァがバルトを殺したという意見に頷けるはずもない。

　ブルゲにしても、自分の村の若者が殺されたのだ。何としてもバルトの殺害犯人を特定し、制裁を加えずには済ませられない。

　ラドが再び口を開いた。

「もう一人、心当たりがあります」

「何？」

「山の上で見知らぬ《鳥》を見ました。頭と尾羽だけが白い猛もう禽きん類るいです。我らが鳥類と戦って負けることなど万に一つもありませんが、彼らには我らにはない翼があります。不意を衝いて脅かせば、弟を崖から落とすことなら《鳥》にも可能なはずです」

　途端にカーゲルが声を荒らげた。

「そうだ！　奴の仕業に違いない！」

　シルヴァの全身に血が上った。

　その《鳥》とはシルヴァの友であり、命の恩人でもある。

　恩人に対して何たる侮辱と激げき昂こうしかけたが、シルヴァが声を荒らげる前に、ブルゲが静かに言った。

「その《鳥》なら、おまえたちが山で揉もめ事を起こしていると知らせてくれた。種族は違えど、礼節を心得た若者だ」

　アイオスも言う。

「あの山はドプレスとソイエンどちらにとっても境界線だ。無断での立ち入りは許されない。そちらの説を受け入れるなら、バルトは禁を犯して無断で山に登ったことになる。《鳥》にはバルトを崖から落とすことはできるかもしれぬが、山の上に連れ出すことなどできぬのだぞ」

「おっしゃるとおり、一つの可能性を申し上げたまでです」

　ラドは軽く頭を下げて謝意を示し、アイオスに向かって問いかけた。

「あの《鳥》はご子息の知人ですか？」

　頭のいい男だとシルヴァは思った。シルヴァとあの《鳥》の関係を、手っ取り早くシルヴァ自身の口から語らせようというのだろう。

　父は『おまえが答えろ』と視線で促し、シルヴァは短く答えた。

「友人です」

「どこから来たお友達です？」

「北のほうからだと聞いています」

　ブルゲが言った。

「その《鳥》が今回の事件に関わりがあるとは思えぬが、怪しい者の姿を見なかったかどうか、話を聞かねばなるまい」

　会合はここで終わりとなり、その後は簡単な酒席が設けられた。

　これは完全に大人だけの集まりだから、シルヴァは一同に挨あい拶さつして先に部屋を出た。

　建物を出て自宅へ戻ろうとした時、高い空を飛ぶ姿に気がついた。

　いつも会っている山毛欅ぶなの木ではなく、ドプレスの村はずれに立っている高木を目差して、ゆっくりと舞い降りてくる。

　思わず走り出したシルヴァが木の下に駆け寄るのと、高い樹上の枝に大きな鳥が留まるのは、ほぼ同時だった。この木には低いところに枝がないので、ずいぶん上から声が降ってくる。

「会合はどうなりましたか？」

　シルヴァは少し後ずさって答えた。

「平行線です」

　木の真下で話すと、首が痛くなるほど見上げなければならなかったからだ。

　少しの沈黙の後、返ってきた声には深い憂いがあった。

「同種族の間で諍いさかいなど……無益なことです」

「わたしも同感ですが、身に覚えのない疑いを掛けられて黙っているわけにはいきません」

　大事な話をしなければならないのに、この距離ではどうにも話がしにくい。

　もどかしくなったシルヴァは無意識に拳こぶしを握った右腕を突き出していた。

　何気なくやった動作ではあるが、自分で自分の行動に狼狽うろたえた。

　これは明らかにこの腕に留まるようにと示しているわけで、厚かましかったかと、ちらっと反省したが、腕を引っ込めようとは思わなかった。

「どうぞ」

　樹上の《鷲》は少し躊躇ためらったようだったが、ふわりと枝を離れた。

　差し渡し二メートルにも達する大きな翼を広げて、まっすぐにシルヴァの元へやってくる。

　圧倒されるほどの羽ばたきが迫り、巨大な影が視界を遮ったかと思うと、次の瞬間、右拳にずっしりと重みが掛かった。

　反動で拳を持って行かれそうになるが、慌ててぐっと力を入れて堪こらえる。

　腕を水平にすると《鷲》はゆっくり拳から腕へと移動して、シルヴァの腕を止まり木にして羽をたたんだのである。

　姿勢を整えた時には、シルヴァは息をするのを忘れていた。

　すぐ眼の前に、つややかな羽毛に覆われた胸がある。見上げれば真っ白な頭と、炯けい々けいと輝く眼光が自分を見下ろしている。黄色い爪は大きく鋭く、鳥のものとも思えないほどだ。

　その爪はかなり湾曲しており、腕に食い込んでくるので痛みを感じないわけではなかったが、なるべくシルヴァの腕を傷つけないように注意深く摑つかんでいるのがわかる。

　身体が震えそうだった。

　いくら重くても相手は鳥である。

　シルヴァの腕なら充分支えられるのに、その温かい重みに眼が眩くらみそうだった。

　顔には出さないように努めていたが、この時のシルヴァが全身で感じていたのは歓喜としか言いようがない。いつまでもこの距離で眺めてしまいそうだったが、いやいや、見み蕩とれている場合ではないと、懸命に自分に言い聞かせる。

「……あなたも疑われています」

《鷲》は金色の眼をぱちくりさせた。

「わたしが？」

　シルヴァが事情を話すと《鷲》は再び眼を瞬しばたたいた。

「わたしにそのバルトを殺害するどんな理由があると？」

「ソイエンの人々にしてみれば是が非でも犯人を見つける必要があるのでしょう」

「よそ者の仕業で片づけてしまえば丸く収まるというわけか」

「恐らくは」

　答えたその時、ラドとカーゲルがこちらへやって来るのが見えた。

　シルヴァと《鷲》は何となく沈黙して、二人が近づくのを待ったのである。

　ラドはシルヴァの腕に留まった相手に共通語で短く名乗った。

「俺はソイエンの村のラド。こちらはカーゲルだ」

　他の場所なら《獅子》のラドと名乗るところだが、ここは《獅子》の村であり、ラドはこの村の人間ではない。従って種族名は省略し、代わりに村の名前を名乗ったのだろう。
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　シルヴァの腕に留まったまま、《鷲》も共通語で答えた。

「《白頭鷲》のドーザ。《鷲》のドーザとも呼ばれている」

「《鷲》のドーザに尋ねたい。バルトが落ちるところを見たか」

「それはどんな姿の人か？」

「歳は二十二、背丈は俺より少し小さいが、俺と同じ黒い髪、当日は腰に赤い布を巻いていて、上半身は裸、琥こ珀はくの首飾りをしていたはずだ」

「見ていない」

「では、山の上で誰か怪しい者の姿を見なかったか」

「わたしが見たのはあなたとカーゲル、他の二人のソイエンの方たちのみだ」

　カーゲルが露骨な疑惑の口調で言う。

「本当は俺たちを見つける前に、おまえがバルトを落としたんじゃないのか」

　この無礼な言葉にはシルヴァのほうが気分を害したが、ドーザは至って静かに問い返した。

「何のために？」

　カーゲルはそれでも収まらなかったが、ラドがそんなカーゲルを制して、ドーザを見据えて、感情のない声で言ってきた。

「バルトを殺害した犯人が判明するまで、この土地を離れないでもらいたい」

　この言葉に異を唱えたのはシルヴァのほうだ。

「それはおかしい。何の権限があって、この人の行動を規制する？」

「強制ではない。お願いしているまでだ。バルトが殺害された時期に現場に居合わせたという意味では他種族でも立派な関係者なのだから」

　ドーザが慎重に口を開いた。

「確たるお約束はできないが、なるべくそちらのご希望に添うよう努めよう」

「感謝する」

　話を切り上げて背を向けようとしたラドは急に鋭い眼でシルヴァを見据えると、《獅子》の言葉で言ってきた。

「おまえはその鳥の下僕なのか？」

　シルヴァは絶句した。予想だにしない言葉だった。

　ラドは厳しい態度で続けたのである。

「仮にも《獅子》の長おさの子が鳥ごときの止まり木扱いに甘んじるとは、情けない。おまえには《獅子》の誇りもなければ、恥を知る心もないのか」

　今度は狼ろう狽ばいしたシルヴァだった。

　それは違う。先に腕を差し伸べたのは自分のほうだ。

　しかし、それは自らを貶おとしめる振る舞いだったのだろうか。

　この人に腕を貸す自分の姿は他の人の眼にはそう映るのだろうか。

　ほんの一瞬の躊躇いが、シルヴァの口を反論のために開くのを遅らせた。

　その一瞬の遅れが致命的だった。

　無意識に力が入ってしまったのだろう。腕に鋭い痛みを感じた。

　シルヴァ以上に《鷲》が激しい動揺を感じていることが腕の感触を通して伝わってくる。

　ラドは他種族のドーザには《獅子》の言葉は理解できまいと思って言ったのだろうが、彼は《獅子》の言葉がわかる。他ならぬシルヴァが教えたからだ。

「──失礼しました」

　耳元で言ったドーザの声はひどくこわばっていた。

　慌てたシルヴァが止めようとした時は手遅れだった。たたまれていた翼がシルヴァの身体を包むほど大きく広がり、羽音を立てる。黄色い足がシルヴァの腕を力強く蹴ける。

　そうして彼が地上を離れてしまったら、翼を持たないシルヴァには追う術すべがない。

　何か言わなくてはと焦る間にも、その姿は見る間に高く舞い上がってしまう。

　空と地上と──。

　致命的な距離に隔てられて、もう声が届かなかった。




　五日が過ぎた。

　その間、殺人事件の解決につながる進展は何一つなかった。

　理由として、無形種の社会に見られる警察のような捜査機関を、異種人類が持たないことがあげられる。犯人が自ら名乗り出るか、誰かが確固たる証拠をもって『あいつが犯人だ！』と名指ししない限り、事件が解決することはないと言っても過言ではないのだ。

　しかし、それはソイエンにとってもドプレスにとっても極めてありがたくない事態だった。

　アイオスとブルゲの話し合いの結果、一刻も早く犯人を見つけなくてはという点では意見の一致を見たものの、互いに自分の村に犯人はいないという主張を繰り返すことに終始しており、解決が長引けば疑心暗鬼に陥るのは眼に見えている。

　ソイエンの村人の間では、あの《鳥》が怪しいという意見が再浮上しているらしい。

　ただし、長のブルゲを含む長老たちは村人の意見に安易に流されたりはせず、慎重な態度を取っているそうだ。確たる証拠もなしに他種族が犯人だと決めつけたりしたら、その種族との闘争に発展しかねないからだが、一般の村人はそこまで考えない。

　彼らにとっては仲間が殺されたという事実が重要であり、何としても犯人を特定しなくてはならないのだ。それが外部の人間ならむしろ好都合と思っているのだろう。

　ソイエンの村人が早まった真ま似ねをしないかどうか心配だったが、現実に《獅子》が《鷲》を捕まえるのは至難の業である。

　シルヴァもあれから鬱うつ々うつとした日々を過ごしていた。

　時々上空にドーザの姿を見かけるから、ラドの提案を受け入れて近くにいるのはわかるが、あれ以後、彼はシルヴァの元には降りてこない。

　今日も高い空に《鷲》の姿があった。

　向こうから近づいて来てくれなければ、シルヴァにはドーザに声を掛ける手段すらないので、空を見上げるしかないシルヴァは自然とため息を洩もらしていた

　自分にも翼があったらと恨めしげに《鷲》の姿を追っていると、ふと違和感を感じた。

　何だか別の個体のような気がしたのだ。

　しかし、この辺りにいる《白頭鷲》はドーザ一人のはずである。

　その《鷲》は境界線の山の上で何度か大きく旋回すると、山腹に舞い降りた。

　その様子を見ていたシルヴァは山に向かって走り、麓ふもとを登ろうとして立ち止まった。

　今は事件について話し合うために頻繁に行き来しているとはいえ、この山を越えられるのは基本的に村を代表する正式な使者だけだ。

　資格もないのに踏み込んだら前回の二の舞になってしまう。

　それでも未練がましく躊躇ためらっていると、誰かが山を下りてくるのが見えた。

　最初はドーザかと思ったが、もっとずっと小さな姿だった。

　浅黒い肌と黒い髪は同じでも、その髪は細い肩の上でぷっつりと切られ、ちょっと変わった黄色の服を着ている。

　よく見ると、さらしの要領で赤い布を巻いて胸を隠し、その上に黄色の布地をゆったりと身体に巻き付けて、腰帯を締めて整えることで衣服にしているのだった。

　足は裸足はだしで、杖つえの代わりか、右手にずいぶん長い棒を握っている。

　近くで見る前に風に乗ってきた匂いで、ドーザと同種族の女性だとわかった。

　女性と言っても十五歳のシルヴァと同年輩の、もしくは少し年下に見える少女である。

　小柄で引き締まった体つきの《鷲》の少女はシルヴァを見て、共通語で話しかけてきた。

「こんにちは」

　きれいに澄んだ高い声である。

　大きな黒い瞳ひとみはくっきりと吊つり上がり、きらきら輝いている。

　他種族の女性を見たのは初めてだが、美しい少女だと思った。そして、間近で見て初めて、シルヴァはこの少女とあの友人との相似に気がついた。

　同じ種族というだけではない血のつながりを確かに感じ取った。

「……ドーザの？」

「はい。血筋の者です。胸騒ぎを感じて飛んできました」

　それは少し前、ドーザが他の《鳥》に襲われて怪我をした時のことだろう。

　ラドがバルトの危機に反応したように、この少女もドーザの危機に敏感に反応し、文字通り『飛んで』来たのだ。

　恐らくは兄きよう妹だいだろうが、兄に比べると、妹はずいぶん小さな身体である。

　男女で体格の差があるのは《獅子》も同じだが《鷲》の男女差も相当なものらしい。

　しかし、身体は小さくても気が弱いかと言うと全然そんなことはなくて、少女は大胆に輝く黒い瞳でシルヴァを見つめて、あらためて《獅子》の言葉で話しかけてきた。

「あなたのお名前を当ててみましょうか。ドプレスのシルヴァ。違いますか？」

　名前を言い当てられたことより、流りゆう暢ちような《獅子》の言葉に驚いていると、少女は楽しそうに笑って続けたのである。

「先日、ドーザに会って話を聞きました。あなたは命の恩人だと。でしたら、あたしもお礼を言わなくてはなりませんから、その人の姿形はと尋ねたら、この草原でもっとも美しい少年がそうだと言っていました。──あなたでしょう？」

　心臓が止まるかと思った。

《獅子》の男にとって（実はたいていの異種人類が該当するが）『美しい』というのは最高の褒め言葉だ。それはすなわち目立って姿がよろしく、凜り々りしいと言われるに等しいのである。

　自分はまだ鬣たてがみもまばらな半人前なのに、あの立派な《鷲》がそこまで自分を評価してくれたことが嬉うれしかった。頷うなずき、感激に声が詰まらないように気をつけながらシルヴァは言った。

「こちらこそお礼を言わなくてはなりません。彼はわたしにとっても命の恩人です」

「あら？　それは聞かなかった。では、お互いさまなのね」

　少女は笑って、すぐに真顔になった。

「殺人があったと聞きました。あなたに疑いが掛けられているとか」

　いかにもドーザらしいとシルヴァは思った。

　自分も同様の疑いを掛けられていることは一言も言わなかったのだろう。

　少女はしげしげとシルヴァを見つめて納得したように頷いている。

「あなたがそんなことをする人かどうか、見れば一目でわかりますのにね。恩人にそんな不名誉な疑いを掛けられるなんて、あたしにとっても問題です。一刻も早く犯人を捕らえなくてはなりません」

　シルヴァもまったく同感だが、口で言うほど易しいことではない。

　だからこそ困っているのだが、少女は当然のようにシルヴァを促してきた。

「さ、行きましょう」

「どこへ？」

「ソイエンの若者が転落した現場にです。場所はご存じ？」

　知っているわけがない。

　眼を丸くしてシルヴァは尋ねていた。

「行って何をするつもりです？」

「もちろん何があったか調べます」

「待ちなさい。簡単に言ってくれるが、その事件が起きたのはもう何日も前だ。今さら現場に出向いたところで……」

　無駄足になるだけだと焦って止めたが、少女は意味ありげに微笑している。

「それはどうでしょう。犯人にとっては決して忘れられる場所ではないはずです。赤の他人がその現場を探り回っていたら無視できないのではありません？」

　ますますシルヴァの眼が丸くなる。

「それはつまり、あなた自ら囮おとりになって犯人をおびき出そうと？」

「はい。引っかかってくれればいいなと思っています」

　可愛い顔をして恐ろしいことを言う。

　思慮深い兄と違って妹はまず行動の人らしい。後ろの山を振り返って見やると、シルヴァに視線を戻して言ったものだ。

「殺害の現場はこの山だと聞きました。立会人として一緒に来てくれませんか」

　シルヴァは躊躇った。現場を探り回る者が現れれば犯人は穏やかではいられまいというこの少女の言い分には一理ある。

　だが、ここは今も二つの村の境界線で、自分は殺人事件の当事者と思われているのだ。

　年の若さも手伝ってシルヴァはあまり思慮深いとは言えない性格だが、そんな彼でも、今の自分が迂う闊かつに山に入ったら二つの村の間がもっと気まずくなることくらいは吞のみ込んでいる。

　何より、この少女は《獅子》ではない。

　他種族で、あの《鷲わし》の身内で、まだ年端もいかない少女なのだ。

　無形種の社会では女性は男性より弱い存在だから庇ひ護ごすべきという概念が一般的らしいが、《獅子》のシルヴァにはそうした感覚はない。

　そんなことを言っていたら草原ではとても生きていけないからだ。

　女性は主に子どもを産み育てるもので、男性は主に敵と戦うものという一応の区分はあるが、いざともなれば《獅子》の女性はみんな勇敢に戦える。

　男性もそうした女性の力を頼みにしている。

　ただし、いくら戦えるからと言っても強い個体と弱い個体がいるのは当然で、さらにそこに年齢という要素が加わると、話はまったく別になってくる。

《獅子》の社会でも、幼い子どもは大人によって守られるべきものだ。

　人型のドーザはシルヴァより一つ二つ年上だということを差し引いても、実に立派な体格の人だから、シルヴァは無意識に《鷲》はみんなあのように大きくてたくましいのだろうと想像していたが、女性に関してはその限りではないらしい。

　同年代の《獅子》の少女と比べても明らかに小さな身体である。さえずるような美しい声も幼さを残しているようだし、話し言葉にしても、おしゃまな子が一生懸命背伸びして、大人の真ま似ねをしているような印象を受ける。

　こんな子どもを《獅じぶん子たち》の問題に巻き込むわけにはいかない。

　思いとどまるように言おうとしたが、シルヴァの心を読んだかのように少女は先手を取った。

「ソイエンの人はドプレスの人を疑って、ドプレスの人は言いがかりだと怒って、ソイエンに反発しているのでしょう？　そんな状態を長引かせれば二つの村に不幸を招くだけです」

　まったくもってそのとおりである。

　それに──と少女は真顔で続けた。

「ドーザは一言も言いませんでしたけど、やはり疑われているのでしょう？」

「あんなものはただの言いがかりです。彼が気にする必要はない」

「あら？　ではあなたはその疑惑を晴らしたいとは思ってくれないの？」

「とんでもない！」

「よかった」

　少女はにっこり微笑んだ。

　どうも調子が狂う。何だか乗せられている気がするが、シルヴァは踏ん張った。

「どうかわかってほしい。あなたを巻き込みたくはないんです。──そもそもドーザはどこにいるんです？」

「今は北のほうを飛んでいるはずです。調べることがあると言っていました」

　答えて、少女はきらっと眼を光らせた。

「申し遅れました。あたしは《鷲》のチェリーザ。シルヴァにお願いします。どうかあたしを部外者とは思わないでください。身内にこんな疑いを掛けられて《鷲》のチェリーザが黙っていられるわけがない。あなたはご自分の身の潔白を証明したい。ドーザへの疑いも晴らしたい。あたしはあなたたち二人の無実を知らしめたい。利害は一致しているはずです」

　滔とう々とうたるものである。

　降参するしかなさそうだが、シルヴァは念のために訊きいてみた。

「──今、空を飛んでいたのはあなたか？」

「そうです。ドーザに見えました？」

　シルヴァは首を振った。

「具体的にどこがどうとは言えないが、何かが違うと思いました」

　ドーザが言っていた。自分たちは形態変化を可能にした時から一人前であると。

　ならば、この少女を未熟な子ども扱いすることは彼女に対して非礼に当たる。

　大きく息を吐いて、シルヴァは言った。

「チェリーザ。あなたの勇気は立派だと思う。それにわたしにはあなたを止める権限もない。ただ、わたしは事件の当事者と思われている。立会人は誰か他の人間にしたほうがいい」

「いいえ。だからこそあなたにお願いしたいのです。あなたが現場に現れたと知れば、犯人は穏やかではないでしょう。必ず何らかの行動を起こすはずです」

　この言い分にも一理ある。

　もともと《獅子》は無ぶ精しようではあるが、気が長いとは言えない種族である。

　矛盾しているようだが、要するに一度動き始めたら後は早いということだ。

　シルヴァもその例に洩もれない。自分の軽率な行動が原因だからおとなしくしていなくてはと考えるよりも、自分の蒔まいた種は自分で刈ってみせると考える人間だった。

　そして今はそれ以上に、向こう見ずなこの少女が心配だった。

　あの人の妹に怪我などさせられない。この少女にとってもこの山は敵地に等しいのだから、それこそ自分がこの少女を守らなくてはならないと意を決した。

「わかりました。一緒に行きましょう」

「ありがとう」

　チェリーザは笑って、握っていた棒を腰の帯に差し込んだ。それから眼を閉じ、少し上体に力を入れたように見えた。

　ややあって、むき出しの彼女の背中に翼が出現した。

　華きや奢しやな身体をすっぽり包むほど巨大な黒褐色の翼である。

　大きな翼の見事さと、小さな身体とのあまりのアンバランスに驚いていると、チェリーザはシルヴァに両手を差し伸べてきた。

「待ちなさい。わたしを摑つかんで飛ぶつもりか？」

　翼を生やした人に向かって、ずいぶん間抜けな質問をしたものだ。

　チェリーザは気分を害した様子もなく、シルヴァを見つめて笑って頷うなずいた。

「あたしは《鷲》です。走るのは苦手で、飛ぶのが本分です。──恐いですか？」

「いいえ」

　本心だった。前にもこの姿のドーザに腕を摑まれて宙を運ばれたことがある。

　恐ろしいとはちっとも思わなかったが、今回はその時とは少々事情が異なるのだ。

　自分よりずっと小さい少女をいささかの懸念とともに見つめながら、シルヴァは尋ねた。

「あなたは平気なのか？　こう見えてもわたしは結構重いから」

　途中で落っことされてはかなわないと正直に言うと、チェリーザは微笑した。

「では、ちょっと持たせてくださいな」

　シルヴァの腰を両手で摑み、ぐいっと持ち上げる。足が完全に浮いたのを見て、満足そうな顔になった。

「大丈夫。お軽いわ」

《獅子》の女性もかなりの腕力があるが、この細い身体でこの力は尋常ではない。

　人は見かけによらぬものだと言うが、とんだ馬鹿力だと感心した。

　少女は一度シルヴァの身体を地面に下ろして、背中に回った。

「ちょっとしゃがんで、両手を上げてもらえますか」

　指示どおりにすると、少女は後ろからシルヴァの両手をしっかり摑んできた。

　身体に見合った小さな手である。シルヴァも細い手首を摑み返した。

「では、行きますね」

　少女が言うと、風が起こった。

　手を摑まれていなければ身体が持っていかれるほど激しい風を感じて、咄とつ嗟さに眼を閉じた。

　その状態で両腕が持ち上げられ、足が再び地面を離れる。

　浮遊感を感じて眼を開ければ、あっという間にシルヴァは大地を見下ろし、木々を見下ろし、山肌を見下ろしていた。

　シルヴァは《獅子》に生まれた自分に満足しているし、誇りを持っている。

　空を飛びたいと思ったことはないが、生まれてこの方二度しか見たことのないこの光景には胸が高鳴った。ドーザも含めて、翼を持つ人の眼には世界はこんなふうに見えるのかと思うと、何とも言えない感慨がある。

　足下の地面がみるみる流れ去っていく様子はまるで自分が風になったようだ。

　驚嘆しながらそっと上を見上げれば、黒褐色の翼が力強く羽ばたいている。

　本当に重くはないかと訊きたかったが、これは愚問というものだろう。

　人一人をぶらさげて、少女はぐんぐん高度を上げている。

《獅子》の足でも山頂まで一時間以上は掛かるというのに、一飛びで山頂を越え、ソイエンの村を見下ろす地点まで来ると、少女はゆっくりと下降して、シルヴァを地上に下ろした。

　自分も着地して、背中に広がった翼を瞬く間に消してしまう。

　この部分的な形態変化がシルヴァにはとても不思議だった。

《鷲》や《白鳥》などの鳥類が完全変態する時は両手が翼に変化するはずだ。

　本来は手であるはずの翼が、なぜ腕とは別に背中に出現するのか、なめらかな少女の背中を注視しながらシルヴァは呟つぶやいた。

「さすがに速い」

「そう言ってくれるのは光栄ですけど、あたしなどはまだ遅いほうです。翼の速さに掛けては《隼はやぶさ》に勝るものはいません」

　少女はソイエンの村を見つめて、不意に言った。

「人が来ますね」

「えっ？」

「あたしが下りるのが見えたのでしょう。全部で五人います。あの人たちは現場を知っているはずですから、ちょうどいい。案内してもらいましょう」

　驚いて眼を凝らしたが、村は見えても、こちらに駆けつける人の姿などとても捉とらえられない。

　鳥類の視力とはそこまで見えるのかと、感心したシルヴァだった。

「それまで少し休憩しましょうか」

　チェリーザはこの山に詳しいようだった。案内してもらった湧き水でシルヴァは喉のどを潤し、野生の果実を齧かじった。

　二人で座って休んでいる間、シルヴァは気になっていたことを尋ねてみた。

「ドーザに《獅子》の言葉を教えたのはあなたなのか？」

「はい、基本的な挨あい拶さつだけは。ですけど、実際にその言葉を使って話している人に教わるのが一番ですから」

　年の若い妹のほうが他種族の言葉に通じているというのも変な話だが、人には得意不得意があるものだからと、シルヴァは自分を納得させた。

　少女はきらきら輝く眼で、シルヴァの顔を覗のぞき込んでくる。

「あなたから見てどんな具合でしょう。少しは話せるようになりましたか？」

「少しどころか、今ではほとんど会話に不自由しません。彼はとても理解が早くて優秀です。一度教えたことは二度教える必要がない。教師役を引き受けはしましたが、とても楽をさせてもらったと思っています」

　自分のことのようにドーザを自慢するシルヴァに、チェリーザは微笑した。

　その笑顔にふと憂いが混ざる。

「それだけお世話になったにも拘かかわらず、何か失礼をしたそうですね」

　どきりとしたシルヴァだった。

　チェリーザは細い肩をすくめながら、しかつめらしく頭を振っている。

「困ったことにどんな失礼をしたのか、いくら訊きいても言おうとしないのですが、それはもう許してやってもらえませんか。決してあなたを侮辱するつもりはなかったと思うのです。ただ、種族が違えば習慣も違ってくる、それを失念していただけなんです」

　シルヴァは夢中で首を振っていた。

「違います。彼は何も悪くない。あれはわたしが……」

　自分が何だというのか──どう説明すればいいのか、シルヴァが懸命に言葉を探していると、少女が不意に立ち上がった。

　シルヴァもそれに気がついた。

　複数の荒々しい足音が近づいてくる。

　チェリーザが山頂からソイエン寄りに下っていたせいもあるが、それにしても早い。

　三十分足らずで駆け上がって来たことになる。

　逃げ隠れする必要はないから、二人は足音の主の到着を待った。

　しかし、現れた顔ぶれを見てシルヴァは顔をしかめた。

　またもやラドとカーゲル、それに初めて見る若い男が三人いる。

　シルヴァを見て血相を変えたのは無論カーゲルだ。

「貴様、ここで何をしている？」

　鼻息を荒くして詰め寄ろうとしたが、その間に少女がすばやく割って入った。

「喧けん嘩かはしないでくださいな。この人はあたしが連れてきたのです」

　チェリーザが鳥類であることくらいは見ればわかる。

　その他種族に《獅子》の言葉で──それも流りゆう暢ちように話しかけられて、カーゲルは面食らった。

　ラドは微動だにしなかったが、後ろの三人も驚いたようで顔を見合わせている。

「あたしは《鷲》のチェリーザ。身内に掛けられた疑惑を晴らすために来ました。ソイエンの方でしたら、あなたたちの村の人が殺害されたという現場に案内してください。──この人は立会人のドプレスのシルヴァです」

　カーゲルが狼ろう狽ばいしてラドを振り返った。

　シルヴァもその一人だが、この土地の《獅子》は基本的に他種族との接触に慣れていない。

　こんな局面でどうしたらいいのか、ラドの手下であるカーゲルの一存では決められないのだ。

　となれば、親分の出番である。

　長身のラドは小柄なチェリーザと比べると頭一つ分も大きい。

　前に進み出て、ことさら威圧するように少女を見下ろして無愛想に言った。

「他種族の出る幕ではない。お引き取り願いたい」

　チェリーザは恐れる様子もなくラドを見上げて、眼を丸くしてみせた。

「これはまたずいぶんとおかしなことをおっしゃる。あなた方はあたしの身内を殺害犯人だと名指ししているのにですか。それとも《鷲》のドーザを疑ったことは明らかなそちらの誤りで、苦し紛れの言いがかりだったと、自分たちの非を認めてこの場で正式に謝罪してくれますか？　まあ、よかった。その言葉をもらえるなら喜んで帰ります」

　顔はあくまで可愛らしく微笑しながら、容赦なく厳しい要求を突き付ける。

　シルヴァは密ひそかに舌を巻いていた。

　こんな交渉術はお世辞にも《獅子》の得意分野ではない。むしろ苦手である。

「何より、あたしは正式に名乗ったのに、そちらのお名前もまだ伺っていません。残念です。セリカニア草原の《獅子》の品性は他の土地の《獅子》に比べてずいぶん劣るようですね」

　カーゲルが語気を荒らげた。

「そっちで勝手に来ておいて何を……」

「よせ、カーゲル。──確かに失礼した。俺はソイエンの村のラド」

　ラドはさすがに他の種族と揉もめるのはまずいと考えているらしい。ラドに倣ってカーゲルも渋々ながら名乗り、他の三人もゾニ、ミケーレ、ベイトと短く名乗った。

　この三人は皆二十歳前後と若い《獅子》で、ラドとカーゲルの弟分らしい。

「現場はここから歩いて三十分ほどだ。ご希望なら案内しよう」

「お願いします」

　ラドが先頭に立ち、チェリーザが後に続く。

　シルヴァは少女の横に寄り添い、カーゲルと若い三人が後ろを固めた。

　シルヴァは緊張を絶やさなかったが、チェリーザのほうは実に無邪気なもので、珍しそうに風景を眺めながらシルヴァに話しかけてくる。

「下からあらためて見るとずいぶん景色が違うこと。この辺は意外に大きな木がありますけど、ご存じでしたか？」

「まさか。ここに来るのは初めてです」

　答えながら、シルヴァも気づいていた。

　ドプレスから見える山がほとんど岩肌なのに対して、この辺りには緑が多い。それほど高い木はないが、彼らの顔に影を落とすほどの高さに枝を広げており、ところどころに腰まで届く茂みもある。その茂みをかき分けて獣道をしばらく進むと、木々が途切れて広い高台に出た。

　ラドはその高台の先で立ち止まった。

「ここだ」

　高所恐怖症でなくても、覗き込むのにかなりの勇気がいる高さである。

　下はごつごつした岩場になっていた。いくら《獅子》が丈夫な身体をしていても、翼のない身でこんなところから落ちたらひとたまりもない。

「バルトはこの下に倒れていた」

「──いまわの際にあなたが駆けつけた。お悔やみを申し上げます」

　少女は丁寧に頭を下げて、尋ねた。

「このモルテニ山は今でもドプレスとソイエンの境界線で、立ち入り禁止の場所ですか？」

　そう、実はこの山にはモルテニという名前がちゃんとあるのだが、ドプレスにとっては北の山で、ソイエンにとっては南の山である。それで充分なのだ。

「そうだ。我々は普段この山に立ち入ることはない」

「それなのに、弟さんはどうして禁を破ってここまで登ったのでしょう？」

「決まっている。不審者の姿を発見して、真意を問い質ただすために駆けつけたのだ。今の我々と同じように」

「それは違うと思います」

「何？」

「だってソイエンの村が見えませんもの。全然、まったく。影も形も」

「どういう意味だ？」

「ここからソイエンが見えないのですから、ソイエンからもここは見えません。あなたたちの狩猟場である草原からもここは見えません。その見えない場所に不審者がいることを弟さんはどうやって知ったというのです？」

　シルヴァは『あっ』と思った。

「あたしの姿があなたたちに見えたのは当然です。見つけてもらうために村から見える場所を選んで下りたんですから。ですけど、ここでは無理ですよ。百歩譲って不審者がいたとしても、弟さんがそれに気づくためには、弟さんも最初からこの山にいなくてはなりません。つまりはあなたの弟さんも自ら禁を犯したことになります」

「その通りだ」

　シルヴァは思わず声に出していたが、さすがに慌てて口をつぐんだ。今のは死んだバルトの兄を含むソイエンの村人の前で言っていいことではない。

　しかし、チェリーザはそんな遠慮はしなかった。

「弟さんが一人きりでいたのも変です。不審者に気づいたなら、まずあなたなり村の実力者に知らせそうなものなのに」

　ラドの顔つきがだんだん険しくなるが、チェリーザは平気な顔で話し続けている。

「それより、もっと現実的な可能性が他にあります。弟さんは誰かに呼び出されて、村の人に気づかれないように自分の意思でここまでやって来たのです。理由は恐らく、人に聞かれては困る内密の話をするためです」

　とうとう黙っていられなくなったのか、ラドが冷ややかな声で尋ねた。

「何が言いたい？」

「まだわかりませんか」

　少女は臆おくする気配も見せない。

「誰が弟さんを呼び出したのかが問題です。ドプレスの村の人なら、弟さんは決して応じたりしなかったでしょう。応じたとしても一人で出向いたりはしなかったでしょう。ましてや他種族の《鷲》の呼び出しには応じるべくもない。必然的に残るのはあなたの村の人だけです」

「《鷲》とはずいぶん口が巧みらしいが、言いがかりをつけに来たのか」

「あたしは可能性を申し上げました」

「あり得ない。ソイエンの村の者は全員、真実を誓っているのだから」

《獅子》の誇りに懸けて、自らの名誉に懸けて、真実を述べると宣誓するものだ。

　その誓いが偽りだとわかったら《獅子》の面目を失い、二度と仲間から信用されなくなる。

　場合によっては村から追放されることすらある。

　そのくらいの覚悟を踏まえた上でなくては言えない重みのある言葉なのだ。

　村の全員によって誓いが為された以上、ラドには仲間を疑う理由がないのである。

　気持ちはわかる。正直な話、シルヴァにはラドの気持ちは痛いほどよくわかるのだ。

　もし同じ立場に立たされたら、シルヴァも真実を誓ったドプレスの人間は無実だと高らかに主張しただろう。それが《獅子》の誇りであり、信念でもあるからだ。

　しかし、仲間を信頼しているといえば聞こえはいいが、言い換えれば、それは単なる希望でしかないのである。

　シルヴァの口からそれを指摘するのは憚はばかられたが、代わりに《鷲》の少女が断言した。

「誰かが噓をついているのです」

　ラドは嘲ちよう笑しようで応こたえた。

「馬鹿なことを。《獅子》にはそんな不届き者はいない。《鷲》はどうだか知らないがな」

　この言葉には同族であるシルヴァのほうが腹を立てた。

　あまりにも失礼な言い分だが、少女は怒ったりせず、むしろ哀れむように言ったものだ。

「仲間を疑いたくない気持ちはわかります。他の村の人間、もしくは他種族が犯人ならいいと考えているのかもしれませんが、それは自分で自分の眼を塞ふさぐようなものですよ」

「…………」

「犯人は誰にも知られずに弟さんをこの山まで呼び出した。それ一つ取っても犯人は弟さんの顔見知りで、ソイエンの人間であるのは明らかです」

「もういい」

　ラドは少女との会話に興味をなくして、シルヴァに視線を移した。

「所しよ詮せん、他種族には《獅子》の誇りなど理解できまい。おまえにはわかるはずだ。──我々の質問に答えてもらおう」

　シルヴァは呆あきれて言い返した。

「まだわたしを疑っているのか」

「当然だ。おまえは自らの潔白を何一つ証明していないのだぞ」

「証明だと？」

　今度はシルヴァが嘲あざ笑わらう番だった。

「頭からわたしを犯人だと決めつけている相手にどんな証明をしろというのだ」

「おまえはバルトが死んだ時、この山にいたのだ。疑うには充分だ。潔白だというなら我々の質問に答えろ。この山に入った理由はなんだ？」

「あなた方が山を越えようとしていると聞いたからだ」

「あの《鷲》にか？」

「む……」

「となれば、あの《鷲》も怪しい」

「馬鹿な……」

「戦闘能力では劣っても、我らの足より《鷲》の翼のほうが速いのは自明の理というものだ。バルトを突き落とし、その後、何喰くわぬ顔でおまえに知らせたのかもしれん」

「言いがかりだ！　第一ドーザがそんなことをする動機がない！」

「それはどうかな。あの《鷲》が我らの村をこそこそ探っていたのは確かなんだ。バルトとの間にどんな確執が生じていたか調べてみなくてはわかるまい」

　シルヴァは驚いた。

「こそこそ探っていた？」

「そうだ。村の上を何度も旋回していた」

　カーゲルが横から忌々しげに口を出す。

「こっちが手を出せないのをいいことに、《鷲》ごときが生意気に上から見下ろしやがって。目障りだから石を投げて追い払ってやったのに、まだこの辺りをうろうろしていやがる」

「石を投げた!?」

　これには仰天して、声を荒らげたシルヴァだった。

「何の権利があってそんなことを！　彼は空を飛んでいただけだろう！　そんな非礼を働いて《獅子》の名折れになるとは考えなかったのか！」

　同族の不名誉を憤いきどおったものの、本心は少し違う。

　あの立派な《鷲》によくもそんな真ま似ねをと怒りを禁じ得なかったのだ。

　この話はチェリーザにとっても初耳であったらしい。

　可愛らしい顔を不快感にしかめ、握った棒でとんと地面を突いた。

「どういうことですか。他種族に対する、それがソイエンの村の礼儀ですか？」

　ラドが淡々と言った。

「石を投げた点についてはこちらの非だ。村を代表して謝罪する」

「口先ばかりで心が籠こもっていなくては謝罪とは言えません」

　カーゲルが忌々しげに文句を言ってくる。

「手の届かないところを飛んでいるなら、こっちだって石を投げたりしなかったさ。あいつはのこのこ村まで下りてきて、人の家の屋根に止まろうとしたんだぞ」

「それはソイエンに用事があるからの行動だとは考えなかったのですか」

「ふざけるな。こっちは《鷲》ふぜいに用なんぞねえ」

「よせ、カーゲル」

　いきり立つカーゲルをラドが諫いさめたが、ラドもドーザに疑惑の眼を向けている。

「あの《鷲》がソイエンに現れた後、しばらくしてバルトが死んだ。それも異常な死に方だ。バルトの殺害にあの《鷲》が無関係だという確証が得られない以上、我らとしてもこの問題を追及せざるを得ない。何のためにソイエンにやって来たのか、弟の死にどう関わっているのか、はっきりさせる必要がある」

「あたしはいつまで身内に対する侮辱を黙って聞いていればいいのです」

「ちっとも黙っていないくせによく言う。俺も可能性を述べたまでだ」

「そうですか。思った以上にあなたたちの頭が固いということはよくわかりましたが、それで結局どうしたいというのです」

「シルヴァから真実を聞き出す。ここで会えたのはちょうどいい。我々と一緒にソイエンまで来てもらおう」

　ラドの合図で若い三人がおもむろに進み出る。

　シルヴァも直ちに反応して、油断なく身構えた。

　こうなったら話し合いでは収まらない。勝ったものの理屈が通る。それが《獅子》だ。

　とはいえ、相手は成人した男の《獅子》が三人。ラドとカーゲルも勘定すれば五人。

　勝てる自信はかけらもなかった。

　チェリーザが背中に翼を生やすまではわずかだが時間が掛かる。この時点で彼女に摑つかまって逃げる選択肢は消えた。それどころか下手をしたら彼女まで巻き添えにしてしまいかねない。

　ただし、彼女一人なら余裕で逃げられる。

　チェリーザが《鷲》であることにシルヴァは心から安あん堵どしたが、少女はシルヴァをかばってゾニたち三人の前に立ちはだかったのである。

「この人はあたしが連れてきたのです。あなたたちには渡せません」

　ラドは小馬鹿にしたような眼を少女に向けた。

「見上げた心意気だが、邪魔はするな。怪我をしたくなければさっさと飛んで逃げることだ。鳥の娘にできるのはせいぜいそのくらいだろう」

　シルヴァもその意見に賛成だった。

《獅子》の揉もめ事に他種族を──しかもドーザの身内を巻き込むのだけは絶対に避けなくてはならなかったのだ。

「チェリーザ。わたしが時間を稼ぐから、その間に翼を──」

「ご冗談でしょう。恩人をこんな剣けん吞のんな人たちの手に委ゆだねて、あたしが逃げる？　笑い話にもなりません。二度とドーザに顔向けできなくなります」

　この少女は《獅子》がどれほどの力を持っているか知らないのだろう。

　そうとしか思えなかった。だからこんなに平然としていられるのだ。

　人の姿であっても《獅子》の瞬発力は侮れない。腕力ならなおさらだ。

　少女が翼を生やす前に襲いかかって捕まえることなど造作もない。《獅子》に捕らえられてしまったら彼女には手も足も出ない。まさしく翼をもがれた鳥となってしまう。

　その様さまを想像するだけで胸が苦しかった。激しい焦燥に駆られてシルヴァは叫んだ。

「頼むから逃げてくれ！　あなたの身にもしものことがあったら──そんなことになったら、それこそドーザに合わせる顔がない！　わたしはあなたを守ると誓ったのだ！」

　少女はくっきりと吊つり上がった黒い眼を丸くした。

　まじまじとシルヴァを見つめて、心底不思議そうに言ったものだ。

「守るって、あたしをですか？」

「当たり前だ！」

「まあ……」

　ぽかんとなったチェリーザは、今度は急に難しい顔になった。

「考えさせられますね。あたしはそんなに弱く見えるのかしらとがっかりすべきか、男の子があたしのために戦ってくれると申し出てくれたのだから、素直に喜ぶべきか。とっても難しい問題だわ。──もう一回言ってみてくれません？」

「こんな時に何を吞のん気きな……！」

　もういっそのこと自分で飛びかかって、安全な空に逃がそうかとさえ思ったが、少女は意に介さない。なぜか嬉うれしそうに笑って言ったものだ。

「ドーザはいいお友達を見つけました。──あたしは大丈夫」

　自信たっぷりに頷うなずいて、チェリーザは右手に握った長い棒を男たちに示したのである。

「あなたたち、これが見えませんか？」

　ゾニたちはきょとんとして問い返した。

「その棒がどうした？」

「わかりませんか。これは武器です」

「何？」

「あたしは武装しているということです。それでも来ますか」

　三人はますます呆あつ気けに取られた顔になり、いっせいに笑い出した。

「気の毒にな。鳥類は鼻が利かないから、俺たちの匂いもわからないんだ」

「まったくだ。そんな棒きれで《獅子》三人を相手に何ができる？」

「見逃してやるからさっさと逃げろ」

　残念ながら、この意見にもシルヴァは全面的に同感だった。相手はみんな若く、血気盛んな《獅子》三人である。小柄なチェリーザが棒を握った程度でどうにかなるものではないのだ。

　ラドも呆あきれた口調で言ってきた。

「その勇気は評価するが、諦あきらめろ。無駄な足あ搔がきだぞ。俺たちも他種族を傷つけたくはない」

「それはどうも、お気遣いありがとう」

　馬鹿丁寧に礼を言うと、チェリーザは悠然と立つラドに眼をやった。

「あなたは先程、おもしろいことを言いましたね。《鷲》は《獅子》に戦闘力で劣るとか」

「当然だろう。牙きばを持たない鳥ごときに我らが遅れを取るわけがない」

「なるほど。どうも妙だと思っていましたが、あなたたちは鳥類を見たこともなければ実際に戦った経験もないらしい。道理でまだ逃げようとしないわけです」

　あくまで自分の優位を譲ろうとしない少女に、ゾニたちのほうが軽けい蔑べつの表情になる。

「どこまでも馬鹿な娘だな」

「少し痛い目を見ないとわからないか」

「それもこちらの台詞せりふです」

「チェリーザ！」

　シルヴァはたまりかねて前に出ようとしたが、左手をかざした少女が、意外なほど強い声でそれを遮った。

「下がって。すぐに終わるから」

　両手に棒を握って、すたすた進み出て三人と相対すると、少女はぐるりと彼らを見渡した。

「さあ、準備はよろしい？」

　絶望的な気分に襲われながらもシルヴァがこれを止めなかったのは、一にも二にも彼女なら、形勢不利とわかればすぐにでも飛んで逃げてくれるだろうと思ったからだ。

　三人のほうは余裕充分で笑いながら、小柄な少女をけしかけた。

「いいとも。いつでも掛かってこい」

「先手を譲ってくださるの？　嬉しいわ。──では、参ります」

　チェリーザは慣れた動作で棒を構え、ぱっと踏み出した。

「一、二、三！」

　掛け声とともに眼にも止まらぬ速さで彼女の握った棒が一いつ閃せんする。

　一でゾニ、二でベイト、そして三を言い終わった時はミケーレがものの見事に吹っ飛ばされ、地面に這はい蹲つくばっていたのである。

　眼を疑ったシルヴァだった。

　何が起きたのかと思った。チェリーザの繰り出した棒はそのくらい速く、あまりにも一瞬の出来事で、どこをどう打ったかさえ見えなかったのだ。

　苦く悶もんの表情で呻うめき、立ち上がることもできない三人に対して、少女は息も切らしていない。

　シルヴァを振り返って、にっこり微笑みかけてくる。

「ね。すぐだったでしょう」

「チェリーザ。前を……」

　見たほうがいいと、シルヴァは慎重に指摘した。

　ラドとカーゲルが顔色を変え、おもむろに衣服を脱ぎ捨てている。

　全裸になった二人は地面に両手を突き、形態変化に入った。瞬く間に二人の男は姿を変え、見事な鬣たてがみを備えた二頭の雄獅子になった。

《獅子》の本領発揮である。

　カーゲルは変化しても瘦やせた体格だが、ラドは違う。《獅子》の中でも際だって大きい。

　その体重はおよそ二百五十キロ、少女の六倍は優にあるだろう。

　加えて《獅子》の前肢には人の頭ず蓋がい骨こつなど一撃で簡単に砕く力がある。

　シルヴァは自分も服を脱ごうとした。

　それなら二対二、対等の勝負になるが、少女がまたもその動きを遮った。

「だめよ。これはあたしの喧けん嘩かです」

「しかし！」

「大丈夫」

　さっきと同じ言葉で答えると、少女も形態変化に入った。

　完全変態ではない。部分的な変化だ。

　赤いさらしを押しのけるようにして細い背中に黒褐色の羽が出現する。

　こんなに大きな羽を背負ったら逆に戦いにくいのではとシルヴァは案じたが、これが彼女の戦闘態勢らしい。

　豊かに広がった翼をたたむと、少女は再び二人に向けて棒を突き出した。

「あたしには別名があります。その名を槍やりのチェリーザ。これは見てのとおりただの棒ですが、あたしは棒術も槍と同様に使いますので、こんなものでもかなりの威力になります。もう一度訊ききます。それでも来ますか」

　眼を光らせて物騒な攻撃態勢に入った二頭の姿が答えだった。

　無様にやられた弟分の尻しりぬぐいをせねばと思ったのか、先にカーゲルが飛びかかった。

　必殺の威力を誇る前肢を繰り出したが、その時そこに少女はいない。

　横や後ろに躱かわしたわけではない。

　大きく羽ばたいて少女の身体は宙に浮き上がったのだ。

　人の跳躍力では不可能な高さだった。

　そうして相手を見失ったカーゲルの頭上から鋭い一撃を振り下ろす。

　思ってもみない方向からの攻撃に鼻先をかすめられて、カーゲルは慌てて飛びすさり、人の手のようには傷を押さえられない前肢で鼻をかばいながら喚わめいた。

「卑ひ怯きようだぞ！」

　ふわりと着地した少女が笑う。

「おかしなことを。《獅子》のあなたは牙を武器として使うのに《鷲》のあたしが翼を使って何が卑怯です？」

　確かに──とシルヴァは思った。

　同時に心に刻んだ。飛べる相手と戦う時は平面的な攻守ではなく、高さという要素も計算に入れて戦法を考えなくては、飛べないこちらに勝ち目はない。

　そもそも勝機があるかどうかさえ疑わしいが、ラドはカーゲルに小声で何か言い含めると、今度は自ら少女に襲いかかった。

　この巨体にしては信じられないほど素早い動きだったが、少女のほうが遥はるかに速い。

　大きく羽ばたいてラドの頭上を飛び越え、再び着地する。

　そこを狙ってすかさずカーゲルが襲いかかった。一拍遅れてラドも続く。

　シルヴァには彼らの狙いがわかった。

　肉を切らせて骨を断つ気だ。

　空中から攻撃する時、《鷲》の少女は当たり前だが、足が地面についていない。

　シルヴァも槍を使うからわかる。どんな攻撃でも足を踏ん張れなければ威力は半減する。

　腕だけの攻撃では到底《獅子》に決定的な痛手ダメージは与えられない。

　一人がわざと攻撃されている間にもう一人が低空飛行の少女に飛びかかって少女を捕まえ、地面に引きずり倒そうという作戦なのだ。

《獅子》は二百キロ前後の重量にも拘かかわらず、並はずれた筋力を備えている。

　三メートル程度の高さなら一飛びである。それなら低空飛行の少女にも充分、前肢が届く。

　瞬時にそこまで察したシルヴァだが、気づいたのはシルヴァだけではない。

　チェリーザも感心したように頷うなずいた。

「なかなかいい戦術です。相手の力量をきちんと見極めれば──ですけど」

　少女は今度は飛ばなかった。

　先に襲いかかったカーゲルを最小限の動きで躱し、狙い澄まして喉のど元もとを一突きした。

　シルヴァにはそれほど強烈な一撃には見えなかったが、威力は絶大だった。

　変化した姿のカーゲルは先程の三人以上に情けない悲鳴を上げて転倒したのである。

　さらに少女は時間差で襲いかかってきたラドの眉み間けんを棒の先端で正確に突いた。

　力の籠こもった打撃だが、所しよ詮せんは少女の細腕が繰り出す攻撃である。

　今のラドには『蚊に刺された』程度にしか感じないはずだった。

　ところが、二百五十キロの巨体がその攻撃によろめいたのだ。もちろんラドはすぐに体勢を立て直して再び襲いかかろうとしたが、その動きがぴたりと止まった。

　ラドの眼と鼻の先にチェリーザが立っている。

　少女の左手が獅し子しに変化したラドの顔面をしっかりと摑つかんでいる。

　シルヴァは息を吞のんだ。大胆なというか恐れ知らずというか、ラドはこんなものはたちまち振り払って、逆に少女をがぶりとやるに違いない。

　シルヴァの背中を冷汗が伝ったが、そうはならなかった。

　意外にもラドは後肢をじりっと動かして、後ずさろうとしたのである。

　ところが、少女がその動きを許さない。

　右手に棒を握り、左手にラドの顔面を摑んだまま、《鷲》の少女は悠然と微笑した。

「自分より強い者は世界にいないとでも思っていましたか？　《獅子》の子よ」

　小柄な少女が左手一つで雄獅子の成獣を完全に押さえ込んでいる。

　その左手が見る間に形を変えていく。

　色は黄色に、五本だった指は四本に、小さかった爪は長く鋭い鉤かぎ爪づめに──。

　それはまさしく白はく頭とう鷲わしの爪だった。しかも身体が人間のままであるせいか、恐ろしく巨大な鉤爪である。

　シルヴァは眼を見張っていた。《鷲》にはこんなこともできるのかと思った。

　身体の構造からいって《鷲》の鉤爪は両足が変化したもののはずだ。その変化が本来は翼になるはずの手に出現している。

「この西大陸にはあなたより強い者などいくらでもおります。おわかりでしょうが、あたしもその一人」

　少女はラドの顔面を文字通り『鷲摑み』に固定している。

　ラドは必死にその手を振りほどこうと足あ搔がいているが、身動きするたび左の鉤爪が容赦なく顔面に食い込むようで、いやでもおとなしくしているしかない。

「筋力ならあなたたちのほうが遥かに上ですよ。身体の強さもね。ただし、握力なら話は別。猛もう禽きん類るいの爪の力はあなたの頭の骨をこのまま砕くことも、脳髄をえぐり出すこともできます」

　決して誇張ではないのだろう。それは余裕のないラドの表情からも明らかだ。

「ですから、後ろのあなたたち。下手に動くとお友達の顔がなくなりますよ」

　よろめきながらも、少女の背後から接近しようとしていたゾニ、ミケーレ、ベイトの三人がぴたりと動きを止める。

　彼らの眼には隠しきれない怯おびえがあった。そのくらい先程の一撃が強力だったということだ。

　明らかに戦意を喪失しているが、ここでカーゲルが吠ほえた。

　形態変化していた分、さっきの強烈な打撃にも何とか耐えられたのだろう。

「ラドを放せ！」

《獅子》の中では貧相な体格といっても、彼の体重は百七、八十キロ。

　こんなものに襲いかかられたら少女の細い身体ではひとたまりもない。

　摑んだ手を放して空に逃げるしかないはずだったが、少女はそうはしなかった。

　左手はラドの顔を放さずに、その状態で右手の棒を使い、なんと片手の一振りで《獅子》の突進を撃退したのである。

「ぎゃっ！」

　その打撃の強さは半端ではない。シルヴァにも覚えがあるからわかるが、棒一本で、しかも片手で大人の《獅子》を叩たたきのめせるかと言えば、答えは否だ。

　こんなことは自分にはできない。

　いや、どんな腕達者の《獅子》にもできないはずだ。

　握力の違いで同じ棒でもここまで威力が異なるのかと呆あつ気けに取られたが、悲鳴を上げるほど強烈な打撃を食らってもカーゲルはくじけなかった。

　小娘の片腕にあしらわれたとは断じて認めるわけにはいかなかったのだろう。

　懲りずに再び飛びかかったが、チェリーザはカーゲルの動きを完全に見切っていた。

　左手に重い荷物を鷲摑みにしたままカーゲルの突進をひらりと躱し、巨体を揺るがす攻撃を右手で次々に叩き込む。

　器用なことに棒の攻撃を繰り出すその右手は五本の指を備えた人の手のままだ。

　一方、顔面を捕らえられたラドは少女が動くたびにいやでも振り回され、右に左に（時には上に）翻ほん弄ろうされている。

　チェリーザが言ったように、筋力ならラドのほうが遥かに勝っているのだ。

　頭を振って邪魔な鉤爪を振り払うなり、いっそのこと前肢を振り上げて自分を捕まえている細腕をへし折ってしまえばよさそうなものなのに、彼はそのどちらもできないでいる。

　そのくらいがっちりと《鷲》の鉤爪が顔面に食い込んでいる。

　顔の肉を持って行かれないためには、少女の動きに遅れないように必死に足を使うしかなく、その結果、有り余る破壊力を誇る前肢は巨体を支えるので精一杯という有様だ。

　その間にもカーゲルは容赦のない棒の攻撃を何度も食らって傷だらけになり、ラドは少女の片手にいいように振り回されて体力を消耗し、二人ともとうとう力尽きてしまった。

　もともと《獅子》は長期戦に向いている種族ではないから当然である。

　その時になって少女はようやくラドの顔を放したが、ラドには既に襲いかかる気力も体力も残っていない。カーゲルも同様で、息を荒くして地面にへたり込んでいる。

　少女一人が涼しい顔で言った。

「降参しなさい。それとも手加減なしのチェリーザの棒術と《鷲》の爪を、今度はその身体で本格的に味わってみますか」

　カーゲルが震え上がった。慌てて形態変化を解き、元の裸の男の姿になる。

　ラドも完全に戦闘意欲を削そがれていた。

《獅子》の中でも身体の大きい自分をまさか片手で『引きずり回す』相手がいるとは、しかもそれが自分より遥はるかに小柄で非力そうな少女だとは、予想もできないことだったに違いない。

　勧告に従って素直に形態変化を解き、降参の意思を示したのである。
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　一部始終を見届けたシルヴァは愕がく然ぜんとしていた。

　彼女の手際に心から感嘆すると同時に、自らの不明を深く恥じた。

　守るどころか、どう考えても守られたのは自分のほうだ。ひたすら赤面する思いだった。

　男の《獅子》五人を退けるという快挙を成し遂げても、チェリーザは平然としている。

　つまり、この程度の芸当は彼女にとって特に誇るものではないということだ。

　左手の形態変化を解いて翼をしまうと、チェリーザは空を見上げた。

　シルヴァも釣られて上を見ると、あの《鷲》が旋回している。

　こちらの視線に気づいたのか、猛禽類の鋭い鳴き声が降ってきた。

　地上の少女に話しかけているようだと思ったら本当にそうだったらしい。

　空を見上げたまま、少女は普通の声で何か言った。シルヴァには理解できない言語である。

　恐らく《鷲》の言葉だ。

　その言葉に応こたえたかのように《鷲》が翼をひねる。

《鷲》が飛び去ると、少女はシルヴァに眼を移して《獅子》の言葉で言った。

「では、行きましょうか」

「今度はどこに？」

「山頂です。──あなたたちもですよ」

　手ひどい目に遭わされた《獅子》五人がぎょっとして少女を見る。

「ソイエンとドプレスの村長に山頂まで来てもらうよう、伝言を頼みました」

「な……？」

「どちらの村からも等しい距離ですから、公平な条件のはずです。そこでバルトの殺害事件の決着をつけましょう」

　シルヴァには願ってもないことであり、ラドたちには異を唱える元気もない。

　全員で大人しく山頂に向かい、そこでしばらく待っていると、南と北から人が現れた。

　南からはアイオスを先頭に長老が二人、他にも若い者が何人か従っている。

　北からソイエンのブルゲもやって来た。ブルゲも長老二人と若い者を何人か連れていたが、山頂に待っていた人の姿を見たブルゲは驚きよう愕がくの表情で叫んだのだ。

「チェリーザ!?」

「久しぶりですね。ブルゲ」

　シルヴァは驚いた。

　無論、ラドたちの驚愕はその比ではない。

　自分たちがどういう関係かは語らず、チェリーザは初対面のアイオスに丁寧に挨あい拶さつした。

「初めてお目に掛かります。《白頭鷲》のチェリーザです。同族の一人に《獅子》を殺害した疑いが掛かっていると聞いて参りました」

　アイオスは重々しく頷うなずいた。

「お見えになると思っていた。わたしはドプレスの村長、アイオス」

　他種族に疑いを掛けることの意味を、アイオスはちゃんと知っていたのである。

　流りゆう暢ちような《獅子》の言葉に感心しながら、年下の少女に向かって礼儀正しく話しかけた。

「《白頭鷲》の使者にお尋ねする。我々はあなた方と違って種族の間の統制が取れているとは言えず、わたしはドプレス村の二千人を束ねる村長に過ぎないのだが、あなたは《白頭鷲》を代表する立場だと思ってよろしいのか？」

「ケリオン森林地帯の《白頭鷲》を代表しているという意味ではその通りです。ケリオンには三十六の《白頭鷲》の村がありますが、あたしはその代表として来ました。申し上げたいのは、あたしの仲間を殺害犯人だと疑うことは、あなたたち《獅子》があたしたち《白頭鷲》を殺害犯人であると疑ったことになります。──その意味はおわかりですね？」

　二人の村長の顔が厳しくなる。

　ラドもカーゲルも、これまでだったら、鳥ごときと諍いさかいになったところでそれがなんだと嘲ちよう笑しようしたに違いないが、飛べる相手がいかに手て強ごわいかを知った後では沈黙するしかない。

　ブルゲは上空を見上げて言った。

「先程、あの《鷲》が言うには、事件の真相がわかったとのことだが……」

「北の川向こうにリザという《水牛》の村があるのはご存じですか」

　急に話題を変えられて、二人の村長は面食らった。

「川向こうに《水牛》が住んでいるのはもちろん知っているが……」

「ここからはかなり距離が離れている。それがどうしたと？」

「最近、そこに泥棒が出るそうです」

「何？」

「干ほし肉にくの塊や娘たちが織り上げた生地が幾度か紛失したそうです。盗まれたのははっきりしている状況で犯人の目星もついていたのですが、《水牛》はとてものどかな性質の種族ですから、うすうす犯人の正体に気づきながらも『こんな盗みをしなければならないほど、彼らは生活に困っているらしい』と憐あわれみすら感じ、善意と温情から見て見ぬふりをしていたというのです。ところが、追及されないのをいいことに泥棒はますます図に乗り、とうとう家の中に忍び込み、彼らのたいせつな宝物を盗み出しました。──その犯人は《獅子》だそうですよ」

　ブルゲとアイオス、シルヴァも含めて、その場の《獅子》が一斉にどよめいた。

「どこの村の《獅子》だというのか？」

「リザの村から一番近い《獅子》の村はキルツェンと言います。ご存じですね。リザの住人は当然ながらキルツェンの住人を怪しんで行動しようとしました。一つ間違えば、キルツェンの《獅子》と《水牛》との間に修復できない亀き裂れつが生じたでしょう。──実際は何があったか、それは当事者からお聞きください」

　チェリーザの視線を追って、シルヴァは初めて気がついた。

　男が一人、山を登ってくる。

　その足取りは実にゆっくりとしており、山頂に大勢集まっている人々を見ているはずなのに、慌てず騒がず急ぐ様子もない。

　一刻も早く真相を知りたいシルヴァがちょっとじりじりしかけた頃、その男はやっと山頂に到着した。年の頃がよくわからない。眠そうな眼の、もっさりした感じの大男である。

　チェリーザに向かって頭を下げると、男は一同を見渡して共通語で言った。

「わしは、《水牛》のモーム。リザの長おさの子だ。種族を代表して、ここに来た」

　足取り同様、話し方も実にゆっくりだ。

　もしかしたら、あまり共通語が得意でないのかもしれない。

　ブルゲとアイオスがそれぞれ名乗ると、モームはブルゲに尋ねた。

「ソイエンの、バルトはいるか？」

「バルトは死んだ」

　これまたゆっくりと小さな眼を見張り、モームは深い息を吐いた。

「わしは、これを、返しに来た」

　モームが懐から取り出したものを見て、ラドが顔色を変えた。それは琥こ珀はくに穴を開けて紐ひもを通した首飾りだった。

「バルトが身につけていたものだぞ！　どうやって手に入れた!?」

　摑つかみ掛からんばかりの勢いで進み出た途端、チェリーザの握った棒がラドの喉のど元もとにぴたりと突き付けられた。

「口のきき方に気をつけなさい」

　モームへの配慮として共通語で言ったその声はあくまで澄んで可愛らしく、しかし、口調はとてつもなく厳しい。

「あなたはソイエンという小さな村しかご存じない。自分の住むその村のことしか考えない。北の川向こうに広がるワロンヌ平原には二十を超す《水牛》の村があり、そこにはおよそ五万人もの《水牛》が暮らしているのですよ。モームは彼らすべての代表としてここにいるのです。たった一つの山を隔てた北と南で争っているあなたたちと違って、ワロンヌ平原の《水牛》の結束は非常に強固なものであることすらあなたは知らない。今ここでモームに敵意を向ければワロンヌに住む《水牛》全員を敵に回すことになります。あなたはまた《獅子》の戦闘能力が《水牛》ごときに劣るかと嘯うそぶくのかもしれませんが、形態変化した彼らは女性でも五百キロ、男性なら八百キロ以上、男女ともに鋭い角を持っているのです。《獅子》であっても一対一で容易に勝てる相手ではありません。その彼らが五万の大群となって押し寄せてきたら、たった千五百人のソイエンの村はひとたまりもなく粉砕され、住民は完膚無きまでに蹴け散ちらされます。その惨劇の引き金を引く覚悟があなたにあるのですか、無礼な《獅子》の子よ」

　ラドには一言も返す言葉がない。

　チェリーザは今度はソイエンの村長に苦言を呈した。

「これは明らかにあなたの失態ですよ、ブルゲ。いったい何をしていたのです。自らの体験をふまえて若い世代を教育すべきでした」

「お言葉はもっともだが、チェリーザ。かつてのわたしがそうであったように血気盛んな若い者に何を言っても無駄なのだ。いずれいやでも思い知ることになろうと思っていたが……」

　ブルゲは苦い表情だった。

「今回はいささか、ことが大きすぎたな。──あなたの仲裁に感謝する」

　アイオスより年上のブルゲが少女に対して実に丁重な態度を取っているのが、シルヴァには不思議だった。ソイエンの代表はもちろんだが、アイオスを始めとするドプレスの長老たちも同様の感想を抱いているようだった。

　一方、ラドは血気盛んな若者には違いなくても状況を理解できない愚か者ではなかったので、モームに深く頭を下げて共通語で言ったのである。

「バルトの兄のラドです。先程の失礼な態度をお詫わびします。そして願わくば、釈明の機会を与えてください。弟は殺害され、朝には確かにつけていたはずの首飾りがなくなっていました。すなわちそれを持っているものが犯人に違いない。──そう思っていたのです」

　モームは意外そうな表情を浮かべて、首を振った。

「わしは、バルトを殺した覚えはない。これは、バルトが置いていった」

　不思議なことを言って、チェリーザに視線を移して問いかける。

「泥棒のことは？」

「話していたところです。あなたたちはキルツェンの《獅子》が泥棒だと思った。だから一族総出であなたの宝物を取り返すためにキルツェンへ向かおうとした。──そうでしたね」

「そこに、バルトがやって来た」

「…………」

「バルトが言ったことを、もう一度言う。『俺はソイエンの村のバルト。この村で盗みを繰り返しているのは俺の村の者だ。本当に申し訳ないと思っている。俺からも言い聞かせて盗んだものは返させるから、どうか許してやってほしい』──だ」

　ソイエンの《獅子》たちが血相を変えたのは言うまでもない。

「何を言う!?」

「でたらめだ！」

「俺たちを侮辱するのか！」

　叫んだのはゾニたち三人だ。

　彼らも共通語を理解するとは意外だが、すかさずその喉元を狙ってチェリーザの棒の先端が突き付けられ、三人はたちまちおとなしくなって引っ込んだ。

　再び静かになるのを待って、モームはのんびりと話を続けた。

「わしは、わしの家から盗んだものを、返してくれと言った。他の干肉や、生地はいい。またつくることができるが、あれだけは、だめだ。他の人間にとってはただの黒い石でも、わしの友達が心を籠こめて贈ってくれた、たいせつなものなんだ」

「ただの黒い石？」

「真珠のことです」

　チェリーザが説明した。

「細長い大粒の真珠に金細工の手足と頭をつけて水牛の姿にしつらえ、ピンで服に留められるようにしてあるブローチだそうです」

　モームは照れくさそうに笑っている。

「わしらは、ああいうものを身につけて飾ったりせんが、友達がわざわざ、わしの姿に似せてつくってくれたものだ。──その気持ちは、世界に一つしかない。泥棒にはくれてやれん」

「…………」

「バルトは、わしの話を聞くと、自分が必ずそれを取り返してくると、約束した。その時まで、代わりに預かってくれと言って、これを置いていった」

「…………」

「バルトが死んだのなら、わしは、誰にあの石を返してもらえばいい？」

　その問いに答えられる者は誰もいない。

　チェリーザがラドを見た。

「あなたはご存じのはずですよ」

「俺が!?」

「そうです。考えてみてください。その人物は弟さんの親しい友人です。恐らくキルツェンに親しん戚せきか友達がいるはずです。そしてこの半年、たびたび一人でキルツェンを訪れていた人です。──心当たりは？」

　ラドの顔に広がったのは激しい驚きよう愕がくであり、恐怖でもあった。

　その表情を顔に貼り付けたまま、彼はカーゲルを見た。

　カーゲルが悲鳴を上げて首を振る。

「違う！　弟は関係ない！」

「今の条件に当てはまるのは、おまえの弟のミルコだけだ……」

　ゾニ、ミケーレ、ベイトも顔色を変え、何やらひそひそ囁ささやき合っている。

「あなたたちは見たのですね？」

　チェリーザの指摘に、三人はぎくっと身体を硬くした。

　ブルゲが鋭く尋ねる。

「何を見た？」

　長おさ直々の詰問に若い彼らは小さくなり、弁解するように口々に言った。

「その、牛の形をしたブローチ……」

「ミルコが持ってたんです……」

「キルツェンの姉さんにもらったって……」

　カーゲルの妹、ミルコにとっては姉に当たる娘が半年前、キルツェンに嫁いだ。

　以来、ミルコは実家と婚家との間で手紙のやりとりを引き受けていたという。

　ラドも険しい顔で追及した。

「キルツェンへ行くたび、ミルコは干肉の塊や立派な織物を持って帰ってきたな。姉の婚家が持たせてくれた土産だと。あれは噓か。本当は《水牛》の村から盗んだものだったのか？」

「キルツェンへ赴いた帰りにリザの村で盗みを働いていたのでしょう」

　チェリーザが言って、カーゲルに眼をやった。

「その事実にバルトが気づき、ミルコを禁忌の山に呼び出して説得しようとした。自らリザの村に出向き、人目につかない場所で二人きりで話そうとしたことから察して、バルトは何とか穏便にこの問題を解決する努力をしていたはずです。ところが、ミルコはその説得に応じないばかりか、逆にバルトを殺害してしまった。──あなたも同罪ですよ。バルトの死はミルコの仕業だと知っていましたね」

「黙れ！　弟は何もしていない！　俺は何も知らない！」

「それは通りません。あなたとミルコの話を聞いていた者がいるのです」

「馬鹿を言うな！　あの時は誰も──」

　叫んで、カーゲルははっとした。

「誰も近くにはいなかった。話を聞けるはずがない──ですか？」

　追いつめられたカーゲルは醜悪に顔を歪ゆがめている。

『問うに落ちず、語るに落ちる』とはこのことだ。

「あなたたちに見えなかっただけです。近くに鳥類がいるとわかっているなら、空を確認して内緒話をしなさい」

　ソイエンの《獅子》たちは皆一様に動揺しながらも、険しい視線をカーゲルに向けている。

　ブルゲが呻うめくように言った。

「チェリーザ。その話を聞いたのはあの《鷲》か？」

「そうです。本人から語らせましょう」

　チェリーザの視線を追って空を見上げれば、頭の白い《鷲》が飛んでいる。

　チェリーザが声を掛けると《鷲》が降下してきた。

　翼を広げた姿が見る間に迫り、大きな羽ばたきとともに少女の左拳こぶしにふわりと留まる。

　少女が慣れた仕草で腕を水平にすると、《鷲》は翼をたたみながら横に移動して、細い腕の上に器用に収まった。

　シルヴァは思わず感嘆の息を洩もらした。

　まるで一枚の絵を──それも極上の名画を見ているようだった。

　右手に長い棒を握り、高く掲げた左腕に《鷲》を載せている浅黒い肌の少女。

　もう一つ感心したのは《鷲》の重みに少女の左腕が揺るぎもしなかったことだ。

　握力だけではない。この細腕で腕力も相当なものだ。シルヴァの腕に留まった時はちょっとぐらついていた《鷲》が今は堂々と胸を反らしている。

　これは少女の受け止め方がうまいのだ。

　腕に留まった《鷲》を不安定な姿勢にさせないように、少女は細心の注意を払っている。

《鷲》も鋭い爪で少女を傷つけないように、そっと細い腕を摑つかんでいる。

　爛らん々らんと輝いている金の瞳ひとみは今は温かく少女を見つめ、この《鷲》がすっかりくつろいで翼を休めているのがわかる。

　ちくりと胸が痛んだ。自分では気づいていなくても、二人を見つめるシルヴァの眼まな差ざしには明らかに羨せん望ぼうが混ざっていた。

　少女と《鷲》は自分たちの言葉で短く言葉を交わし、それから少女は左腕の《鷲》を一同に示して共通語で言った。

「紹介します。息子のドーザです」










　シルヴァは不覚にも絶叫しかけたのをかろうじて堪こらえた。

　だが、残念ながら間抜け面を晒さらさないように懸命に顔の筋肉に力を入れたのは恐らく無駄に終わっている。ラドを筆頭にソイエンの《獅子》たちも度肝を抜かれた顔つきをしている。

　もちろんドプレスの村の人々もだ。

　アイオスなどは（父は滅多に動じない人なのだが）恐る恐る問いかけた。

「……あなたの、ご子息？」

「ええ。この姿では話もしにくいので、少し待ってくださいな」

　拳を振り上げて《鷲》を空に放つと、《鷲》は少し離れた茂みの中に着地した。

　しばらくして、頭の白い《鷲》は人の姿になって現れた。

　シルヴァは一度この姿で会っているが、本当に大きな人である。

　浅黒い端整な顔立ちをしており、瞳は黒く、髪も真っ黒で肩に掛かるほど長い。

　まだ十代だろうに長身のラドよりも頭半分背が高く、手足はすらりと長く伸びて、肩も胸も眼を見張るほどにたくましい。いつの間に用意していたのか腰には茶色の布を巻き、右手にはチェリーザと同じく長い棒を握っている。

　浅黒い肌の若者は二つの村の長に向かって丁寧に頭を下げた。

「ご両所には今まで正式なご挨あい拶さつもせず、失礼致しました。《白頭鷲》のチェリーザの息子のドーザと申します」

　挨拶を終えて、チェリーザの後ろに控えたが、二人がこうして並ぶとまるで大人と子どもだ。

　もちろんドーザのほうが大人に見えるので、モームが小さな眼を丸くして呟つぶやいた。

「ずいぶん、立派な、ご子息だ」

　木ぼく訥とつな共通語でも、意図するところはちゃんと伝わったようで、チェリーザは嘆かわしげに首を振った。

「ええ、そうなんです。息子がこんなに大きく育つものですから、あたしはなかなか年相応に見てもらえなくて困ります」

　それは違うだろうと考えたのは決してシルヴァだけではない。

《獅子》一同も《水牛》のモームも、何より当の息子本人が身体をかがめて、共通語でそっと囁いた。

「母上……。わたしが大きいのではなく、母上が異様にお若いのです」

　小さな母親がわざとらしく嘆息する。

「形なりばかり大きくなって近頃ではこんな口答えまでする」

「いえ、決して口答えではなく……」

　大きな息子のほうが焦って弁解するが、チェリーザは身振りでその弁明を止めて、モームに断った。

「ちょっと待ってくださいね。あたしもこの人に言いたいことがあるのです」

　一転して冷たい眼でブルゲを見る。

「母親としての私情ではなく、あくまで《白頭鷲》の一員としてソイエンの長に抗議します。あなたの村ではあたしの息子に石を投げてくれたそうですね」

「何!?」

　ブルゲにとってはまったく寝耳に水の話だったらしい。

「だ、誰がそんなことを!?」

「誰でもよろしい。あなたの村でそんなことがあったにも拘かかわらず、長のあなたが知らないでいたことが問題なのです」

　チェリーザはぴしゃりと決めつけた。

「《獅子》の言葉を覚えたいと息子が言ったので、昔なじみのあなたが村長を務めている村を教えたのに、実際に来てみたら手痛い歓迎を受けた。──そうですね？」

　ドーザは困っていた。告げ口のようで、今ここで口にするのは気が引けるのかもしれないが、事実は事実だ。

「はい。最初にソイエンを訪ねたのですが、他種族にあまり好意的ではない様子でしたので、声は掛けずにそのまま飛び去りました」

「ドーザ」

「はい」

「石を投げられた事実は好意的ではないとは言いません。悪意があったと言うのです」

「はい」

「言葉は正確に用いなさい」

「申し訳ありません」

　息子が至って従順に頭を下げる。

　母親はそれで息子を叱るのをやめて、本題に入るように促した。

「一昨日おとといの昼過ぎです。この山の西側の草原でカーゲルと若い男が話しているのを聞きました。若い男はしきりに逃げようとカーゲルに訴えていましたが、カーゲルは、そんな必要はない、あの鳥の仕業にすればいい、そうすれば自分たちは安全だ──と」

「言いがかりだ！」

　カーゲルが叫ぶ。

「おまえは自分の母親と結託してそんなでたらめを言っているだけだ！」

　ドーザは静かな眼をカーゲルに向けた。

「わたしは種族の長に噓は言わない」

「何……？」

「母が先程言ったはずだ。わたしの母はケリオン森林地帯の三十六の村を統べる、そこに住むおよそ四万人の《白頭鷲》を統率する首長だと」

　ブルゲを除く《獅子》一同は今度こそ仰天した。

　まさかそんなこととは思ってもみなかった。この少女は──少女というのも今ではさすがに憚はばかられるが──あくまで一時的な使者だと考えていたのである。

　シルヴァに至っては正気に戻り掛けた意識がまた遠くなった。

　ドーザは慎重な性格だから、可能性を頭から否定はせずに続けたのである。

「息子としてなら──罪のない他愛ない噓なら、もしかしたら母に言うかもしれない。しかし、種族の一員として、こんな重大な問題で《白頭鷲》の長に噓は言えない」

　チェリーザがブルゲに向かって言う。

「ミルコはこの半年、キルツェンに赴くたびに干肉や生地を持って帰ってきた。キルツェンの婚家に尋ねればその家が持たせたものではないとはっきりするでしょう。モームのブローチもミルコが持っていた。それを見た証人がここに三人もいます」

　ブルゲはそれ以上を言わせなかった。

　後ろを振り返って、厳しい声で命じた。

「ミルコを連れてこい」

　若い者がすかさず駆け出そうとしたが、ドーザがやんわりと割って入った。

「失礼ですが、先日わたしが見た人物がミルコであるとすれば、彼は今、草原を西に向かって走っているところです」

「何だと!?」

「逃げましたね」

　小さく舌打ちしたチェリーザの背中に黒褐色の翼が出現する。

　ドーザも同様に、たくましい背に翼を生やして言った。

「母上。母上が自ら出られるには及びません。わたし一人で充分です」

「いいえ、万全を期すべきです。二人で行きましょう。少し痛めつけても構いませんか？」

　最後の言葉はブルゲへの問いかけである。

　ソイエンの村長は即座に頷うなずいた。

「無論のことだ」

《鷲》の母子が翼を広げて飛び立った。

《獅子》も足は速いほうだが、《鷲》の翼には到底及ばない。

　空から探されれば草原では隠れようもない。

　加えてドーザがどのくらい使えるか知らないが、チェリーザの棒術の腕前は先程シルヴァやラドたちがその眼に見届けたばかりだ。

　一方、地上に残ったソイエンの村人たちは無言でカーゲルを取り囲んでいた。

　カーゲルは眼を血走らせているが、どこにも逃げ場がない。彼はそれでも諦あきらめず、無謀にも囲みを突破しようとして、逆に取り抑えられてしまった。

　身動きできなくなったカーゲルにブルゲが詰問する。

「ミルコがリザの村で盗みを繰り返していることを知っていたのか？」

「知らない！　みんな何かの間違いだ！　弟は泥棒なんかしていない！」

「ではキルツェンに嫁いだおまえの妹に土産を持たせたかどうかを尋ねるぞ」

「もう、訊きいた」

　言ったのはモームだった。

「向こうでは、覚えがないそうだ」

　カーゲルが《獅子》の言葉で喚わめく。

「《水牛》ふぜいがほざくな！」

　この言葉を聞き分けたのか、それとも言葉は理解できなくとも意味は通じたのか、モームは共通語で淡々と言い返した。

「言ったのは、わしではない。おまえの同族の、キルツェンのネカだ」

　キルツェンの村長の名前である。

「そのネカから、ソイエンの長に伝言を預かっている。『幸い、リザとの諍いさかいは避けられたが、問題はソイエンだ。今夜、ことの次第を確かめにそちらに行く』──だそうだ」

「かたじけない」

　ブルゲは深々と頭を下げた。

　一人の若者の殺害事件が他種族との抗争に発展するところだったのだ。

　ドプレスの人々にとっても他ひ人と事ごとでは済まされない。アイオスは感心したように空を見上げ、モームに配慮して共通語でブルゲに尋ねた。

「あの《白頭鷲》の首長とはどのような知り合いなのか？」

　ブルゲはこの問いには答えず、苦笑を浮かべて、傷だらけのラドの顔を見た。

「チェリーザにやられたか？」

「は……その」

　無念やるかたない様子のラドだったが、ブルゲはさもありなんと頷いている。

「チェリーザはケリオンの空の女帝だ。同じ猛もう禽きん類るいの《大おお鷲わし》や《角くま鷹たか》はもちろん《熊》も《虎》も《狼》の群れだろうとチェリーザと正面切って戦うのは避ける。勝ち目がないからだ。それを、たった五人で立ち向かうとはな。おまえたち、しばらくケリオンの笑い種ぐさになるぞ」

《水牛》のモームが低い声で楽しげに笑った。

「リザの村でも、しばらく、笑われるな。飛べる人が、弓や槍やりや、さっきのような棒を持っていたら、こっちには分がない。ましてや、チェリーザは槍の達人だ。彼女を相手に、飛べない《獅子》五人は、いくら何でも少なすぎる。せめて五倍の人数を用意しないと」

「その通りだ」

　ブルゲが重々しく同意して、恐ろしいことを言った。

「いいや、たとえ五十人で掛かったところで、果たして十分と保もつかどうか……」

　そんな大げさな──とアイオスは呆あきれ顔になった。ドプレスの村人たちも苦笑を浮かべたが、シルヴァとラドたちだけは笑えなかった。

　チェリーザは、油断していたとは言え、ゾニたち三人を秒殺した。

　ラドとカーゲルと戦った時も相手をなるべく傷つけないよう、かなり手加減していたことは明らかだ。

　ブルゲがしみじみと言う。

「まだ若い頃、村を出て放浪の旅に出たことがある。ソイエンの中では自分に肩を並べる者が誰もいなくなったので、力試しのつもりでな。他の土地の《獅子》とも戦ったし、ケリオンの《虎》や《狼》の群れとも戦った。自惚うぬぼれではなく、一対一なら五分の勝負ができたつもりだ。手て強ごわいと評価されたが、そこに出てきたのがチェリーザだ。彼女は──彼女自身の弁によれば『空に呼ばれたばかりのほんの小娘』だったが、槍の腕前はその当時から恐ろしいほど確かなものだった。こんな年端もいかない子どもに《獅子》の自分が叩たたきのめされるとは、世間とはこんなにも広かったのかとつくづく思い知らされたものだ」

　ソイエンの村人たちはこの言葉を聞いてもまだ半信半疑だったが、ラドとゾニたちは慚ざん愧きに堪えない表情で自分たちの指導者の独白を聞いていたのである。

　羽ばたきが近づいてきた。

　見上げれば、早くも《鷲》の母子が戻ってくる。

　チェリーザは棒を持っているだけだが、ドーザは両手に誰かを捕まえている。

《獅子》一同とモームが見守る中、その誰かは地面に下ろされた。

　二十歳そこそこの若者である。カーゲルの弟にしては色白の可愛らしい顔立ちだ。服を着たままでいるところを見ると、形態変化する隙も与えられずに捕まって連行されたらしい。

　翼を持たない《獅子》のミルコは空を『飛ばされた』のは生まれて初めてのはずだ。

　かなりの恐怖だったのだろう。青い顔で地面にへたり込んだミルコを見下ろして、モームが至極のんびりと言った。

「うちの村で、何度か見かけた顔だ」

　ブルゲが進み出て、厳しく詰問する。

「ミルコ、おまえに訊きたいことがある。──一つ、リザの村で盗みを働いたのか？　二つ、バルトを殺したのか？」

　ミルコは反射的に立ち上がった。

　焦って辺りを見渡すが、どこにも逃げ場がない。しかも、兄のカーゲルも村の若い衆に取り抑えられているのを見て、完全に追いつめられたのを知り、苦しげに顔を歪ゆがめて叫んだ。

「お、俺は何もしてない！」

　ソイエンの《獅子》たちは皆、無言でミルコを見つめている。

　その冷たい視線にミルコはますます狼ろう狽ばいした。そもそも、この状況で空とぼけられる強きよう靭じんな神経の持ち主であれば、最初から逃げ出したりはしていない。

　ラドが駄目を押した。

「カーゲルが全部白状したぞ」

「違う……殺すつもりなんか！　あれは──あれは事故だったんだ！」

　しどろもどろにミルコが語ったことはチェリーザの憶測と寸分違たがわなかった。

　この山に呼び出されて、リザの村から盗んだものを返せとバルトに詰め寄られ、言い争いになり、もみあいになり、バルトは弾みで崖がけから転落してしまったというのである。

　初めて聞かされた弟の友人の告白に、ラドは懸命に自分を制していた。

「ならばなぜ、真実の誓いを述べる時にそう言わなかった？」

「信じてくれよ！　事故だったんだよ！　あいつが、バルトが……あんまりうるさく言うから──あんなことするつもりじゃなかったのに！」

「では、リザの村で盗みを働いたことを認めるんだな？」

「何がいけないんだよ！」

　苦し紛れにミルコは叫んだ。

「持って行ってくれとばかりにその辺に放り出してあるんだぜ！　今まで何度もやったけど、あいつら、別に何も言ってこないしさ！　だから、いいじゃんか！　別にがたがた騒ぐようなことじゃないだろう！」

　ミルコは《獅子》の言葉で喚いたが、チェリーザがこれを《水牛》の言葉で、モームに通訳したらしい。

　モームはのどかな顔に目一杯の驚きと嫌悪を浮かべて、共通語で言ったものだ。

「ソイエンの村では、他種族のものなら、盗んでも罪にはならないと教えるのか？　ネカは、もってのほかだと言ったぞ」

　ブルゲが低く唸うなる。

「言われるまでもない。どの村だろうと『もってのほか』だ。それを……、こうもぬけぬけと言い放つなど言語道断だ」

　ラドもブルゲとまったく同様の感想を抱いだいたのだろう。弟を死に追いやった憎い相手だが、身内の問題を片づけるより先に解決しなければならないことがある。

「リザの村から盗んだものを今すぐ出せ。牛の形をした真珠のブローチだ」

　ブルゲも同様にミルコに詰め寄った。

「どこにある？」

　ミルコはおどおどと辺りを見渡したが、誰も自分を助けてはくれないのを知ると、観念して、懐から何か小さなものを取り出した。

　黒というよりは鈍い銀色に輝いている、親指ほども長さのある楕だ円えんの真珠に、金細工の顔と角、手足と尾までつけて、牛の形に見立てたブローチだった。技巧の極致とも言うべき緻ち密みつな細工である。眼の部分に嵌はめ込んであるのは小さな紅玉ルビーだ。

　チェリーザが感心したように言う。

「本当、モーム。この顔もこの角の形も、身体つきまであなたにそっくり」

　ラドは苦い表情でそれを取り上げると、真しん摯しな態度でモームに差し出した。

「お返しします」

　モームの顔に微笑が広がった。

　彼の分厚い手にはひどく不似合いな、小さな宝物をそっと受け取る。

　それから琥こ珀はくの首飾りをラドに渡して、モームは重々しい口調で言った。

「バルトは、立派だった」

「…………」

「不届きな知り合いのために、わしらとキルツェンの間で、諍いさかいが起きるのを見過ごせないと。自分が必ず、解決してみせるから、今しばらく時間をくれと。わしは、バルトの言葉を信じて、待った。あの言葉がなかったら、わしらは、今頃、キルツェンの村を蹴け散ちらしていただろう。その悲劇を、防いでくれた恩人として、わしはバルトに感謝している。同時に、彼が今ここにいないことを、彼の命が失われてしまったことを、心から残念に思う」

　ラドは泣きそうに顔を歪めて、深々と頭を下げたのである。

「ありがとうございます。それを聞けば、弟もきっと喜ぶだろう」

　ブルゲもモームに謝罪した。

「ソイエンの長として、リザの村の方々にたいへんなご迷惑を掛けたことをお詫わび申し上げる。この者が盗んだ干肉と生地についても後ほど必ずお返しする」

「それは、もういい。わしは、この石が戻ればいいんだ」

「それでは我らの気が済まない。どうか詫びの印として受け取ってもらいたい」

　ブルゲはさらに《鷲》の母子にも謝った。

「《鷲》のドーザとチェリーザに正式に謝罪する。殺害の疑いを掛けたことも、遡さかのぼればうちの村の者が石を投げたことも。まことに失礼をしてしまった。どうか許していただきたい」

　ラドも続いて《鷲》の母子に丁重に頭を下げたのである。

「これまでの失礼な態度をお詫び致します。申し訳ありませんでした」

《獅子》一同の注意が《鷲》の母と息子に向いたその時、カーゲルが暴れ出した。

　仲間たちの隙を突いて包囲を振り払って飛び出し、すかさずミルコも兄に続いたのである。

　虚を衝かれた《獅子》たちは咄とつ嗟さに対応できなかった。

　その隙に二人は脱だつ兎とのごとく駆け出している。

「逃がすな！」

　ブルゲが叫び、シルヴァも含む若い《獅子》たちがいっせいに後を追って走り出す。同時にチェリーザが言った。

「ドーザ」

「はい」

　答えたドーザの背に翼が現れ、大きく羽ばたいて空に舞い上がる。

　全力で走る《獅子》たちをあっという間に追い抜いて、逃げる兄弟の前に着地したドーザは、手にした棒を無造作に振るった。その一振りでほぼ同時に二人の急所を的確に打ったようで、二人ともたちまち足を止められてしまったのである。

　そこに追いついたソイエンの《獅子》たちが飛びかかった。

「大人しくしろ！」

「往生際が悪いぞ！」

　仲間たちに罵ののしられながら兄弟が再び拘束される。

　その二人を前に、ブルゲは厳かな口調でドーザに問いかけた。

「ソイエンの長として《鷲》のドーザに尋ねる。この者たちをどうしたいか？」

　浅黒い肌の若者が怪け訝げんな顔になる。

「お尋ねの意味がわかりかねます」

「死を与えたいか？」

　しばらく沈黙して、ドーザは答えた。

「わたしが決めることではありません。それは──無念にも命を奪われたバルトの身内にこそ決める権限があるはずです」

「俺は《鷲》のドーザの裁定に従う」

　ラドが断定的な口調で言った。

「今度のことで疑われ、もっとも迷惑を被ったドーザと、もう一人ドプレスのシルヴァにこそ、この二人の処分を下す権利があるはずだ」

　ずっと聞き役だったシルヴァは急に注目を浴びて、ちょっと狼狽うろたえた。

　ドーザも同様だったらしい。二人は思わず『どうする？』と眼を交わしたが、目上の一同がじっと二人の動向に注目している。

　シルヴァもドーザも困ってしまったが、先にドーザが躊躇ためらいがちに口を開いた。

「本当にわたしが決めてもよろしいのでしたら……」

「もちろんだ」

「では申し上げます。他種族の方の生死を決定する権限などこの若輩にあるはずもありません。この二人はソイエンの村から追放し、他の《獅子》の村にも彼らを受け入れないよう通達する。わたしに言えるのはそのくらいです」

　シルヴァもすかさずこの提案に乗った。

「ドーザに賛成します。他の村の人の生死に関して、部外者のわたしに何か言えるはずもない。ラドが本当にこの二人に命を許すつもりなら、わたしも追放を支持します」

　ブルゲが頷うなずいた。

「決定だ。カーゲルとミルコは村から永久追放処分とする」




《水牛》のモームは来た時と同じようにゆっくりした足取りで帰っていった。

　入れ違いにキルツェンの村長、ネカがやってきた。ネカは中背で小太りの、赤ら顔の陽気な男で、ブルゲとは旧知の仲らしい。アイオスとも顔なじみだったようで、父と親しげに言葉を交わし、父がシルヴァを紹介すると、ネカは眼を見張って言ったものだ。

「ほう、アイオスの子がもうこんなに大きくなったのか。月日の経つのは早いもんだ」

「恐れ入ります。今後は父ともども、よろしくお願い致します」

　丁寧に挨あい拶さつしながら、シルヴァはあらためて自分の育った世界の狭さを感じていた。

　本当に、自分たちは同じ《獅子》とさえ、積極的に交流しようとはしない。

　だが、ワロンヌ平原の《水牛》は仲間が一声掛ければ五万の数がいっせいに動くという。

　チェリーザも三十六もの村をまとめる長おさであり、四万人の《白頭鷲》を動員する立場にある。

　彼らに比べると、我々は大きく遅れているというのが実感だった。

　ドーザが言う東の新しい友人たちと交流するどころではない。他種族と交渉をするにしても、《獅子》としての意思の疎通ができていなければどうにもならない。

　シルヴァの立場ではまだこんなことは言えなかったが、自分たちも変わらなければならない時期に来ていると、若い彼は本能的に感じていた。

　その夜はネカとアイオスも加わり、情報交換を兼ねた酒席がソイエンで設けられた。

　キルツェンに嫁いだミルコの姉に関しては弟がリザの村で盗みを働いていることをまったく知らなかったので、お咎とがめなしということになった。

　シルヴァもソイエンに招かれていたが、慣例に則のつとって大人たちの集まる場所には顔を出さず、若者たちの集まる席に加わって夕食と酒をご馳ち走そうになった。

　そこにはラドもいた。彼はあらためて、シルヴァに頭を下げてきた。

「いろいろと、すまなかった」

「わたしは疑いが晴れればそれでいい。そちらこそ……本当によかったのか？」

　シルヴァの年齢と立場では『ミルコの死を求める』とは言えなかったのだ。

　しかし、ラドにとっては過失とはいえ、弟を死なせた相手である。

　追放処分では納得できないと思っても不思議ではないが、彼は首を振った。

「おまえたちの裁定に従うと言ったのは俺だ。殺してやりたい気持ちも確かだが……、村には兄弟の両親も親類もいる。キルツェンに嫁いだ娘のことも考えると、二人を死に追いやるより追放が妥当だろう」

　初対面からずっと印象は最悪だったが、こうやって腹を割って話してみると、彼は意外にも公正な考え方をする、話のわかる人物だった。

　そして真実が明らかになった今になって、ラドには悔やむところがあったらしい。

「バルトの奴。せめて一言、俺に話してくれていたら、こんなことには……」

　沈痛な面持ちで洩もらしたラドに、ドーザが静かに言った。

「弟御はミルコと親しかったのだろう。だからあなたにも言えなかったのだ」

《獅子》の言葉を使いこなすドーザを、ソイエンの《獅子》たちは歓迎している。

　カーゲルが《鷲》の姿のドーザに石を投げたことを初めて聞いて、申し訳なく思っているというのもあったようだ。

　ラドも短い間に鳥類に対する偏見を悔いあらため、進んで会話に興じていたが、彼はずっとあることが気になっていたらしい。

　宴もたけなわとなり、すっかりドーザとも打ち解けた後、酒の力も借りて、ほとんど恐怖に襲われている顔つきで小声で尋ねたのだ。

「母上はいったい、おいくつなんだ？」

　シルヴァもそれは是非知りたかったが、ドーザは困ったように首を振った。

「わたしも知らない」

「息子のおまえが知らない？」

「尋ねても、教えてくれないのだ」

　シルヴァも（恐いことは恐いのだが）興味津々だったので、あえて尋ねた。

「お父上はご健在ですか？」

「もちろんです」

「では、お父上にお尋ねしては？」

「それが、父は……知らないほうがいい──とだけ」

　一同、何となく押し黙ってしまった。

　その沈黙が妙に気まずくて、シルヴァは急いで話を変えた。

「お父上も槍やりの名手ですか？」

「いえ、父は弓を得意としています」

　シルヴァは驚いた。

「飛ぶ人が弓を？」

　ラドも咄嗟に否定した。

「空を飛びながら弓は使えないだろう。使えても遠くの的には届かないはずだぞ」

　弓は腕の力ではなく体幹で引くものだ。《獅子》の常識では身体が宙に浮いた状態で弓など使えるのかと疑問に思うのも当然だったが、ドーザには逆にその感覚が意外だったらしい。

「そんなことはない。ケリオンでは皆、翼を使いながら弓を使う。中でも父は精せい兵びようの腕利きだ。有効射程距離はおおよそ二百メートルから三百メートル」

《獅子》たちは大きくどよめいた。

　彼らの使っている弓とは根本的に次元が違う。

「それは弓がよほど大型なのか？」

「いかにも。大型の強ごう弓きゆうで、矢継ぎ早に射るには相当の熟練を要します」

　ドーザは身びいきをする性格ではないから、彼の父親の技ぎ倆りようは相当なものなのだろう。

　だが、あんな大きな翼を背負いながらどうやってそれほどの弓を引くのかと首を捻ひねりながら、シルヴァは素直に訊きいてみた。

「お父上の腕前は実戦で発揮されることもありますか？」

「はい。残念ながら。稀まれには他種族との諍いさかいも起きるので。そんな時は母が真っ先に飛び出し、父が後方支援を務めています」

《獅子》一同が再びざわりとどよめく。

「味方が戦っている後ろで矢を射るのか？」

「無茶をやる。我らでもそんな真ま似ねをする勇気はないぞ」

「いいや、飛び出すほうもだが、後ろで弓を引くほうが恐ろしい」

「まったくだ。当てるつもりはなくても一つ間違えば仲間を射殺してしまう」

　ドプレスの《獅子》たちが口々に感想を洩らし、シルヴァも心配そうに言った。

「いくらお父上が腕達者でも、それは危険では？」

「おっしゃるとおり、他の誰にも真似はできない。見ているこちらのほうがはらはらしますが、母には自信があるらしい」

「母上に自信？　お父上ではなく？」

「そうです。父は危ないからやめてくれと言うのだが、母は構わず……」

　ドーザはちょっと口くち籠ごもった。両親の実態を赤裸々に語るのが憚はばかられたのかもしれないが、くすぐったそうな苦笑を浮かべて言ったものだ。

「母は父の射術に絶大な信頼を置いていまして『あなたの矢があたしに当たるものですか』というのが口癖です」

《鷲》の夫婦の結びつきに《獅子》たちはちょっと感動した。

　ラドが話を最初に戻して言う。

「お父上の年齢は？」

「確か三十五、六くらいだと思う」

　これまた大雑把な話だが、ラドは別のことに感心したらしい。

「お父上はかなり若くして結婚されたのだな」

「いや、そうでもない。息子のわたしが十五だから」

「えっ!?」

　仰天したシルヴァだった。

　身体の大きさとこの落ち着きから、ドーザは十六、七に見えたからである。

「同い年でしたか……」

　呆あつ気けに取られて言うと、ドーザも意外そうに頷うなずいた。

「はい」

　一方、ラドは真剣に考え込んでいる。

「──息子が十五歳なら三十歳以下ということはまずないだろう。やはり三十五、六くらいと見るべきか……」

　横から別の《獅子》が口を出す。

「わからないぞ。女房が五つ六つ、時には十歳くらい年上の夫婦も珍しくない」

　それはそれで恐ろしい話である。

《獅子》たちが唸うなっているところに話題の主が顔を出した。

「よかった。仲良くなったのですか？」

　ラドは打って変わった神妙な面持ちでチェリーザを迎えると、潔く頭を下げて彼女の技倆を称えたのである。

「お手前、恐れ入りました。己の傲ごう慢まんを深く恥じ入っております」

「それがわかればいいのです。あなたはまだ若いのだから、これからもっと強くなれますよ」

　どこからどう見てもラドより十歳は年下の少女のようなチェリーザであるから、ソイエンの《獅子》たちが眼を丸くしている。

　この人はドーザの母親で《白頭鷲》の首長だと聞かされてはいても、視覚的に多大に無理があるのだ。その『無理』をもっとも痛切に感じていたのは他ならぬラドだろう。

　この小さな手にこてんぱんに叩たたきのめされたのだ。

「ブルゲは、あなたが相手では《獅子》五十人で掛かっても十分と保もたないと申しております。本当でしょうか？」

「それは少々、高く見積もりすぎですね」

　軽やかに笑ったチェリーザだった。

「五十人もいたのでは、皆さんあちこち動き回るし、逃げる人も現れるでしょう。そちらから向かってきてくれれば十分も掛かりませんが、こちらから追う分には厳しいと思います」

　とんでもないことを真顔で言うものだ。

　しかし、彼女が本気で言っているのは間違いない。

　ラドは表情を引き締めると、形をあらためて真剣に申し出た。

「《鷲》のチェリーザにお願い致します。我らの力を確かめるためにも、明日にでももう一度、手合わせしていただけないでしょうか」

「あたしはかまいませんけど、そちらは何人です？」

「五十人は無理ですが、村の若い者を集めて三十人ほどは用意できると思います」

　その口調は『仕返しをしてやろう』というものではない。

　あくまで彼女の本当の実力が知りたいがための申し出である。

　チェリーザもあっさり頷いた。

「では明日、立ち会いましょう」




　宴はその後も盛り上がり、シルヴァはその夜はソイエンの村に泊めてもらった。

　自宅ではないせいか、翌朝はずいぶん早く眼が覚めた。与えられた宿舎から外に出てみると、空がようやく青みがかる頃合いである。

　新鮮な朝の空気を胸いっぱいに吸い込んでいると、大きな羽ばたきが聞こえた。

　見れば、頭の白い《鷲》が、すぐ近くの木の枝に留まろうとしている。

　友人の名を呼ぼうとして、シルヴァはその声を吞のみ込んだ。

　姿形が違う。その《鷲》はドーザより確実に一回りは大きかった。

　恐ろしいほど見事な《白頭鷲》だった。眼光炯けい々けいとし、枝を摑つかむ黄色の鉤かぎ爪づめも大きく力強く、白く反らした頭も威風堂々たるもので、黒褐色の全身になみなみならぬ気き魄はくが漲みなぎっている。

　ドーザを初めて見た時はその姿に感動したが、この《白頭鷲》の存在感には圧倒される。

　息を吞むシルヴァを見下ろして、鋭く曲がった嘴くちばしから澄んだ少女の声が発せられた。

「あら、お早いのね」

「チェリーザ……」

　大きく息を吐いて、シルヴァは言った。

「あなたこそ、まだ陽も出ていないのに飛んだりして……大丈夫ですか？」

「あたしたちは野生の友達ほど鳥目ではありませんから。朝の運動です」

　運動の後は羽づくろいなのか、翼を広げて嘴で羽を整えている。

　シルヴァはその様子をつくづく感心して眺め、同時に不思議に思っていた。

　客観的に言って、この人のほうがあの友人より立派な《鷲》だと思う。

　自分の心も素直にそれを認めて感動している。

　それなのに、なぜかあの《鷲》を見る時のようには心を揺さぶられない。

　この人のほうが見事な姿をしているのは確かなのに、なぜだろうと密ひそかに首を捻っていると、羽づくろいを終えた彼女が頭を上げたので、シルヴァは拳こぶしを握った手を伸ばしていた。

　ほとんど無意識の動作だった。

　はっと気づいて手を止めると、樹上の《鷲》が軽やかに笑った。

「だめよ。いくら熱心に誘ってくれても、あなたの腕には留まりません」

「えっ？」

《鷲》は宿舎の屋根にふわりと飛び移った。ややあって、人の姿になって、ちゃんと服を着て飛び降りてきた。この上に衣服を置いていたらしい。

　翼を持つ人たちにとって高さは障害にならないのだと、あらためて思った。

　チェリーザはシルヴァの顔を見つめて、嬉うれしそうに微笑した。

「あらためてお礼を言います。息子に親切にしてくれてありがとう。セリカニアの《獅子》はあまり他種族に慣れていない様子ですのに、あなたは稀まれな例外ですね。──あなただけは最初から偏見もなく接してくれたと聞きました」

「いえ、それは……」

　他種族を警戒しなかったからではなく、ご子息の姿に一目で魅了されたからです──とは、何となく言いにくかった。さりげなく話を逸そらした。

「わたしの腕には留まれないというのは、どうしてですか？」

「ああ、気を悪くしたならごめんなさい。あたしは、誰かの腕に留まるとしたら夫の腕だけと決めているんです」

「ご主人だけ？──ご子息は？」

「とてもとても、危なっかしくて。まだあたしの翼は預けられません。もう少し大人になってもらわないと」

　チェリーザは笑って、真面目な表情で続けた。

「《獅子》のあなたにはわからないかもしれません。あたしたちにとって誰かの腕に留まるということは、とても大きな決断を迫られるということです。自分の翼を──ひいては命もその人に委ゆだねることになりますもの。滅多なことでは人の腕を止まり木にはできません。あなたが親切でそうしてくれたのはわかっていますし、あなたがとてもいい子なのも知っていますけど、それとこれとは一緒にできない問題なのだと、全然別の話なのだと思ってください。あたしは自分の命を預けられるのは夫だけだと思っています。あなただってよほど信頼する心を許した相手でない限り、命を預けてもいいとは考えないでしょう？」

　見えない金かな槌づちで殴られたような衝撃に、足下が崩れるかと思ったシルヴァだった。

　穴があったら入りたいとはこのことだ。

　いや、穴がないなら前肢で掘ってでも入らなくてはならない。

　ラドにとっては単なる苛いら立だち混じりの皮肉に過ぎなかったのに、なぜあの時、自分はあんな心ない言葉に動揺したのか。

　なぜ自分自身を信じられなかったのか。

　全身を揺さぶったあの歓喜、胸一杯に感じた誇らしさを。

　自分の翼を、命を委ねること──。

　彼が寄せてくれたその信頼を、自分はちっぽけなつまらない見栄で粉々にしてしまった。

　怒ど濤とうのような後悔が襲いかかってくる。

　生まれてこの方こんなにも悔やんだことはないと思うくらいだった。

　その暗い感情は激しく心を苛さいなんだが、過去をくよくよ嘆くのは性に合わない。

　何としてもこの失態を拭ぬぐわなくてはと意を決した時、再び羽音が聞こえ、今度こそドーザが眼の前の木の枝に留まった。

　シルヴァは反射的に前に進み出ると、いきなり切り出していたのである。

「あの時のことをお詫わびします」

　唐突な言葉だが、何を指しているのか察したのだろう。

《鷲》は気まずそうに豊かな身体を揺すった。

「いや、こちらこそ。わたしは……」

　言いにくそうに口くち籠ごもる。

「拳を許してもらって嬉しかったのだが、《獅子》にとって、まさかあれが侮辱に当たるとは知らなかったので、まことに失礼なことを……」

　シルヴァは無我夢中で首を振った。

　ますますもって穴があったら入らねばならない。

　危うく、とんでもない誤解をさせたままになるところだった。

「《鷲》のドーザに申し上げる」

　右腕を大きく掲げて、その拳に決意を籠めて、シルヴァは言った。

「あなたが、わたしの無知と非礼を水に流して、もう一度、この腕に留まってもいいと思ってくれるのなら──この腕は生涯あなたのために空けておく」

「シルヴァ？」

「今ここで《獅子》の名誉に掛けて誓う。死ぬまで決して他の鳥は留めないと」

「待ちなさい」

　ドーザは珍しくも少し慌てた様子で、シルヴァを制した。

「早まってはいけない。わたしには同じ約束ができない。これから先、あなた以外の人の腕に留まらないという約束は──残念ながらできないのだ。それでは等分の約束とは言えない」

「あなたが約束をする必要はない」

　断言したシルヴァだった。

「わたしは等分の約束がしたいのではない。あなたから何を求めるつもりもない。これはただ、わたしの心を示したいからすることだ。どうか受け取っていただきたい」

　押しつけがましいのは承知しているが、ここで引くわけにはいかなかった。

　樹上の《鷲》はしばらく沈黙していた。

　やがて大きく翼を広げて、まっすぐにシルヴァの元に向かって飛んできた。

　顔に風が掛かり、眼の前に濃い影が差し、拳にずしりと重みが掛かる。

　再び拳に留まった《鷲》をシルヴァは感慨を込めて見つめていた。

　立派な姿ではあるが、母親に比べると一回り小さい。年齢を考えても、まだ成熟していない個体なのだということは容易に想像がつく。

　それでも、自分にとってはやはりこの《鷲》の姿が一番美しいのだ。

　拳に食い込む爪の感触すら嬉しかった。

　腕を水平にすると、慎重に移動したが、やっぱりちょっとぐらついている。

　一部始終を見ていたチェリーザは賢く事情を察したのだろう。

　笑いながら言ったものだ。

「ありがとう、シルヴァ。でも、あたしたちは羽を休めるために止まり木に留まるのですから、息子を疲れさせたりしないでくださいね」

「はい。気合いを入れて練習します」

　気がつけばすっかり陽が昇っている。

　ソイエンの村が眼を覚まして動き出す。

　朝食の支度が調ったと、客人の彼らを呼ぶ女性たちの声が聞こえてきた。




　シルヴァとドーザは昨夜と同じく、ラドたちと同じ部屋で食事を摂った。

　昨夜の晩ばん餐さんが重かったので朝食は軽めのもので済ませ、少し休憩すると、ラドはおもむろに槍やりを握って立ち上がった。二十代の若者が何人もその後に続く。

　外に出ると、三十代の屈強な男性が大勢集まっていた。

　皆、手に手に槍や木刀などの武器を持っている。

　殺気だってはいないが、ものものしい雰囲気だ。

　これだけの《獅子》が束になってかかれば、どんな敵でも倒せるに違いないと思われるが、相手をするのはチェリーザ一人である。

　そのチェリーザはブルゲやアイオス、ネカと一緒に、ブルゲの家から現れた。

　彼女も既に棒を握っているが、《獅子》の男たちに比べると、いかにも華きや奢しやな姿である。

　ラドは村長たちに朝の挨あい拶さつをして、チェリーザに言った。

「ここに二十八人います。よろしいでしょうか」

「はい。朝食の後にはちょうどいい運動です」

　小柄なチェリーザと《獅子》の集団は、村の中央にある広場の真ん中で向かい合った。

　少し離れたところでブルゲとアイオス、ネカが見物している。シルヴァもだ。

　ソイエンの村人たちも広場に集まり、興味津々の顔つきで見守っている。

　相手役に選ばれたソイエンの男たちは正直なところ、少々やりにくそうだった。

《獅子》はそれほど堅苦しい騎士道精神を大事にする種族ではない。

　一対一の勝負でなければ卑ひ怯きようだという言い分は実戦では何の意味もないことを知っている。

　複数で手て強ごわい一人を倒すことも戦法の一つとして納得するが、大勢で一人を相手にするのが褒められた行為ではないということは理解している。

　しかも、その相手がこんな華奢な少女（に見える）相手ではなおさらだ。

　男たちはあまり気乗りしない様子だったが、チェリーザが背中に翼を出現させたのを合図に、真っ先にラドが仕掛けた。ゾニ、ミケーレ、ベイトの三人もすかさず後に続く。

　彼らはチェリーザの実力を知っている。

　油断していた昨日と違って、今は彼らも槍や木刀を握っている。

　特にラドはもともと腕に覚えがあり、武器の扱いにも自信があったのだろう。

　打ち勝つのは無理でも、せめて互角の勝負をしてみせるとの気き魄はくも顕あらわに襲いかかったが、チェリーザの棒のほうが遥はるかに速かった。

　四人がかりの攻撃をことごとく払いのけて寄せつけない。

　攻めあぐねた四人はいったん離れ、これを見て他の《獅子》たちも真剣な表情になった。

　二十八人の《獅子》たちがいよいよ本気を出し、入れ替わり立ち替わりたった一人の相手に襲いかかるも、チェリーザはその攻撃をことごとく躱かわしている。

　大きな翼は意外にも宙に浮くことに加え、敵の眼をくらます役目として使われている。

　横から攻撃しようとした《獅子》の一人が風かざ切きり羽ばねで眼を狙われ、慌てて飛び離れる。

　チェリーザは一瞬も足を止めず、手も止めなかった。まるで激しい舞を舞っているようだが、表情は余裕充分である。主導権を取っているのは明らかに彼女のほうだ。それなのに攻撃より防御に専念しているように見えるのが不思議で、シルヴァは思わず言っていた。

「なぜ思いきって攻めないのだろう」

　ドーザが答える。

「昨日もそうだったが、あまり一瞬で倒してしまうと、相手は『これは何かの間違いだ』と、現実を認めたがらないものらしい」

　ブルゲが昔を思い出して苦笑する。

「耳が痛いのう」

　それを聞いてネカとアイオスも笑った。

「おやおや、ソイエンの長おさはよほど痛い目に遭わされたらしいぞ」

「いいや。よい勉強をさせてもらったのだろうよ」

「いかにも。──おぬしらなら、どうだ。あのチェリーザに一矢報いる自信はあるか？」

　眼の前の乱舞を真剣な眼で眺め、キルツェンとドプレスの長は素直に首を振った。

「難しいな。いかんせん、動きが違いすぎる」

「一矢報いるも何も、触れることすらできないのではどうにもならん」

　シルヴァも同感だった。感心しきりでチェリーザの槍の舞を眺めていたが、ふと思いついて横に立つドーザに尋ねてみた。

「あなたなら母君をどう攻略しますか」

　三人の村長も興味をそそられたようにドーザを見つめ、その視線に応こたえる形で彼は言った。

「同族の一人として言うのでしたら、まずは狭いところに誘い込みます。天井の低い狭い建物、木立の密集した森など。とにかく翼と棒を自由に使えない場所を選びます」

　野生の猛もう禽きん類るいも身体が大きい分、木立の間を縫って飛ぶのは苦手としている。

　ドーザの言葉が聞こえたのか、ラドが仲間たちに指示を出した。

　この広場の一角には集会場がある。ドプレスの村の大講堂と同じく村の中心となる建物で、狭いとは言えないが、少なくとも天井がある。

《獅子》たちは打たれても叩たたかれても構わずに怒ど濤とうのようにチェリーザに迫り、入口が大きく開け放たれているこの建物に彼女を押し込めようと試みた。

「あら？」

　チェリーザは意外そうな顔をしながらも逆らわなかった。

《獅子》たちの突進に押される形で、素直に建物の中に入ったのである。

　当然、見物人も建物の入口に移動して、邪魔にならないようにそこから中を窺うかがった。

　ドーザはさらに言う。

「我らの武器の一つに眼の良さがあります。母は見える攻撃は全部防いでしまうので、攻める手を見せないようにできれば……」

「では、背後から襲いかかれば何とかなる？」

　この言葉がいやでも聞こえたラドが再び仲間たちに指示を出す。

　しかし、狭いところに誘い込まれても、背後から雲うん霞かのごとく攻撃されても、チェリーザはびくともしなかった。片足を軸にしてくるりと回り、背後に群がる《獅子》を一気に払いのけ、次の瞬間その身体は正面を向いて、迫り来る《獅子》たちの槍や木刀を撃退している。

　竜巻に向かっていくようなものだ。どこから掛かろうと手も足も出ない。

　その離れ業をこれまた舞を舞っているように楽々とやってのけるので、ラドは物騒に唸うなってドーザに詰め寄った。

「どういうことだ！　話が違うぞ！」

　ドーザは困った顔になり、相手をなだめるように言った。

「話は最後まで聞いてほしい。これはケリオンの《狼》たちもさんざん試した戦法だが、結局、母に傷一つつけることができなかったと言おうとしたのだ」

　ラドは低く唸った。

「そういうことは最初に言ってくれ……」

　結局、二十八人の《獅子》を撃退するのに掛かった時間は十分そこそこだった。

　退けられた《獅子》たちが皆、疲労困こん憊ぱいして息を荒くしているのに対し、激しい舞を終えたチェリーザは少し息を乱しているだけだ。顔は美しく上気して、眼はきらきら輝いている。

　この結果を見届けたブルゲ以外の《獅子》たちは驚きを隠せなかった。

　特にアイオスは、昨日のブルゲの話を聞いてもまだ半信半疑だったが、鳥類に対する認識をあらためねばならないと強く心に刻んだようだった。

　キルツェンのネカも《鷲》の実力を見たのは初めてなのか、真剣な表情で唸っている。

「ケリオンにはこんな使い手が何千人といるわけか……」

「いえ、全員が槍を使うわけではありません。それに母ほどの使い手は他にはいません」

　身びいき抜きで、母が頂点であると真顔で断言するドーザに《獅子》の長たちは苦笑したが、それが事実であるなら致し方ない。

　キルツェンのネカが笑いながらドーザに言った。

「こうなると、ぜひとも翼を持つ者同士の戦いを見たくなったぞ」

　ブルゲとアイオスも同調した。

「おお、それはよい」

「うちの若い者にも参考になるだろう。一つ、母上に挑んでみてはどうかな？」

「お言葉ですが、わたしごときではとてもとても母の相手は務まりません」

　謙虚に断ったドーザだが、《獅子》の長たちはチェリーザにも声を掛けた。

「余力があるなら、一つご子息を揉もんでやってくれんか。後学のために見ておきたいのだ」

　チェリーザは笑って言った。

「頭の上に屋根があるこんな状態では飛べませんよ。参考になるかどうかはわかりませんが、それでもよろしければ、久しぶりに息子に稽けい古こをつけてみましょうか」

「では、お見苦しいものをお眼にかけると思いますが……」

　神妙に前置きして、ドーザも棒を握って進み出た。

　母と息子の対たい峙じは《獅子》の時とはまったく違う様相になった。

　ドーザは打ち込みの構えを取ったまま微動だにせず、チェリーザに至っては右手に軽く棒を提げたままだった。背中の翼も小さくたたみ、ただそこに立っているように見える。

　それでいて、手に汗握るほどの緊張感が伝わってくる。

　見ているだけで息苦しくなってくる。

　見物の《獅子》たちも、ひそりとも声を立てない。

　アイオスもブルゲも、磊らい落らくなネカすらも、先程と違って茶々を入れようとはしなかった。

　戦いに関しては彼らも素人しろうとではない。この場に漲みなぎる気き魄はくを感じ取れぬはずもない。

　彫像のように動かない《鷲》の母子を、鋭い眼で見守っている。

　見えない激しさに満ちた静寂がどのくらい続いたのか、シルヴァが息切れしそうになった時、ドーザが動いた。

　走るのは苦手だとチェリーザは言ったが、《鷲》の瞬発力は眼を見張るものがある。

　疾風のように母親に迫り、眼で追えない速さで棒を繰り出したが、その攻撃は母親の握った棒にあっさり払われ、同時にドーザは強したたかに小手を打たれて武器を取り落とした。

「ありがとうございました」

　息子が、師でもある母親に一礼する。

　チェリーザは平気な顔をしているが、ドーザは短い間に浅黒い肌にびっしょり汗を浮かべて、肩を上下させている。いかに神経をすり減らし、打ち込む隙を窺うかがっていたかがわかる。

　見物一同から大きな歓声が上がった。

《獅子》の村長三人はあらためて《鷲》の技ぎ倆りように唸り、ラドも深い息を吐いていた。

　あなたたちは一度も鳥類と戦ったことがないらしいというチェリーザの言葉の意味が今なら骨身に染みてわかる。

「期せずして最高の名手と戦えたことを光栄に思います。あなた以上に槍やりに通じた鳥類など、ケリオンに限らずどこにもいないのでしょうね」

　決してお世辞ではなかった。そもそも《獅子》はこういう修辞が苦手だが、ケリオンの空の女帝はラドの賛辞に真顔で反論した。

「とんでもない。あたしより巧みに槍を使う者なら、世界には大勢います」

「本当ですか？」

「もちろんです。またあなたの悪い癖が出ていますよ。眼の前の一例だけを見てすべてを判断するのは賢明とは言えません」

「それなら、あなたが今までもっとも手こずった強敵を教えてください」

「あたしが手て強ごわいと思った人ですか。それなら《鶴》ですね」

「《鶴》!?」

「はい。あたしの槍そう術じゆつの師匠は《鶴》の老人でした。もちろん猛禽類のような爪は持ちません。人の姿でいる時も至って穏やかな細い人でしたが、その強さときたら、人間離れしていました。今のあたしなど到底あの域には達していません。あたしもまだまだ修行中です」

　気の毒に《獅子》のプライドはずたずたである。

《鷲》の母子がソイエンの村を後にする時、ドーザはシルヴァと再会を約束して、言った。

「一度、ケリオンにも遊びに来てください」

「喜んで伺います。──その時はわたしに《鷲》の言葉を教えてくれますか」

「もちろんです」

《鷲》の母子は翼を生やした人の姿で村を飛び立ち、いったんモルテニの山腹に下りた。

　やがて二羽の《白頭鷲》が青い空に舞い上がった。

　空中で何度か旋回したのは、まだ彼らを見送るシルヴァに挨あい拶さつしたのかもしれない。

　シルヴァが大きく手を掲げて振ると、一羽が応えるように羽ばたいてみせる。

　二羽の《鷲》が空の彼方かなたに飛び去って行くのを、シルヴァはいつまでも見送っていた。



















　モームは貝を捕るため、海に向かっていた。

　リザの村から海まで歩いて二時間はかかる。まだ暗いうちに一人で村を出発し、肩に大きな網を引っかけ、手には大工道具を収めた道具箱を提げていた。

　雄大なワロンヌ平原は実はいくつもの顔を持っている。進むうちに隆起が現れ、茂みが現れ、川や池が現れる。岩肌の目立つ小山を越えると、その向こうはもう海だった。

　足下は小さな入り江になっている。

　ここからは見えないが、モームは自分の舟を岩に繫つないであった。

　彼の手作りの小さな小舟である。

　大工道具を持って来たのは、しばらく放っておいた舟が傷んでいるかもしれないからだ。

　足下は岩だらけの急な斜面だが、それほど高さがあるわけではないし、慣れてもいるので、モームは難なく砂場に降り立った。

　さっそく舟の様子を見て──と思ったら、その舟がない。

「おんや？」

　思わず呟つぶやいた。前に来た時、確かにここに繫いで帰ったのだ。

　この海は滅多に荒れることはないはずだが、流されてしまったのかと首を捻ひねって海を見ると、彼の舟が水面みなもに浮かんでいた。

　その舟の上に、ズボンを穿はいた尻しりが見える。

　モームは小さな眼を見張って、自分の舟で海に漕こぎ出し、そこから海に身を乗り出している不審人物をまじまじと見つめたのである。

　こちらに尻を向けているので顔は見えない。尻の形で男だろうということがわかるだけだ。

　察するに、繫いであった舟を見つけて、拝借して漕ぎ出したのだろう。

　それを怒るつもりはなかったが、貝を捕るのに使うので返してもらわんと──と思いながら、相手が何の種族かわからないので、モームは滅多に使わない共通語で話しかけた。

「おうい、そこの……」

　途端、舟の上で男が跳ね上がった。

「わっ!?」

　振り返りかけた男はバランスを崩して見事に海に落っこちたのである。

　声を掛けたのがそんなにいけなかったのか──とモームは首を捻ったが、しかし、とにかくそれはモームの舟なのだし、返してもらわないと困る。

　男が舟に上がったら再び話しかけようと思って待っていたのだが、その男は水の中でもがき、盛大に水をばしゃばしゃ跳ねさせているだけで、いっかな舟に上がろうとしない。

　泳ぐのなら服を脱いでからにすればいいのに──と呆あきれながら、しばらく様子を眺めていたモームは訝いぶかしげに問いかけた。

「あー、おまえさん……」

　慌てたりはしないが、男に聞こえるように、なるべく声を張り上げる。

「もしかして……あー、まさかとは思うが……溺おぼれているのか？」

　決してモームが薄情なわけではない。ましてや意地悪で言ったわけでもない。

　よちよち歩き（せいぜい一、二歳くらい）の子どもを除けば、モームは泳げない人間というものを見たことがなかったのだ。

　しかし、現在、眼の前でもがいているのはどう見ても大人の男である。

　ふざけているのかと訝いぶかしんだが、男の身体が海に沈むのを見て、初めて焦った。

（これは、いかん）

　足が攣つったのかもしれない。モームは網と大工道具を置き、精一杯急いで服を脱いだ。

「ぬうぅ……ん」

　独特の掛け声とともに、モームの身体は一気に巨大化した。手足の指は割れた蹄ひづめへと変じ、ふくれあがった真っ黒な身体に細い尾が生え、顔も大きくなり、その頭部には何より特徴的な角が発生した。頭頂部は平たく、途中から大きく反り返り、端は鋭く尖とがった立派な角だ。

《水牛》のモームはざぶんと海に身を躍らせた。

　泳ぎは得意である。この巨体でも自在に海を進み、たちまち舟のところまで行き着いた。

　一度は沈んだ男の身体が水面にぷかりと浮かんでいる。

　形態変化したのは、人の姿で下手にしがみつかれると厄介だからだが、気絶してくれたのはちょうどよかった。モームは男の襟をくわえてぐいと引っ張った。

　そこで初めて、この男が混イン血シードであることに気がついた。

（混血というものは、泳ぎを知らんのか？）

　疑問に思いながらも、男の身体を楽々と浜まで引きずり上げ、仰向けにひっくり返した。

　やっと二十歳くらいに見える若い男だった。

　強力な前肢の蹄で、意識を失った男の腹部を軽く押してやる。

　手は使えなくても身体が巨大化している分、力も人でいる時とは比べものにならない。

　飲み込んだ水が口からぴゅうっと吹き出される様は、不謹慎だが、ちょっとおもしろかった。

　荒療治だが、男はそれで息を吹き返し、咳せき込みながら、うっすらと眼を開けた。

　しかし、反応がない。ものが見えているかどうかわからないので、モームは巨大な牛の顔を男の鼻先に近づけて共通語で尋ねた。

「わしの言葉、わかるか？」

　男はぼんやりした眼でモームを見上げてきたが、真っ黒な大きな牛に話しかけられた心境は安あん堵どとは程遠いものがあったらしい。

　ひっ！　と驚きよう愕がくの息を吞のみ、再びくたくたと伸びてしまった。

（やれやれ……）

　モームは巨大な角の頭を傾げ、ひとまず男の命に別状はないと見て、再び海に入った。

　舟をあのままにしておいたら流されてしまうからである。

　急いで舟まで泳ぎ、今度はもやい綱をくわえて浜まで戻った。変身フオーム解除リターンして人の姿に戻り、舟を岩にしっかりと繫いだ時、舟の中に置いてあった荷物に気がついた。

　防水性の布でつくられた大きな旅行袋だ。身元を示すものがあるかと思って探ってみると、懐中時計と数冊の画帳、絵の具の類たぐいが出てきた。

　懐中時計の裏には共通語でサリム・ティエリと刻んである。

　画帳の一冊を開いてみると花や蔓つるなどの植物、蝶ちようや蜘く蛛もなどの昆虫、蜥蜴とかげや巻貝に至るまで、達者な線と見事な彩色でびっしりと描いてある。

「絵描きかな？」

　ともあれ、放ってはおけないので、貝を捕るのは諦あきらめて男を連れ帰ることにした。




　リザの村にはおよそ三千人の《水牛》が住んでいる。

　モームの父は村長をしているので、村の中心に立派な家を構えていた。壁は干し煉れん瓦がで作り、屋根は乾いた葦あしを載せている。家も家具もモームの父の手作りである。

　成人したモームは父の家の近くに自分の家を建てて、今は独りで住んでいる。

　気絶した男を自分の家に連れて帰り、ひとまず濡ぬれた服を脱がせて寝かせてやった。

　海から村まではかなりの距離が開いているのに、男は未いまだに眼を覚ます気配がない。

　溺れた他には特に異常はなさそうだったので、モームは家の外で仕事を始めた。

　彼は今、手鏡の台を削っているところだった。

　はとこに当たる娘が今度結婚するので、その祝いに贈るためだ。

　彼女が住んでいるフランカの村は歩いて十日もかかるが、《水牛》は仲間意識が強く、遠く離れていても身内の慶事をおろそかにはしない。

　鏡自体は他の村で用意したものを使うが、鏡を嵌はめ込む前に手鏡の背を削り、花や蝶の形を象かたどった貝殻のかけらをはめ込み、螺ら鈿でんに仕上げるのである。

　螺鈿細工はモームの得意とするところだ。貝を捕りに行ったのも、身は食べて貝殻は細工に利用するためだった。太い指で器用に小刀を使い、貝殻を細工していく。

　ややあって、家の中で人が動く気配がした。

　作業の手を止めて覗のぞいて見ると、男は起き上がって、壁に掛けられた短刀を食い入るように眺めていた。柄は鮮やかな色糸を巻き、鞘さやには見事な螺鈿を施した鍔つばなしの宝剣である。

　モームが生まれた時、父のグレイムが守り刀としてつくってくれたものだ。

《水牛》は短い刃物を取って戦うことはあまりない。

　この短刀も実用品ではない。お守りや護符の意味合いを持つもので、浮き彫りを施した額にきちんと収められている。

　美しいものなので、近くで見たいと思うのはわかる。それだけならかまわないのだが、手を伸ばして額の中から短刀を取り上げようとするので、モームは言った。

「おまえさんは、泥棒か？」

「わあっ！」

　声を掛けるたびに飛び上がるのは混血の癖なのかと思ったが、実際には短刀を鑑賞するのに夢中で、背後にいたモームの気配にまったく気づいていなかったらしい。

「わしの舟も、盗もうとしたのか？」

「あなたの舟!?　ち、違いますよ！　すみません。無断でお借りしたのは悪かったですけど、盗むつもりなんかありませんでした！　本当です！」

　大慌てで釈明して、男は辺りをきょろきょろ見渡して尋ねてきた。

「あの、ここは？」

「リザの村だ。わしは《水牛》のモーム。──おまえさんはサリム・ティエリでいいのか」

「それは父の名前です。ぼくはセヴラン──セヴラン・ティエリ」

　自己紹介して、セヴランは驚いたように訊きいた。

「父の名前をどこで？」

「時計に、刻んであった」

「共通語が読めるんですか？」
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　意外そうに訊かれて、モームのほうが戸惑った。

「わしは、おまえさんと話している。文字も読める。そんなにおかしいか？」

　セヴランは小さくなって、また慌てて謝ってきた。

「すみません。決してあの……悪い意味で言ったんじゃないんです。こっちに来てから読める人に会わなかったものですから。話せる人にもほとんど会えなくて……」

「そりゃあ、知らない者のほうが、多いだろう。自分たちの言葉ではないんだ」

「あなたはどうして読んだり話したりできるんです？」

「父に、教わった。その短刀の螺鈿も父がつくった」

「お父さんはすばらしい職人なんですね」

　セヴランはつくづくと螺鈿細工に見入っていたが、急に真剣な顔で言ってきた。

「あの……助けてもらった上にこんなことを言うのは厚かましいとわかってますけど……」

「うん？」

「何か食べさせてもらえませんか」

　ここまで運んでくる間、セヴランが微動だにしなかった理由がやっとわかった。空腹過ぎて、身体にほとんど力が残っていなかったのだ。確かに荷物の中に食料も水もなかった。

　この時期はいつも屋外で煮炊きをしているので、モームはセヴランに外に出るように言って、手際よく火を熾おこし、雑穀を煮て、消化のいい粥かゆをつくってやった。

　セヴランは貪むさぼるように粥を食べ、二度もお代わりをして、ようやく人心地が付いたらしい。

　モームは茶も淹いれてやった。ワロンヌ平原によく咲くアゴスティナという香草ハーブの葉を使ったお茶で、《水牛》にはもっとも馴な染じみのある飲み物だ。少々癖があるので、他種族に勧めると好き嫌いがはっきり分かれるのだが、セヴランは気に入ったらしく、眼を輝かせた。

「美お味いしいですねえ！」

　腹がくちくなると、久しぶりに自分の言葉で話せるのが嬉うれしかったのか、セヴランは饒じよう舌ぜつに自らの身上を語り出した。彼はクレストという国の人間で二十五歳になるという。

　二十歳そこそこに見えたので、モームはちょっと驚いた。

「同い年とは、思わなかった」

「えっ!?」

　今度はセヴランが驚き、もっさりしたモームの大きな身体を見つめて独りごちた。

「四十歳くらいかと思った……」

「それは、ひどいな」

「す、すみません。独りでいると独り言が癖になって……」

　大慌てのセヴランである。

「おまえさん、混血だろう。親族を訪ねてきたんじゃないのか？」

「いいえ。確かに祖父は異種アナザー人類レイスですけど、ずいぶん前に亡くなってますし、どこの出身かもわからないので訪ねようがないんです」

　だから行き先の定まらない一人旅なのだと説明して、セヴランは丁寧に礼を言ってきた。

「本当にありがとうございました。助かりました。──十日くらい前、エトワって村で食料を分けてもらったのが最後で、一昨日おとといから何も食べてなかったんです」

　エトワなら知っている。東に五十キロほどのところにある《豹》の村だ。

　あそこからここまでなぜ十日もかかる？　と首を捻ひねりながら、モームは他のことを訊いた。

「おまえさん、魚を捕ろうとして、わしの舟で海に出たのか」

「あ、そうか。それは考えなかった。そうじゃなくて海の中を見てみたかったんです」

「それなら、普通に泳いで入ればいいだろうに」

「ぼく、泳げなくて……」

　泳げない上に腹ぺこの人間が海の中を見たいとはどういうことかとモームは再び首を傾げ、その様子がよほど呆あきれているように見えたのか、セヴランは慌てて言ってきた。

「きれいな海だったから、珊さん瑚ご礁しようか、珍しい貝があるんじゃないかと思ったんですよ」

「おまえさんは、絵描きなのか？」

「いいえ。ぼくは──何て言えばいいのかな、宝石を使った装飾ジユエ品リーの工芸デザイ家ナーです。モチーフに使えるものを探してたんです」

　モームは再び首を傾げた。無ノンフ形種オーマーの社会に行ったことはないが、向こうの女性が金銀細工や宝石で身体を飾る習慣があるのは話に聞いて知っている。

　ただ、それと珊瑚礁や貝がどう結びつくのか理解できなかったのだ。

　モームの困惑を察したセヴランは画帳の一冊を持ってきて中を開いて見せた。

　装身具の図案が細密に描かれている。それも、最初に見た画帳の写生を活かしたものだ。

　きれいな色の蝶ちよう々ちようを象ったものはまだわかるとして、蜘く蛛もの形をしたブローチだの、蜥蜴とかげを首に引っかけるような形の首飾りだの、芋虫の色彩をそっくり移し取った丸々と太い腕輪だの、モームの眼にはかなり奇き天て烈れつに見える品の数々に思わず顔をしかめた。

「無形種の女は、芋虫や蜥蜴を身につけて喜ぶのか？」

「あちらのご婦人方にはこれが芋虫だなんてわかりませんよ。──ぼくだって初めて見た時は本物の生きた虫だとは思わなくて、つくりものじゃないかって疑ったくらいですから。翡ひ翠すいと紅玉ルビーと金と真っ黒の縞しま瑪め瑙のうを使ってつくれば、すばらしい腕輪になります」

「こういうものを考えるだけで、仕事になるのか？」

「売れれば」

　短くも断定的な言葉には強い決意が表れている。

　つまり、売れなければ相当悲惨なことになるわけだ。

　セヴランの住むシャヴァネルはクレスト第三の都市で、宝飾品が盛んにつくられることでも知られている。

　セヴランは十二歳の時から宝飾店を営む親類の家に住み込みで修業を積み、宝石や貴金属の扱いをみっちり学び、今では大事な注文の製作も一手に任されるほどの腕前になったという。

　高度な製作技術を得ただけではない。自ら考案する図案にも自信があった。

　しかし、雇われの身ではなかなか思うような仕事はできない。どうしても与えられた作業をこなすのを優先させられるので、セヴランは思いきって独立を決意した。

　雇用主は腕のいいセヴランを惜しんで慰留したが、そこは親類ということもあって、最後は許してくれたという。

　腕には自信があるセヴランだが、クレストは宝飾工芸が盛んなところで有名店舗も多い。

　そんなところに新人が乗り込んでいくには何か特別な『売り』が必要なのだという。

　そこでセヴランが目をつけたのが大陸奥地の自然だった。

「ぼくの祖父が純血種の《馬》なんです。──あ、失礼。ご存じなんですよね」

「いんや。種族までは、わからん」

　無ノンフ形種オーマーと混イン血シードを見間違う異種アナザー人類レイスはいないが、よほど鼻の利く種族でない限り、相手が何の血を引く混血かまではわからない。

「ぼくは祖父の顔を知りません。父が子どもの頃に亡くなったので。その父もぼくが小さい頃亡くなりましたが、祖父の思い出話をよくしてくれたんです。自分が生まれ育ったところには人間社会では見られない珍しくて美しい生き物がたくさんいると、祖父は話していたそうです。そのこともあって一度実物を見てみたいと思ったんです」

　一念発起したセヴランは修業時代にもらい貯めた給料を全部懐ふところにして大陸西部を目差した。

　異種人類の領域に入り、眼に入るものを写生しながらの旅は既に二ヶ月になるという。

　モームにしてみれば、昆虫や貝を写生するために、たった一人で西部に乗り込んでくるとは物好きとしか思えなかった。

　ここには危険な野生動物もいるのに、二ヶ月もの間、よく無事だったものだ。

　何より、国から持参した食料が二ヶ月も持つわけがない。

　エトワの村に着くまでどうしていたのかと尋ねると、彼の地元には何種類かの異種人類と、言葉のわかる混血が住んでいるので、セヴランは彼らを頼り、数種族の種族の言葉で一言だけ言えるように特訓したという。

「水と食料をわけてください」

　異種人類に出会うたび、クレストの銀貨を見せながら、覚えた全部の言葉で言ってきた。

　それが功を奏して、ここまで何度も見知らぬ異種人類に助けてもらったらしい。

　路銀が底を突いた後は、せめてもの礼として、相手の姿を絵に描いて渡してやった。

　人物画は本職ではないが、皆とても喜んで、水や食料を持たせてくれたという。

　無茶をするものだと呆れながら、モームは何だかおもしろくなって尋ねた。

「どのくらいの種類の言葉で、言えるんだ？」

「《馬》《豹》《鶴》《犬鷲》。今のところ四種類ですね。共通語も入れて五種類です」

「《水牛》が、入ってないな」

「はい。これも何かの縁です。ぜひ教えてください」

　見た目はひ弱そうなのに、意外にたくましいセヴランである。

　モームは笑って、まだ手にしていた画帳を何気なく眺めて、ふと呟つぶやいた。

「わしなら、どうせ飾りにするなら、もっときれいな花を使うが」

　セヴランは眼の色を変えて身を乗り出してきた。

「人間社会には咲いていないような珍しい花ですか？」

「わしは、無形種の世界を知らん。どんなものが向こうになくてこちらにはあるのか、判別のしようがない。美しい花の咲いているところなら知っているが……」

「そこに案内してください」

「しかし、ここからは、結構遠いぞ」

「かまいません。もともと当てのある旅じゃないんですから。ご迷惑になるようなら、地図を書いてくれるだけでも助かります」

「いや、そうじゃあない。案内するのはかまわんが……」

　モームは首を振り、感じた疑問を素直に口にした。

「なぜ、そんなに必死になる？」

　気概のある若い男として、いつまでも人に使われていたくない、独立したいと願う気持ちはモームにもわからなくもないが、それだけとは思えなかった。

　将来に不安を覚えているとしても、何というか、鬼気迫る感じがするのだ。

「この旅にぼくの人生が掛かってるんです」

　セヴランはきっぱりと言ったが、詳しい理由については言葉を濁した。




　この夜、セヴランはリザの村人に歓待を受けた。

　客人は村を挙げてもてなすのが《水牛》のしきたりである。

　遠方からの客人は貴重な情報源でもあった。モームの母のモエラも共通語を話せる人だが、モーム同様、無形種の街を実際に見たことはない。

　特に宝飾品の工芸という職業に興味を持ったようで、セヴランにいろいろと尋ねていた。

　セヴランも画帳を見せながら自分の仕事を熱心に語ったが、モエラの反応はモームと同じで、蜘蛛の形のブローチや蜥蜴の形の首飾りに「まあ……」と驚き、

「あちらのご婦人方はずいぶんとまた、変わったものを喜ぶんですねえ」

　と眼を丸くしていた。

「こちらの女性たちは、装飾品には興味がないんですか？」

「いいえ、そんなことはありません。むしろおしゃれだと思いますよ。服装にも気を遣うし、花を摘んで髪に飾ったり、木の実で首飾りをつくったりしますしね」

　しかし、芋虫は感心しないとモエラの表情は語っていて、セヴランも《水牛》の女性たちに自分の仕事は馴な染じみがないらしいということは納得したようだった。

　翌日、モームはセヴランを連れて、歩いて半日ほどのユッカの丘を目差した。

《水牛》は歩みは遅いが、歩くのは苦にならない。遠出も好んでする。

　半日くらいなら歩いたうちに入らない。

　セヴランも遅れずに歩き続け、その間にモームは《水牛》の言葉をいくつか教えてやった。

　早朝に出発しても到着する前に太陽は高く昇り、着いた後はすぐに仕事になることを考えて、二人は途中で早めの昼食を済ませておいた。

　目的地のユッカの丘を遠くから一目見ただけで、セヴランは感嘆の声を洩もらした。

「う、わあ……」

　乾いた地面が多いワロンヌ平原の中で、ここはまるで別世界だった。

　モームもこの丘が好きだった。特に今の時季は美しい眺めだと思う。

　高さ七、八メートルになる木が点在し、ちょっとした林のようだ。足下には何種類もの草が生い茂って華麗な花を咲かせている。その中にはアゴスティナの小さな花も混じっている。

　蝶ちようや蜂が戯れるように花に群がり、梢こずえを見上げれば今の時季にしか咲かないカリティブラの花が満開だった。この木は花も葉も樹皮も食用になるので、種族を問わず重宝している。

　木の下までやって来たセヴランは息を吞のんで満開の花を見つめた。

　カリティブラの花は独特な形をしている。

　人の親指くらいの大きさで、下向きに小さな袋を下げたように咲き、その袋の中から花心が長く垂れ下がり、袋状の花の上には色の違う四枚の花びらが反り返っている。

「モチーフに、なるか？」

「もちろん！　ああ、すごいや。この花も──見たことないものばかりです！」

　セヴランは眼を輝かせて画材を取り出し、モームは苦笑しながら辺りを見渡した。

　モームがこの丘を好きな理由はもう一つあるのだが、今日はその理由が見あたらない。

　ちょっとがっかりしながら、モームはアゴスティナの花を摘み始めた。

　ここまで来て手ぶらで帰ることはないからである。

　他にも効能のある薬草を摘んで、きちんと分類しながら用意した籠かごに収めていく。

　草を摘むという作業は単純でいながら結構な時間が掛かる。

　黙々と働き続けて、天てん秤びん棒ぼうの二つの籠を草で山盛りにして、振り返った時には優に二時間は経っていたはずだが、セヴランはまだ写生に夢中だった。

　さっきは立ったまま大きく木を見上げて花を描いていたが、今は草の中に跪ひざまずき、真剣な顔で手を動かしている。

　人間、好きなことに没頭していると寝食を忘れるというが、見事な実例だ。

　飢え切っているのに食料の魚より珊さん瑚ご礁しように惹ひかれるだけのことはある。

　モームが後ろから覗のぞいて見ると、花だけでなく、一枚の葉の形や花に群れる虫までしっかり写し取って、入念に彩色もしている。絵描きではないと言いながら見事な描写力だ。

　この様子では絵の具がなくなるのではないかと心配しながら、モームはセヴランの側を離れ、丘の下に流れる小川まで水を汲くみに行った。

　そこには先客がいて、野生の鹿の群れが水を飲み、岸辺の草を食べていた。

　ここは動物たちの貴重な水場でもある。モームは彼らの邪魔をするのを避けて、少し離れた上流まで行って水筒にきれいな水を詰めた。

　すると、下流にいる鹿の群れに異変が起きた。

　何頭かが急に顔を上げて、耳を忙せわしく動かし始めたのである。

　この仕草の意味するところは明らかだった。彼らは何かを警戒している。

　それも身近に潜んでいる何かにだ。

　一頭がぱっと走り始め、残りの群れもいっせいに動き出した。

　危機感に駆られたモームは、彼にしては大急ぎでユッカの丘まで駆け戻ったのである。

　間に合わなかった時のことを思うと冷汗が滲にじむが、幸いにもセヴランは先程とほとんど同じ姿勢で一心不乱に写生を続けていた。

「セヴラン、木に登れ」

　声を掛けても反応が返ってこない。よほど集中しているのだろうが、今は命に関わる。

　モームは有無を言わせず、セヴランの襟をぐいと摑つかんで引きずり立たせた。

「な、何!?」

「木に登れ。そこなら安全だ」

　強い口調で言って、モームは服を脱ぎ始めた。呆あつ気けに取られるセヴランの前で全裸になると、「ぬう……ん」という低い掛け声とともに地面に両手をついた。

　モームはぎりぎりで間に合ったのだ。

　茂みに潜んだ野生の獅し子しの群れが虎こ視し眈たん々たんとセヴランを狙っていたのである。

　まさに飛びかかる寸前に、形態変化したモームが割って入ったのだ。

　現れた獅子は三頭、すべて雄だった。

　鬣たてがみの立派な獅子を目の当たりにして、背後のセヴランが息を吞む。

　モームも緊張の面持ちで獅子と向き合った。

　夜行性の獅子がこんな昼間から狩かりをするのは極めて珍しい。足の遅い雄ばかりでは狩の成功率も著しく低く、ろくな獲物が取れないはずだ。この三頭は群から追放されたはみ出し者で、それだけ飢えていると見るべきだろう。

　危険な相手だった。

　セヴランはまだ茫ぼう然ぜんとしていたが、三頭の獅子が明らかに自分を狙っているのを見て取り、慌てて木によじ登った。

　これでこちらはひとまず安心である。

　モームは頭を低くして、三頭の獅子に相対した。

　人でいる時のモームもかなり体格のいい男だが、形態トランス変化フオームした彼の体重は九百キロに近く、頭部には立派な角を備えている。

　相手は肉食獣、こちらは草食動物の具現化である。勝ち目はないと思われがちだが、野生の水牛も牙きばこそ持たないものの、獅子の何倍も身体が大きく、角も鋭い。

　特に雄の成獣ともなると、雄の獅子でも簡単に仕留められるものではないのだ。

　三頭は明らかにモームを攻めあぐねていた。手て強ごわさを知っているのか、正面切って争うのを嫌がり、それでもまだ未練がましくうろうろしている。

　獅子たちにしてみれば水を吞んでいた鹿に気づかれて警戒されたのでセヴランに狙いを変え、いざ襲いかかろうという時に巨大な邪魔者が立ちはだかったのだ。

　何とかして排除しようと試みるのは当然だが、モームは勇ましく頭を振り、尾を振り立て、攻撃の姿勢を見せて三頭を威嚇した。

　それでもまだ獅子が下がろうとしないので、今度は頭を低くして突進した。

　獅子の身体を角で引っかけて放り投げようというのである。

　九百キロの巨体が地響きを立てて迫る。こんな攻撃を食らったら獅子のほうが大きな痛手を受けるのは必定である。

　久しぶりに飢えを満たすはずが、逆に大怪我をしたのではかなわない。

　三頭の獅子は慌てて、文字通り『尻尾しつぽを巻いて』逃げ出した。

　それでもモームはすぐには警戒を解かなかった。

　獅子が充分に離れるのを見届けて、やっと安あん堵どの息を吐き、もう大丈夫と思って形態変化を解こうとしたら、思いがけず強い言葉で制止されたのである。

「動かないで！」

　モームはきょとんとして、大きな水牛の顔で訝いぶかしげにセヴランを見返した。

「獅子はもう、行ってしまったぞ」

「違うよ！　きみを描かせてくれ！　すぐに済むから！」

　木を降りたセヴランは画帳と鉛筆に飛びついて拾い上げ、鬼気迫る眼まな差ざしをモームに向けてくるので、モームはますます困惑した。小さな眼で瞬きして、巨大な角を傾げた。

「わしを描いて、どうする？　《水牛》なぞ珍しくもないだろうに」

　自分とは多少姿は異なるが、乳や肉を取る牛なら無形種の世界にもたくさんいるはずだ。

　第一、無形種のご婦人たちも牛の形の宝飾品など身につけたがるとは思えなかった。

「動くなってば！　頼むからちょっと黙って！」

　その尋常ならざる迫力と剣幕に九百キロの巨体が押し切られた。《水牛》は基本的に争いを嫌う平和主義者なので、今の眼を血走らせ、嚙みつくような様子のセヴランに逆らうのは、

（よしたほうがいいらしい……）

　と賢明にも察したのである。

　仕方なく、モームは形態変化したまま、花の草むらの中に四本の足でじっと立っていた。

　のんびりと、普段は意識しない尾を振って身体を叩たたく。

　小鳥が飛んできて、小山のように動かないモームの頭に止まり、くつろぎ始める。

　セヴランは画帳を何枚も使って正面の写生を終えると、今度は大きな身体の横に回った。

「まだ、描くのか？」

　モームは呆あきれたように尋ねたが、本人の耳には届いていないらしい。

（いつまでじっとしていればいいんだか……）

　気の長い《水牛》がさすがにしびれを切らし掛けた時、モームがこの丘に来るのを楽しみにしているもっとも大きな理由がやって来た。形態変化した状態ではあるが、相手も同族であり、顔見知りでもあるので、モームはいつものように挨あい拶さつした。

「やあ、マァサ」

　セヴランがいるので共通語で話しかけると、マァサも共通語で返してきた。

「こんにちは、モーム」

　マァサはリザの隣にある（と言っても歩いて一日がかりだが）ペッロの村の娘だった。

　ユッカの丘はリザとペッロのちょうど中間にあって、この時期にはマァサもよく花を摘みにやってくる。示し合わせたことは一度もないのだが、偶然にもこうしてよく顔を合わせる。

　モームはそれが嬉うれしかった。

　マァサは《水牛》の娘には珍しく抜けるように色が白く、背の高い身体は豊麗な肉付きで、笑うと片方の頰に可愛らしいえくぼができる。やわらかい金髪がひらひらとそよ風になびいて、そんなマァサの姿を見ると、モームはいつもほのぼのと温かい気持ちになる。

　マァサは写生に熱中しているセヴランを見て、尋ねてきた。

「お友達の絵描きさん？」

「いんや。違う」

　今のところまだ友達ではないし、絵描きでもない。

　マァサはセヴランの邪魔にならないように後ろからそっと手元を覗のぞき込み、感心したように眼を見張ると、モームに顔を向けて、唇の動きだけで『とても上手』と言ってきた。

　その時、セヴランはようやく一息ついて立ち上がり、すぐ側に立っていたマァサに気づいて、慌てて挨拶した。

「あ、こんにちは。セヴラン・ティエリです」

「遠いところからようこそ。ペッロの村のマァサです」

　流りゆう暢ちような共通語で挨拶されて、セヴランはびっくりした顔になった。

「お上手ですね。向こうにいらしたことがあるんですか？」

「いいえ。父と伯父が東で働いていたことがあるので、二人に習ったんです」

「ありがたいなあ。ここまでほとんど話せる人に会えなかったんですよ」

　この間に、モームはそそくさと形態変化を解いて服を着た。

　二人のところに戻ってみると、セヴランは何やら呆気に取られた顔つきで、食い入るようにマァサの胸を凝視していた。

　あまりにも遠慮のない視線に、マァサもちょっと気まずそうな顔をしている。

　豊満な胸だから見み惚ほれるのもわかるが、露骨にじろじろ見つめるのはいくら何でも失礼だ。

　モームが呆れて注意しようとした時、セヴランは喘あえぐように言った。

「それ……どこで手に入れたんです？」

　彼が凝視していたのはマァサの胸ではなく、マァサが掛けていた首飾りだったらしい。

　小指の先くらいの大きさの硝子グラス玉ビーズを紐ひもで繫つないだものだ。手作りの硝子玉の表面には花模様や唐草模様の彩色が施してある。水玉や縞しま模様を描いたものもある。

　形も丸かったり楕だ円えん形だったり円筒形だったり、一つとして同じものはない。

　これは無形種の細工物である。幼い少女たちが気軽に楽しむ一種の玩がん具ぐだと聞いているが、異種人類には珍しい品なので、マァサは首飾りに仕立てたのだろう。

「伯父がおみやげにくれたものです。あちらでは珍しいものではないと聞きましたけど」

「いえ、硝子玉じゃなくて、それです。その黒いの──真珠じゃないんですか？」

　セヴランが指さしたのは硝子玉の間に使われている二粒の黒い玉だった。少し歪ゆがんだ円形で、やはり小指の先くらいの大きさがあり、鈍い紫色の光沢を放っている。

　マァサもやっとわかったようで、黒い玉を指で摘つまんで微笑した。

「貝から出てきた石よ。いつもは捨ててしまうけど、これは大きくて色がきれいだったから」

「捨てる!?　真珠を捨てるんですか！」

　仰天したセヴランに、マァサは不思議そうな顔で頷うなずいたのである。

「ええ。取っておいても仕方がないでしょう。使い道がないんですもの」

「あ、あなたは今首飾りにしてるじゃないですか！」

「だから、これは大粒で色がきれいだったから」

　セヴランは頭を抱えて呻うめいた。まるでこの夜の終わりを迎えたような様子で、衝撃のあまり地面に蹲うずくまりそうになっている。

　マァサは気の毒そうにそんなセヴランを見つめて、《水牛》の言葉でモームに囁ささやいた。

「わたし何か悪いことを言ったかしら？」

　モームは黙って首を振った。

《水牛》の間では貝の石は値打ちものとして扱われない。

　魚の骨と一緒で、身を食べるのに邪魔な障害物でしかない。せいぜい子どもが喜んで玩具にするくらいである。

　異文化に打ちのめされたセヴランは果敢に立ち直り、真剣そのものの顔でマァサに迫った。

「捨ててしまうってことは、いらないんですよね？」

「ええ。──そんなに気に入ったのなら、これを差し上げましょうか？」

　セヴランはこの申し出に一も二もなく飛びつきそうになったが、ぐっと堪こらえた。

「──いいえ。それはあなたのものですから受け取れません。ですけど、たとえば他のお宅に捨てられる寸前の真珠が転がっていたりしませんか？」

「捨てたものでもいいのなら、うちにもあります。ペッロの村ではよく貝を食べるから。ただ、貝の石は普通はもっと小さいものだし、いつもは地面に埋めてしまうけど」

「埋める!?」

　またしても大げさに叫んで卒倒しそうになり、再び勢いよく立ち直ったセヴランだった。

「ぜひ！　それをいただけませんか？　何でしたら今から掘り返しに行きますから」

「ええ、欲しいのでしたらどうぞ、好きなだけお持ちになってくださいな。今夜はうちの村に泊まればいいし、東のお客さまがお見えになれば父も伯父もきっと喜ぶわ」

「それなら、わしも一緒に行こう」

　とモームは言った。

　今夜はペッロに泊まるからいいとして、明日セヴランは一人でリザまで戻ることになる。

「さっきも、獅子に襲われそうになった。一人で戻るのは危険だろう」

　というのは言い訳で、実際は少しでもマァサと一緒にいる時間を長くしたかったのだ。

「決まりですね。早く行きましょう！」

　セヴランは既に宝探しに行く気満々だったが、マァサも手ぶらで帰るわけにはいかない。

「ちょっと待ってくださいね。これを一杯にしてしまうから」

　マァサも空の天てん秤びん棒ぼうを担いでいた。提げているのは古びた盥たらいである。

　他に小さな移植鏝シヤベルも持っていた。マァサは草を摘むのではなく、その移植鏝を使って、花の咲いていない植物の株を丁寧に掘り返し始めたので、モームは不思議そうに尋ねた。

「なぜ、根ごと持っていくんだ？」

「村の近くに移植して花を咲かせようと思って。花嫁衣装に合わせて、花の冠をつくるのよ。今から持って帰れば式の頃にはちょうど満開になるわ」

　内心ものすごく焦りながら、モームは努めて何気なく訊きいた。

「誰の、花嫁衣装なのかな？」

「あら、ユーティラのよ。話していなかった？」

　ユーティラはマァサの幼なじみで、この度めでたくも結婚が決まり、遠方の村に嫁ぐことになったそうだ。

　このペルニュスという植物は美しい花を咲かせるが、ペッロの村の周りには咲いていない。

　式の当日にユッカまで摘みにきたのでは間に合わないし、前日に摘んで持ち帰ったのでは、花が萎しおれてしまう。そこで根ごと持ち帰って咲くのを待とうという作戦らしい。

　冠にするだけの花となると相当な量が必要になる。

　マァサはペルニュスを何株もせっせと掘り返し、モームとセヴランも手伝って株を盥に移し、二つの盥には土のついた植物の株がぎっしりと詰められた。

「重いでしょう。ぼくが持ちますよ」

　セヴランは男らしく申し出たが、彼の力ではとても天秤棒は持ち上がらない。

　ずっしりと土の詰まった盥の一つを、やっと両手で持ち上げられるかという程度である。

　しかし、マァサは土でいっぱいの盥を二つ提げた天秤棒を軽々と肩に掛けて持ち上げたので、セヴランはびっくりして言ったものだ。

「力持ちなんですねえ！」

「えっ、そう？」

　マァサのほうが逆に驚いた顔になった。

《水牛》は力が強い。若い娘でもこのくらい普通に持ち運べる。

　無形種のように重いものは男が持つという礼法もないが、女性より男性のほうが遥はるかに力が強いのは無形種と一緒だから、モームは控えめに申し出た。

「わしの、荷物のほうが軽い。交換しよう」

　マァサも変な遠慮はしなかった。お互いの天秤棒を交換して歩き出した。

　セヴランは自分だけが手ぶらなので気まずそうだったが、非力な自分が下手に手出しすると却かえって迷惑になる。三人で並んで歩きながらペッロの村を目差し、途中、二度ほど休憩した。

　その際、水筒の水を飲みながら、マァサが無邪気にモームに尋ねた。

「今度のブエルナロには出るの？」

「あー……」

　モームは答えを避けて言葉を濁した。なんと言うべきか躊躇ためらい、ひどく困った顔になったが、マァサはモームの反応を予想していたのか、答えを待たずに苦笑した。

「いいのよ。気が進まないなら無理強いはできないもの。──残念だけど」

「むう……」

　セヴランが、共通語にも拘かかわらず理解できなかった言葉の意味をモームに尋ねる。

「ブエルナロって？」

「まあ、男たちの力比べだな」

　年に一度、ワロンヌ平原の《水牛》たちの祭りがある。二十三の村の住人がほとんど集まる大規模な祭りだ。ブエルナロはその催し物の一つで、男たちの誰が一番強いかを決めるものだ。

　希望者だけの戦いで、強制参加ではないので、モームは一度も出場したことがない。

「今度、ペッロの村で開かれるブエルナロはその小型版だ。参加する村も五つくらいだろう」

「つまり、本番前の練習をするわけだね」

　確認しながら、セヴランは納得できない顔でさらに訊いてきた。

「お祭りなら参加者は多いほうがいいんじゃないのかな。力比べならモームは得意そうなのに、どうして出場しないんだい？」

「苦手でなあ。角をつき合わせて戦うのは、あまり好きではないんだ」

　モームがそう言った途端、セヴランは顔色を変え、恐ろしく真剣な表情で訊いてきた。

「その力比べって、変身してやるのか？」

「ああ、それがブエルナロだ」

「どうして出場しないんだ!?」

　あまりの勢いにモームは驚いて眼を丸くし、控えめに訴えた。

「あれは、一種の喧けん嘩かだ。わしは誰かと諍いさかうのは苦手だ」

「諍いと男の勝負を一緒にするなよ！」

「どこが違う？　同じことだろう」

　マァサが言った。

「いいえ、同じじゃないわ。相手が嫌いだったり憎かったり意見が違う時にするのが喧嘩で、ブエルナロは一種の競技だもの。勝っても負けても遺恨は残さないのが規則ルールだわ」

「そうだよ！」

　セヴランは大声で断言した。

「モームはあんなに立派な角を持ってるのに！　獅子三頭を一人で追い払うくらい勇敢なのに、《水牛》の男たちが変身してやる力比べに出場しないなんて間違ってる！」

　その剣幕にまたもモームは押されそうになり、苦し紛れに抗議した。

「参加する、しないは、わしの自由だろう。どうしてそこまで向きになるんだ」

　セヴランはもどかしげな表情で言葉を探していたが、慌ただしく画帳を取り出すと、さっき描き込んだばかりの頁ページを開いて差し出した。

「見ろよ。これがきみだよ」

　そこには達者な線で水牛が描かれていた。

　身体はたくましく、顔つきは凜り々りしく、角は鋭く勇ましく反り返っている。モームの眼から見てもすばらしい『美男』だが、これが自分と言われても納得できなかった。首を傾げた。

「絵描きの、贔屓ひいき目めにも程があると思うが……」

「違うね。ぼくは絵描きじゃない。見たままを写し取るだけだ」

「いんや。立派な、絵描きだ。美化が過ぎる」

　セヴランは苛いら立だちのあまり頭をかきむしり、地団駄を踏んだ。

「きみは鏡を見たことがないのか！」

「形態変化した状態では、ないな。どこにそんな大きな鏡がある？」

「川や泉に自分の姿を映したりもしないのか？」

「昔は、やったな。形態変化ができるようになった《水牛》はみんなやることだ」

　ただ、その時は男でも角はまだ小さく、身体もそんなに大きくはない。

　水に映った己の姿を見て、これが自分かと納得したにすぎない。年が過ぎると、貧弱だった角も段々と大きく鋭くなっていったが、いつも見ているものなので特別な感慨はないのだ。

「絵の具の、無駄だ。牛の形の飾りなど、いくら無形種のご婦人が物好きでも売れないぞ」

「そうじゃないったら！」

　頑として自分の言い分を変えないモームにセヴランは焦じれったそうに身を捩り、その様子を気の毒に思ったのか、横からマァサが控えめに言った。

「わたしはセヴランの写生は確かだと思う。この絵はモームにそっくりだわ」

「ほら！　きみを自分の眼で見たことのある人はそう言うんだよ。知らないのはきみだけだ」

　セヴランは勝ち誇ったように言ったが、モームは複雑な顔で沈黙しただけだった。




　ペッロの村に着いた時は既に夕闇が近づいていた。

　セヴランは大いなる期待を込めてマァサの家の裏庭を掘り返したが、取り出した真珠は皆、粒が小さく、地面に埋められていたせいですっかり輝きが失うせてしまっている。

　素人のモームの眼にもこれでは売り物にはならないと推察がついた。セヴランの落胆ぶりは傍はた目めにもわかるくらいだったので、マァサは申し訳なさそうに言ったものだ。

「期待させてしまって、ごめんなさい」

「とんでもない。マァサが謝ることはないよ。ただでもらおうとしたぼくがいけない」

　マァサはせめて埋め合わせをしようと思ったのだろう。熱心に言ったものだ。

「美しい花を探しているなら、ユーティラの結婚式にぜひいらして。ブエルナロと同じ日なの。ペルニュスの花冠はとてもきれいだからきっと気に入るわ」

　セヴランは必ず見に行くと約束した。

　その夜、モームとセヴランはマァサの伯父に饗きよう応おうを受けた。

　マァサの伯父のオージェンはペッロの村長で、若い頃は無形種の社会に暮らしたこともある。

　オージェンはその世界からやってきた客人に興味を持ち、セヴランにも好感を持ったようで、丁重にもてなしてくれた。

　食事の席にはオージェンの弟でマァサの父であるオーヴィルも加わった。

　彼も共通語を巧みに使う人だから、その夜は『異国』の会話で盛り上がったのである。

　オージェンもオーヴィルも無形種がありがたがる宝飾品のことは知っていたが、自分たちが何気なく捨てていた貝の石がそんな値打ちものだとは思っていなかったらしい。

《水牛》は基本的に親切な種族なので、二人ともこんな遠くまでやってきたセヴランに同情し、真珠が駄目になってしまったことを残念がっていた。

「ブエルナロには他の村の連中も大勢来るから、彼らにも聞いてみよう」

「ありがとうございます。突然お邪魔したのに、こんなにしていただいて……」

　思いがけない申し出にセヴランは恐縮しきっている。

「なあに、これも何かの縁だ」

「そうとも。二、三ヶ月ゆっくりしていかれるといい」

　セヴランが慌てて言った。

「いえ、そこまでは甘えられないです。故郷に仕事もありますから。ですけど、ブエルナロは見てから帰りたいと思ってます。部外者が見学してもかまいませんか？」

「もちろんだ。我ら《水牛》の晴れ舞台だからな」

「今度のはブエルナロだけだが、女おんな試じ合あいのナチェッラもなかなか見どころがあるぞ」

「女の人も変身して戦うんですか!?」

　セヴランには女性が格闘に興じるのは信じがたいことだったが、二人とも笑っている。

「いかにも。去年の祭りでは娘のマァサが準優勝だった」

　人間の父親なら『娘だてらに』とか『おてんばで困る』とか言って顔をしかめるところだが、オーヴィルにとって娘の強さは誇らしいことなのだ。露骨な自慢をしないように謙虚な態度を取ってはいるものの、得意そうな顔は隠しようもない。オージェンも同様だ。

「姪めいは強いぞ。若い男なら一撃で跳ね飛ばす。今年は優勝を狙うと張り切っている」

　そう言って、オージェンはモームに眼をやった。

「おまえもそろそろ身を固める頃合いだろう。今度のブエルナロには他の村の娘も大勢来る。よさそうな娘を見繕ってはどうだ」

「わしには、まだ早いです」

　話の流れが流れだけにちょっとどぎまぎしながら答えたが、オージェンはモームの思惑とはまったく異なることを今度は弟に言ったのである。

「そんなことはないさ。なあ、オーヴィル。確かマァサも結婚が決まったんだろう」

　料理を取りかけていたモームの手が止まった。

　セヴランがちらっとモームを見やる。

　オーヴィルは二人の様子には気づかず、笑いながら首を振った。

「それがまだなんだ。この間のナチェッラで、パウルスク村のラルスが娘を見み初そめたらしくて、申し込まれたようなんだが、すぐには返事をしなかったらしい」

　オージェンが嘆き声を発して膝ひざを打った。

「何が気にいらんのかなあ。ラルスは申し分のない青年じゃないか。おまえからも何か言ってやったらどうだ」

「うむ。あまり待たせるのは彼に悪いとは言った。今度のブエルナロがいい機会になるだろう。ラルスもやって来るからな」

「おお、それはいい。ラルスもマァサの前でいいところを見せようと張り切るだろう。しかし、親の心子知らずとはよく言ったものだ」

　兄の言葉にオーヴィルはしみじみ頷うなずいたものだ。

「まったく。娘の決めることだから急せかすのはよくないと自制する反面、頼むから早く立派な花婿を連れてきてくれと思う。矛盾しているのはわかっているが、はらはらさせられる」

「無形種の世界でもそうでしょうかな？　お客人」

　話を振られたセヴランは考えながら答えた。

「そうですね。そういう親心には異種人類も無形種も関係ありませんが、こちらの親御さんがお嬢さんの意思を尊重して、お嬢さんの選択を尊重されるのはすばらしいことだと思います。ぼくたちの社会では親に反対されると、まず結婚できませんから」

「いやいや、お客人。誤解なきよう」

　オージェンが言えば、オーヴィルも力強く断言した。

「わたしが娘の考えを尊重するのは、娘にはしっかりした判断ができると信じているからです。ラルスがろくでもない男だったら、もちろん反対しますとも」

　その顔からも口調からも、娘とラルスが結婚してくれることを彼が願っているのは明らかで、モームはますます何も言えなくなった。




　饗応の後、セヴランとモームは客用の家に案内された。

　遠方からやって来る客人を迎えるために《水牛》の村にはこういう家がよくある。

　村の者が灯りを灯ともしておいてくれたので、知らない家でもまごつくことはなく、部屋の中がすっかり見渡せた。入口を入るとすぐに広々とした空間があり、寝台がいくつか並んでいる。

　客用の家だからか、壁に掛かっている鏡の枠は花や小鳥を螺ら鈿でんで描いた贅ぜい沢たくなものだ。

　家に入ったセヴランは真っ先にこの鏡に飛びついて、見事な螺鈿細工を鑑賞した。

「きみの家にあった短剣も立派だけど、これもすごいね」

「それは、わしがつくった」

「きみが？」

　セヴランがあんまり意外そうな顔で振り返るので、モームは逆に問い返した。

「おかしいか？　螺鈿だけではない。家もつくるぞ。わしの家は、わしが建てた」

「ちょっと待った。《水牛》の男はみんな螺鈿をつくったり家を建てたりするのかい？」

「家は、ほとんどの男が建てる。螺鈿は、わしの趣味だ」

「これで趣味なのか!?」

　セヴランはますます驚いたようで、真剣な眼で鏡の縁に見入ったのである。

「これなら立派に店舗で、それもかなりの値で売れるよ。すごいじゃないか。一級品の腕だよ。趣味で収まるような技ぎ倆りようじゃないぞ……」

「そりゃあ、数をたくさん、つくったからだろう」

　モームは螺鈿を、主に親しい人への贈り物としてつくっている。

　親類や友人が結婚したり子どもが生まれたりするたびに、せっせとつくり続けてきたので、自然と腕前も上達するというものだ。

「この鏡も？」

「ああ。以前、この村に大おお伯お母ばが住んでいてな。身体を悪くして、外そと出でも不自由になったので、少しでもなぐさめになればと思って贈ったものだ。小鳥や花が好きな人だったからな」

　大伯母が亡くなって以来、ここに飾られているのだとモームは説明した。

「この村に親しん戚せきがいるなら、マァサのことも昔から知ってるんだね」

「ああ、よく知っている」

「今日はマァサとデートだったんじゃないのかい」

「デートとは……逢あい引きのことか？」

「そうだよ。間に挟まれて気まずかったよ、言ってくれれば遠慮したのに」

「考えすぎだ。わしとマァサは別に……何というか、言い交わした間柄ではない。今日だって、偶然一緒になっただけで、特に約束したわけではないんだ」

　いつも以上にモームの言葉は歯切れが悪い。

　セヴランはそんなモームをからかったりはしなかった。真顔になって、好奇心だけではない表情を浮かべて、断定的に言ったものだ。

「どうして申し込まないんだ。モームはマァサが好きなんだろう」

「…………」

「まさか、その図体で好かれている自信がないなんて言わないでくれよ」

「半分くらいは、そうだ」

「その図体で？」

　図体は関係ないだろうとモームは不満に思ったが、セヴランはもどかしげに訴えた。

「何をぐずぐずしてるんだよ。ラルスのこと聞いただろう」

「わしは、ラルスを知らん。──それに、誰と結婚するかはマァサが決めることだ」

「きみは本当にそれでいいのか？」

「…………」

「確かに決めるのは彼女だ。今のきみには口出しする権利も資格もない。だからってマァサがラルスを選んでも、本当にモームはそれでもかまわないのか」

「むぅ……」

　言葉に詰まった時の癖でモームは低く唸うなり、そのまま考え込んだ。

　セヴランは急せかしたりしなかった。

　気の長い《水牛》が根負けするまで、モームが口を開くのを辛抱強く待っていた。

「昼間の、獅し子したちを見ただろう」

「ああ。雄ばかりだったね」

「あれは、群から追い出された雄たちだ。野生動物の世界は単純だ。強ければ雌を得られる。弱ければ相手にされない。それで終わるが、人間の世界はそうはいかない」

「それなら、きみたちの間では強さ以外の何が必要なんだ？」

　ずばりと訊きかれてモームは再び長考に入り、慎重に答えた。

「わしは、たいせつなのは、心と心が合うことだと思っている」

「賛成だ」

　セヴランは力強く頷いた。

　確かにそれが一番たいせつなことだった。

「きみはマァサと心が通じていないと思っているのかい？」

「……わからん」

　正直に言えば、モームはこの問題をそこまで深く考えたことがなかった。マァサの姿を見て、言葉を交わすだけで嬉うれしく、楽しかったし、ほのぼのと胸が温かくなる気持ちになれる。

　それで充分満足だったからだが、セヴランは厳しい口調でモームの姿勢を批判した。

「クリアしなければならない条件がそれだけなら、きみはとんだ横着者だぞ」

「ほう？」

　何か気に障ったのかと思っていると、セヴランは胸のポケットから小さな額に入った写真を取り出した。はにかんだように微笑している、若く愛らしい娘の写真だった。

「ロレーヌだよ」

「恋人か？」

　セヴランは頷いて、愛いとおしそうに写真に触れた。

「ぼくは彼女を愛してる。彼女もぼくを愛してる。きみの言葉で言うなら、ぼくたちは本当に心が通じあってる。だけど、ぼくたちはそれだけでは結婚できないんだ」

「なぜ？」

「ロレーヌの父親に結婚を反対されてる」

「なぜ、反対なんだ？」

「ぼくには身分も財産もないからだよ」

　ロレーヌの父親のモンクレール氏は役所に勤める下級官吏で、クレストの堅実な市民であり、それなりに裕福で安定した生活を送ってきた人だ。

　氏から見ると、セヴランはどんなに腕がよくても一介の職人に過ぎない。

　きみの人物には何ら不満はないとモンクレール氏は明言し、その上で、大事な娘を嫁がせる男としてはそれだけでは不足なのだと言い切った。

　娘に要らぬ苦労はさせたくないのだと、娘の結婚相手にはそれだけの財力が必要だと。

「ロレーヌは、なんと言ってるんだ？」

「ぼくがどんなに貧しくてもかまわない、ぼくと結婚したいと言ってくれてる。だけど、若い女の子が父親の反対を押し切るのは大変なことなんだよ。それに、モンクレールさんは一つも間違ったことは言ってない」

　娘の身を案じる氏の言い分は至極まっとうなものだ。

　セヴランとてロレーヌに生活の苦労をさせたいとは思わない。

　そこでセヴランは一年間だけ待ってくれとモンクレール氏に訴えた。

　その間に何としても自分の店を持ち、商売を軌道に乗せてみせる。そうしたらロレーヌとの結婚を許してほしいと懇願し、氏もセヴランの意気を汲くんで、一年は待つと約束してくれた。

　ただし、一年経ってもセヴランの身しん代だいに変化がなければ娘のことは諦あきらめろとも言った。

　その時はロレーヌは他の男のところに嫁がせると。

　セヴランは必ず立派な身代となってロレーヌを迎えに来ると誓ったのである。

　何の当てもなくこんなことを言ったわけではない。独立は前から考えていたことだったし、資金提供者になってくれる人物も既に見つけてある。

　その人物はクレストの貴族で、店の上客でもあった。セヴランのつくる宝飾品をとても気に入って、独立する気があるなら支援しようと具体的な申し出までしてくれている。

　しかし、利益が出ないとわかっている投資をするほど、その貴族もお人ひと好よしではない。

　だから、セヴランはまず資金提供者の貴族が納得するだけの図案デザインを提示しなくてはならず、資金援助を受けた上で、他の客にも売れるだけの作品をつくらなくてはならず、さらに商売が順調に行って、初めてロレーヌを迎えに行くことができるのだ。

　楽な道ではない。むしろ非常に険しい道のりだが、セヴランはやり遂げる覚悟だった。

「ぼくには彼女しかいないんだ。彼女を失うことなんて、ロレーヌが他の男と結婚するなんて考えたくもない。それに比べたら、きみは遥はるかに恵まれてるよ」

　モームは頭を抱えて唸った。

「簡単に言ってくれるが……わしはなあ、このとおり口もうまく回らんし、見てくれもぱっとせんからなあ」

「何を言ってるんだ。きみは美しいよ、モーム。奥地に入って野生の水牛を何頭も見たけど、ぼくが今まで見た中で一番きれいで、一番立派な角を持っている《水牛》がきみなんだ」

　あまりにも熱烈な賛辞に、モームは驚くでなく照れるでもなく吹き出してしまった。

「褒めてくれるのは嬉しいが、それは言い過ぎだ」

　本心から言ったのに、セヴランは大げさに嘆息している。

「きみは本当に一度も容姿を褒められたことがないのか？」

「ない」

　そんなことは鏡を見ればわかるのに、セヴランはどうしても納得できないらしい。

「リザの村の《水牛》は眼がどうかしてるんじゃないか？」

　それはこっちの台詞せりふだとモームは思った。何を間違ってセヴランがこうまで自分を賞賛してくれるのかさっぱりわからないのだが、彼は見たところ真剣に言っている。

「《水牛》の女の子が結婚相手に何を求めるのか知らないけど、モームは二度もぼくを助けてくれたじゃないか。溺おぼれたぼくを助けてくれたのもモームなんだろう。あの時ぼくは神の牛が現れたと思ったよ。それだけじゃない。きみはあんなにきれいな螺ら鈿でんをつくれる。立派な家も建てられる。何よりきみ自身が息を吞のむほど美しいのに！　他にいったい何が必要なんだ？」

　モームは今度こそあんぐりと口を開けてしまった。

　ここまで来ると相手の正気を疑うしかなかったので、真面目に尋ねた。

「視力もそうだが、気は確かか？」

「こっちの台詞だ、石頭！　一度そのブエルナロに出てみろよ。そうしたらみんな間違いなくきみの顔と名前を覚えるのに、どうして出場しないんだ？」

「言ったはずだぞ。人には向き不向きがある」

　それ以前に、強引に出ろと言われると意地でも出たくなくなるものだ。この時点では断じて出場するつもりはなかったが、その決意が翻ったのはブエルナロの当日だった。










　ペッロの村は遠方からやってきた《水牛》たちで賑にぎわっていた。

　みんな食料持参で天幕まで用意して来るので、村の人口が一気に増えている。

　午前中にはユーティラの結婚式が行われた。ペルニュスの花冠を被かぶって晴れ着に身を包んだユーティラは輝くばかりに美しく、幸せそうでもあった。

　明日になれば彼女は遠く離れた村に嫁いでいくので、ペッロの村の娘たちはユーティラとの別れを惜しみ、彼女の幸せを願ったのである。

　モームもセヴランもその場にいたが、二人とも花嫁はそっちのけだった。セヴランは花嫁の冠を熱心に写生していたし、モームは花嫁の付き添いのマァサをじっと見つめていた。

　今日はマァサも華やかにおしゃれしている。

　結婚式が晴れの日なのは無形種だろうと異種人類だろうと変わらない。参列する女性たちが（花嫁より目立たない程度に）装うのも同じことだ。

　野の良ら仕事用の作業着を着ていてもマァサはきれいだとモームはいつも思っていたが、今日の彼女は別人のように美しく、胸が騒ぐのを覚えながらうっとり見み惚ほれていたのである。

　式が終わると披露宴となり、モームとセヴランもお相伴に与あずかった。

　村全体が披露宴会場と化したようで、至る所で音楽が鳴り、唄うたや踊りが披露されている。

　賑やかな雰囲気を楽しんでいると、マァサが二人の元に近づいてきた。

「来てくれてありがとう。──ペルニュスの花は気に入った？」

「もちろんです！　白くて大きな水仙みたいで、豪華なのに透明感もあって、すごくきれいだ。あ、でも、花だけ見てたわけじゃないですよ。花嫁さんは本当にきれいで幸せそうです」

「ユーティラに話しておくわね。混血の人が見てもきれいな花嫁だったって。きっと喜ぶわ」

　察するにユーティラには共通語の素養がないのだろう。

　モームはラルスの求婚のことをよほどマァサに尋ねたかった。

　それを聞いてどうすると自問する気持ちも同時にあった。結局、黙っているしかなかったが、セヴランは遠慮も何もあったものではなく、至って率直に訊きいたのである。

「先日オーヴィルさんに聞いたけど、マァサにも結婚話があるんだってね」

　モームがじろりとセヴランを睨にらんだのは言うまでもないが、マァサはそのことには気づかず、困ったように苦笑した。

「そんなこと言ったの。お父さんったら、おしゃべりね」

「いいじゃないか。オーヴィルさんはその人のことを立派な青年だと褒めてたよ」

「そうね。ラルスはとてもいい人よ。──でも、お断りするつもり」

　モームの身体から一気に力が抜けた。

　我ながら情けないほど安あん堵どしたが、やはり口は開かなかった。

　セヴランが期待に満ちた眼まな差ざしをモームに向けてくる。

　彼の言いたいことはさすがにわかる。今が好機チヤンスだというのだろうが、モームも弁解がましい眼で応じるのが精一杯だった。

　よく言えば他人のセヴランの眼の前で結婚の申し込みなどできるかという当然の心理であり、悪く言えばマァサにラルスの求婚を受ける意志がないのならそれでいいという事なかれ精神だ。

　我ながら情けないと思うが、今のモームには決めかねたのである。

　口くち籠ごもっている間にマァサがちょっと失礼と言って離れて行き、入れ替わりにオーヴィルが二人に声を掛けてきた。

「やあ、お客人、ようこそいらっしゃった。あれからずっとリザにいたのかね？」

「いいえ、あちこち足を伸ばしてました」

　真珠を探してのことではない。モチーフ探しのほうだ。

　成り行き上、モームもそれにつきあっていたので、この十日、ほとんど村に帰っていない。

　オーヴィルは遠方の村から来た友人と一緒だった。この人物も共通語を解する人だったので、共通語を母語とするセヴランと話せることをとても喜んだ。

　言葉は生き物で、どんどん新しくなる。練習しないと忘れてしまうものでもある。

　四人でしばらく共通語で談笑していると、その友人が何気なくオーヴィルに尋ねた。

「娘さんと話しているあの若者は誰だね？」

「ああ、あれはパウルスクのラルスだ」

　モームの眼が自動的にそちらに向いたのは言うまでもない。

　楽しそうに笑っているマァサの横顔と、マァサの前に立つ若い男が見えた。

　その若い男も笑ってマァサと話していた。オージェンはラルスなら申し分ないと評したが、確かに立派な風ふう采さいの青年だった。

　背が高く、なかなかの美男子で、陽に焼けたたくましい体たい軀くをしている。

　何よりマァサを見つめる彼の眼差しは熱く、深く、真しん摯しな愛情に満ち溢あふれている。

　その顔を見てわかった。

　ラルスにはマァサを諦あきらめる気はない。

　マァサは断るつもりだと言ったが、彼はきっと引き下がらない。

　その事実がモームの身体に信じられない力を注いだ。

《水牛》は日頃の動きは遅く、長考の傾向がある。モームは特にそうだ。お世辞にも俊敏とは言えないが、ひとたび意を決した時の勢いは眼を見張るものがある。

　マァサが友達に呼ばれて行き、ラルスが一人になると、モームは無言で歩き出した。

　セヴランが慌てて後を追ってきたのはわかっていたが、一度も後ろを振り返らず、ラルスに声を掛けていた。

「わしはリザのモーム。午後のブエルナロで、わしと戦ってもらいたい」

　社交辞令も何もあったものではない、恐ろしく率直な申し込みだった。

　己の口から出た言葉にモームは実のところ驚いていたが、ラルスも同様に感じたらしい。

　初対面のモームを値踏みするような眼で見つめ、端的な疑問をぶつけてきた。

「突然言われても困る。俺は去年の祭りで三位だった。今日は最終戦に出ることになっている。リザのモームの名は今まで一度も聞いたことがないが──俺とまともに戦えるのか？」

　ブエルナロは《水牛》の男なら誰でも参加できるという性質のものではない。

　形態変化した時の身体の大きさ、角の鋭さがそのまま勝敗に直結するからだ。

　身体が小さければ最初から勝負にならない。さらに言うなら、強い者ほど後で登場するのがブエルナロの通例である。

　大事な結びの一戦に、あっという間に決着がつくほど実力差があっては困るというラルスの言い分はもっともだったが、モームは短く答えた。

「やってみなければ、わからん」

　争いが嫌いなモームは同族と戦ったことは一度もないが、客観的に言って身体の大きさでは他の誰にも引けは取らないと思っている。

　頑として退く気のない態度を見て、ラルスは敏感に事情を察したようだった。

「一つ尋ねたい。モームはマァサの何だ？」

「わしは、マァサの何でもない」

「では、なぜ？」

「なぜでも」

　ぶっきらぼうな答えをどう思ったのか、ラルスはモームを見つめて、短く言った。

「わかった。組み合わせを変えてもらおう」

　二人は《水牛》の言葉で話していたので、ラルスが離れて行くと、後ろで待ちかまえていたセヴランが慌ただしく尋ねてきた。

「彼に何を言ったんだ？」

「ブエルナロを申し込んだ」

　セヴランが呆あつ気けに取られた顔になる。

「それって、勝ったほうがマァサを取るってことか？」

　モームは不快感を露骨に表してセヴランを見下ろした。

「それは、野生動物のすることだと言ったはずだ。人ひ間とはそんな野蛮な真ま似ねはしない。第一、マァサが納得しない。無形種の間ではそんなことがまかり通るのか？」

「昔はまかり通っていたらしいね、残念ながら。──今はもちろんそんなことはないよ」

　二人の男が一人の女性を望んでいるのなら、選ぶ権利は女性にあるのだ。

　戦って勝った男が無条件に女を取るという理屈は現代では通用しない。男にできるのは手を替え品を替え己の魅力を訴えることくらいだが、モームにはそんなつもりもなかった。

「わしらのうち、どちらが勝とうと、マァサには関係ないことだ」

「じゃあ、どうしてラルスと戦おうと思ったんだ？」

「……わしにも、わからん」

　それは噓偽りのないモームの本心だった。




　やがて中央の広場でブエルナロが始まった。

　セヴランが気づいた時には既に人だかりができており、慌てて駆けつけると、二頭の雄牛が広場の真ん中で激しく角をぶつけ合っていた。

　二頭ともやっと角が反り返ったばかりの姿である。まだ若い《水牛》だろうが、その体重は少なく見積もっても六百キロはある。近くで見ると圧倒的な迫力と存在感だ。

　決着はなかなか付かず、二頭はいったん広場の端と端まで離れ、先日のモームのように頭を低く下げて相手めがけて突進し、角と角をぶつけあった。

　セヴランは初めて見る《水牛》の戦いに眼を丸くしていた。

　そこにいるだけでも息を吞のむほど大きいのに、その巨体が地響きを立てて進み、激突する。

　あの角の攻撃をまともに食らったら大怪我は免れないが、《水牛》にとってこれはあくまで力試しの勝負であって死闘ではない。何度か激突した後、一頭が頭を下げて後ずさった。

　もう一頭は四肢を踏ん張り、頭を反らして動かない。

　これでこちらの勝ちとなったらしい。

　勝ち負けの基準がよくわからず、首を捻ひねっていると、裸体に腰布を巻いただけの男が二人、広場の両端から進み出て、次の試合が始まった。

　二人とも二十歳そこそこの若者である。審判らしき人物もいるが、特に開始の合図もなく、二人ともあれよあれよという間に巨大な《水牛》へと姿を変えた。

　変化の途中で腰布は自然と地面に落ちる仕組みである。

　これを女性もやるのかと思うと、セヴランとしてはちょっと複雑な心境だった。

　異種人類、それも人前で形態変化する種族は特に裸に対する抵抗がないのは知っているが、自分とロレーヌが《水牛》だったとしても、自分の恋人には出て欲しくない競技である。

　それとも《水牛》の男は感覚が違うのかもしれないと考えていると、マァサが慌てた様子でやって来て話しかけてきた。

「セヴラン。モームが出場するって、知ってた？」

「ああ、さっき突然決めたんだよ。ラルスと戦うらしい」

　マァサの顔には狼ろう狽ばいと強い不安が現れている。

「危ないわ。モームは一度もブエルナロに出たことがないのに……」

「そこが不思議なんだ。ぼくの偏見かもしれないけど、この競技って《水牛》の男なら誰でも参加するのが当然みたいな空気じゃないの？」

「いいえ、それは無理よ。体格の問題もあるし、《水牛》には穏やかな性格の人も多いから。──モームもそうなの。昔からおっとりして、人と争うのをいやがる人だった」

「それなのに出てみないかってモームに勧めたのかい？」

「あれは……わたしのお節介だったの」

　マァサはちょっと気まずそうに言ったものだ。

「モームはとても立派な雄牛に変化するから。──見ればわかると思うけど、わたしたちにはかなりの個体差があって、ブエルナロもナチェッラも誰でも参加できるというものじゃないの。わたしの知り合いに、闘志は誰にも負けないけど、身体の小さい男の子がいるのよ。もちろんブエルナロに参加できないからってその子の値打ちが変わるわけじゃないけど、本人はとても悔しがっていてね。自分がもっと大きかったら絶対に優勝してみせるのにって憤慨してたわ」

　比べると、モームは充分に大きな身体を持ちながらブエルナロに興味を示さない。

　一度くらい出てみてはどうかと勧めたくなるのは当然の人情というものだ。

　セヴランは力強く頷いたのである。

「お節介で上等だよ。そういう時は親切の押し売りをしていいんだ。ここに出ている人たちと見比べても、この間のモームのほうがずっと立派だったのは間違いないんだから」

　今日初めてブエルナロを見たセヴランが自信ありげに言うので、マァサは苦笑した。

「わからないわ。まだ若い人ばかりだもの。これからもっと大きな人たちが出てくるわ。でも、身体が大きくても小さくてもいざという時には勇敢に戦うのが《水牛》よ。女の子でもね」

　それがマァサの自負であり、誇りでもあるのだろう。

「勝ち負けがよくわからないんだけど、頭を下げて後ろに下がったら負けなの？」

「いいえ。どちらかの闘志がなくなったら負けよ。──ほら、見て。まだ勝負はついていない。彼はまだ戦う気だわ」

　広場では、激突した一頭が足をもつれさせながら後ろに下がるところだった。

　先程と同じように頭を低くしているが、もう一頭も鼻息を荒くしながら同様にしている。

　しばらく睨にらみ合った二頭は再び地響きを立てて突進し、角と角とをぶつけあった。しかし、今度はその衝撃に耐えきれず、先程足をよろめかせたほうが『うなだれて』大きく後ずさった。

　もう一頭は誇らしげに頭を反らしている。

　うなだれたほうは広場から出て行く途中で人の姿に戻り、観客から腰布を受け取った。

　それを見届けてからもう一頭も人の姿に戻り、こちらは歓声とともに迎えられたのである。

「ね？　闘志がなくなって、形態変化を解く意思を見せて、初めて負けなの」

　つまり、どちらかが『負けました』と態度で示さないと終わりにならないのだ。

「両方とも負けを認めなかったら？」

「だから審判がいるのよ。滅多にないけど、時々頭に血が上って止まらなくなる人もいるから、そういう時は割って入って止めるの」

「審判も大変なんだね」

　そんな話をする間も試合は進み、マァサが言ったように出場する《水牛》の身体はどんどん大きくなっていった。比例して戦いも激しさを増していく。

　必然的に戦う場所も広く必要になるが、観客はちゃんと心得ていて、邪魔にならないように後ろに下がっていった。

　何しろ小山のような《水牛》同士の戦いである。

　充分に距離を取って離れないと、見物するにも危険すぎる。

　同じ《水牛》でさえ巻き添えにならないように用心するのだから、ごく普通の人間に等しいセヴランはひやひやしていた。それでも興奮を抑えられず、激しい戦いに見入っていた。

「モームとラルスが戦ったら、マァサはどっちが勝つと思う？」

　急な質問に戸惑いつつも、マァサは《水牛》らしく慎重に考えて首を振った。

「わからない。モームはきっと強いと思うけど……ラルスもとても強い人よ。ワロンヌ平原の《水牛》の中でも五本の指に入る人だわ」

　彼女の声には多分に不安の響きも混ざっていた。

　なんと言っても初心者と熟練者の戦いである。

　マァサの心配はもっともだったが、セヴランは励ますように言っていた。

「大丈夫。モームは負けないよ」




　二人が固かた唾ずを吞んで見守る中、一番最後にモームとラルスが広場の端に登場した。

　遠方から来た《水牛》たちもざわついている。ラルスはブエルナロではおなじみの顔だが、モームは初めて見る顔だったからだ。

　リザの村の住人が、あれはうちのモームだと他の村の《水牛》に説明しているが、この時のモームにはそんな同胞の姿は見えていなかった。声も聞こえなかった、

　意識していたのは正面に立つラルスだけだ。

「ぬううぅ……ん」

　ひときわ気合いを入れて形態変化した。視界が幾分低くなり、地面が近くなる。

　モームは自分で自分の姿を見ることはできないが、その姿を見た観客の口から歓声が上がり、ざわざわと静かなどよめきが広がっていった。

　セヴランには《水牛》の言葉はわからないが、それが感嘆と賞賛を示すものだということは説明を受けるまでもない。

「みんな驚いてるね」

　思わず囁ささやくと、マァサも興奮した声で囁き返してきた。

「そうよ。驚いて感心してる。なんて立派な雄牛だって」

　形態変化したラルスも、これは侮れない相手だと一目で見極めたらしい。

　頭を低くして攻撃態勢に入った。

　モームも緊張の面持ちでラルスと向き合い、間合いを計っていた。

　モームにとっては生まれて初めてのブエルナロである。

　先日のように、野生動物に襲われそうになって形態変化したことなら何度かあるが、まさか同族とこんなふうに対たい峙じする時が来ようとは思ってもみなかった。

　今までモームが形態変化する時といったら、農繁期に耕具を引く時が主だったから、経験の差は如何いかんともしがたい。まずは最初の激突に耐えられるかどうかが勝負だ。

　観客席のマァサがセヴランに同様の説明をすると、セヴランは眼を剝むいて訊き返した。

「耕具ってもしかして……あの、くびきを掛けて使う鍬くわや鋤すきのこと？」

　途中、『家畜に』という言葉をすんでのところで吞のみ込んでいる。

「そうよ。モームも自分の畑を持っているから農繁期には耕具を引くの」

　自分で耕具を装着して畑を耕す牛って……と呆あつ気けに取られながら、セヴランはまた訊いた。

「じゃあ、こっちの耕具って、みんな一頭引きなんだ？」

「いいえ、二人用もあるわよ。わたしは友達と一緒にそっちを使ってる」

　質問に答えながらも、マァサは緊張の面持ちで広場を見守っていた。

　両者とも際だって立派な体たい軀くである。角の大きさも同じくらいだ。

　となれば、後は純粋な力量の勝負になる。

　間合いを窺うかがっていた二頭の《水牛》は前足で地面を軽く掘り、頭を低く下げて同時に突進し、広場の真ん中で激突した。

　角と角とがぶつかり合う、凄すさまじい音が響いた。

　まさに大地が震動したようだった。

　モームの視界は一瞬、真っ白になった。

　生まれて初めて味わう衝撃に意識が飛びそうになる。

　九百キロの身体がぐらついたが、四肢を踏ん張って堪こらえた。

　視界はすぐに元に戻った。真っ先に見えたのは鼻息を荒くするラルスの顔だった。

　その熱い息が顔に掛かる。角と角をがっちりつき合わせているのだから互いの息の荒さまで感じ取れる超至近距離だ。

　押されていることに気づいて、モームは咄とつ嗟さに後ろ足に力を籠こめた。

　ブエルナロは初めてでも力で劣るつもりはない。

　重い荷物を引く時のように腹に力を入れ、肩を怒いからせて思いきり押し返した。

　ラルスの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。彼もまた並々ならぬ手て応ごたえを感じたのだろう。

　互いに角と角を絡めるようにしてしばらくもみ合った後、二頭の雄牛は身体を離して後ろに下がった。第二の突撃を仕掛けるためだ。

　懸命に呼吸を整え、次の突撃に備えながら、モームは、自分がなぜ唐突に戦いを挑んだのか、その理由がおぼろげながらわかった気がした。

（わしは、この男に負けたくないのだ）

　モームは無意識のうちに激しく尾を振っていた。戦意を鼓舞するためだ。

　眼の前でラルスが同じようにしている。

　助走を付けて突進する。巨体を揺らして真っ黒な小山が走る。

　ラルスの姿が目前に迫り、獅し子しをも殺せる《水牛》の角と角が激突し、またしても凄まじい音が鳴り響いた。

　モームは今度は意識を飛ばさなかった。全身の力を振り絞って、ラルスを倒そうと力任せに押したが、ラルスも一歩も引かない。眼を血走らせたラルスの顔がすぐ眼の前にある。

　ぶつかった角を通してラルスの気き魄はくが伝わってくる。

　モームも同じだった。

（負けるか！）

　全身にかっと血が上るようだった。




　この時の戦いは結局、引き分けで幕を閉じた。

　何度も広場の中央で激突し、互いの顔が血だらけになるまで攻撃し合ったが、決着がつかず、あまりにも勝負が長引いたため、審判が時間切れとして『引き分け』を宣言したのだ。

　その時にはモームもラルスもろくに身体が動かないのに、意地だけで戦い続けているような状態だったから、適切な判断だったと言える。

　引き分けの宣告を受けて、二人は同時に変身解除した。

　お互い疲労困こん憊ぱいのあまり、立っているのがやっとだった。そんな状態でも、ラルスは最後の力を振り絞ってモームに宣言したのである。

「次の祭りで、決着をつけよう」

　肩で息をしながらモームも頷うなずいた。望むところだった。

　手に汗握っていた観客は、この終末に拍手喝かつ采さいを贈ったのである。

　結果こそ引き分けだったが、誰もが『今期一番の名勝負』と口々に称える戦いだった。

「いやあ、今度の祭りが楽しみになった」

「あんな伏兵がいたとはなあ……」

「リザのモームか。なぜ今まで出場しなかった。出し惜しみしていたのか？」

「あんなのがいるなら早く出してくれないと、祭りが盛り上がらないだろうが」

　抗議されているのはリザの村の住人たちだ。

　しかし、文句を言われても困る。彼らにとっても今回のモームの行動は予想外だったのだ。

　若い雄牛の中でも群を抜いた大きな身体をしているのはもちろん知っていた。強そうなのもわかっていたが、何しろ本人がちっとも乗り気でない。興味を示さない。

　それを一番よく知っているのは同じ村の人たちだったから、モームにどういう心境の変化があったのかとみんな首を捻ひねったのである。

　こうしてモームは一躍有名人になってしまった。

　なぜ今まで出場しなかったのかと初対面の人から異口同音に尋ねられ、リザの住人たちには、こっちがさんざん責められてとんだ迷惑だと笑いながら憤慨され、ひたすら苦笑するしかない。

　既に夕闇が迫る時間だった。村のあちこちに灯火が点ともり始めている。

　戦いの余韻を残したまま宴会となったが、あまりにも大勢の人に声を掛けられ、人に酔ってしまったので、モームは身体の火照りを冷ますために、そっと人の輪から離れた。

　村の近くを流れる小川まで行って、土手に腰を下ろす。

　誰もいない村はずれは静かで、夜風に当たるのは気持ちがよかった。

　遠くで賑にぎやかな喧けん噪そうがしている。自分が抜け出したことは誰にも気づかれていないようだと思っていたのに、誰かが近づいてきた。

　マァサだった。

　心中穏やかならぬモームとは裏腹にマァサは屈託なくモームの隣に腰を下ろし、心配そうにモームの顔を覗のぞき込んできた。

「身体は大丈夫？」

「なあに。たいしたことはない」

　そういうモームの顔も肩もラルスの鋭い角で深く傷つけられ、やっと血が乾いたばかりだが、《水牛》の男にとってこんなものは怪我のうちに入らない。しみじみと言った。

「ラルスは、強いな」

「あなたは初めてのブエルナロでそのラルスと戦って引き分けた。立派だわ」

　マァサは興奮冷めやらぬ口調で熱心に語った。

「観客の声が聞こえた？　みんな驚いて見み惚ほれていたわ。どこにあんな雄牛がいたのかって。リザの人たちだってそうよ。恥を搔かかされたなんて怒ったふりをしているけど、本当はみんな得意そう。あなたのことをリザの誇りだと思ってる」

　マァサの言葉がくすぐったくて、嬉うれしかった。面おも映はゆさを感じながらも、もっと聞きたいと思っていると、マァサは予想外のことを言ってきた。

「話って、なあに？」

「えっ？」

「大事な話があるって、セヴランに言ったんじゃないの？　ここで待っているって」

　突然のことにモームは焦った。セヴランの余計なお節介にちょっぴり腹も立ったし、大いに戸惑ったが、契機であるのも確かだったから、思いきって切り出した。

「……今度の祭りでも、ブエルナロに出てみようと思う」

「ええ、ぜひそうして。ラルスとあれだけ戦えるんだもの。次は優勝を狙えるわ」

　正直そこまでは考えていなかったが、もう後には引けない。モームは大きく頷いた。

「そうだな。やるからには優勝を狙おう」

「そうよ。今から練習すれば、あなたならきっと大丈夫」

「それで、あー……そのう、優勝したら……」

　モームはびっしょり汗を搔いていた。心臓が破裂しそうだ。さっきの勝負では開きなおって無我夢中で戦えたというのに、比べると今はへっぴり腰もいいところだ。

「優勝したら……リザに来てくれないか」

　マァサはきょとんとモームを見返した。

「別に優勝しなくたって、今でもしょっちゅう遊びに行っているじゃない。この間もグレイムおじさんとモエラおばさんに会ったばかりよ」

「……来て欲しいのは、わしの家だ」

　できれば、ずっと──と蚊の鳴くような声で恐る恐る付け加える。

　試合に要した以上の体力気力を振り絞ったというのに、これだけ言うのがやっとだった。

　我ながらあまりに情けなく、ふがいなさに呆あきれるが、意味は通じたと思いたい。

　マァサは呆あつ気けに取られたような顔で、黙ってモームを見つめている。

　その沈黙が恐ろしかった。やはり駄目なのかと絶望していると、マァサが微笑した。

「先を越されちゃった」

「え？」

「それはわたしが言うつもりだった。今度のナチェッラで優勝したら」

　モームは呆気に取られてマァサを見返した。

　耳を疑った。何を聞いたのか信じられなかったが、モームの驚きこそマァサには意外だったらしい。不思議そうに眼を丸くして、ちょっぴり不安そうに言ったものだ。

「いけなかったかしら？　わたしはモーム以外の人を考えたことはないんだけど……」

「わしもだ！」

　思わず大きな声でモームは言っていた。

「誓ってマァサ以外の人を考えたことはない。誓ってだ」

　マァサがほっとした顔で微笑んだ。

　見たこともないくらいきれいな笑顔だった。




　セヴランはブエルナロの直後、故郷へ帰っていった。

　新作のモチーフも充分集めたし、そろそろ故郷に戻って具体的な開業の準備に入らなくてはモンクレール氏との約束の期限に間に合わなくなるからである。

　一度リザの村に戻ってモームの家に置いていた荷物を引き取り、村人にも別れの挨あい拶さつをして、セヴランは東へ向かって出発した。

　モームも一緒に村を出て、難所の川を越えるところまでセヴランを送ってやった。

「ロレーヌと、うまくいくといいな」

「ああ、だいぶモチーフもたまったし、きっとこれで成功してみせるよ」
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「セヴランなら、やってのけるだろう。健闘を祈っている」

　餞はなむけの言葉を贈って、モームは麻でつくった小袋を差し出した。

「門出に、やる」

「何だい？」

　セヴランは不思議そうな顔で受け取った。掌てのひらにこんもりと載る小袋の中には、感触からして小石のようなものがたくさん入っている。

　麻袋の口を開けて、セヴランは絶句した。

　中にぎっしりと詰まっていたのは真珠だった。

　形も色も様々だが、なんと言っても大きい。御お弾はじきに使えそうなほどの大粒真珠ばかりが、ざっと見積もっても百粒はある。

「父も母も、物持ちのいい人たちだ。家の隅にちゃんと取っておいてくれた。わしの子どもの頃の玩がん具ぐだがな。──役に立つか？」

「……役に立つかだって？」

　セヴランの声は興奮と感激のあまり震えていた。

　泣きそうな顔でモームを見上げて言った。

「こんな……こんなにたくさん。もらっていいのか、本当に？」

「わしには、不要なものだ。持って行け」

　セヴランは掌の上の宝物を信じられないように見つめて、歓喜の叫びを発した。

「ありがとう、モーム。どんなに感謝しても足らないよ！　これだけ質のいい真珠がこれだけあればシャヴァネルの一等地に立派な店を構えられる！」

「それはあまり、賢いやり方ではないと思う」

　喜びに踊り出しそうなセヴランに、モームは淡々と言い諭した。

「ありったけの資金をつぎ込んで、うまく仕事がはかどらなかったら、すぐに生活に困るぞ。その石が高く売れるというのなら、蓄えておいて、少しずつ使うことだ」

「ずいぶん慎重なんだなあ。商売をやったら成功しそうだけど、時には冒険も必要だぞ」

　セヴランは茶化したが、モームは真面目だった。

「セヴラン一人なら、冒険もいいが、これからはそうはいかなくなる。わしにはマァサを養うつもりはないし、その必要もない。《水牛》の女は自分の食べるものくらい自分でまかなうが、無形種の男には妻と子どもを食べさせる義務があるのだろう」

　はっとなったセヴランだった。

　モームの言う通り、これからの彼の人生は彼一人のものではない。

　セヴランに求められているのはロレーヌを一生養っていく能力なのである。

「もう一つ、忠告するが、わしらの村に貝の石があることを無闇に人に言ってはいかん」

　まだ興奮を残しながらも、セヴランも真顔で頷うなずいた。

「──わかったよ。モームはその危険性を知ってるんだね」

「無形種が武器を持ってやって来たところで、わしらはかまわん。追い払うだけだ。しかし、死人が出るのは不幸なことだ。──わしらにとっても、彼らにとっても」

《水牛》には値打ちがなくても、真珠は無形種の間では高値で取引される、魅力的な品物だ。

　そして無形種の中には、欲に眼が眩くらむと何をしでかすかわからない種類の人間がいる。

《水牛》の村に真珠があることを知ったら、強引な手段を使って奪いに来かねない。

「誰にも言わないよ。約束する」

　モームはいつまでもセヴランの背中を見送り、セヴランは何度も振り返って手を振りながら東へ去っていった。




　その年、ワロンヌ平原で行われた《水牛》の祭りで、マァサはナチェッラで優勝し、見事、『ワロンヌ平原でもっとも強い雌牛』の称号を冠したのである。

　一方、モームはラルスには辛勝を収めたものの、決勝で敗退し、二位に終わった。

　しかし、二十三もの村の《水牛》が集まる祭りのブエルナロで、初出場で二位とは驚異的な成績だった。あれからリザの男たちを相手に猛練習を積んだからこその結果である。

　セヴランの予告通り、この日一日で、リザのモームの名はワロンヌ平原すべての《水牛》の知るところとなり、誰もがモームを賞賛したが、本人はがっかりしていた。

　マァサとの約束を守れなかったからだ。

　悔しさよりも脱力感のほうが大きかったが、全力を出し切って負けたのだ。悔いはない。

　これが今の自分の限界だと気持ちを切り替え、モームはマァサの優勝を称えた。

　マァサの強さはモームにとっても誇らしいものだったからだ。口数は少ないながらも彼女の勇姿に感嘆したことを伝えると、マァサは嬉うれしそうに微笑み、唐突に言ってきた。

「引っ越しはいつにしましょうか」

「え？」

「あなたの家によ。優勝したらそうする約束だったでしょう」

　絶句したモームだった。同時に慌てた。

　それは自分が来年の祭りで優勝してからのつもりだった。

　モームは口くち籠ごもりながらも律儀にそのことを告げたが、並み居る挑戦者を一人残らず退けたワロンヌ平原の覇者である雌牛は強かった。モームの動揺をあっさり笑い飛ばした。

「これでおあいこよ。言ったでしょう。本当は去年のうちに言うはずだったって」

「いや、しかし……」

　心は激しく躍っていたが、今回自分は負けたのだ。

　まだその資格がないと言おうとしたが、マァサはモームの躊躇ためらいを別の意味に取ったようで、不安そうに顔を曇らせてモームの顔を覗のぞき込んできた。

「モーム。わたしはあなたとは同じ気持ちだと思っていた。でも、違うのならあなたの口からはっきりそう言って。──全部わたしの勘違いだったの？」

　どう足あ搔がいたところで勝ち目など一欠片かけらだってあるものではない。

　ブエルナロの準優勝者にできる選択はただ一つ。諸手をあげての全面降伏しかない。

　額に玉のような汗を浮かべながら、モームは何とか声を絞り出した。

「よ……」

「よ？」

「よろしく、お願いをする」

「こちらこそ」




　この秋、ナチェッラの優勝者とブエルナロの準優勝者の結婚式が、ペッロの村とリザの村で盛大に執り行われた。

　同じ頃、セヴランから便りが届いた。

　西の故郷に帰るという《鶴》が寄り道して届けてくれたのである。

　手紙にはロレーヌと結婚したこと、故郷の街に小さいながらも店舗の場所を確保したこと、あの時もらった真珠がどれだけありがたく、助かったかということが熱心に綴つづられていた。

「きみは人生の恩人だ。今その恩人にふさわしい贈り物をつくっているところだ。ぼくの一生一度の傑作になると思う。楽しみにしていてくれ」

　どうにもきまりが悪かった。モームにしてみれば家の片隅にずっと放置されていた不要品をあげただけなのに、ここまで感謝されると却かえって申し訳なくなる。

　何より、芋虫の形をした腕輪だの、蜘く蛛もの形のブローチだのを贈られても対処に困る。

　いったいどんなものが届くのやらと戦々恐々としたものの、セヴランも結婚したことだし、モームはセヴランへの祝いの品をつくることにした。

　こちらも祭りのブエルナロで準優勝したこと、マァサと結婚したことを知らせたかったが、そそっかしいセヴランは自分の住所を書いていない。

　届けてくれた《鶴》は既に故郷に旅立ってしまって、住まいを知る手段がない。

　気の長いことに掛けては定評のある水牛である。また連絡してくるだろうと考えていた。

　しかし、それ以後、セヴランからは音おと沙さ汰たがなかった。

　モームはそのことをあまり気に留めていなかった。便りがないのはよい知らせとも言うし、開業したばかりで、商売を軌道に乗せるのに忙しいのだろうと考えていた。

　二年が過ぎたある日、リザの村に翼を持つ客人が飛来した。

　その時、モームは所用で村を離れていたが、戻ってみると、マァサが家の外まで出迎えて、早く早くと手招きしてくる。

「セヴランから小包よ」

「ほう」

　マァサが差し出したのは掌てのひらに載るくらいの小さな包みだった。

　先程、見知らぬ《犬鷲》が届けてくれたそうだ。

　この村には初めて来たようだが、黄金に輝く翼をした見事な《犬鷲》だという。声は年配の男性のもので、相当長い距離を飛んできたのか、村に着いた時は疲れ切っていたらしい。

　ここがリザの村であることを確認すると、モームへの小包を村人に託し、

「すまんが、少し休ませてくだされ」

　鳥の姿のまま倒れ込むように客用の家に入り、村人に扉を閉めてくれるよう頼んだという。

　リザの村人は心配しながらも言われたとおりにして、家の中には入ろうとしなかった。

　形態変化に開けっぴろげな《水牛》と違って、飛べる人は人前での形態変化をよしとしない傾向があるのをみんな知っていたからだ。

　本人も『疲れているだけで、一眠りすれば大丈夫』と言っていたので、今はその《犬鷲》が眼を覚まして出てくるのをみんなで待っているところだという。

「ありがたいことだ。では、おもてなしの料理をつくらなくてはな」

「手伝うわ。──だけど、その前に開けてみたら？」

「お、そうだった」

　手紙はいつでも読めるから先に客人をもてなす支度をとモームは思ったのだが、セヴランが何を送ってきたのか気になるのも確かだったので、薄紙の包みを解いてみた。

　出てきたのは厚紙でつくられた小箱だった。蓋ふたを開けると、やわらかい綿が詰まっており、綿をのけると、きらりと眩まぶしく光るものが現れた。

「ほう……」

「まあ……」

　夫婦揃って思わず声を上げたそれは、とても美しい宝飾品だった。

「これは……貝の石か？」

　楕だ円えん形に近い真珠の形をうまく牛の胴体に見立てて、頭部と手足は金細工でできている。

　鈍い黒色に輝く牛の背中から短い金の鎖が伸びて、細長い板状の留め金につながっている。

　上下左右どこから見てもちゃんと牛の形をしており、服につけると、牛自体が揺れるようなつくりになっているブローチだった。

　箱の中には小さなカードが添えられていた。

「ぼくの最高傑作だ。ワロンヌ平原でもっとも勇壮な雄牛に贈る」

　小さいながらも金製の牛の顔は雄々しく凜り々りしく、際だって美しい。

　すばらしい細工だった。堂々と頭を反らしたその姿は『生きているよう』と言っても決して過言ではない。眼の部分には燃えるような紅玉が輝き、金細工の角は目立って大きく、立派で、優美な形に高くそびえている。軽く前足を曲げた蹄ひづめまでしっかり形をなし、小さな金製の尾を軽く振る様子まで見事に表現されている。

　モームはこうしたものにはまったく興味がなく詳しい知識もなかったが、この優れた技術と高い芸術性には眼を見張らされた。マァサも同様で、思わず感嘆の声を洩もらした。

「すごいわねえ……」

「ああ。見事だ」

「こんなに小さいのに、ここまであなたそっくりにつくれるなんて。写生も上手だったけど、セヴランにはすばらしい才能があるのね」

「え？」

「一目でわかったわ。あなたがそのまま小さくなったみたいだもの」

「わし？」

「そうよ、わからないの？　モーム。これはあなただわ。セヴランはあなたの姿を、貝の石と金細工でつくったのよ」

「まさか、そんなことはないだろう」

　笑い飛ばした夫をマァサはちょっと呆あきれたような眼で見ると、リザの村の住人たちを次々に家に呼び入れて、セヴランからもらったものだと言ってブローチを披露した。

《水牛》は美しいものに敏感だし、手先も器用だ。モームは螺ら鈿でんを趣味にしているが、浮彫レリーフをつくったり、祭り用の羽根飾りや縦笛をつくったりする男たちが何人もいる。

　そんな腕自慢の村人たちは興味津々の様子でブローチに見入ったのだ。

「こりゃあ、たいしたもんだ」

「元は貝の石だろう。よくできてるなあ……」

「よくまあこんな細かい細工を……」

「まったくだ。無形種にはこんなことができるのか」

　美しい、実に見事だと賞賛を惜しまない村人たちにマァサが尋ねた。

「誰に見える？」

　この問いに村人たちは逆に驚いた顔になり、口々に言ったのである。

「誰って、モームだろう」

「ああ、モームだな」

「一目でわかるぞ。そのものだ」

　実を言うと、ブローチが小さいため、中には言われるまで気づかなかった村人もいたのだが、指摘されると途端に納得して手を叩たたいたのである。

「おお、本当だ。小さなモームがいる」

「小さくても男前じゃないか」

　もともと口べたのモームは恥ずかしさのあまり、もごもご言い訳するのが精一杯だった。

「いや、わしは……これは違う」

「どこが違う。どこから見てもそっくりじゃないか」

「わしは……こんなに、ぴかぴかしとらんが……」

「ようし、そんなに言うなら形態変化してみろ。見比べてやる」

「そうとも。実物と違うのは大きさと色くらいだぞ」

　やんやと言われて、モームは慌てて台所に逃げ、客人のための料理に取りかかった。

　やがて客用の家から出てきた人は、がっしりした体たい軀くの、きれいに頭のはげ上がった老人で、《犬鷲》のラインハルトと名乗った。

　モームは丁重に小包を届けてくれた礼を言い、ラインハルトを家に招いて食事を振る舞った。

　ラインハルトは大喜びでモームとマァサの手料理に舌鼓を打ち、たらふく平らげて、やっと人心地が付いたらしい。

「いやあ、ごちそうさまでした。《水牛》の料理上手はつとに有名ですが、お宅の料理は実に美お味いしいですなあ。無理をして飛んできた甲か斐いがありました」

　異種人類の社会には職業としての郵便配達人はいない。手紙や荷物は基本的に旅人に託し、旅人の純然たる好意によって届けられるものだ。

　だからこそ、どの種族も便りをもたらしてくれる旅人は歓迎する。

「お口にあって、何よりです。お身体は大丈夫ですか？」

「何の、わしも年ですかな。ちょいと急いで飛んだだけでこの有様とは情けない」

「お急ぎの旅ですか？」

「はい。孫が生まれましてなあ」

「それでは、あまりお引き留めもできませんが……。セヴランは元気にしていますか？」

　モームが何気なく尋ねると、《犬鷲》の老人は急に表情を引き締めたのである。

「それなんですがな、あの若いのはおまえさんのご友人か」

「はい」

「ちと、困ったことになっとるようですぞ」

「セヴランに何か？」

「借金取りに追われているらしい」

「まさか」

　大量の真珠を持たせてやったのはたった二年前だ。セヴランの反応から判断するに、あれはかなりの値打ちがあったはずだ。よほど散財しない限り、資金繰りに苦労するはずはないが、ラインハルトは食後のお茶を飲みながら苦い顔で首を振った。

「それも、あまり筋のよくない借金らしい。気の毒に、奥さんはお腹が大きいのに、青い顔をしとりました。あれじゃあ、落ち着いて子どもも産めん」

　モームは思わず居住まいを正し、身を乗り出した。

「詳しい話を、聞かせてください」




　そもそもの発端はセヴランが事業の拡大を計画したことだ。

　シャヴァネルに店を構えて二年、セヴランの商売は大いに繁盛していた。

　もともと卓抜した技術と感性があり、後ろ盾のプランシェ伯爵の紹介もあって、クレストの上流階級の顧客の心を摑つかむことに成功し、セヴランのティエリ商会は二年で『知る人ぞ知る』宝飾店となり、開店資金を元利含めてプランシェ伯爵に完済することができたのである。

　あまりの人気にセヴラン一人では注文を捌さばききれなくなってきたので、人を雇うことにして、一流の宝飾店が建ち並ぶ大通りに思いきって進出することにした。

　ちょうど老舗しにせの宝石店が閉店するとかで店舗の買い手を募っていたのである。

　プランシェ伯爵に相談すると『それはいい』と、今度も全面的な融資を約束してくれた。

　セヴランはとりあえず自らの資金で手付けを打ち、残金はプランシェ伯爵から融資を受けて、一括で支払うつもりだった。

　ところが、その矢先に伯爵が事故で亡くなってしまったのである。

　有力な後援者の死はセヴランにとって大打撃だった。

　何より残る店舗の代金、八千リガットの捻ねん出しゆつが問題だった。

　セヴランは高額商品を扱う商売をしている。仕事も順調だが、銀行から借りるにはまだまだ実績が足らなかった。やんわりと断られ、手付けを打った店舗からは残金を催促される。

　切羽詰まっていると、亡くなった伯爵の息子のアルテュールが融資を申し出てくれたのだ。

「父はきみの才能に惚ほれ込んでいたからね。高い投資だが、きっと回収できるとも言っていた。父に代わってぼくが貸そう」

　渡りに舟とはこのことだ。セヴランは大喜びで礼を言った。

「善は急げだ。正式な書類は後で用意させるから、ひとまずこれに署名してくれないか」

　それは八千リガットを借りましたという文言が書かれているだけの、返済期限も支払い法も、利率すらも書かれていない書類だった。

　こんなものは正式の借用書とは言えない。

　あくまで念書の意味合いに過ぎないものだとセヴランは考え、快く署名した。

「八千の大金だからね。今は手元にないが、金はすぐに届けさせる」

　アルテュールが約束してくれたので、セヴランは安心して家に戻った。

　しかし、届けられたのは金ではなかった。

　セヴランが署名したばかりの書類を持った高利貸しだった。

　ボナールと名乗った高利貸しは書類を見せつつ、自分はプランシェ伯爵からこの債権を買い取った者だと言い、セヴランに八千リガットの返済を要求したのである。

「ぼくはまだ一リガットも受け取ってないんですよ！」

「では、この借用書は何だね？　きみの自筆の署名がある。裁判所に訴えてみようか。彼らがどう判断するか言わなければわからんかね。こっちはわたしがプランシェ伯爵からこの権利を譲り受けたことを証明する書類だ。法に則のつとってわたしはきみに返済を要求する権利があるし、きみには八千リガットを返済する義務があるんだ」

　とんでもない話だった。借りてもいない金を返せるわけがない。

　セヴランは血相を変えてアルテュールのところに乗り込んだ。

　ところが、アルテュールは平然と言ってのけたのだ。

「何を言ってるんだい。金ならちゃんと渡したじゃないか」

「ふざけないでください！　何の冗談ですか！」

「ぼくは冗談を言うほど暇じゃないよ。返済については知人のボナールくんに一任したからね。今後の返済は彼にしてくれたまえ。きみの店は流は行やっているそうだから楽に返せるだろう」

　後にわかったことだが、アルテュールには借金があったのだ。それも多額の。

　不慮の事故で父親が死んでくれたのは彼にとってまさしく『渡りに舟』だったのである。

　表向きは父の死に涙しながら実は大喜びのアルテュールは即座に金の工面に取りかかったが、家屋敷や土地を処分することは出来なかった。

　貴族にとって親から譲り受けた土地や屋敷を手放すということは、単なる放ほう蕩とうとはまったく異なる意味を持つからだ。たとえ自分が相続したものでも、それをやると親類縁者から囂ごう々ごうの非難を浴びてしまうのである。身内からは親不孝者のろくでなしの烙らく印いんを押され、上流階級に軽けい蔑べつされてつまはじきにされてしまう。

　そこで先祖伝来の骨こつ董とう品や亡くなった母親の貴金属、さらには前伯爵が購入したセヴランの作品を片端から売り払って金に替え、それでもまだ返済額に届かないのでボナールと結託して、セヴランから金を巻き上げることを考えたのだ。

「だ、騙だましたんですか！」

「人聞きの悪いことを言わないでもらいたい。きみはぼくから八千リガットを借りたと自分で証明しているんだぞ。金を借りてもいないのに借用書に署名する馬鹿がどこにいる？」

「じゃあ、その金はどこにあるって言うんです！」

「そんなことは知らないよ。ああ、きみはもう八千リガットを使ってしまったんじゃないか？　だからきみの手元には一リガットも残ってないんだ。金遣いが荒いなあ」

　セヴランが迂う闊かつだったと言えばそれまでだが、世話になった恩人の息子が、まさかここまで悪あく辣らつな真ま似ねをするとは夢にも思わなかったというのが正しい。

　警察に訴えても、自筆の署名がある以上、詐欺と証明できない限り打つ手はないと言われ、銀行に頭を下げて頼み込んでも、セヴランは既に大金を借りたことになっている債務者なのだ。

　八千リガットもの借金のある人間に新たに融資をする銀行はない。

　売りに出ていた店舗の購入は諦あきらめざるを得なかった。それ以上にこの借用書が『法的に何なんら問題はない』と判断されてしまったことが大問題だった。

　書類が正式なものである以上、返済を拒否したらセヴランには『借金を踏み倒した』という汚点がつき、最悪の場合、訴えられてしまう。

　そんなことになったら社会的信用を失うのは言うまでもない。

　二度と上流階級を対象にした仕事はできなくなる。

　借りてもいない金を返さなければならないのだ。世の中にこんな理不尽があっていいのかとセヴランはあまりのことに歯は嚙がみした。腸はらわたが煮えくり返る思いだったが、詐欺の片棒を担いでいるのが貴族では、訴えても勝ち目はない。

　高い授業料だと泣く泣く諦めて、五年計画で金を払うとボナールに申し出た。

　ところが、ボナールは一括で返せと要求してきたのである。

　無茶にも程がある。公務員であるロレーヌの父親の年収が九百リガットだ。

　ボナールは店の品や宝飾品の材料の宝石を売ればいいと言ってきたが、それはできない。

　既に注文を受けてしまった品がほとんどだからだ。注文を受けておいて納品できなかったら、結局のところセヴランは信用を失い、廃業に追い込まれる。

　これらの事情を説明し、分割払いにしてくれと懇願すると、ボナールはにやりと笑った。

「この店を売ればそのくらい余裕で払えるんじゃないのかね」

　セヴランの店舗はもともとプランシェ伯爵の持ち物だった。セヴランを庇ひ護ごしていた伯爵はその土地と建物を市場の五分の一という破格の値段でセヴランに譲ってくれたのである。

　ボナールは最初からそれが狙いだったのだろう。何なら買い手を見つけてやるとも言ったが、この店舗は工房も兼ねている。

　ここで店まで手放したら家族もろとも路頭に迷うことになる。

　セヴランは貯金をはたき、仕事に支障がないものなら家具すら売り払って金をつくったが、やっと二千リガットの額面にしかならない。これだけしか用意できないと言ってもボナールは受け取らない。残りは分割払いにしてくれと言っても耳を貸さない。

　セヴランが署名した書類に返済期限が記されていないのをいいことに、勝手に期限を決めて、その日までに店を明け渡せと主張し、それからは連日店舗に催促に来るようになった。

「どうしてですか！　亡くなった伯爵に借りた最初の資金だってぼくは二年で返済したんだ！　分割払いさえ認めてくれたら五年で返します！」

「そんな悠長なやり方で、途中であんたに何かあったらどうする。ご婦人方の好みが変わってあんたの商品が売れなくなったら？　こっちは元も子もなくなってしまう」

　今日も今日とて、ボナールは部下の若い者を連れてセヴランの店にやって来ていた。

　ボナールは小太りの中年男で、眼はぎょろりと大きく、濃い口くち髭ひげと顎あご髭ひげを蓄えている。

　部下の若い者に至っては目つきの悪い、厳いかつい顔の大男で、荒すさんだ雰囲気を漂わせており、どう見てもまともな種類の人間とは言いがたい。

　こんな人間に日参されたら営業妨害もいいところだ。

　もちろん、新たな注文が取れないように故意にやっているのである。

「返せないなら仕方がない。この店を明け渡してもらうよ。当然の権利だからな」

「子どもが生まれたばかりなんですよ！　路頭に迷えって言うんですか」

　どんな状況でも子どもは生まれてくる。ロレーヌは店には顔を出さないようにしていたが、生まれたばかりの赤ん坊を抱えて、物陰に隠れて話を聞いていた。

　自身は蒼そう白はくな顔をしているが、こんな時でも赤ん坊だけは泣かさないように、悲壮な笑顔で子どもをあやしてやっている。

　ボナールには見えないが、カウンターの内側にいるセヴランには妻子の様子が見えていた。

　どんなに悔しくても腸が煮えくりかえっていても、この妻と子だけは守らなくてはならない。

　そのためならどんなに憎い相手だろうと、頭を下げるくらい何でもない。

「お願いします。この通りです。どうかもう少し待ってください」

「待てないね。こっちの区切った期日はとっくに過ぎてるんだ。明日には出て行ってもらうよ。気の毒だとは思うが、こっちも商売なんでね」

　セヴランが声を張り上げる前に、のんびりした声が割り込んだ。

「気の毒だと、言う割にはやり方がえげつないな」

「モーム！」

　のっそりと店に入ってきたモームはセヴランに眼で会釈すると、ボナールに話しかけた。

「あんたが、債権者か」

「誰だね、あんた」

「わしは、リザのモーム。あんたが債権者なら話が早い。セヴランの債務をわしが買おう」

　ボナールは呆あきれて、農民のような服を着ている大きな身体をじろじろ見つめた。

「どこの田舎者か知らないが、場違いだよ。八千リガットを一括で払えるとでも言うのかね」

「代価なら、持っている」

「なに？」

「これで、いくらになる？」

　モームがズボンのポケットを探って取り出し、カウンターに置いたものを見て、ボナールの顔色が少しばかり変わった。さりげなく手にとって鑑定する。

「ほう、悪くはない真珠だね。これなら……そうさな、五十リガットで売れるかな」

　宝石の値打ちについてなら本職のセヴランが血相を変えて叫んだ。

「馬鹿を言うな。百リガットはくだらない品じゃないか！」

「あんたの相場ではそうかもしれんが、金貸し業の基準ではせいぜいこのくらいだ。どのみちこんな真珠一つじゃあ、話にならん」

「誰が、一つだと言った？」

　モームは背負っていた大きな袋を床に置き、袋の口を開けて中を探った。

　袋の中には麻の小袋がいくつも放り込まれているのが見えた。モームはその一つを取って、中身を無造作にカウンターに開けたのである。

　ざらりと転がりでたのは色とりどりの真珠だった。

「これで、どうだ？」

　ボナールは今度こそ息を吞のみ、セヴランが悲鳴を上げた。

「モーム、よしてくれ！　きみがこんなことをする必要はない！」

「なあに、かまわんさ。どうせ捨てるほどあるものなんだ。一粒が五十リガットなら、これと同じものが百六十個あればいい計算だな」

　そう言って、モームはもう一つ麻の小袋を取ってカウンターに置いたのである。

「釣りは、いらん」

　ボナールは呆あつ気けに取られながら、カウンターに散らばった真珠を凝視した。

　天然物だからだろう、形は不ふ揃ぞろい、色も様々だ。しかし、それはマイナス評価にはならない。

　むしろ形のおもしろさが尊ばれる傾向にあるから、肝心なのは大きさと光沢である。

　どれも実に肉厚で、見事な光沢を放つ大粒真珠ばかりである。

　わざと低い評価をしたが、最初にモームが見せた真珠も、一粒で百リガットの値がつくのはボナールが一番よくわかっていた。

　新たにカウンターに投げ出された真珠も同等の品質である。

　それがざっと数えても百個はある。二袋なら二百個。これだけで一財産だ。ボナールの胸は激しく騒いだが、高利貸しというものはすべからく欲張りなので、わざと素っ気なく答えた。

「残念だが、兄さん。これじゃあ足らないね」

「そうか。では、取引はやめだ」

　モームの態度はボナール以上に素っ気なかった。散らばった真珠を面倒くさそうに集めて、小袋にしまい始めたので、ボナールはことさらにこやかに言った。

「いやいや、兄さん。何もそう早まることはない。ここは一つ話し合おうじゃないか」

　ボナールの脳のう裡りを占めていたのは『捨てるほどある』というモームの言葉と、床に置かれた背負い袋の中に見えるいくつもの麻の小袋だった。

　高利貸しの彼はどちらが儲もうかるかを瞬時に判断して言ったのである。

「もう一袋……いや、そこにある小袋を全部もらおうか。それで借用書を渡してやる」

「ボナール！　欲を搔かくのもいい加減にしろ！　どこまで卑しいんだ！」

　セヴランが怒りに駆られて叫ぶも、ボナールは平然としている。

　まさに蛙の面に何とかだ。

　一方、モームも相手の強欲は無視して言った。

「わしの欲しいのは、その借用書とやらだ。どこにある」

「ちゃんとここに持っている」

　ボナールが取り出して見せた書類にじっくりと眼を走らせて、モームは首を傾げた。

「ずいぶん、簡単な証文だな」

「いいや、どこに出しても立派に通用する正式な書類だよ。八千リガットを借りたとちゃんと書いてある。忠告しておくが、妙な真ま似ねはせんでくれよ。もしこの書類を無理に取り上げたり破いたりしたら、警官を呼んであんたを逮捕させなきゃならんからな」

「わしは、そんな野蛮な真似はせん。──無形種と違ってな」

　モームは笑って、あらかじめ用意していた公式文書用の用紙を取り出した。

「一筆、書いてもらおうか」

「何だと？」

「この債権を、間違いなくセヴランに譲渡した。自分は請求の権利を放棄したという証文をだ。当然の用心だろう。この借用書が本物でも、写しを持ってまた来られては困る」

　実際その通りのことをやるつもりだったボナールは忌々しさを感じたが、その感情は微み塵じんも表に出さなかった。薄気味悪いくらい愛想よく笑って言った。

「人聞きが悪いねえ。この商売は信用が第一なんだから、もちろん証文は書くとも。しかし、あんたの名前じゃなくていいのかね」

「もともと、セヴランの債権だろう」

　そのセヴランは高利貸し相手に堂々と交渉するモームを茫ぼう然ぜんと見つめていた。

　物陰に隠れていたロレーヌも驚きを隠せない様子で、息を吞んでこちらを窺うかがっている。

　ボナールがペンを走らせている間に、モームは荷物袋の中の小袋を全部カウンターに載せ、小袋の山と引き替えにボナールが書いた証文とセヴランの署名のある借用書を受け取った。

「これで、借用書を破いても問題ないな」

「もちろんだとも」

　笑み崩れたボナールだったが、麻袋を一つ開けて罵ば声せいを発した。

「何だ、これは!?」

　中に詰まっていたのは小石だった。

　慌てて他の袋も開けてみたが、全部ただの小石である。

「騙だましたのか!?」

「無形種というやつは、どこまでも欲の皮が突っ張っているんだなあ」

　モームはおもしろそうに笑って、債権放棄の証文のほうは大事に懐にしまい、残る借用書をおもむろに破り捨てようとした。

　それより先にボナールが手下に叫んだ。

「取り返せ！」

　目つきの悪い大男は血相を変えて摑つかみかかってきたが、無駄だ。

　この男もかなりの力自慢だったのだろうが、モームは片手でその男の頭をむんずと摑むと、男の身体をぐいと持ち上げたのである。

　ただの人ひ間とには決して出せない怪力だ。軽々とあしらわれ、今にも両足が床から離れそうな状態にされて、男は青くなってもがいた。

「は、放せ、放しやがれ！」

　ご要望に応こたえて手を離してやると、男は床に尻しり餅もちをつき、その恰かつ好こうで後ずさった。

「こ、こいつ、人間じゃないぜ！」

「いかにも。わしは《水牛》のモーム」

　あらためて名乗りながらモームは借用書を細かく破ると、その残ざん骸がいをセヴランに手渡して、大きな身体でボナールにずいと迫った。

「最初の一袋は、くれてやる。それで充分、債権分の値打ちはあるはずだ。納得できないなら、おまえの言う警官とやらを呼んで話をしよう。それでも不満だというなら、わしの仲間を呼び、群れをなしておまえの店に押しかけよう。──どっちがいい？」

　選択の余地などあるわけがない。しっかと一袋を奪ったボナールは忌々しげに店を出て行き、部下の男も慌てて退散したのである。

　セヴランは二人の後ろ姿を眼を丸くして見送っていたが、思い出したように借用書の残骸をランプに投じた。

　自分をあれほど苦しめていた悪夢が小さな紙片となり、あっという間に火がつき、たちまち煙と灰になって消えていく。

　そのことにまだ実感が湧かないのか、セヴランは放心状態だった。

　無言でランプを見つめていたセヴランの顔が大きく歪ゆがみ、泣きそうな顔でモームを見た。

　モームは頷うなずきを返し、ボナールが書いた証文を差し出して言ったのである。

「これは、大事に持っておいたほうがいい」

　両手で証文を受け取ったセヴランは肩を震わせていた。

「ありがとう……本当にありがとう。前もきみに助けてもらったのに、今度も……」

　喉のどに絡んだ声でそれだけ言うのがやっとだった。

「ぼくの借金のことをどうやって知ったんだ。──本当は借りてないけど」

「《犬鷲》の、ラインハルトもそう言った。身に覚えのない借金で苦しめられているようだと」

　セヴランがモーム宛あての小包をラインハルトに託した時もボナールが店にやって来た。

　セヴランは内輪の話を聞かせたくなくて、ラインハルトを急いで店の奥に通し、自分は表でボナールと応対したが、鳥類の聴力は半端ではない。興奮したセヴランの声と鼻で笑うようなボナールのやりとりからセヴランが恩人の息子に裏切られたこと、八千リガットの借金を押しつけられて店を取り上げられそうなこと、すべてラインハルトの耳に入ってしまった。

　八千リガットがどのくらいの額面なのかもわからなかったので、モームは集められる限りの真珠を搔き集めて持ってきたのである。

　セヴランは今度こそ呆あつ気けに取られたようだった。

「それで、わざわざ……？」

「無形種の、流儀は知らんが、わしらは友達の窮状を見過ごしたりはせん」

　セヴランの眼がまた潤み掛かったが、彼は急いで物陰に隠れている妻を手招きした。

「モーム、紹介するよ。妻のロレーヌと息子のサリムだ」

　ロレーヌは赤ん坊を抱いたまま、おずおずとモームに頭を下げた。

　モームも挨あい拶さつを返し、眠っている赤ん坊にも笑いかけてやった。

「おまえさんも、生まれたばかりで大変だったなあ」

　ロレーヌはことの成り行きがまだ信じられないようで、モームの大きな身体を茫ぼう然ぜんと見つめ、心こころ許もとない口調で夫に尋ねた。

「本当に借金がなくなったの……？」

「そうだよ。ほら、これ、見てごらんよ。ぼくに八千リガットを請求する権利を放棄するって書いてあるだろう。もう大丈夫、これでもうあいつがうちに来ることはないんだよ」

　セヴランの表情には喜びと興奮が溢あふれているが、ロレーヌは呆気に取られている。

　まじまじとモームを見つめるロレーヌの眼にみるみる涙が浮かびあがった。

　そうして赤ん坊を抱いたまま、深々とモームに頭を下げた。

「申し訳ありませんでした……」

　これにはモームのほうが驚いた。

　初対面の女性に泣かれて謝られるとは理解の範はん疇ちゆうを越えている。

「わしは、ロレーヌに謝られるようなことを何かしたのか？」

　それなら言って欲しいと思ったが、ロレーヌは声を殺して泣きじゃくっているだけだ。

　セヴランには妻の態度の理由がわかっているようだった。

　妻の肩を抱き、店先では込み入った話もできないからとモームを奥に案内した。

　店の奥は工房になっていた。作業台にいろいろな材料と工芸に使う道具が並べられている。

　居住部分は二階のようだが、工房の隅にも小さな台所があり、接客用のスペースがあった。

　ロレーヌがお茶を淹いれてくれる間にセヴランが話してくれたが、ロレーヌはセヴランがあのブローチをモームに贈ったことを不満に思っていたらしい。

　あれはセヴランが持っていた真珠の中でも一番大きく、一番質がいいものだった。

　セヴランが仕事の合間を縫ってブローチに仕立てているのは知っていたが、誰からの注文も受けていないのだから、返済の足しにしたほうがいいのでは──と、一度だけだが、控えめに夫に訴えたことがあるそうだ。

　しかし、セヴランは、この真珠はもともとモームにもらったのだからと説明し、これだけは自分の好きにさせてくれと妻の嘆願を退けた。

　ロレーヌも夫の気持ちを汲くんで二度は言わなかったそうだが、自分と子どもがあまり大事にされていないような気がして、どうにもやるせなく切なくなり、ボナールの取り立て（？）が厳しくなってくると、あの真珠を人に譲ったりしなければ──と恨めしくも思ったらしい。

　けれど、そのブローチがきっかけで、モームがセヴランの苦境を知り、はるばる助けに来てくれたのだと知って、身勝手だった自分の考えが情けなくて恥ずかしくて──と、ロレーヌは羞しゆう恥ちと後悔に染まった顔でぽつりぽつりと釈明し、再び深々とモームに頭を下げたのである。

「夫の恩人の方だと何度も聞かされていましたのに……本当に失礼なことを……」

「なんの、気になさらんでいい」

「ですけど、あんなにたくさんの真珠を……」

「お気遣いなく。わしらには、あまり値打ちのないものです」

　セヴランが言った。

「そうは言っても、あれだけの数をいったいどうやって手に入れたんだ？　きみの家にあった真珠は前にもらったので全部だろう」

「ワロンヌ平原には、二十三の《水牛》の村がある」

　そのほとんどで貝を食べる。

　セヴランが帰った二年前から、モームはすべての村の知人に貝の石が出たら捨てずに取っておいてくれと頼み、家に残っていればそれも譲って欲しいと頼んでおいたのだ。

　セヴランの窮地を知ったモームは知人の鳥類を介して至急それらを届けてくれるように頼み、ワロンヌ平原すべての《水牛》の村からリザの村に真珠が集められたのである。

　モームはこともなげに語ったが、夫妻は再び呆気に取られた。

　ロレーヌが震える声で言う。

「わたしたちのために、そこまで……？」

「ご主人には、それ以上のものをもらいました」

　モームは言って、セヴランに向き直った。

「あの、贈り物、な……」

　照れくさそうに笑って言う。

「ありがとう……な。大事に家に飾ってる」

　セヴランは大きく頷うなずき、熱心に語ったのである。

「あの真珠を見た時、真っ先にきみのことを思い出した。今だから白状するけど、ぼくだってあれを借金の足しにしようと思わなかったわけじゃない。そのくらい、ぼくもロレーヌも追いつめられていたんだ。だけど、あの時もらった真珠の中で一番大きくて質のいいやつがきみの胴体にそっくりだった。これは偶然なんかじゃない。神のお導きだよ。あれだけはどうしてもきみの手元に届けなくてはならないと思ったんだ。──前にも言ったけど、あれがきみだよ」

「そうだな。あれが、わしだ。──マァサも、村のみんなもそう言った」

「マァサは元気かい？」

「ああ」

　今年のモームは祭りのブエルナロで優勝したこと、マァサは見事二連覇を飾ったことなど、モームは問われるままに話した。世間話をするうちにセヴランはやっと喜びが湧いてきたのか、あらためてボナールの証文を取り出して眺めた。

「こんなにしてくれるなんて……本当に、何てお礼を言ったらいいのか……」

「そのことなんだが……」

　モームは工房と店内を見渡して言った。

「この店を、無理に大きくすることはないんじゃないか。雰囲気のある、いい店だ」

「うん。ぼくもそう思ってる。あの時はもっと事業を大きくしなきゃって考えに取りつかれて、それが一番いいことのような気がしたんだけど、そもそも無理をしたのがいけなかったんだ。借金取りに追い回されるのはもうこりごりだ。これからは地道にやっていこうと思ってる」

　頷いて、セヴランは感心したように証文とモームを見比べた。

「それにしても、きみがこんなに策士だとは思わなかったよ」

　モームは苦笑して首を振った。

「わし一人では、とてもとても思いつかん」

　荷物袋を背負ったモームはチェスタムコートまではたくさんの鳥類によって空中を運ばれ、そこからは電車や馬車を乗り継いでクレストに入り、シャヴァネルの街に到着した。

　何事も慎重なモームはその足でセヴランを訪ねたりはしなかった。

　まだセヴランの店が人手に渡っていないことだけを確認し、まずは異種人類の『集会所』へ顔を出した。

　人間社会における異種人類は圧倒的少数だから、異なる種族でも助け合う習慣がある。

　ラインハルトから聞いた事情を話すと、多くの種族からいろいろな助言をもらった。

　モームの持っている真珠がどのくらいの価値か、まず鑑定してもらえと言ったのは思慮深い《梟ふくろう》の婦人だった。かなりの値がつくことを知った上で再び相談に行くと、今度は無形種と取引をして長い《虎》の紳士が忠告してくれた。

「それだけ値打ちがあるものなら、決して一度に渡してはいけない。これだけ持っているならもっと持っているだろう、他にも隠しているだろうと考えるのが無形種だからな」

　怜れい悧りな《鰐》の青年は具体的な対策を考えてくれた。

「金貸しにも立派な人物はいますが、そんな悪事の片棒を担ぐのはまともな人間とは思えない。後々の憂いを絶つためにも借用書を破棄するだけでは安心とは言えません。その高利貸しには債権を放棄することを、きちんと書面で約束させたほうがいいでしょう」

　芝居上手な《狐》の老人はその際の対応まで指導してくれた。

「友人を助けたいというおぬしの気持ちを相手に知られてはならん。なるべく面倒くさそうに話を持ちかけろ。取引してもしなくてもかまわないんだとふんぞり返るくらいの気持ちで行け。どんなに素っ気なく振る舞っても真珠の価値を知れば間違いなく食いついてくる」

　モームは彼らに教えられた通りにやっただけだと正直に話して、安あん堵どの息を吐いた。

「ラインハルトが、今にも家を取り上げられそうな様子だったと言うのを聞いて、気が気ではなかった。間に合わないかもしれないと、それだけが心配だった。遅くなって、すまん」

「きみが謝ることなんか一つもない」

　セヴランは強い口調で言った。

「ラインハルトさんが旅立ってから一ヶ月しか経ってないのに、翼も持たないきみが眼の前に現れてボナールと交渉してる。──信じられなかった。夢でも見ているのかと思ったよ」

「途中までは、わしも空を運ばれてきた。ちょっと恐かったな」

　モームは笑って、他種族の最後の忠告を持ち出した。

「彼らは皆、口を揃えて言った。セヴランを本当に救いたいなら大本を絶たねば駄目だと」

「おおもと？」

「借用書に、署名させておいて金を渡さなかった詐欺師のことだ」

　ロレーヌが顔を曇らせる。セヴランは露骨にいやな顔になって首を振った。

「無理だよ。その気持ちは嬉うれしいけど、あの人は曲がりなりにも貴族だ。どうにもできない。それに、放っておいてもあの人はもうぼくには近寄らないよ」

「どうして、そう言い切れる？」

「そりゃあ、まともな神経を持っていたら誰だって……」

　呆あきれた口調で言いかけた時、表から人の声がした。

「お客さんだ。ちょっと待ってて」

　セヴランは立ち上がって表へ出て行き、大声を上げたのである。

「何しに来たんですか！」

「ご挨あい拶さつだなあ。せっかく来てやったのに」

　どうやら、アルテュールには『まともな神経』というものの持ち合わせはなかったようで、堂々と店の扉を開けて入って来たのだ。

　店の外には二頭立ての馬車を待たせている。その馬車も本人の身なりも豪華なものだ。

　屋敷中の値打ちものを売り払ってやっと負債をきれいに清算したはずなのに、この様子ではまた新たな借金をしていそうである。

　開いた口がふさがらず、怒りに身体を震わせているセヴランとは対照的に、アルテュールは何事もなかったような笑顔で親切めかして言ってきた。

「きみも借金で大変だろうと思ったから仕事を頼みに来てやったんじゃないか。さっそくだが、若い女の子が好みそうな宝石を一つ頼むよ。髪はブルネットで、ぽっちゃりした小柄な子でね。競争相手が多くてねえ、何とかあの子の気を引きたいんだ」

　まったく悪びれないところが始末が悪い。

　モームは無言で、のっそりと店の表に出て行った。

　アルテュールがちらりと軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けてくる。彼にしてみれば下働きの使用人が店の表に顔を出すなんて不作法な奴だ──くらいに思ったのだろう。

　モームはアルテュールの前に立ち、頭の上から彼を見下ろして言った。

「これが、噓つきの詐欺師の、自分のものと人のものの区別もつかない泥棒の後援者か？」

「違うよ。ぼくの後援者だったプランシェ伯爵は立派な人だった。──この人は違う。きみが今言った通りの人間だよ」

　貴族に対してこんな口のきき方をするのは庶民のセヴランには信じられないことだったが、今は神の御み遣つかい牛が店にいるのだ。不思議と何も恐くなかった。

　モームは落ち着いた口調でアルテュールに言った。

「二度と、来るな」

　アルテュールの顔が醜く歪ゆがんだ。貴族の彼は、見るからに庶民の相手にこんな口のきき方をされるのは生まれて初めてだったのだろう。

「ふざけるな！　誰に向かってものを言ってるつもりだ！」

「詐欺師の泥棒に、決まっている」

「何だこの無礼者は！　セヴラン、こんな失敬な召使いは今すぐ馘ク首ビにしろ！」

「あなたの言い分のほうがよほど失敬です。彼はぼくの友人です。第一、人を騙だまして金を巻き上げようとするような詐欺師の指図には従えません。うっかり言うことを聞いたら、また身に覚えのない借金を押しつけられるかもしれませんからね」

「あれはきみが借りた金だろう！」

　そう思いこみたいのか、それとも本当に忘れているのか、ここまで来ると真剣に頭の中身を疑いたくなる。

　セヴランは呆れながらも顔を真っ赤にして何か言い返そうとしたが、モームは至って淡々とアルテュールに告げた。

「デルランジェ男爵という人物を知っているか？　医者のビュラン。弁護士のクレティアン。それにカセラス卿きよう。ランターナ伯爵。商人のポワイエ」

　知らないわけがない。クレストの上流階級では名を知られた名士ばかりだ。

「それがどうした！」

「わしは、彼らに忠告した。おまえは父親の財産を食いつぶし、善良な市民をあくどい手段で騙した詐欺師だと。彼らはわしの話を聞いて、言った。教えてくれて感謝すると。知り合いが同じ被害に遭わないように、さっそく知る限りの友人に、おまえの所行を詳しく話し伝えて、関わりを絶つよう忠告すると」

　さすがにアルテュールの顔色が変わる。

　セヴランも思いがけない名士の名前をモームが口にしたことに驚いていた。

「本当にそんな人たちと知り合いなのか？」

「こちらに来て、知り合った。さっき言った人々だ」

　クレストの上流階級には異種人類や混血が多い。無形種に対してはデルランジェ男爵でも、異種人類同士で話す時は《虎》のフローレンなのだ。

「皆、驚いていた。こいつの借金癖は前から有名でな。親の財産を食いつぶす道楽息子なのはわかっていたが、犯罪者だとは思わなかったと。上流階級というものは狭い世界のようだから、この詐欺師がその集まりに顔を出せなくなるのも時間の問題だ」

「庶民風情が……何をえらそうに……」

　アルテュールはまだ強がって憎まれ口を叩たたいたが、モームはその大きな身体に静かな闘志を漂わせ、有無を言わさぬ口調で告げたのである。

「出て行け。そして二度と、セヴランに近づくな。次は容赦せん」

　アルテュールはまだ何か言おうとしたが、モームに気け圧おされて声が出ない。

　青ざめた顔をしながらも、最後まで弱みを見せまいとしたのか、あくまで傲ごう然ぜんと胸を張って、そそくさと店を出て行った。

　馬車が走り去るのを見届けて、モームは微笑した。

　どうしても直に顔を見て言わなくては気が済まなかったから、こちらから向こうの居場所へ出向くつもりだったが、向こうから来てくれるとは手間が省けた。

　セヴランとロレーヌはまたもや呆あつ気けに取られている。

　モームは二人を促して店の奥に戻り、荷物袋の底をさぐって麻の小袋を取り出した。

「これで、安心して置いていける」

　ロレーヌが息を吞のんだ。

　セヴランも愕がく然ぜんとなった。

　その小袋の中からはボナールに渡したものより色つやのいい、大粒の美しい真珠が何十粒も、ざらりと転がり出たのである。

「あの高利貸しに、くれてやってもよかったんだがな。これも他種族の助言だ」

　馬鹿正直に全部くれてやる必要はない。相手が納得する最低限のものだけ渡せばいい。

　セヴランが腕のいい工芸家なら、セヴランに渡してやったほうが真珠も美しく活かされると助言してくれたのは、自身も彫刻を仕事にしているという《狼》の女性だった。

　モームはさらに荷物袋の中から別の包みを取り出した。

「これを、サリムに贈る」

　それは鍔つばのない短刀だった。モームの家にも似たようなものが飾られている。

　鞘さやには精巧な螺ら鈿でん細工が施されており、虹にじ色いろに輝く貝で草花と蝶ちようをちりばめた美しい短刀は、セヴランが結婚したと聞いた時から、少しずつつくり続けていたものだ。

《水牛》の村では子どもが生まれると、守りを持たせる習わしがある。

　品物はその村によっても家によっても違う。モームの家では螺鈿だが、母のモエラは親しん戚せきの子どものために背せ守まもりをつくるし、彫刻の人形を贈るところもある。

「この子に近づく悪いものをすべて断ち切ってくれるように」

　そう言って、モームは短刀をセヴランに手渡した。

　見事な出で来き映ばえである。芸術品と言ってもいいほどの目ま映ばゆさに、セヴランもロレーヌも眼を見張っていた。

　特にセヴランは再び泣きそうな顔になっていた。

　実際に滲にじんだ涙をぐいと拭ぬぐって言う。

「モーム……きみは……きみってやつは……」

　ロレーヌも感動に眼を輝かせている。

「モームさん。うちの子にこんな立派なものをありがとうございます。息子に代わってお礼を申し上げます。──あの、もしよろしかったら、この短刀、お店に飾らせてもらえませんか？　こんなにきれいなんですもの。わたしたちだけで眺めるのはもったいなくて……」

「ロレーヌ、駄目だよ」

　セヴランが慌てて言った。

「飾りたいのは山々だけど、そんなことをしたらお客さんがみんなこれを欲しがるよ」

「あ……そうよね」

　ロレーヌもその可能性に気づいてがっかりしたが、モームは首を振った。

「いや、そうしてくれてかまわん。守りには寿命というものがある。もしこれが、この店から出て行くようなら、サリムには新たな守りが必要だということだ」

「その時はまた、きみがつくってくれるのかい？」

「どうかな。それはその時の巡り合わせにもよるだろう」

「残念だ。きみがこっちの人だったら是が非でも引き留めて螺鈿づくりに働いてもらうのに。──そうだ！　せっかくだからぼくの作品も見ていってくれよ。これが最新作だ」

「おお、丸々と太った見事な芋虫だ。──ほほう、こっちはペルニュスの花だな」

「芋虫はよしてくれって。最近は耳飾りもつくってるんだ。そっちも評判がいいんだよ」

「村の人間が、驚いていたぞ。どうやってここまで細かい細工をつくるのかと」

「《水牛》に評価されるのは嬉しいな。ちょっとやってみせようか」

「ぜひ、頼む」

　サリムがぐずりだしたので、話に盛り上がる夫とモームを置いて、ロレーヌは息子を抱いて奥の小部屋に行き、おむつを替えてやった。息子をあやしながら優しく笑いかけてやる。

「立派なものをいただいて、よかったわね。サリム」

　生まれたばかりのサリムには何をもらったのかもわからない。無邪気に笑っている息子に、ロレーヌは泣き笑いのような顔で話しかけた。

「大きくなったら、ちゃんとモーム小お父じさんにお礼を言いましょうね」




　ティエリ商会の店舗の奥には今も見事な螺鈿の短刀が飾られている。

　美術館に収まっていてもおかしくない品だから、それを見た客は例外なく驚きに眼を見張り、感動して見惚れている。代価はいくらでも払うから譲ってくれと申し出る客も後を絶たないが、店主はその短刀をこよなく大事にしており、いつも笑って断っている。

「これはこの店のお守りですから。商売を続ける限り手放せないものなんですよ」

　つまり、この短刀を手放す時は店をたたむ時ということだ。

　店主のその真意を汲くんで、店主の一流の腕を惜しむ上客たちは納得して引き下がるのだが、それにしても、この完成度はただごとではない。

　よほど名のある職人の作に違いない。自分もこの職人に注文を出したいから紹介してくれと熱心に頼む客も多いが、店主はこの請いにも笑って首を振り続けている。

「商売でやってくれたんじゃないんですよ。これは神の御遣い牛からの贈り物です」



















　西大陸中部のシャリアー谷は実りの秋を迎えていた。

　この谷には二週に一度、市が立つ。地面に敷物を敷いて売り物を並べる露天市だ。

　なかなか大きな市なので遠方からも多くの種族がやって来る。

　品物を担いで飛んできた《白鳥》に大勢で荷車を引いて来た《水牛》たち、山を越えてきた《馬》や《鹿》など、実に様々だ。売り物は干し肉や干し魚、乾酪チーズなど保存の利く食料の他に、珍重される香辛料、土地特有の薬草、香草、果ては衣類や雑貨まで並んでいる。

　空はよく晴れ、絶好の市日和だった。至るところで売買の交渉が行われている。

「きれいねえ、これ」

　買い手の一人が、とある店（？）の前に膝ひざを抱えて座り込み、熱心に売り物に見入っていた。

　露天に座った男が並べている品物は実用的な植物類がほとんどだったが、一つだけ、異質な輝きを放つ十八金の首飾りが並べられていた。

　異種アナザー人類レイスが好んで身につける装飾品はもっと素朴なつくりだ。この市にも、ビーズや刺し繡しゆうをあしらった腰帯や色とりどりの糸を編み込んだ腕輪などが並んでいる。

　しかし、この首飾りは細い金鎖を編んでつくられ、金製の台座に収められた小さな紅玉ルビーや翠緑エメラ玉ルドがふんだんに鎖に下げられている。明らかに異種人類のものではない彫金技術だ。

「これ、無ノンフ形種オーマーの細工物でしょう。遠くから持って帰ったんでしょうに手放しちゃうの？」

　首飾りに興味を示している客の話し言葉だけを聞くと若い娘のようだが、声が違う。

　れっきとしたテノールだ。

　年頃は十七、八、こざっぱりとした身なりで色白で細面の容姿端麗ながら、どう間違っても女性には見えない。その少年が女性のような言葉遣いで話しているのである。

　売り手の男は少年の珍妙な様子には構わず、屈託なく笑って言った。

「こいつは訳ありの品でな。聞くも涙、語るも涙の物語があるんだ。知り合いの若いのが恋い焦がれた娘に贈ろうとして買い求めたものなんだよ。ところがだ、その若いのが遠い無形種の社会に出かけて留守にしている間に彼女は他の男とくっついちまってな。この首飾りは一度も使われないまま、お役ごめんになっちまったのさ」

「あら、ひどい話ねえ。彼女は彼氏の帰りを待っていてくれなかったの」

　少年の非難の言葉に、男はますますおもしろそうに笑った。

「彼女を責めるのは酷なんだよ。そいつと彼女は特に何か約束した間柄ってわけじゃないんだ。そいつが一方的に彼女に熱を上げてただけで、とっておきの贈り物をして彼女の心を摑つかもうと思ったらしい。一いち途ずと言えば一途なんだが、贈り物をすれば彼女がなびいてくれるだろうっていうのも、そいつが思い込んでいたに過ぎないからな。彼女のほうは未いまだにそいつの気持ちを知らないままかもしれんよ」

「あらあら、それはますますお気の毒だけど」

　少年はちょっと瞬きして男を見つめ、訝いぶかしげに質問した。

「あなたは《馬》よね。ということはその彼女も？」

「もちろん《馬》だよ。──あんたは混イン血シードだろうに、よくわかったな」

「まあね。アタシ結構、いろんな種族を見てるから。ただ不思議なのは《馬》の女性がこんな華きや奢しやな首飾りを身につけるかしら？　形態トランス変化フオームの時、困ったことになると思うけど」

《馬》の女性が形態変化すると、体重は四百キロ前後にまでなる。当然、首も身体に合わせて恐ろしく太くなる。こんな華奢な鎖ではたちまちちぎれてしまうだろう。

「変化前にちゃんと服と一緒に外せばいいんだろうけど、《馬》って形態変化するのがすごく早いじゃない。変化する時もあまり周りを気にしないし、人が見ててもぱぱっと脱いじゃって、走り出しながら形態変化するくらいだもの」

　異種人類には形態変化を見られても平気な種族と、そうでない種族がいる。

　種族によっては身内にさえ見せず、絶対の禁忌としているところもあるが、広い草原に住む《馬》は平気な種族の代表だ。素早い形態変化は彼らの誇りでもあるから男は満足げに頷うなずいた。

「そりゃあそうさ。ぐずぐずしてたら、野生馬に置いて行かれるからな」

「そうでしょう？　それがわかってるのに同族の女性にこんな細い首飾りを買ってくるなんて、その彼氏、ちょっとセンスないわよ。ふられても仕方がないんじゃない」

「まあなあ。確かにあんまり気の利く奴じゃないからなあ」

「そうよ。服につけるブローチとか頭に被かぶるスカーフとか、贈り物ならいろいろあるのにね」

　少年はすっかり話し込んでいる。

　傍にしゃがんでいた十二歳くらいの少年が見かねてそっと袖そでを引いた。

　金髪碧へき眼がんの、こちらもちょっと少女に見紛うような可愛らしい少年である。

　多種多様の種族が集まるこの市では、主に共通語が使われているが、少年は《馬》の男には理解できない言葉で囁ささやいた。

「……よそ見してないで、賢者さまに頼まれたものを買わないと」

「わかってるってば。ちょっとくらい、おしゃべりしたっていいじゃない」

　年とし嵩かさの少年は言い返して、再び共通語で本来の買い物に取りかかった。

「じゃあ、この唐辛子と鬱う金こんと八スター角アニス、その枡ますで一杯ずつもらえるかしら？」

「かまわんが、そっちは何がある？」

　そこで少年は自分の荷物と、年下の少年の荷物を広げてみせた。

「こんな感じ。──欲しいのある？」

「いいね。月桂樹ローリエ、丁字クローブ、肉桂シナモンと……黒くろ胡こ椒しようと芥子マスタ種ードももらっておこうか。──この草は？」

「香草ハーブの類たぐいね。お茶にしたり、肉料理に添えると美お味いしいのよ」

「この赤く縮れたのもかい？」

「いいえ。これはまた別なの。薬になるんだけど、扱いが難しいのよ」

　少年は縮れた赤い草のようなものをさりげなく取り上げて袋にしまった。

　男もそれ以上、その草には興味を示さずに取引に掛かった。

「それじゃあ、この三枡と交換するとして、そっちはどのくらい出せる？」

「そうね、この秤はかりで一杯ずつ」

「いいや、それじゃあ少ないね。俺の枡とあんたの容いれ器ものを比べてみなよ。そっちのほうが断然小さいじゃないか」

「単純に嵩かさでは量れないわよ。アタシが持ってきたのはみんな珍しいものばかりなんだから」

「そりゃあ、こっちも同じことさ」

　共通の通貨を持たない異種人類はものを量る基準も種族によって異なる。

　だから、このような会話も発生することになる。

　少ない手持ちでなるべく多くの品を手に入れるのは商売の基本だから、二人とも腰を据えて臨んだ。白熱したやりとりになったが、二人の隣からも威勢のいい声が聞こえてきた。

　隣と言っても、ほんの一メートル横にいるだけだから丸聞こえだが、その会話は共通語ではなかった。《猫》の言葉だ。

「固いこと言わないでさあ、一袋でいいんだってば。この前はあたしが珍しい木の実をまけてやったじゃない。娘さんが結婚した時だって手作りのお祝いをあげたの、忘れてないよね？」

　食い下がっている声はまだ若かった。せいぜい十四、五歳の少女だろう。

　対する売り手は少女の父親くらいの年齢の男である。

「ああ、あれはうまかった。娘もあの焼き菓子はおいしいって喜んでたよ」

「だろう？　だからさ、一袋。お願い」

「おまえさんもしつこいねえ」

　男が並べているのは干し無花果いちじくだ。

　栄養価も高く、美味で、日持ちする。

　人気のある果物だが、少女はそれを無た償だで譲ってくれと言っているらしい。

　売り手の男は苦笑しきりだったが、まんざらでもない様子で少女との雑談に応じている。

「そうそう、その娘に子どもができてな。三月もすれば母親だ」

「へえ！　おめでとう。──あんたもいよいよおじいちゃんだね」

　あながち社交辞令でもない笑顔で言い、少女は荷物を探って何か取り出した。

「それじゃあ、お祝いにこれをあげる」

　差し出したのは色糸で編んだ腕輪で両端を紐ひもで結ぶようになっている。

「知ってるだろ。赤ちゃんが生まれるまでのお守り。娘さんはたくさんもらってると思うけど、こういうのは多くて悪いってことはないからね」

「おいおい、それはおまえが売り物にしてるやつだろう。同じ模様が山ほどあるじゃないか」

　男は非難する口調で言ったが、娘も真面目に言い返した。

「馬鹿言っちゃいけない。あたしだって《猫》なんだ。同族にそんなものは持たせやしないよ。これは一つだけ特別につくったんだ。──ごらんよ。模様が全然違うだろう」

　少女は他の腕輪の束を出して見せた。他のは全部同じ幾何学模様だったが、男に差し出した腕輪にだけは色とりどりの花に蔓つる草くさがあしらわれている。凝った編み方だった。

「これは友達のために編んだものだよ。その子にも赤ちゃんができたんだけど、そっちはまだ半年先だからね。これは娘さんにあげる」

「いいのかい？」

「友達にはまた新しい模様で編むことにするよ。同じ模様のお守りを同じ時期に二人にあげるわけにはいかないし、娘さんのほうが先にお産なんだからそっちを優先するのは当然だろう」

　少女はお守りだという腕輪を渡して、男にねだった。

「だからさ、この干し無花果、一袋でいいから譲っておくれよ」

「ちゃっかりしてるなあ」

　文句を言いながらも男は笑っている。

「しょうがない。少し分けてやるか」

「ありがとう！」

　少女は満面の笑みを浮かべて干し無花果を詰めた小袋を受け取ったが、立ち上がらなかった。

　さりげなく他のものに眼を走らせた。無花果を盛った大皿の横に、小銭の入った小さな皿が置かれている。異種人類は通貨を持たないから必然的に無形種の使う硬貨ということになる。

「これ、どうしたんだい？」

「うちの娘婿が街へ行った時の残りだよ。家に置いといても使い道がないからな」

　彼らにとって、それは異国の通貨だ。使い切るのは難しいし、捨てるのも気が進まない。

　額としてはほんの少額だから、一応、物々交換の対象として並べていたらしい。

　少女はからかうように尋ねた。

「こんなの売れるの？」

「さてなあ。今のところ欲しがる奴は一人もいないな」

「じゃあ、これももらっていい？」

「ああ、いいよ。持っていきな」

　隣の商談がまとまったのを何となく見届けて、女言葉の少年は自分の取引に戻った。

「で、どうかしら？」

「──分量を増やせないなら、他には何か持ってないのかい」

「そうねえ……」

　少年はちょっと考えて、思わせぶりな仕草で荷物の中に手を入れた。

「出所は聞かないって約束できる？」

《馬》の男は興味を持った様子で身を乗り出した。

「そんなに珍しい食べ物かね？」

「ううん。食べられないわ。こういうものなんだけど……」

　少年は厚紙でできた小箱を取り出した。痛めないように中に収めたものをそっと取り出すと、男が眼を丸くした。

「こりゃあ……《鳥》の羽かい？」

「そうよ。その胸毛の部分」

「しかし、何の《鳥》なんだ。こんな羽をした《鳥》は見たことがないぞ」

《馬》の男が眼を見張ったのも当然だった。ふわふわとやわらかな羽毛は鮮やかな赤、薔ば薇ら色いろ、冴さえたオレンジに黄色など、候こう鳥ちようや猛もう禽きん類るいにはあり得ない華やかな色彩をしている。

「《白鳥》の羽を染めたものか？」

「いいえ。天然物よ」

「これが？」

《馬》の男は信じられない顔つきだった。どの種類の《鳥》だと問いつめたが、混血の少年は笑って言い返した。

「だめよ。出所は聞かない約束でしょ。帽子の羽根飾りや女の人の耳飾りにしたらきれいだと思うんだけど」

「ああ。これはいいや。女房の土産にちょうどいい品だよ」

「約束があるから全部は譲れないわよ。そうね、五枚だけ好きな色を選んでちょうだい」

「そうかい。どれにしようかな」

　男は喜んで、きれいな色の羽を慎重に選び、他の品物と一緒に受け取った。

　少年も望みの品を手に入れたものの、その際、何気なくあの首飾りを指した。

「どうせいらないんでしょう。これも一緒につけてくれない？」

　人間社会で買ったらかなり値の張る品物だが、男は委託された首飾りに愛着がないようで、あっさり頷うなずいた。

「ああ、いいよ。持っていきな。奴にはこの羽を二枚、わけてやることにするよ」

　男も少年もいい買い物ができたと、満足して商談がまとまった。

　その後、女言葉の少年は他の『店』も丹念に見て回り、活気に満ちた市場を巡っていくと、先程、隣で交渉していた少女に出くわした。

　今度は売り手になって、道端に敷物を広げて座り込み、売り物を並べている。

　さっき見た色糸で編んだ腕輪だ。靴を履いたまま敷物に腰を下ろし、新しい腕輪をせっせと編んでいる。手慣れているようで、ただの色糸がみるみる腕輪に編み合わさっていく。

「ちょっと見てもいい？」

「どうぞ」

「さっき、隣で話してたわよね」

　少女は手を止めないまま、きらっと眼を光らせて少年を見た。

　くっきりと吊つり上がった大きな眼は瞳どう孔こうが縦にまっすぐ長く、針のように細かった。

　一目でわかる《猫》の眼だ。先程の会話も《猫》の言葉だったから当然のように思われるが、実はこれはかなり奇妙なことだった。

　異種人類は皆、通常の姿の他にもう一つの姿を持っているが、それはあくまで必要に応じて発動させる能力であり、普段は人の姿で暮らしている。

　人間の姿でわざわざ《猫》の眼を顕あらわにする《猫》はまずいない。

　少年はその点については言及せずに腕輪の一つを取って尋ねた。

「これって安産のお守りなの？」

「妊娠してる《猫》が持てばね。他の種族が持てばただの飾り」

　いささか素っ気ない口調ではあるが、質問にはちゃんと答える。

　そこで少女は訊きかれた内容に敏感に気づいて、尋ねてきた。

「《猫》の言葉がわかるの？」

「ちょっとだけね。アタシの故郷にはいろんな種族がいるから。──あなた、妊娠がわかった女の人にはこれを贈るみたいなことを言ってたけど、あってる？」

「あってるよ。それだけ聞き取れれば充分だけど……」

　少女はちょっと訝いぶかしげな顔だった。

「あたしら、そんなに大きな声で話してた？」

「アタシ、耳はいいの。《猫》にそんな風習があるなんて知らなかったわ」

「そりゃあ《猫》って言ってもいろいろいるからね。どんな種族でもそうだけど、住む場所が違えば習慣も違ってくる。他の地方は知らないけど、少なくともこの辺りではそうだよ」

　と言うことは、この少女は近所から来ているらしい。

　編む手を止めずに楽しげに話を続けた。

「中には、自分は五回目だからもういいよなんて言う女傑もいるけど、あたしの村では初産の妊婦はみんなこのお守りをつけてるよ。無事に子どもが生まれるように、身内や友達がみんな贈るから、両腕に二十個くらいつけてる子もいる」

「編むのは女の子だけ？」

「そうだよ。あたしの村ではみんな母親から編み方を教わるんだ。それから自分でくふうして自分だけの模様を編み出す。同じ時期に同じ模様のお守りを二人にあげるわけにはいかないし、誰のが一番できがいいか一目でわかるからね」

「あなたは上手なほう？」

「──と、自分では思ってる」

　悪戯いたずらっぽく笑った少女は腕輪を編む手を止めて、少年に尋ねた。

「あんた、変わった羽を持ってたね」

「見てたの？」

「あたし、眼はいいんだ」

　少女はにやっと笑ってみせた。

「あれ、ちょっと見せてくれない？」

「いいわよ。見るだけなら」

　少年は厚紙の箱から色とりどりの羽毛を出して見せた。鮮やかな赤や橙だいだい、ピンクに黄色など、とても《鳥》のものとは思えない羽を、少女は猫の眼でじっと凝視していた。

「ほんとに染めてるんじゃないの？」

「ええ、天然物よ」

「ふうん……こんなの初めて見たよ。少し分けてくれない？」

「だめよ。これは先約があるの」

「今すぐでなくていいよ。次に持ってこれる時で。──いつ来られる？」

「残念だけど、約束はできないわね。滅多に取れないものだから」

　少女は不思議そうな顔になった。

「滅多に取れないって、何で？　《鳥》の羽は時季が来たら生え替わるものだって《犬鷲》に聞いたよ。その時季は種族によって違うみたいだけど、この羽がここにあるってことは、今が抜ける時季なんじゃないの」

「まあね、それはそうなんだけど、しょっちゅう形態変化してるわけじゃないから……」

　少年は言いにくそうに言葉を濁して、逆に問い返した。

「ずいぶんこの羽が気に入ったみたいだけど、何に使うの？」

「売り物にして稼ぐんだよ。これだけきれいな羽なら欲しがる奴は大勢いるだろうからね」

「稼ぐって、何を稼ぐのよ」

　既に述べたように異種人類の『商売』は物々交換が基本である。

　食べきれない食料や使い切れない衣類や雑貨など蓄えても意味がないが、少女には具体的な目標があったらしい。

「稼ぐって言ったら金に決まってるよ。この羽を無形種の街に持っていけば高く売れる」

「無形種の街に行ったことがあるの？」

「ううん、これから行く予定。だから軍資金が必要なんだ。《鳥》の羽ならちょうどいいよ。腐るものでもないし、たくさん取れるし、後からいくらでも生えるものだし、抜けた羽は誰も必要としないんだから。役に立てなきゃもったいない」

「がめついわねえ」

「いいじゃないか。そっちだって売り物にしてるんだから、お互い様だよ」

「一緒にしないでよ。これは昔からの馴な染じみのところに持って行くんだから。金かね儲もうけのために羽をむしられたんじゃ、たまったもんじゃないわ」

　大きく顔をしかめた少年に、少女は逆に真顔になって訴えた。

「待ちなよ。あたしは《鳥》の身体に生えてる羽をむしるなんて言ってないよ。自然に抜けて落ちるものなんだから、それを拾うだけ」

「駄目」

「それじゃあ、この《鳥》の生息地を教えてよ。自分で交渉するからさ」

「それも無理」

「何でさ。黙って拾ったりしないよ。ちゃんと落とし主の許可を取るから」

「そういう問題じゃないのよ」

　やんわりと、しかし頑かたくなに拒否する少年の態度に、少女は猫の眼を何度か瞬かせた。

　金儲けには異様に熱心でも、もともと察しがよく機転も利く性格なのだろう。

　強引に迫ったりはせず、念を押すように言ったものだ。

「訳ありなんだね？」

「まあね。諦あきらめてちょうだい。異種人類に渡すのはまだしも無形種の眼につくところに、この羽をばらまくわけにはいかないのよ」

　少年は小声で『アタシが賢者さまに怒られるわ』と呟つぶやいて、少女に訊きいた。

「あなたのお家はこの近く？」

「割と近いよ。歩いて一日くらいかな。ウィラーゴ村って知ってる？」

「聞いたことあるわ。ここに来る途中、通りかかったところじゃないかしら」

「あんたはどこから？」

「もっと北。フォレスの森から来たの。ランナーバードで三日かかったわ」

「遠いね」

「そうなのよ。でも、ここでしか手に入らない薬の材料があるから、しょうがないのよね」

「あたしは《猫》のケイティ」

「《蜥蜴とかげ》のベラフォード」

「変わってるね。あんたは混血なのに種族名を名乗るの？」

「そう言うあなたも混血でしょうに」

「あたしはほら、この眼だからね」

「それこそ変わってるわね。生まれつきなの？」

「そうだよ」

　ぱちっと瞬きしてみせる。陽射しを浴びて金色に光る眼が興味深げに、ベラフォードの横におとなしく控えている少年に向けられた。

「この子は？」

「ヴィンス。──ヴィンセントよ」

「こんにちは」

　年下の少年はおどおどと金髪の頭を下げながら共通語で挨あい拶さつした。

　ケイティは猫の眼でヴィンセントをじっと見つめ、理解しかねる表情で首を捻ひねった。

「この子……純血種みたいだけど、種族は何なんだい？」

「それが、わからないのよ。この子も自分が何なのか知らないの」

「そんなのあり？」

「この子、捨て子なのよ」

　あっさりとベラフォードは言った。

「《蜥蜴》も割と鼻の利く種族だから、仲間じゃないことくらいはわかるけど、どうも詳しい種族がはっきりしなくて……近くに住む《狼》に鑑定を頼んでみたんだけど、彼らにも見当がつかないって言うのよ」

「《狼》が？」

　ケイティは驚いた。《狼》は嗅きゆう覚かくに関しては抜群の性能を誇る種族である。

　相手が混血であっても二世代くらい、時にはもっと先まで遡さかのぼって何の血が混じっているかを言い当てられる。

　純血種なら匂いを嗅かぎ分けられないはずはないのに、彼らの鼻を以もつてしても、この少年の種族がわからないという。

「わかるのはたぶん爬は虫ちゆう類るいなんじゃないかってことだけ。ただし《蜥蜴》でも《蛇》でもない。《鰐わに》とも《亀》とも違うって。他に爬虫類の純血種っていったい何があるのって思うけど」

「でもさ、この子くらいの歳になれば──そろそろなんじゃない？」

　初のフアース形態ト・変化トランスを迎える年頃だろうという意味だ。

　異種人類の最大の特徴であるその姿を見れば、いやでも種族が判明するはずである。

「この子にはまだその兆きざしがないの。成長が遅いのかもしれないわ。本人もあんまり気にしてないみたいだから、種族の詮せん索さくはしないでいるわけ」

「世の中、いろんなのがいるんだね」

　そのヴィンセントがベラフォードの袖そでを引いて、口を尖とがらせて訴えた。

「ねえ、お腹空すいた」

「そうね。そろそろお昼かしら」

　そう行った矢先、白い羽を生やした人が大勢、飛んでくるところが見えた。

　近くに住む《鶴》の群れである。

　市にいた人々は揃そろって空を見上げ、腰を浮かせかけた。人間の姿で大きな翼を羽ばたかせる姿が圧巻だったのは言うまでもないが、もう一つ理由がある。

「昼飯が来たぞ」

　この市は夜明けから始まり、昼には終わる。

　そのため、この《鶴》たちは市に集まった人々に昼食を提供しにやって来たのだ。

《鶴》たちは市から少し離れた河原に次々に舞い降りた。

『鴨かもが葱ねぎを背し負よってくる』という言葉があるが、ここでは《鶴》が文字通り鍋なべを背負い、包丁、まな板などの調理道具と新鮮な食材を山ほどぶら下げて、群れを成して飛んでくるのである。

　河原に降りた《鶴》たちはさっそく支度に掛かった。

　いくつもの班に分かれて竈かまどをつくり、川の水を汲くんで鍋を火に掛ける。

　近所の利点を生かして新鮮な肉や魚、牛乳、卵など、食材は実に豊富だ。

　この食事は無論、無た料だではない。

　客になるのは主に市の参加者で、売れ残った品を食事の代価として払うのである。

　こうすることで《鶴》たちも潤うし、売り手も残りの品を処分できる上、できたての温かい食事にありつけるわけだ。

　一方、買い物を済ませたばかりの客や、持参の品を売り切ってしまった参加者は《鶴》には頼らず、自分で食事の支度を調える。

　ベラフォードはそれを知っていたから、辺りを見渡して言った。

「顔見知りの《水牛》が来てたから、お相伴に与あずかれるかどうか訊いてみましょ」

　のっそりした《水牛》だが、彼らは美お味いしいものを見つけるのが得意で、舌も肥えているし、調理法も凝っている。食い道楽として知られている種族なのだ。

　ケイティが身を乗り出した。

「あたしも一緒に行っていいかな」

「いいけど、あなたは何を持ってるの。近くから来たなら青物はある？」

　ご馳ち走そうになる以上、こちらも何か食料を提供しなければならないが、ケイティは首を振った。

「青物は無理だよ。ここまで一日かかるんだから。パンとチーズ、それに蜂はち蜜みつがあるけど──そっちは何があるの？」

「粉があるからパンケーキを焼けるわ。それと、ピクルスと珈琲コーヒーを持ってる」

「他に番紅草サフランも持ってたじゃん」

「めざといわねえ」

　あの赤く縮れた草のことだ。

　番紅草は香草の中でも極めて希少価値が高く、薬としても香料としても珍重されているが、ベラフォードはそれをあの《馬》の男には言わなかったのだ。

「使い方を知らない人に渡してももったいないでしょ。それに《水牛》には価値がないのよ。彼らの地元でいくらでも取れるものだから」

「じゃあ、後は交渉次第だね」

　ケイティは荷物をまとめて立ち上がった。彼女の顔は少ない手持ちで多くのものを得ようという意欲満々で、一緒に河原に向かいながら、ベラフォードはさらに呆あきれて言ったものだ。

「ほんと、ちゃっかりしてるわね」

「仲間以外には厳しいんだ。あたし」

　ケイティは少しも悪びれることなく、笑って答えた。

「だけど、あんたはひょっとしたら、あたしのお仲間かもしれないね」

「どういう意味？」

「あたしを混血だって言ったじゃん」

「ええ。だって混血でしょ、あなた」

　ケイティは含み笑いを洩もらした。

「普通の混血はね、あたしの眼を見たら純血種の《猫》だって思うんだよ」

　ベラフォードは納得して頷うなずいた。

　純血種も混血も異種人類が無形種と呼ぶ人間も、外見は少しも変わらない。

　どこから見ても、まったく同じ『人ヒト』である。

　そして人間にはこの違いが見分けられない。人間と同等の能力の混血にもわからない。

　眼の前にいる相手が無ノンフ形種オーマーか混イン血シードか、それとも純血の異種アナザー人類レイスなのか、一目見ただけで判別できるのは異種人類だけだ。

　それは鼻の利かない鳥類でも草食性動物でも変わらない。

「見ればわかる」

　としか言いようのない感覚なのだが、人間にはこれができない。混血にもだ。

「それならあなたもでしょ。アタシが混血だって、どうしてわかったの？」

「あたしは変わり種だからね」

　ベラフォードが意味を訊きこうとした時だった。予期せぬ突風が吹き、ヴィンセントの首から襟巻きを巻き上げた。

「あっ！」

　少年は慌てて捕まえようとしたが、遅い。襟巻きはひらりと宙に舞い上がり、高い木の枝に引っかかってしまった。

「あーあ……」

　地上からではとても手が届かない高さである。

「しょうがないわね。ちょっと待ってなさい」

　ベラフォードは木を登ろうとしたが、ケイティがそれを遮った。

「あたしが取ったげる」

　枝の真下で軽く膝ひざを折り、跳躍力をためるような仕草をする。

　しかし、襟巻きが引っかかった枝は地上から三メートル以上離れたところにある。

　垂直跳びで手が届くわけがないが、地上を蹴けった彼女の身体は弓を離れた矢のような勢いで跳ね上がった。木の幹を蹴けって高い枝まで一息に身体を運び、襟巻きを摑つかみ取って身を捻ひねり、軽やかに地上に着地する。

　その動きはまさに《猫》のそれだ。

　ぽかんと眼を丸くしているヴィンセントに襟巻きを渡そうとして、ケイティはきらっと眼を光らせた。

「あんた、いいものつけてるね」

　ケイティが注目したのは少年の首に巻かれたチョーカーだった。

　ちょっと女性ものの装飾品のようにも見える。太めの黒天鵞絨びろうどに色とりどりの大きな宝石が嵌はめ込まれた豪華な品である。

　爛らん々らんと眼を光らせて首飾りに見入るケイティに、ベラフォードが苦笑した。

「売りに出したら高値がつきそうとか考えてるでしょ」

「そりゃあ見るからに値打ちものだしね。実際、結構な値段なんじゃないの？」

「お金を払った覚えはないわね。この子が小さい時から首についてるから」

「どういうこと？」

「言った通りよ。それは変な飾りでね。この子が赤ん坊の時から、ずっと首についたままなの。どこにも金具がないもんだから外せないのよ」

　今度はケイティが猫の眼を見開いた。

「……ちょっと触ってもいい？」

「いいけど、あんまり引っ張らないで。首が絞まるから」

「あたしそんなに乱暴じゃないよ」

　ケイティは指なしの革手袋を嵌めた手を、恐る恐る少年の首に伸ばした。

　得体の知れないものに、そっと前肢を伸ばす猫さながらである。

　天鵞絨のリボンと少年の首の間には、ケイティの指が二本入る程度の隙間が空いているが、どこにも継ぎ目がない。

　これまた恐ろしく奇妙な話だった。継ぎ目がないのなら、いったい誰がどうやって赤ん坊のヴィンセントの首にこれを付けたのか──。

　そもそも十数年の時を経過しているとは思えない、新品のような色鮮やかさだ。

　なめらかな手触りを確かめながら、ケイティは思案顔で言った。

「赤ん坊の時からついてるってことは、これ、昔はもっと緩かったんだね」

「違うの。昔から首にぴったりなのよ。この子が成長すると同時に、それも合わせて少しずつ伸びてるみたいなのよね」

「冗談でしょ？」

　気味悪くなったようで、ケイティは急いで手を引っ込めた。

「こんなの、いっそ切っちまえば？」

「とっくに試したわよ。どうやっても切れないのよ。もし切れたらあなたにあげてもいいけど、ただし、この子の首を切るのは駄目ですからね」

　ヴィンセントが慌てて文句を言う。

「やだよ！　死んじゃう！」

「冗談よ」

　ヴィンセントの首に襟巻きを巻いて、ベラフォードは木の枝を見上げた。

　純血種の《猫》なら余裕で飛べるだろうが、混血には到底手が届かない高さである。

「あなたのほうこそ、よくこの高さを飛べるわね」

「あたしは変わり種だって言ったろ。親父も爺じいさんも《猫》の混血だけど、二人とも無形種と変わらないからね」

　ケイティは肩をすくめている。

「何でか知らないけど、あたしだけ、ずいぶん《猫》に近い血が出たんだね。純血種にできてあたしにできないのはこの眼を人間の眼に戻すことと、完全変態くらいだよ」

「そう……。それじゃあ、アタシも特別に見せちゃおうかな。そのベストの下の物騒なもの、一本貸してくれない」

　ケイティは意外そうな顔になった。

「よく見えたね？」

　今の早業を披露する時、ケイティのベストが翻って裏が見えたとしても、ほんの一瞬だ。

　人間と同程度の混血の動体視力では、そこに何があるかまで正確に見て取れるはずがない。

「アタシも眼はいいのよ。昼間なら多分あなたよりずっとよく見えるわ」

　ケイティのベストの裏にはずらりとナイフが収まっていた。

　彼女がその一本を抜いて差し出すと、ベラフォードは自分の左の人差し指を少し切った。

　血の粒がみるみる皮膚に盛り上がって滴り落ちそうになる。

　しかし、ベラフォードがその雫しずくを舐なめ取ると、血はたちまち止まってしまった。

　それどころか、切ったばかりの傷がもうふさがっている。

　普通の混血ならこんなことはあり得ない。紛れもなく《蜥蜴とかげ》特有の治癒能力だ。

　ナイフを拭ぬぐってケイティに返すと、ケイティは感心したように言った。

「便利な体質だね」

「そうでもないわよ。大怪我をするとしばらく動けなくなるんだから」

「フォレスの森には、あんたみたいな混血が他にもいるの？」

「まさか。たった今あなたが跳ぶのを見るまでアタシだけだと思ってたわよ。──混血なのに純血種の能力を備えているなんてね。普通あり得ないでしょ」

「…………」

「アタシのお祖ば母あさんが《蜥蜴》の純血種だったんですって。だからお父さんは二世代だけど、治癒能力なんかない、ごく一般的な混血だったもの」

「それを言うならあたしなんかもっと遠いよ。曾ひい爺じいさんの一人が無形種だったっていうだけで、他の親しん戚せきは全部純血の《猫》だもん」

　それでもケイティのような混血は普通生まれない。

　一度でも人間の血が混ざった混イン血シードは異種人類の能力を受け継がない。

　長年信じられてきた通説だったが、ケイティもベラフォードもその通説を覆し、混血の身で異種人類特有の能力を備えている。

　その意味では彼らは確かに数少ない仲間と言えた。

「だけど《蜥蜴》ってそんなに眼がよかったっけ？」

「お母さんが《鳥》の混血なの。アタシの眼と耳がいいのは多分そっちの血を引いたのね」

　ケイティは今度こそ呆あきれたように眼を見張り、おもしろそうに笑った。

「あたしの他にあんたみたいなのがいるとは思わなかったよ」

「アタシもよ。混血なら無形種と能力は変わらないはずなのに、おまえはほんとに混血かって、しょっちゅう言われるわ」

「やっぱり？　あたしもだよ。うんざりするくらい言われる。混血は混血らしくしてろってさ。好きでこんなふうに生まれたわけじゃないっての」

「同感ね。どんな身体をしていようと、これがアタシよ。大きなお世話だわ」

　すっかり意気投合した二人が河原に行くと、そこは巨大な青空食堂と化していた。

　目立つのはやはり《鶴》の一団である。自分たちが持ち込んだ大量の食材を使って、豪勢な鍋なべ料理の支度をしている。

　一方、手持ちのささやかな材料で慎ましく鍋を囲もうとする一団もいる。

　ベラフォードはそんな集団の一つに近づいて声を掛けた。

「こんにちは、ミシェル」

「おう、来たか」

《水牛》のミシェルは可愛い名前とは似ても似つかない、がっちりと大きな体格の男だった。

　傍はた目めにはちょっと恐そうに見える顔だが、笑うと案外、人なつこい表情になる。

　他に《水牛》の男が三人いた。ベラフォードとヴィンセントとは既に顔なじみだったようで、彼らは初対面のケイティに軽く頭を下げ、ケイティも会釈を返した。

　その間もベラフォードとミシェルの話は続いている。

「珈琲コーヒーとパンケーキがあるの。彼女もパンとチーズ、蜂はち蜜みつを持ってるって。入れてくれる？」

「それはいいが、肉がない」

　彼らは大量の干肉を持ってきたが、これは当然、売り物である。

　いつもは少しは売れ残るのだが、今回は好評で全部なくなってしまったという。

「今日は野菜汁になるが、いいか？」

　青物はなく、人参、玉たま葱ねぎ、馬ば鈴れい薯しよなどの根菜類と茸きのこ類が主だという。

　ベラフォードはケイティに眼をやり、彼女は肩をすくめながら笑って頷うなずいた。

「温かいものを腹に入れられるんなら贅ぜい沢たくは言わないよ。それに美お味いしそうじゃない？」

「そうよねえ。ちょっと行って肉を取ってくるってわけにもいかないしね」

　シャリアー谷は山と森に囲まれた平地で、眼の前には豊かな自然が広がっている。

　獲物になる動物も豊富にいるのだが、問題はどんな狩かりでもそう短時間に成功するものではないということだ。

　ミシェルたちは石を積み上げて竈かまどをつくり始め、ケイティが桶おけを摑つかんだ。

「水を汲くんでくるね」

　川はすぐ眼の前だから、桶にたっぷり水を汲んで引き返す。

　ベラフォードはさっそく粉を練り始め、《水牛》たちも野菜を刻み、大きな鍋で湯を沸かし始めた。ケイティも珈琲を淹いれようとしたが、その手が止まった。

　河原のほうを見ながら、呆あつ気けに取られた様子で言った。

「……肉が来たみたいだよ」

　竈の設営中だった《水牛》たちも、ベラフォードもヴィンセントも思わずそちらを見た。

　川の上流に沿って雑木林があるが、そこからふらりと現れた人がこちらへ向かってくる。

　まだ若い少年だった。ケイティと同い歳くらいだろう。長い黒髪を束ね、腰に短刀を差して、袖そで無なしの上着を着ている。ひどく疲れた様子だったが、足取りはしっかりしている。

　みんなが驚いたのは、少年の肩にふさふさした毛皮の猪が丸ごと一頭、担がれていたことだ。

　大きな猪である。仕留めたばかりのようだが、百キロ以上はあるだろう。

　その巨体をまだ細い身体の少年が肩に担いで歩いてくるのだ。

　河原で食事の支度をしていた人々も呆気に取られている。

　山ほどの鍋が並んでいる河原の中で、猪を担いだ少年はなぜかまっすぐミシェルのところにやってきて、共通語で言った。

「こいつの肉、半分分けてやるからよ。鍋貸してくれないか」

　ミシェルは呆気に取られて答えた。

「そりゃあ、かまわんが……半分？」

「さすがに一人じゃ食いきれねえ」

　恐ろしいことに本人は至極真面目に言っているように見える。

「いやあ、そりゃあそうだろうが……半分？」

　こだわるミシェルである。

「おまえさん、一人でこいつを半分も平らげるつもりかね？」

「腹ぺこなんだ」

　少年は大きな猪をどさっと投げ出し、自分も河原にへたり込んだ。

　見れば、ちゃんと腹を割いて内臓を取り出し、血抜きもしてある。

「ここで鍋やっててくれてよかったぜ。生で食ってもよかったんだけどよ、残りの肉を無駄にしちまうのももったいないからな……」

　野生の獣なら食べたいだけ食べて、後は放り捨てる。食べ残しも無駄にはならない。

　それをまた小動物が食べ、虫が食べるからだ。しかし、『人間』としては、せっかく捕った獲物の肉を大量に腐らせてしまうことなどもったいなくてできないのである。

　ケイティが呆れて声を掛けた。

「だから腸はらわた抜いて担いで来たってわけ？　あんた一人でよくこんなの持てたね」

　純血種の《水牛》たちはもちろん、ケイティも一目でこの少年を混血と判別していた。

　混血にも力自慢の男はいる。筋肉隆々としたたくましい男なら百キロの猪も担げるだろうが、少年は中肉中背の普通の体格だ。その身体でなぜこんな獲物を担ぐ馬鹿力が発揮できるのかとケイティは訊きいたのだが、少年はその点はどうでもいいらしい。

「人が大勢いる気配がしたからな。それに、ここだけ肉の匂いがしなかった」

「ずいぶん鼻が利くのね」

　ベラフォードが感心して言ったが、ケイティは笑い飛ばした。

「食い意地が張ってるだけかもよ」

《水牛》の男たちは急いで別の竈を設営しに掛かった。

　竈が一つでは捌さばききれないと判断したのである。

　さらに大包丁を取り出して、肉の解体に取りかかった。
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　干肉を売り物にするくらいだから《水牛》は肉の扱いに熟練している。

「こりゃあ、いい猪だ」

　感心しながら毛皮を剝はぎ、頭を落とし、胴体を二つに割って肉を骨から外していく。

　的確且かつ着実な仕事ぶりである。四人がかりなので実に早い。

　作業を続ける《水牛》たちのところに、河原の人たちが興味深げに近寄ってきた。

「あんたらだけでは食べきれんだろう。少し分けてくれないか？」

《水牛》たちは快く応じた。自分の村にいる時にこんなご馳ち走そうが飛び込んできたら、片端から加工して保存するところだが、今は出先である。

　干肉にするにも塩漬けにするにも燻くん製せいにするにも時間と手間が掛かる。

　加工して持ち帰る手段がない以上、この場で食べきってしまうのが一番いいのだ。

《水牛》たちは気前よく肉を分けてやり、猪はたちまち毛皮と骨と頭を残すばかりになった。

　一方、ミシェルは自分たち用に取り分けた大きな肉の塊は食べやすいように小さく切り分けて、入念に下ごしらえをしている。

　少年はその手間も焦じれったかったようで、恨めしげな顔で文句を言った。

「体裁なんかどうでもいいから早く食わせてくれよ」

「まあ、待て。せっかくいい肉なんだぞ。美う味まく調理して食ったほうがいいだろう」

「空腹にまずいものなしって言うぜ。今なら生肉だっていいくらいだ」

「じゃあ、これでしのいでろ」

《水牛》の一人が呆れて、薄く削そいだ生肉を一切れ手渡してやると、少年はぺろりと平らげてしまった。ほとんど一瞬だ。

《水牛》の男は眼を丸くして、今度はもっと大きく切った肉片を手渡した。

　ところが、これまたあっという間に平らげてしまう。それでもまだ満腹には程遠いようで、少年は腰の短刀を抜いて肉を薄く削ぎ取り、生のまま口に放り込み始めた。

　ごく普通の体格の少年なのに、野生の虎さながらの食欲である。

　ベラフォードは猪の毛皮を広げて、その大きさに感心した。

「こんな大物、あなたが一人で捕ったの？」

「まあな」

　ケイティも訊いた。

「どうやって？　銃で撃ったわけでもなさそうだけど」

「まあな」

　上の空なのは無愛想だからではなく、単に食べるのに忙しいせいだ。

　ようやく下ごしらえと味付けを済ませた肉の半分が鍋なべに入れられ、半分は鉄板で焼かれる。

　火が通ったと見るや、少年は猛烈な勢いで空腹を満たし始めた。焼き肉は焼ける端から口へ放り込み、煮えた肉を端からすくい上げて一吞のみに吞み込んでしまう。

「もっと煮込んだほうが美味いのに」

「そんな食べ方じゃあ味もわからんだろう」

《水牛》たちが残念そうに嘆くも、本人はそれどころではないらしい。

　生肉より火が通った肉のほうが口に合うようで、夢中で頰張っている。

　みるみるうちに肉が消えていくので、ヴィンセントが眼を丸くして言った。

「どこにあんなに入るのかな」

　ケイティは呆あきれ顔である。

「食べ物に対するありがたみがないね。ごみ箱に突っ込んでるみたいだよ」

　ベラフォードも不満を述べた。

「同感ね。ミシェルの料理を味わって食べないなんて冒ぼう瀆とくもいいところよ」

「ほんと、美お味いしいよ、これ。今まで食べた猪しし鍋の中で一番美味しい」

　ケイティがお世辞抜きに褒めるのは珍しい。

《猫》は本来無む頓とん着ちやくで、社交辞令を得意とする種族ではないからだ。

　腕前を褒められたミシェルは謙けん遜そんして首を振った。

「これは肉がいいんだ。野生にしては珍しい。よほど美味いものを食ってたんだな」

　実際、美味しい猪だった。肉は甘く、やわらかく、程よく脂がのっていて、肉汁もたっぷり含んでいる。みんな舌鼓を打ち、ベラフォードもヴィンセントもケイティも、《水牛》たちも大いに食べたのである。

　それにしてもすごかったのは猪を持ってきた少年の食べっぷりだった。

　半分はさすがに言い過ぎとしても一人で確実に五キロは平らげた。

「……生き返った！」

　それだけ食べてやっと人心地が付いたのか、少年は年相応の笑顔で自己紹介をしたのである。

「助かったぜ。俺は《ごちゃまぜ》のダムー」

「ごちゃまぜ？」

「ああ。そう名乗ることにしてるんだ。両親ともずいぶんいろいろ混じってるからな」

　鍋を突つつくのに夢中だった他の面々も遅まきながら名乗ろうとしたが、それより先にこちらに近づいた男が声を掛けてきた。

「やあ、ミシェル」

　年齢は三十歳くらい。色白で細面の、なかなかの美男子である。

　彼は先程、白い羽を生やして飛んできた《鶴》の一人だ。

　今はもちろん羽はしまっている。

「よう、タクト」

「さっきは肉をありがとう。こんなに美味い猪は久しぶりに食べたよ」

　タクトと呼ばれた男は手つかずに残されていた猪の頭を指して言った。

「よかったらこいつを譲ってくれないか。鹿と熊はたくさんあるんだが、猪肉が少なくてね」

「捕ってきたのはこの子だから、この子がいいと言うならいいぞ」

「それは《水牛》のおっさんにやったもんだ。おっさんがいいならいいぜ」

　ベラフォードとケイティは揃そろって『おや？』と思った。

　ミシェルはまだ名乗っていないのに種族名を言い当てている。

　おっさん呼ばわりされたミシェルは苦笑して文句を言った。

「おっさんはよせ。俺はまだ二十九だぞ。そういうことなら、タクト。この頭はおまえさんに譲ろう。その代わり、次に来た時はおまえさん自慢の魚の燻製をつけてもらおうかな」

「もちろんだ。とっておきを用意して待ってるよ」

　タクトが嬉うれしそうな笑顔になって猪の頭を取り上げた時、それを咎とがめるような喚声が響いた。

　何事かと思って見れば、ダムーが現れた雑木林から二人の男が駆け出してくる。

　どちらもまだ十代に見える若者だったが、血相を変えた二人はタクトのところに駆けつけて、理解できない言葉で叫び、さらにダムーを見て激しく罵ののしった。

　とても座っていられず、ダムーは険しい表情で立ち上がったのである。

　ケイティは河原に腰を下ろしたまま、そっとベラフォードに問いかけた。

「……こいつら、犬科みたいだけど、何を言ってるかわかる？」

「少しね。泥棒とか何とか、あんまり穏やかな雰囲気じゃないわよ」

「見るからにね」

　ダムーは彼らの言葉がわかるようで同じ言葉で憤然と言い返しているが、タクトが共通語で毅き然ぜんと告げた。

「きみたち、ここはシャリアー谷だぞ。多種多様の種族が集まる場所なんだ。共通語で話せ」

「言いがかりもいいところだ」

　真っ先にダムーが共通語に切り替え、苛いら立だたしげに断言した。

「誰が泥棒だ。俺はこの猪をその森で捕ったんだぞ」

　若者の一人も共通語で叫んだ。

「その猪は我々が飼っていたものだ！　家畜を盗むものは泥棒だぞ！」

　無形種にんげんには信じられないことだが、異種人類は家畜を蓄える。他人の家畜を無断で捕ったら確かに泥棒と言われても仕方がないが、タクトは冷静に言った。

「決めつけるのはよくないな。わたしは《丹頂鶴》のタクト。アセンディラ山のペラルゴ村の者だ。きみたちも名乗りたまえ」

《水牛》たちを始め、河原中の人々がこの二人に注目している。

　その視線に気づいて、年上に見える若者が少し息を落ち着かせて名乗った。

「俺はグリヴォーンの《狼》のキーロン。こっちはカラムだ」

「グリヴォーンだって？」

　タクトは首を捻ひねってダムーを見た。

「アセンディラから西の谷を挟んで、一つ向こうの山じゃないか。──きみはそこでこの猪を捕ったのか？」

「いいや、目と鼻の先のその森でだ」

　そこはシャリアーの森である。どの種族の縄張りでもない。

　狩猟が禁止されているわけでもないから、タクトはさらに尋ねた。

「どうやって捕ったんだ？」

「捕ろうと思って捕ったんじゃねえよ。ばったり出くわして、無闇に突進して来るもんだから、ちょっとおとなしくさせるつもりで投げ飛ばしたら岩に当たって死んじまったんだ。こっちも腹ぺこだったし、死んだものはそれこそ食わなきゃもったいねえだろうが。丸ごとはさすがに重たいし、早く捌さばかないとまずくなるし、だからその場で腸はらわたを抜いて持ってきたんだよ」

　真理であるが、キーロンとカラムはますます気色ばんで叫んだのである。

「噓をつけ！　あの猪は百二十キロはあったんだぞ！　純血種の《熊》や《虎》ならともかく、混血のおまえがそれを投げ飛ばしただと!?」

「腸を抜いて軽くしたところで、おまえ一人で動かせるもんか！」

「他に仲間がいるんだろう！　そんなでたらめを言うなんて、ふてぶてしい雑種野郎だ！」

　ケイティとベラフォードの表情が、すうっと変化した。

　混血を蔑べつ視しする態度や言葉は彼らにとっても他ひ人と事ごとではない。

《狼》の二人を見る眼が険しくなったのは当然だ。

　タクトも秀麗な顔をしかめている。

「言葉がすぎるぞ。きみたちの村に混血は一人もいないのか」

「雑種なんかがいるもんか！」

「おまえたちも同罪だ！　その猪は間違いなくうちの村の者が飼っていたものなんだ。それを無断で捕って食べたんだからな！」

　まだ猪の頭を抱えながら、タクトは肩をすくめた。

「生かして戻せとでも言いたいのかな？　この頭と毛皮だけなら返せるが、他の部分は諦あきらめてもらうしかない」

「よくもぬけぬけと！」

「開き直るのか！」

　雑木林からまた人が現れた。

　キーロンとカラムよりも若く見える少年と四十絡みの中背の男だった。キーロンとカラムは飛びつくようにその二人を迎えると、《狼》の言葉で何やら懸命に訴えたのである。

　端で見ていても必死の様子だったが、タクトが再び顔をしかめて遮った。

「きみたち。他種族にはわからないと思って好き勝手なことを言うのはよせ。聞くに堪えない表現もだ」

　キーロンとカラムがぎょっとなる。

　ダムーはおもしろそうな顔で尋ねた。

「《狼》の言葉がわかるのか？」

「近所だからね。──そっちの二人はちょっと待っていてもらいたい。まず話を整理しよう。この猪はきみたちが飼っていたというが、柵さくの中で？」

　キーロンが答える。

「いいや、山の中でだ」

「放し飼いだな。逃げられないように囲いはしてあったのか？」

「当たり前だ！」

「だが、ダムーはシャリアーの森で猪を捕ったと言っている。それとも、きみたちはダムーが噓をついていると、彼がグリヴォーンの山に無断侵入して猪を捕ったと言うのか」

「冗談じゃねえ」

　ダムーが顔をしかめた。

「猪に出くわしたのは正真正銘、その森の中だ。噓つき呼ばわりされる覚えはないぜ」

「それを証明できるか？」

「そいつらに聞けよ。正確に言うならそいつら自身の鼻にだ」

　キーロンとカラムがなぜか狼狽うろたえて視線を逸そらした。

　タクトが訊きく。

「どういう意味だ？」

「《狼》の縄張りだっていう山の中で、俺の匂いを嗅かぎつけたのかって意味さ。違うだろう？　俺は西側の山には一歩も入ってないんだ。それがわからない《狼》の鼻じゃないはずだぜ」

　タクトも頷うなずいた。

「きみはグリヴォーンには入っていない。となると、この猪が囲いを越えて山を抜け出して、谷を渡ってシャリアーに迷い込み、その森できみと出くわした。──そういうことかな？」

「それっきゃないだろう。そいつらは猪の足跡を追って、そこの森まで来て、猪と絡んだ俺の足跡と匂いを見つけて、ここまで追いかけてきたんだ」

　話を聞いていたケイティが笑った。

「馬鹿らしい。そんなの、まるっきり逃がしたそっちの手落ちじゃないか」

《猫》の彼女は犬科の《狼》があまり好きではないらしい。

　混血を蔑視するキーロンとカラムの態度もおもしろくなかったようで、さらに嘲ちよう笑しようした。

「自分たちの失敗は棚に上げて、真っ先にダムーを噓つきの泥棒呼ばわりかい？　ずいぶんな態度だね。グリヴォーンの《狼》の程度が知れるってもんだ」

　キーロンとカラムが血相を変えたが、意外にも一番若そうに見える少年が厳しい声で二人を叱りつけた。

「よせ。他種族と揉もめ事を起こすな」

　狼は純然たる階級社会だが、能力重視の社会でもある。年齢は関係ない。

　若い世代の中で一番年下に見える少年がリーダーであってもおかしくないのだ。

　少年はダムーに向かって静かに頭を下げ、自分と連れの男を紹介した。

「すまない。仲間が失礼なことをした。俺はグリヴォーンの《狼》のレイス。彼はマーロウだ。グリヴォーンの評議会長で、長老の一人にも数えられている」

　評議会も長老も他種族にはわからないが、非常に権威のある役職らしい。

　現にレイスも、若い二人に対しては強気の態度に出ても、マーロウに対しては一歩下がって恭しい態度を取っている。彼の判断を仰ぐつもりなのだろう。

《狼》三人の視線を浴びたマーロウは慎重に口を開いた。

「確かに、彼に非はない。そもそも既に食べてしまったものを生かして戻せと言ったところで意味がない」

　キーロンとカラムが再び顔色を変え、抗議しようとした。その途端、レイスに一睨にらみされて小さくなり、マーロウはゆっくりと首を振りながら淡々と続けた。

「しかし、あの猪は特別に育てたものだ。近く、我らの村では盛大な祭りが催される。村長の七十歳の誕生日を祝うものだが、その祭りで、村人全員に振る舞われる主菜になるはずだった。──非常に残念だ」

　そうしてマーロウはダムーに切々と訴えたのである。

「きみにお願いがある。あの猪を食べた代わりと言っては申し訳ないが、せめて何らかの形で補おぎなってはもらえないだろうか」

「冗談じゃねえ。そっちの手抜かりを何で俺が弁償しなきゃならないんだ」

「もちろんだ。誤解しないで欲しいが、我々は償いをしろと言っているのではない。お願いをしているのだ。きみの不満はもっともだが、我らにも我らの事情がある。手ぶらでは帰れない。あの猪が駄目になったとわかったら、楽しみにしていた村の子どもたちも、さぞかしがっかりするだろう。せめて仕留めた後も食べずにいてくれればよかったのだが……」

「それこそ無茶だぜ」

「だが、獣の肉は仕留めてから数日おいたほうが美味いのは常識だぞ。我らとてこんなことは言いたくないのだ。身さえ残っていれば、それを持って帰ったものを」

「腹ぺこだったんだよ……」

　さすがは年の功である。無闇に責め立てるのではなく諄じゆん々じゆんと話を持ってこられると、いつの間にかダムーの分が悪くなっている。

　ダムーには何の責任もないことだが、特別なご馳ち走そうだったと聞くと、何だか申し訳ない気がするのも本当だ。

「だいたい、代わりを寄越せったって、俺は何も持ってないぜ」

「その短刀は？」

「こいつを取られたら獲物を捌く時に困る」

「では、他に何か獲物を捕ってくるというのはどうだろうか」

「けどよ、同じ味のは無理だと思うぜ。特別な餌をやって育てたんだろう」

「そうだ」

　両者とも大真面目である。

　ここでまたケイティが口を開いた。

「じゃあ、この子の首飾りはどう？」

　話をふられたヴィンセントはきょとんとし、ベラフォードが慌ててケイティを遮った。

「ちょっと、あなた！　アタシたちを巻き込まないでよ！」

「いいじゃん。どうせ……」

　外れないんだろう、というわけだ。

《猫》の彼女はこんな芝居ならお手のものである。

　ヴィンセントの首飾りを示して、何食わぬ顔で言ったものだ。

「これはちょっと変わった首飾りで、どうしても外れないんだってさ。この子もこの首飾りに愛着がないから、外せた人にあげてもいいって言ってる」

　注目を浴びたヴィンセントは一人であたふたしている。

　その首に巻かれた宝石類は素人目にも見事なものだ。

「こういう飾りって無形種が好きそうじゃん。連中の街へ持っていけば高く売れると思うよ。あんたたちはその金で何かご馳走を買うといい。──刃物で切ってもいいけど、この子の首を切って外すのは駄目だからね。それに、どうやっても外せなかったら潔く諦めること」

　マーロウが確認を取った。

「確かにそれなら充分な足しになるが、本当にもらってもいいのか？」

「本人がいいって言うんだからいいんじゃない。ただし、外せたらだよ」

《狼》たちは顔を見合わせた。

　レイスの視線に促されて、下っ端のキーロンとカラムがまず進み出て、無遠慮に少年の首に手を伸ばしたが、この首飾りにはどこにも継ぎ目がない。

　そこで二人は首飾りと少年の皮膚の間に片刃の短剣を差し込んで、天鵞絨びろうどを切ろうとした。

「動くなよ」

　少年に注意した上で力を籠こめる。

　分厚い刃を研ぎ上げた実用の短剣は革でも簡単に切断できるはずだったが、この黒天鵞絨は──あるいは天鵞絨に見える生地はびくともしなかった。

　逆に大騒ぎしたのがヴィンセントだ。峰の部分とはいえ、硬い金物を首に押しつけられて、遠慮なくごりごりと抉えぐられてはたまったものではない。

「痛い痛い痛い！　痛いってば！」

　まるで首つりのような恰かつ好こうにされたヴィンセントが盛大な悲鳴を上げる。

《狼》たちはそれでも相当粘ったが、見かねたベラフォードが割って入った。

「いい加減にしてよ。いくらその子が丈夫でも限度ってものがあるわ」

「何なんだ、これは!?」

　キーロンは息を切らしていた。見た目は天鵞絨なのに、汗が滲にじむほど力を籠めてもまったく歯が立たないのだ。

「どうやって首につけたんだ!?」

「それはこっちが訊ききたいくらいよ。普通の布地じゃないのは確かだけど、これが何なのかはアタシもその子も知らない。言っとくけど、生地を焼いて宝石だけ抜き取ろうとしても無駄よ。焦げ跡もつきませんからね」

「だが、刃物が無理でも鋸のこぎりなら……」

「無駄だってば。諦あきらめ悪いわね」

《狼》たちは未練たらたらだったが、さすがに無意味だと悟ったのか、渋々ヴィンセントから離れた。

　その時になってダムーが興味半分にヴィンセントに声を掛けた。

「ほんとに外れないのか？」

「だから、そう言ってるのにぃ……」

　地面にへたり込んだヴィンセントは両手で首を押さえ、涙目になっている。

「ふうん？　ちょっと見せてみろよ」

　ダムーが手を伸ばしたのは、ほんの気まぐれからだ。

《狼》のように引きちぎろうとしたわけではない。珍し気にちょっといじっただけだ。

　それなのに、あれほど引っ張ってもびくともしなかった黒天鵞絨の飾りが突然ぽろりと外れ、ダムーの手の中に落ちたのである。

「あ？」

　そのことにダムーのほうが驚いた。

　ベラフォードに至っては絶叫した。

「噓でしょ！　あなた何やったの!?」

「何にもしてねえよ。勝手に外れた」

　ヴィンセント本人も生まれて初めて首から離れたその品を見て、ぽかんと眼を丸くしている。

「うわあ……初めて見た」

　物心つく前から自分の首に巻かれていたものだが、実際に自分の眼で見るのは初めてだ。

　一方、小躍りしたのは《狼》たちである。喜色満面でダムーに詰め寄った。

「外れたらくれるという約束だったな。つまり、それは我らのものだ」

　ダムーは一応、少年に確認を取った。

「本当にやっちまっていいのか？」

「……うん」

「じゃあ、ほらよ」

　ダムーは無造作にそれをキーロンに渡してやったのである。

　ケイティは内心舌打ちしていた。《狼》が得をするのが腹立たしいのだ。

　キーロンはそれをマーロウに見せ、マーロウは黒天鵞絨に嵌はめ込まれた大きな宝石を眺めて、まだ座り込んでいる少年に礼を言った。

「無形種の街に持っていけば、結構な額になるだろう。──感謝する」

「あ。いいえ」

　ヴィンセントは曖あい昧まいに答えて立ち上がろうとしたが、足がもつれた。

　バランスを崩して、またぺたんと地面に座り込んでしまう。

「あ、あれ？　変だな……」

　本人も戸惑い顔だった。自分で自分の身体が自由にならないらしい。

　地面に手をつき、肩で息をしている。

　ベラフォードが訊いた。

「気分でも悪いの？」

「わ、わかんない……」

　言いながら少年は震え、青ざめて、ますます呼吸を荒くしている。

「ヴィンス、どうしたのよ？」

「ベラ……何か変だよ。おかしい！」

　苦しげに喘あえぎながらヴィンセントがその場に蹲うずくまる。

　次の瞬間、突然の風が人々を襲った。

「うわっ！」

「何だ!?」

　鍋なべが飛ばされそうな強風だった。皆、慌てて荷物を押さえ、河原に伏せた。

「ヴィンス!?」

　ベラフォードが叫んだのは、蹲った少年の姿が消え失うせたのを見たからだ。

　慌ててその姿を探し求める。急激に辺りが暗くなり、反射的に空を見上げたベラフォードは今度こそ息を吞のんだ。

「……何あれ？」

　秋晴れの空を埋め尽くす巨大な姿が上空に出現していた。

　それは真っ白に輝く鱗うろこに覆われ、異様なまでに細長く、強いて言うなら蛇によく似た姿だが、空を飛ひ翔しようする蛇などいるはずがない。

　第一、寸法がまるで違う。

　上空の生き物は恐ろしく大きかった。

　地上に暮らす、どのような生き物とも比べ物にならない。

　全長百メートルに達するかという巨体である。しかも頭部には鹿のような角、頭から首にはたっぷりした鬣たてがみ、長い胴体には申し訳程度の短い手足を生やしている。

　河原の人々は我が眼を疑う驚きよう愕がくに襲われながらも瞬時に悟った。

　その生き物が『誰』であるかをだ。

「ヴィンス！」

　似ても似つかない外見になろうと異種人類にはそれがわかる。

　そして彼らはまた、上空の生き物が『何』であるかを知っていた。

「まさか！」

「白い島の住人か!?」

　それは人間社会では想像上の生物とされている。

　異種人類にとっても半ば伝説と化したものではあるが、決して架空の生き物などではない。

　かつては西大陸にも飛来したものだ。異種人類が白い島と称する北大陸が実在することも、その北大陸には竜や天馬ペガサスなど、神話の世界の生き物が住んでいることも、異種人類なら誰もが知っている。

　ミシェルが愕がく然ぜんとして叫んだ。

「竜がなぜこんなところに！」

　そう、彼らにとって驚愕の事実はそちらのほうだった。

　白い島の住人は決して北大陸から出てこない。もちろん竜もだ。

　この数百年、その姿は西大陸では一度も目撃されていないはずだった。

　つきあいの長い《水牛》がベラフォードに向かって叫ぶ。

「知っていたのか!?」

「冗談よしてよ！」

　地上で大騒ぎをしている人々を尻しり目めに、竜は近くの山に頭から突っ込んだ。

　その一撃で森がごっそりと抉えぐられ、山の一部があっけなく吹き飛んだ。轟ごう音おんとともに岩盤が崩落していき、岩肌がむき出しになる。これはもう立派な崖がけ崩くずれだ。

　一度の体当たりで山の形が変わってしまっている。

　何度か岩肌に身体を叩たたきつけて徹底的に山を削ると、竜は再び空に上昇し、今度は別の山に向かって突進した。また頭で殴りつけるように岩肌を抉っては上昇するのを繰り返す。

　この様子を目の当たりにした人々は茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「……角の生え替わる時期の《鹿》があんな仕草をするが……」

「野生なら脱皮時期の蛇もやるが、身体が痒かゆいからこすりつけてるのか？」

　みんなあまりのことに現実感を失い、呆あつ気けに取られていたが、急に危険を感じて空を見た。

　手て応ごたえが物足らなかったのか、竜が河原を目差して急降下して来たのだ。

　ぐんぐん迫るそれに、人々は思わす息を吞んだのである。

　大きいなんてもんじゃない。

　本当にこれを『生物』と呼んでもいいのか、その範はん疇ちゆうに入っているのか、疑わざるを得ない圧倒的な存在感だった。

　地上の人々を押し潰つぶさんとその怪物が迫り、凄すさまじい風が襲いかかる。

　河原の石は言うまでもなく、人まで吹き飛ばされそうな台風並みの強風だ。

　全員が生命の危機を感じたが、風圧で足が動かない。身体を支えるので精一杯だ。

　ベラフォードが顔をかばいながら必死に叫んだ。

「ヴィンス！　戻って！」

　あんな巨体が地上に突っ込んで来たら、全員無事ではすまない。

　しかし、竜と化したヴィンセントにその声は届かない。

　無駄と知りつつ、ダムーも怒鳴った。

「やめろ！　馬鹿野郎！」

　すると、竜は突然、方向を変えた。その際、弾みで尾が軽く河原を抉り、河原の石が大小を問わずに飛び散り、雨あめ霰あられとなって人々の頭上に降り注いだ。

　頑丈な身体をしている異種人類だが、これにはたまりかねた。

　あちこちで悲鳴が上がり、タクトが血相を変えてベラフォードに訴えた。

「彼を止めろ！　大惨事になるぞ！」

「わかってるわよ！　わかってるけど、あんなものどう止めろってのよ！」

　ベラフォードも青くなって叫んだ。

「初のフアース形態ト・変化トランスの衝撃かしら。あの子、どう見たって正気じゃない。こっちの言葉がわかってないのよ。それに今の変化トランスにしたって不自然よ。絶対あの子の意思じゃないわ。まるで無理に変化させられたみたいな……」

「……原因は、それなんじゃない？」

　ケイティが指さしたのはキーロンが持っているあの首飾りだ。

「それを外した途端、本人の意思とは関係なく形態変化したように見えたよ。──もしかして、それ、今のを抑える特別な仕掛けだったんじゃ……」

　さすがの彼女も血の気が引いている。

「それを戻したら変身フオーム解除リターンできるかもしれない。──断言はできないけど」

　冷静に話しているようでも、そう見えるだけだ。

　あの少年が自分の意思では人の姿に戻れないとしたら──。

　あの巨体のまま暴れ続けるとしたら、どんな事態を招くか考えたくもない。

　その思いは河原の人々も同じだった。空を見上げてミシェルが頷うなずく。

「そうだな。試してみる価値はある」

　飛べる人であるタクトが叫んだ。

「あれにか!?」

　竜は今、河原の上空に留とどまっていた。

　自分で自分の尾を追うような仕草で、ぐるぐる回って身体をくねらせている。

　何やら遊んでいるようにも見えるが、迂う闊かつに近づこうものなら、あの巨体に跳ね飛ばされて一巻の終わりだ。翼を持つタクトにはそれがわかっているのだろう。青い顔で訴えた。

「あんなものにどうやって！」

　まさしく物語の鼠の『誰が猫の首に鈴を付けるのか？』だ。

「アタシが行く」

　ベラフォードが果敢に断言した。

「ヴィンスをあのままにしとけないわ。──返してちょうだい」

　キーロンに向かって手を伸ばしたが、キーロンはそれを手放すのを渋った。

「我らを欺いたのか？　これは我らがもらったものだぞ」

「状況が変わったのよ」

　ベラフォードはびくともしない。

　普段の言葉や態度は女っぽい彼だが、今はどっしりと腹が据わっている。

「放っておいたらどんなことになるか、あんたにもわかるでしょう。ぐずぐず言ってないで、さっさとそれを返しなさい」

　キーロンは咄とつ嗟さにマーロウを振り返った。

　マーロウも難しい顔だったが、彼は別の意味で冷静になろうと努めていた。

「まあ、待て。これが原因だと決めつけるのはまだ早い。そもそも、こんな道具に左右される形態変化など聞いたこともない」

「相手を見てものを言いなさいよ。竜なのよ。西大陸の常識が通用するもんですか」

「少し冷静に考えてみろ。そもそも、あの竜の首にどうやってこれを戻すというんだ」

　黒天鵞絨びろうどの長さは三十センチほど。

　少年の姿だったヴィンセントの首にぴったり巻き付くだけの長さしかない。

　マーロウは念のため、キーロンからそれを受け取って調べたが、思いきり引いても捻ねじっても黒天鵞絨の長さは変わらない。

「見ての通りだ。どうやって使う？　せいぜいあの竜の小指の爪にしか巻くことはできないぞ。そんなことは事実上、不可能だ」

　ベラフォードは首飾りを受け取って自分でも試したが、結果は同じだ。

　しかし、彼は諦あきらめなかった、厳しい表情でダムーを振り返った。

「ちょっと来て」

「何だよ？」

　渋るダムーに首飾りを渡して、ベラフォードは言った。

「引っ張ってみて」

「誰がやったって同じだろう」

　ダムーは黒天鵞絨の両端を持って面倒くさそうに軽く引いた。

　途端、三十センチの長さしかない黒天鵞絨がダムーの腕の長さまで伸びたのである。

「うわっ！」

「やっぱり！」

　仰天したダムーが手を放した途端、首飾りはたちまち元の長さに縮んで地面に落ちた。

　素早くそれを拾って、ベラフォードが叫ぶ。

「あなたいったいヴィンスの何なの！　生き別れの兄弟なの!?」

「人聞きの悪いこと言うなよ！　何で俺があんなにょろの兄弟だ！」

「だっておかしいじゃない！　今までどんなことをしても外せなかったのよ！　あなただけが外すことも伸ばすこともできるなんて！」

　金切り声で叫んだベラフォードは一転して声を低めた。

「まさか……ああなるのを知っててやったんじゃないでしょうね？」

「馬鹿言え！」

　ダムーも血相を変えて怒鳴った。

「知ってたら誰がやるかよ！」

「そうよね。アタシも知らなかった」

　ベラフォードは頷いて、毅き然ぜんとしてマーロウを振り返ったのである。

「アタシもヴィンスも、この首飾りが何なのか知らなかった。知っていたら間違ってもあげるなんて言わなかった。だから約束は反ほ故ごにしてもらうわ」

　キーロンとカラムが強硬に抵抗した。

「それでは我らが損だ！」

「そうだ！　そっちの事情がどうあれ、もらったものはもらったものだぞ！」

　ベラフォードは緑色の瞳ひとみに露骨な苛いら立だちと軽けい蔑べつを浮かべて言った。

「あんたの村があの竜に木こっ端ぱ微み塵じんにされても同じことが言えるわけ？」

　誰かが叫んだ。

「見ろ！」

　上空の竜が大きく動いている。

　一人でぐるぐる回る遊びに飽きたのか、自由に飛べる空が周囲に広がっていることに初めて気づいたのか、大きく頭を振って、北を目差して飛び始めたのだ。

　マーロウが頷き、ほっとしたような笑顔で言ったものだ。

「やはりな……故郷に帰るのだろう。これでもうそれは必要ないはずだ。渡してもらおう」

「あんたね……あんまり馬鹿なことを言うんじゃないよ」

　恐ろしく剣けん吞のんな、押し殺した口調で言ったのはケイティである。

　若い《狼》たちは年長者になんて無礼な口のきき方をするのかと気け色しきばんだが、そんなのは《猫》のケイティの知ったことではない。

「ここから北の沿岸まで、どのくらいの距離があるかわかって言ってんの？　途中であの竜がさっきみたいに頭から地面に突っ込んだら──もしそこに村があったら、どんなことになると思ってるんだい。北にはあたしら《猫》の村もたくさんあるんだ。小さな子どもも、妊娠中の女たちも大勢いる。一つ間違ったらそのみんなが犠牲になるんだよ！」

《猫》の眼を爛らん々らんと怒りに光らせて、彼女は言い切った。

「そうなったとしてもあの竜のせいじゃない。竜の暴走を止める手段はちゃんとあったのに、誰の眼にもそれははっきりしてたのに、つまらない弁償の権利を振りかざしてその手段をどうしても手放さなかった馬鹿な《狼》どものせいだからね！」

　つまらないだの、馬鹿な《狼》どもだの、聞き捨てならない言葉が並ぶが、ケイティの言い分には筋が通っている。

「その時は生き残りの《猫》と被害に遭った他の種族総勢でグリヴォーンの馬鹿《狼》と話をつけに行ってやる！　せいぜい楽しみにしてるがいいさ！」

　その剣幕に《狼》たちも気け圧おされぎみになり、複数の種族から続々と同調の声が上がった。

「その少女の言う通りだ。被害が出てからでは遅すぎる」

「そうだ。これは《猫》だけの問題ではない。あれだけの破壊力だぞ。このまま何も壊さずにおとなしく北大陸まで帰ってくれると考えるのは見通しが甘すぎる」

「そもそも《狼》は猪を捕った少年に厚意を求めたにすぎない。猪を逃がしたのは《狼》側の手落ちだろう。彼に弁償の義務はない。従って、その首飾りを《狼》が得る権利もない」

　最後にタクトが全員の意見をまとめた。

「身内の利益しか考えない同胞の話を聞いたら、グリヴォーンの村長もさぞ喜ぶことだろう。しかし、西大陸には《狼》だけが住んでいるわけではない。それは承知の上だろうな？」

　明らかに《狼》たちが動揺する。

　とどめを刺すように、人々の中から一人の男が進み出た。

　市で干し果物を売っていた中年の男は冷たい眼まな差ざしをマーロウに向けて言ったのだ。

「グリヴォーンの《狼》ばかりが《狼》ではないぞ。ドレストから来たハーヴェイだ。我らの村も北方にある。万一、ドレストが竜の被害に遭ったらグリヴォーンはどうしてくれるのか。同じ《狼》が被害に遭っても知ったことではないと言い抜ける気か？」

　同族からの厳しい指摘に、さすがにマーロウも狼狽うろたえた。

　ハーヴェイは穏やかな口調に静かな怒りさえ滲にじませて続けたのである。

「こんな真ま似ねは《狼》全体の名折れだ。情けない。ドレストの猛抗議を受ける前に潔く自らの非を認めろ。それとも、これ以上グリヴォーンの《狼》の恥をさらす気か？」

　若い三人は判断を求めてマーロウを窺うかがい、人々の冷ややかな視線を浴びて、やっとのことでマーロウも変節した。

「……わかった。我らの非を認めよう。それは返す」

　これでようやく、天鵞絨の首飾りがベラフォードの元に戻ったのだ。

　ベラフォードは木につないだランナーバードに向かって走り出し、ダムーに叫んだ。

「一緒に来て！」

「俺が!?」

「当たり前でしょう！　あんた以外、誰がいるってのよ！　ヴィンスを元に戻せるのはあんただけなんだから！」

「……何で俺が」

　ダムーはひどく不本意そうだったが、ベラフォードの意見は正しい。

　ここはダムーが行かなくてはどうにもならない。

　渋々ランナーバードに足を向けたが、そのダムーを追い越してケイティがランナーバードに飛び乗った。

「あたしも行く！」

　自分の村の安否が掛かっているからだろう、必死の顔つきだった。

「──いいわ。じゃあ、途中までね」

　タクトが勇敢に申し出た。

「相手は空だぞ。我々も手伝おう」

「ありがとう。でも、あの子はアタシの身内みたいなものだから、ここから先はアタシたちの仕事よ。あなたは自分の村に戻って、被害がなかったかどうか確かめてちょうだい」

　ベラフォードはきっぱりとタクトの手助けを断り、ケイティも叫んだ。

「あんた！　早く後ろに乗りな！」

　ケイティはダムーを自分の鞍くらの後ろに乗せ、ベラフォードは自ら手綱を取り、北に向かって乗り物を走らせ始めた。

　ランナーバードは足下の悪さを苦にすることなく森を縫って走り続けたが、木立が邪魔で、空が見えない。

　ケイティは全力で乗り物を走らせながら、斜め前を走るベラフォードに問いかけた。

「《鶴》に協力してもらわなくてほんとによかったのかい？」

「他種族の手は借りられないわ。あれを外した本人と、言い出しっぺのあなたと、ヴィンスの保護者代わりのアタシで行くべきでしょうよ」

「だけど、相手は空なんだよ？」

「大丈夫」

　ベラフォードは自信ありげに頷うなずいた。

　彼には何か勝算があるらしい。ケイティもそれ以上は言わなかった。

　シャリアー峡谷をたちまち駆け抜け、広々とした草原に出る。

　しかし、遅かった。

　開けた空に眼を凝らしても、竜の姿は既にどこにも見えなくなっている。

　ベラフォードはそこでいったん足を止めて、ダムーに言った。

「ものは試しよ。仲間を呼ぶ時の声でヴィンスを呼んでみて」

「無茶言うなよ！」

　ケイティが後ろを振り返って睨にらむ。

「いいから呼ぶんだよ」

　押されっぱなしのダムーだが、今は逆らえない雰囲気である。

　舌打ちしながら、大きく息を吸い込んで吠ほえた。

《獅子》や《虎》の咆ほう哮こうとも《狼》の遠とお吠ぼえとも違う、長く力強い咆哮だ。

　あまりの音量にケイティが咄とつ嗟さに耳を押さえたくらいである。

　しばらく待っていると秋晴れの空に変化が起きた。

　北の空に細長い巨大な姿が現れたのである。

　ケイティは驚きの叫びを発した。

「ほんとに戻ってきた！」

「上出来よ、お兄さん！」

　ベラフォードも破顔して叫んだが、一人不機嫌なダムーである。

「だから俺はあのにょろの生き別れの兄弟でも何でもねえって！」

「この上にいるように言って！」

　忙せわしく言いながら、ベラフォードは服を脱いで上半身裸になった。

　すると、あり得ない変化が彼の身体に起きた。

　見る間に上半身がふわふわした羽毛に覆われ、背中に巨大な翼が出現する。

　ケイティは啞あ然ぜんとなった。

　ダムーも眼を剝むいた。

　これは鳥類独特の半ハーフ変化トランスだ。人の背中に翼を生やしながら両手は自由に使える、鳥類だけが可能としている変化である。

　それ以上に二人の度肝を抜いたのはあまりにも華やかなその色彩だった。

　濃い青と緑の翼は金属光沢を放ち、上体を覆った羽毛は鮮やかな緋ひ色いろ、薔ば薇ら色いろ、橙だいだい、黄色のグラデーション。肩には斑はん紋もんの入った金の飾り羽がひらめいている。

　眼が覚めるような極彩色だ。

　異種人類の鳥類にこんな羽翼を持っているものは一種類もいないはずだから、ぽかんとしてダムーは訊きいた。

「……色塗ってんのか？」

「失礼ね。れっきとした自前よ」

　ケイティも眼を丸くしていた。

　この色とりどりの羽はさっき見たばかりだ。

「……あんたの羽だったんだ」

「ええ。こんな羽はアタシだけよ。だから売り物にされるとまずいの。異種人類は出所なんか気にしないけど、無形種は違うでしょ。珍しい《鳥》を探しにわざわざやって来かねない」

　早口で説明すると、ベラフォードはダムーを見て言った。

「アタシがあなたを摑つかんでヴィンスのところまで飛ぶわ。そうしたら、あなたをあの子の上に降ろすから……」

「いらねえよ。人に捕まって飛ぶのは性に合わねえ」

　ぶっきらぼうに言って、ダムーまでなぜか服を脱ぎ始めた。

　履き物を脱ぎ、高く括くくった髪を解き、黒の下着一枚を残して裸になり、地面に両手をつく。

　途端、これまた劇的な変化が起きた。

　中背の身体がむくりとふくれあがり、髪は一気に量が増えて真っ白になる。さながら獅子の鬣たてがみである。浅黒い皮膚も密度の高い白い被毛に覆われ、下着の間から長い尾が伸びる。

　形態変化を済ませたベラフォードもケイティも絶句したが、これだけでは終わらなかった。

　肉食系動物に形態変化したダムーは背中に巨大な白い翼を出現させたのだ。

　真珠貝の内側のような光沢を放って虹にじ色いろに輝く、見事な翼である。

　身体は明らかに大型猫族のそれだが、真っ白な毛皮に淡いブルーの縞しま模様が散っている。

　この被毛は《獅子》でも《虎》でも《豹》でもない。

　背中の翼も真っ白に輝いているが、この羽は《白鳥》でも《鶴》でもない。

　ベラフォードが愕がく然ぜんとして叫んだ。

「あんたの身体いったいどうなってんのよ!?」

「言っただろう。ごちゃまぜだって」

　振り返った顔も巨大化して白い産毛を生やし、黒かった瞳ひとみは薄青色に輝いている。

　しかし、基本的な目鼻立ちは人間のままだ。

　ベラフォードもケイティもその不思議な姿にすっかり驚き呆あきれて、率直な感想を述べた。

「いくら何でも混ざりすぎよ」

「同感だね。でたらめにも程があるよ」

「その翼、本当に飛べるの？　あなた、ずいぶん重量級みたいだけど」

「飛べるさ。だから化けたんだろうが。ただし、あいつの上に降りるのだけは絶対に御免だぞ」

　ダムーはいやに真剣に念を押して、ベラフォードは笑顔で頷いた。

「あなたが飛べる人で好運ラツキーだったわ。二人で行きましょう」

　だが、ケイティは一人地上に置き去りにされるつもりはなかったらしい。

　ダムーを見て尋ねた。

「あんた、結構でかいけど、あたしを乗っけて飛べる？」

「ああ、さっきたらふく食ったからな。──一緒に来るのか？」

「あたしにも手伝えることがあるかもしれないからね。ちょっと待って。鳥をつないでくる」

《猫》の彼女はこの辺が現実的である。

　戻ってきた彼女は思い出したように、ダムーと眼を合わせて言った。

「まだ名乗ってなかったね。あたしは《猫》のケイティ」

「《蜥蜴とかげ》のベラフォードよ」

　かくて翼を得た二人と荷物の一人は竜を目差して空に飛び立った。

　ベラフォードもダムーも純血種の《鳥》に引けを取らない飛行能力を発揮し、ダムーの背にまたがったケイティが震え上がった。

「寒っ！」

　高度が上がれば一気に気温が下がる。生まれて初めて空を飛んだ彼女は、その事実をまさに肌で体感し、慌ててダムーの背中に伏せた。

「おい！　あんまりしがみつくなよ！　飛びにくいだろうが！」

「寒いんだよ！　あんた毛皮の塊だろ。くっつくのは当然じゃないか！」

　喚わめく間にも、ぐんぐん高度が上がる。

　ケイティはちらっと下を見下ろして、ちょっと身震いした。

　いくら身の軽い《猫》でも、落ちたら即死は免れない高さだが、今からでも地上に戻せとは口にしなかった。

　大きな翼を力強く羽ばたかせながら、ダムーが指摘してくる。

「恐いんなら残ってりゃいいのによ」

「恐くはないよ。──ぞっとしてるだけ。あんたはよくこんなふうに飛ぶの？」

「滅多にやらねえよ。疲れるし、腹は減るし、じろじろ見られるしよ」

　少し離れたところを飛んでいるベラフォードが大きな声で言ってきた。

「同感ね。目立って仕方がないのよ。ところであなた、本当にヴィンスの兄弟じゃないの？」

「違うって言ってるだろう！」

「じゃあ、どうしてあなたなのよ？」

　中途半端な質問の意味は明らかだったので、ダムーはちょっと苦い顔で答えた。

「心当たりがないわけじゃねえが……来たぞ！」

　巨大な白い物体がものすごい速さでこちらに迫ってくる。

　二人とも慌てて飛び離れた。

　空中で素早く反転し、さらに高度をあげて、竜を見下ろす位置まで上昇する。

　そうして間近で見ると、あらためてその迫力に息を吞のんだ。

　生物というより、まるで一種の超常現象だ。白銀に光る胴体を覆う鱗うろこは蛇より魚に近いが、一枚の大きさが三十センチはあるそれを鱗と呼んでもよければの話だ。

　ダムーの鬣がざわっと逆立ったのをケイティは感じていた。

　気のせいか、毛皮の下の皮膚も鳥肌が立っている。

　ベラフォードが言った。

「あの鬣の辺りに降りましょう」

「お断りだって言っただろう！　絶対あんなにょろを踏んだりしねえぞ！」

　ダムーの背中にべったり張り付いたケイティが呟つぶやく。

「ずいぶん『にょろ』にこだわるけど、あんた、もしかして蛇が恐いの？」

「あれが着地できる状況かよ」

　ごまかしたダムーだが、彼の指摘は正しかった。

　竜はそもそも水平飛行をほとんどしていないのだ。

　普通の鳥類にはまず不可能な突如として垂直に上昇する動きをしたかと思うと、次には鰐わにが水中で見せるような激しく身体を捻ひねる回転運動を始めるのだから、危険極まりない。

　舌打ちしたベラフォードは、右手に首飾りの端を握り、その腕を思いきりダムーに伸ばして問いかけた。

「──そっちを握れる？」

「おう。下から行くぜ」

　飛べる人が空中で触れあうほど接近するのはかなりの飛行技術を要する。

　常に羽ばたいていなければならない大きな翼が邪魔をするからだ。

　乳白色と極彩色の翼を持つ二人は接触しないように注意しながらぎりぎりまで距離を詰め、ダムーが手を伸ばして首飾りの端を摑んだ。

　反対側を握ったベラフォードが翼を捻って離れると、短かった黒天鵞絨びろうどの首飾りがロープのように長く伸びた。ベラフォードがさらに距離を取ると、天鵞絨も合わせてぐんぐん長くなる。

　一部にダムーの手が触れている限り、いくらでも伸びるらしい。

　後はこの長いロープの中に竜の首を捕らえてやればいい。

　しかし、それが予想以上に難しかったのだ。

　ロープを持った二人が接近すると、竜は大きく首を反らして避けたのである。

「ヴィンス！」

「待て、こら！」

　二人が慌てて体勢を立て直し、再度迫っても結果は同じだ。

　黒いロープを見ると反射的に逃げるので、ダムーが妙に冷静に言った。

「嫌がってるように見えるのは、俺の気のせいじゃないよな？」

「ヴィンス！　おとなしくして！」

　ベラフォードが焦燥の悲鳴を発し、ダムーも同様に声を張り上げた。

「じっとしてろ！　すぐ終わる！」

　それでも竜はロープを嫌って避け続け、苛いら立だったのか急に速度を上げた。

　二人とも慌てて竜の後を追ったが、すごい速さである。遅れまいと懸命に翼を使いながら、ダムーは舌打ちした。

「まずいな。こっちはそういつまでも飛んでいられないぜ！」

　体力の限界が訪れるからだ。

　風を切り裂いて飛ひ翔しようしながら、ベラフォードもその危険を感じていた。

「何とかあの子の上に降りてみるから、あなたは首の周りを一周して！」

「無理だ！　俺の翼よりあいつが首を振る動きのほうが速い！　第一おまえ、あんなところに降りられるのかよ!?」

　速度を上げて飛行しながら、目標はちっともじっとしていないのだ。

　長い身体は激しくうねり、くねり、大波にもみくちゃにされる舟のような有様だ。

　こんなところに着地するのは本職の《鳥》でも至難の業である。

　ダムーの背中でケイティが断言した。

「あたしが行くよ」

　飛びながら器用に背後を振り返って、ダムーは薄い青になった眼を丸くした。

　そこにあったのは先程までの少女の顔ではなかったからだ。

　顔全体が短い虎とら縞じまの毛皮に覆われ、いっそう大きくなった瞳どう孔こうの細い眼、ぴんと張った髭ひげ、頭部に三角の耳が立っている。どこから見ても猫の顔そのものである。

　これまた混血にはあり得ない変化に、ダムーは呆れて言った。

「おまえもかよ？」

「ただし、頭だけね」

　猫と化した顔で、ケイティは言った。

「首から下は変わらないんだ。尻尾しつぽも生えないけど、平衡バランス感覚と運動能力は純血種の《猫》と思ってくれていい。──あいつの頭の上まで行ける？」

　頭部だけとは言え、ベラフォードもケイティの形態変化に驚いて尋ねた。

「どうする気なの？」

「あんたたちはいつでも動けるように準備してて。竜が頭を突っ込むように仕掛けてみる」

「仕掛けるって、何をだ？」

「いいから行って！」

　背中の猫にけしかけられ、ダムーはさらに速度を上げた。

　再び真下に竜を見下ろすところまで飛んできたが、あまり近づくと、いつ胴体や尾が襲ってくるかわからない。

「この辺が限界だぞ」

「上等」

　真下でのたうつ巨大な丸太をじっと窺うかがい、ケイティは慎重に距離と位置を計った。

　そうして大胆にもダムーの背中から竜を目差して飛び降りたのだ。

「おい！」

　さすがにダムーが顔色を変えた。

　ここから竜の背中まで距離に直せばおよそ十メートル。

　墜落死してもおかしくない高さだ。

　普通の混血なら一巻の終わりだが、ケイティは見事に竜の上に着地した。

　素早く鬣たてがみを摑つかんで落下を防ぐ。さらに鬣を手がかりに、ケイティは果敢に竜の顔を這はって、鼻先まで行き、そうして大きく口を開けると、何と竜の鼻に思い切り嚙かみついたのだ。

　この大胆な行動には見ていた二人も呆あつ気けに取られた。

『窮きゆう鼠そ猫を嚙む』という言葉があるが、竜を嚙む顔面猫娘がここに一匹──。

　人間の大きさの猫の牙きばがどのくらい効いたかわからないが、竜にとっても予想外だったのは間違いない。大きく首を捻って暴れ回った。

　盛大に振り回されながら、がっちり鼻先に嚙みついたケイティは離れない。

　ベラフォードが思わず叫んだ。

「無茶するわねえ、彼女！」

　ダムーもまったく同じ意見だったが、ケイティの目もく論ろ見みは功を奏した。

　竜は鼻先に嚙みついた異物を嫌って闇雲に暴れ回り、二人が待ちかまえているところへ自ら突っ込んできたのである。

　二人ともその機を逃さず、すかさず飛び出した。

　長いロープの内側に見事に竜の首を捕らえ、旋回しながらダムーが叫ぶ。

「この後はどうするんだ!?」

「端と端を結むすんでみて！」

　ベラフォードも旋回して飛びながら、空中でダムーと合流しようとしたが、ここで竜が再び速度を上げた。鳥類の中でも最速を誇る《隼はやぶさ》にも匹敵する速さである。

　ちなみに《隼》の最高速度は時速二百キロにも達する。

　しかも《隼》がその最高速度を発揮できるのは急降下時に限られているが、竜はそれを水平飛行でやったのだ。

「うわっ!?」

「きゃあっ！」

　ダムーは不意を衝かれて体勢を崩し、ベラフォードは男性らしからぬ悲鳴を発して、二人は竜の身体に叩たたきつけられた。

「────っ!!」

　すぐに立ち上がったダムーだったが、その口から声にならない悲鳴が洩もれる。

　裸足はだしで踏んだ（今その足には肉球がついているはずだが）竜の鱗うろこの感触が、よほど生理的に合わないらしい。それでも着地には違いないので反射的に翼をたたみ、ベラフォードに叫んだ。

「そいつを寄越せ、早く！」

　ロープはまだ竜の首に引っかかっている。凄まじい速度と風圧に晒さらされ、竜の身体に激しく叩きつけられながら、ダムーもベラフォードもロープの端を手放さなかったのだ。

　わずかに速度が緩んだ隙を狙って、ベラフォードはロープの端をダムーに手渡し、ダムーはがむしゃらに端と端とを引き寄せた。

　この不安定な場所で両端をうまく結べるか自信はなかったが、わざわざ結んだりする必要はなかった。ダムーが天鵞絨びろうどの両端をくっつけた途端、切れ目が消え失うせ、ロープは再び一つの大きな輪になった。

　そして、この首飾りがヴィンセントの変身を抑制する安全装置だったことは、ただちに証明されたのである。

　足下にあったはずの竜の身体が忽こつ然ぜんと消え失せた。

「いきなりかよ!?」

　ダムーは慌てて翼を広げて羽ばたき、ベラフォードも同様にした。

　しかし、翼のないケイティはそうはいかない。

「わあっ!?」

　足場を失った彼女はもがきながら落下し、ベラフォードが素早く飛び出した。

「手足を広げて落下を遅くして！」

　自分は翼をたたみ、頭を下にして、真っ逆さまに急降下する。

《隼》ほど高速は出せないが、全速力で追いつき、空中で彼女の身体を見事に捕まえた。

　一方、ダムーの眼はヴィンセントを捉とらえていた。

　一瞬のうちに少年の姿に戻ったが、意識を失っているようで、地上めがけて落下している。

　あんなにょろでも見殺しにするのは寝覚めが悪い。

　舌打ちしながら、ダムーも翼をたたんで急降下した。

　追いついて捕まえようとしたのだが、伸ばした手を何かに阻まれる。

「何だ？」

　見れば、少年の身体は淡い光に包まれていた。

　どんな仕組みか、この光がダムーの手を少年に触れさせまいとしている。

　そんな馬鹿なと焦る間に無情にも地上が迫り、ダムーの眼の前で少年の身体は轟ごう音おんとともに思い切り地面に叩きつけられた。

　ふわりと着地して翼をしまうと、変身解除したダムーは地面に激突した少年を窺った。

「……死んだか？」

　いささか薄情な呟つぶやきだが、素裸で地面にめり込みながら少年は生きていた。

　相変わらず意識はないようだが、あの淡い光は消え、胸が緩く上下している。

　並外れた視力でそれを確かめると、ダムーは盛大な息を吐いて、その場に座り込んだ。

「なんて人騒がせなにょろなんだ……」

　思わず空を見上げると、ケイティを抱えたベラフォードが舞い降りてくるのが見えた。




　ヴィンセントが落ちたのは偶然にもフォレスの森からほど近い場所だった。

　ベラフォードとヴィンセントがランナーバードで山を越え、谷を越え、三日がかりで進んだ距離を竜は一息に飛んでしまったことになる。

「荷物を全部置いて来ちゃった……」

　ベラフォードがぼやけば、ケイティもぐったりと地面に座り込んで言った。

「またこの子に飛ばせて戻る？」

「よしてよ。二度と御免だわ。地元の《白鳥》たちに頼んで連れて行ってもらいましょ。多分数時間で行けるわよ。何かお礼はしなきゃならないけど」

　ダムーが切実な口調で言った。

「その前に、何か食うものないか？」

　ケイティもベラフォードもその点はまったく同感だった。

　まだ気を失っているヴィンセントを連れて、フォレスの森を目差した。

　捨て子だったヴィンセントを拾って育て、ベラフォードも子どもの頃から世話になっている《蜥蜴とかげ》の賢者モーガンは一風変わった姿の人だった。

　端的に言うなら二本足の大蜥蜴である。

　人間が見たら卒倒しそうな姿だが、森の住民から慕われる人格者で、小さな家の中は快適に整えられている。

《蜥蜴》の賢者はいささか興奮気味のベラフォードの話にじっくり耳を傾け、感心したように何度も頷うなずいた。

「なるほどのう……」

　ヴィンセントは未いまだに意識が戻らず、居間の横の寝床に寝かされている。

　その首についている黒天鵞絨を見て、モーガンはしみじみと言った。

「西大陸の技術ではこのようなものは到底つくれんと思っていたが……、あの首輪はそういう意味じゃったか……」

「寿命が縮んだわよ。ほんとに」

　振る舞われた美お味いしいお茶と果物に、ベラフォードはようやく一息ついて話を締めくくった。

「あの彼氏が飛べる人で本当に運がよかったわ。アタシ一人だったらどうなってたか……」

　ケイティも遠慮なくご馳ち走そうになっていたが、不思議そうに言ったものだ。

「けどさ、何であの彼氏だけなんだろうね？」

　ダムーは蛇嫌いというだけではなく、爬は虫ちゆう類るい全般が苦手らしい。

　モーガンの姿を見るなり飛び上がって、決して家の中に入ろうとしなかったが、開いた扉のすぐ外に座っているから話は筒抜けのはずだった。

　扉のほうを見てベラフォードが訊きく。

「あなた、さっき、心当たりがあるって言ったわよね」

「もしかしたら、だけどな」

　ダムーにももちろん果物とお茶が振る舞われているが、彼はものすごい食欲を発揮した。

　先程、猪を平らげたばかりなのに、どんなにお代わりをしても足らないらしい。

　まさに底なしの胃袋だ。《蜥蜴》の賢者の食料庫が空になりそうな勢いに、ベラフォードはさすがに文句を言った。

「ちょっとは遠慮してよ。賢者さまの食べる分がなくなっちゃうでしょうが」

「いやいや、かまわんよ。ヴィンスを止めてくれた恩人なんじゃ。わしは何とでもなるから、心配せんでよい」

　モーガンは《蜥蜴》の顔で微笑んで、穏やかに扉の外のダムーに話しかけた。

「ごちゃまぜの──と言ったかな？」

「俺の親はちょっと変わってるんだよ。俺と同じで、混血なのに完全変態できるんだ」

「ご両親ともかな？」

「ああ。二人ともだ」

　モーガンはそれで納得したらしい。

「そうか。おまえさん、《虎縞》の子か」

「……親父を知ってるのか？」

「会ったことはないが、話には聞いておるよ。もう二十年近く前になるが、混血にも拘かかわらず、形態変化する少年と少女が現れたという知らせは我々には衝撃じゃった。ただし、その二人の外見はまったく違ったそうだが……」

「ああ。親父は化けりゃあ、どっから見ても《虎》だし、お袋は《狼》なんだよ」

「成長したその二人が結婚して生まれたのが、おまえさんというわけか」

「まさかなあ、うちの親の他に形態変化する混血がいるとは思わなかったぜ。しかも二人も」

「こっちの台詞せりふだよ」

「そうよ。アタシだけだと思ってたわ」

　ケイティとベラフォードが声を揃え、ダムーは苦い声で話をまとめた。

「それでだ、うちの親が言うには、どっちにも北大陸のご先祖がいるらしい。ただし、あんなにょろじゃないからな」

「なるほどのう……」

　モーガンは何度も頷いた。

「恐らく、おまえさんの身体に流れる北大陸の血が反応したんじゃな」

　ここでヴィンセントが眼を覚ました。

　気配を察してモーガンがその顔を覗のぞき込むと、少年は大蜥蜴の顔を見て、ほっとしたように微笑んだ。

「わあ、賢者さまだ……」

「気分はどうじゃ？」

「……気持ち悪い。なんか、身体が変なふうにこね回されたみたい……」

　ベラフォードが真顔で頷いた。

「そりゃあ、あれだけふくれあがって、これだけ縮めばね」

　ケイティもそっと同意した。

「形態変化の質量限界を超えてるよ」

「何があったか覚えておるか？」

　賢者の質問に、ヴィンセントは少し沈黙して、ぼんやりと答えた。

「ぼく、空を飛んでた……？」

「そうじゃよ」

「何で賢者さまの家にいるの？」

「飛んできたからじゃよ。その途中で、ベラに会ったことは覚えているか？」

　少年は首を振った。

「どこに行こうとしていたかは？」

　再度、首を振る。不安そうな少年の視線に、蜥蜴の賢者は質問を変えた。

「自分が何であったかは覚えとるか？」

「……何となく。ぼく、にょろにょろしてた……？」

　ヴィンセントは自信なげに答え、扉の外でダムーが身震いしている。

「さよう。わしも今まで知らなんだが、おまえは北大陸から来たんじゃよ」

「そうなんだ……」

「どうする、ヴィンス。生まれ故郷に帰りたいか？」

　この問いに少年は不思議そうに眼を見張った。

「どうして？」

「帰りたいとは思わんか？」

「うん。だって知らないところだもん。──こっちのほうがいいよ」

　モーガンは《蜥蜴とかげ》の顔にじんわりと微笑を浮かべて、最後の質問をした。

「また空を飛びたいかな？」

　途端、ヴィンセントは顔色を変えて叫んだ。

「絶対やだ！」

《蜥蜴》の賢者は頷いて、扉の外のダムーにも同じことを尋ねた。

「おまえさんは？　またこの首飾りを外してみたいと思うかね」

「お断りだ！」

　これまた絶叫である。

《蜥蜴》の賢者は満足そうに頷いた。

「結構なことじゃ。竜を西大陸の空に解き放つわけにはいかんからのう」

　ケイティが苦い顔で頷いた。

「同感だね。あれは立派な災厄だよ」

　ベラフォードも心配そうに言った。

「あそこには顔見知りが結構いたのよ。もしかしたら、ここにも誰か来るかもしれないわ」

　竜はどうなったのか、本当に危険は去ったのか、確かめるのは当然である。

　扉の外からダムーが言ってきた。

「だったら、俺たちは早々にここから引き上げたほうがいいんじゃねえか」

《蜥蜴》の家から一刻も早く離れたいのか、面倒に巻き込まれたくないのか定かではないが、ダムーの言うことはもっともである。

「俺だってやりたくてあんなものを空に放ったわけじゃない。立派な不可抗力だ。そのことで責められるなんざまっぴらだぜ」

　この意見にも全員が賛成だった。

　幸い少し休息するとヴィンセントも回復したので、四人はもてなしに礼を言って賢者の家を後にした。まずは《白鳥》のところである。

　ケイティとベラフォードは買った品を全部シャリアー谷に置いてきてしまったし、ダムーは下着一枚というはしたない姿である。

《白鳥》が住むという湖の畔ほとりを目差し、ベラフォードの案内でフォレスの森を進んでいったが、ケイティが何気なく他の三人に話しかけた。

「荷物を取ってきたら、あんたたち、どうするんだい？」

「しばらくここには近づかないほうがいいでしょうね。どこか適当にぶらぶらして竜の話題が薄れるのを待つわ」

　ベラフォードは至って気楽に言い、ダムーも面倒くさそうに答えた。

「もともと特に行く当てなんかねえよ。足の向くまま、気の向くままだ」

　ケイティは何やらおもしろそうに《猫》の眼を光らせた。

「じゃあさ、あたし、東に行くつもりなんだけど、あんたたちもつきあわない？」

　ベラフォードが不思議そうに訊きく。

「東へ行って何をするの？」

「もちろん、お金かね儲もうけ」

「あんたって、ほんとそればっかりね。何をやって稼ぐつもりよ」

「ひとまず無形種相手の何でも屋かな。こっちには西大陸中部の知識があるし、普通の混血と違って無形種の男の二人や三人なら撃退できるしね」

「用心棒ってこと？」

「そう。あたしら、結構いいチームになると思うんだ。ごちゃまぜの彼氏が体力で、あんたが技、あたしが知恵を担当する。──で、その子は火事場の馬鹿力担当ってわけ」

「ええ～？」

　ヴィンセントが情けない顔になり、ベラフォードが不服を唱える。

「アタシは知恵担当でしょ」

「うん。それでもいいけど、あたしは空を飛ぶ芸当なんかできないからさ。その時はやっぱりあたしが頭担当ね」

　けろりとした顔で言うケイティに、ベラフォードも小さく吹き出した。

「あなたはどう考えても金庫番でしょうに。──どうする、ヴィンス？」

「う～ん、どっちでもいいかも……」

「はい。訊いたアタシが馬鹿だったわ。──ごちゃまぜの彼氏は？」

「俺は腹一杯食えればどこでもいい」

　ケイティが疑わしげに尋ねる。

「……ひょっとして、あんた、いつもあんなに食べるわけ？」

　ダムーはぶっきらぼうに『ああ』と答えた。

「じっとしてればそうでもないけどよ、運動するとめちゃくちゃ腹が減るんだ。化けて飛んだ後は特にひどいな」

　ケイティは難しい顔になった。

「……こりゃあ、よっぽど気合いを入れて食費を稼がないと危険かもね」

　ベラフォードが笑って言う。

「いいわね。おもしろそう。ただし、無形種の街で、アタシやヴィンスを見せ物にしてお金を稼ぐっていうのだけはなしよ」

「当たり前だろ。言われなくたってあんな物騒なもの向こうで解き放つわけにはいかないよ」

　ケイティは顔をしかめた。お金のことしか考えていないようでも、彼女はこういうところは信用できる常識の持ち主だった。

　それからケイティはダムーに眼を移して悪戯いたずらっぽく笑った。

「あんたのけったいな身体なら充分見せ物になりそうだけどね」

「それもお断りだ」

　文句を言いながら、四人は何となく足並みを揃えて歩いて行った。







　あとがき







『レディ・ガンナー』初の短編集です。

　以前、雑誌に発表した四本に加えて、一本を書き下ろしています。

　言い換えれば五分の四は既に原稿があるわけです。丸ごと一冊書く時に比べれば遥はるかに早く終わるはずだったのですが、考えが甘すぎました。

　自分の昔の文章というものは（わかっていたつもりでしたが）かなりの破壊力です。

　最初の一枚に眼を通しただけであえなく撃沈。

　かろうじて立ち上がるも次のページを見て再び悶もん絶ぜつ。

　端から見たらさぞかし滑こつ稽けいだったでしょうが、直せる限りは直しました。

「ヘンリーの求婚」というタイトルだった話を「木に登る鰐」と変えたのもその一つです。

　単純にこのほうが可愛いかと思ったまでですが、当時は書けなかったエピローグを書き足し、「《鷲》のチェリーザ」も特に後半を大幅に書き直し、掲載時から予定していたエピローグを書き足すことができましたので、自分としては満足しています。

　この作業と並行して書き下ろしに取りかかりましたが、これがまた非常に難航しました。

　担当さんとの打ち合わせの時、

「地味な話ですし、そんなに長くはなりません。二十ページくらいで終わりますよ」

　と自信満々に答えた大馬鹿は私です。

　結果がどうなったかと言えば……ご覧の通りです。

　予定が未定なのはいつものことですが、本当に二十枚で終わると思っていたので冗談抜きに血の気が引きました。胃も痛くなりました。おかしい。想定外だ。何を間違ってこんなことになるんだ？　と、書き進めながら頭を抱えて自問自答……。

　さんざん考えて得た結論は、最初の構想の段階では起承転結の『起』『転』『結』（それもごく一部分）しか頭の中になかったということです。

【モームがデザイナーを助ける→真珠のブローチを贈られる→デザイナーが再び窮地に陥り、人間社会まで助けに行く】

　本当にこれだけしか考えていませんでした。そりゃあ、これで一本の話として完成できれば確かに二十枚で終わるでしょうが、我ながらアホだな～と呆あきれるしかありません。

　そんなこんなで惑いながらも何とか形にすることができた一冊です。

　少しでも楽しんでいただければ幸いです。
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　　　書き下ろし

　そして四人は東へ向かう
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　　　本書収録にあたり、加筆・修正をした。
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